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方 言 集後 繊発刊 に寄 せ て 野津原町町長 佐藤典雄

このたび野津原方言集後編が、町政施行 40周 年記念 に発刊 され

ま した ことは、識 に喜びに堪えません。 また収集活動 に当た った皆

さん に、心か ら敬意を表 します。

時代の移 り変わ りと共 に古 き良 き要素が失われ、それだけ 日本語

の質が低下 してい くことを、憂 え るのみであ りま したが、古 い もの

を壊 さず に もつて いる野津原町を こよな く愛す る人、その人 な りの

『 こだわ り』を持 った人たちが『野津原 に寄せ る想 い』をメ ッセー

ジと して後世 に残 して伝え る文化財産 と言え るで しょう。

前編 の単語か ら飛躍 して後編 には、故郷の振興 に努力 した人たち

、家庭や地域の生活 に涙を流 し頑張 った姿、心豊 かに生 きた人たち

。方言を取 り入れた語 り、経 りの中にやさ しく味わいのある方言が

聞かれ るとき、改めて故郷の良 さが評価 され るで しょう。

この方言集が親 しく読 まれ活用 され ることと共 に、刊行に努力 さ

れた関係者 と支援 された多 くの皆 さん に、心か ら感謝を申 しあげ、

ご健勝、 ご活躍を祈念いた してお祝 いの ことば といた します。

平成 10年 4月 吉 日
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発 刊 に寄 せ て 野津原方言調査会長 甲斐英行

歴史 は くり返 され ると申 します。野津原方言を昔 に甦 りなが ら、

長 い年月あまた人生 と出会 い ふれあ う事 のよさを学びなが ら、愛

読者 ご自身の新 しい 人生の創造の為 に少 しで も お役 に立つ こと

が出来れば 幸せ に想 います。

平成 4年 に 野津原方言調査会を結成 して以来 懸命なる調査員

の努力 によ りま して 遺憾 な く平成 7年 の春『前編』 の発行を遂

げ ることが出来 ま した。

引 き続 いて後編 に取 り組 もぅと 調査員皆 さんの力強い声援 に

答えなが ら その願望 に向か ってたゆまず 一筋 に邁進 して参 りま

した。『 至誠天 に通ず』 調査員一致団結真心 もつて 作業 にあた

り その意が天 に通 じてか 最良の結果 と して いよいょ後編 の

刊行 にな りま した。私 ども調査員 にとりま しては この上 ない悦 び

と感激 に 溢れているところです。

愛読者 の皆 さん 親 しく方言を味わいなが ら 形動 にお過 ご しを

ご祈念 申 しています。

平成 10年 寿春
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刊行を祝 して    野津原町教育長  河野研司

国際化  情報化社会を迎え 私たちの生活 は大 きく変化 して きま

した。

生活 の変貌 は 地域の様 々な文化 に も 多大 な影響を与えていま

す。地域 の独特 の文化の一つ とされ る方言 は その最たるものと言

え ます。

方言 は その土地 に住む人 々が長 い年月をかけて育てて来 た もの

です。 その中には 土地の人 々が  自 ら創造 した ことば もあ り 又

流入 した ことばを人々の好みに変えていつた もの もあると思 います

。謂わば 土地 の人々の独 自性を存分 に発揮 した かけがえのない

財産 と言えます。

ボーダ レス社会 になつて 共通語でな くては とい う考えの広が る

中 方言 の もつ暖かみがな くなって しまいそ うです。 自分 の生 まれ

育 った土地の ことば 方言を耳 に した時の懐か しさは た とえょ う

が あ りません。

都会生活を している人々は 方言を聞いただけで 故郷を想 い

幼少時代を懐か しく心をなごませ るであろうと思 います。

方言が  これか らも地域 に根づ き 脈 々と息づいて 次代 に引き

継がれ ること 心か ら願 っています。

町政施行 40周 年を迎えて 本町は新 たな出発を しょうと してい

ますが 前進のためには古 きよきものを 大切 に し 崇めることも

必要 であろうと考えます。

町の飛躍が期待 され るこの ときにあた り 関係者 の ご尽力 により

野津原方言 《後編)を 刊行 されます ことは まことに時機をえた

ものであ り 深 く敬意を表す るところであ ります。

この冊子が 多 くの皆 さん に親 しまれ ることを願 ってやみ ません

平成 10年 4月 吉 日
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は じめに

故郷 の無形文化財『野津原方言』を 平成 7年 に刊行 したところ

反響を呼んで 各地か ら身 にあまるお便 りや お小言 も頂 きま した。

それを糧 に して 3年 間 調査員 8人 が収拾 した後編が まとま りま し

た。素入つ くりの幼稚 さは抜 けないが  誰 に も親 しんで もらえ る良

さ もあ って これか らこの種の調査研究 され る方達 の お役 にたてば

幸 いと思 います。

後編 には 故郷の生活を方言 に変えて取 り入れた 農作業 生活

子供や 語 りべ  EII説 き唄 などを中心 に 生活の中にさ りげな く

入 りこんで いる方言  それ らを活字の一つ一つ にまとめて そ っと納

めておける物 に しま した。今取 っておかないと永久 に消え る であろ

う そん な事を思 うとヮクヮク して 年 も忘れて取 り組んだ 7年 間で

したが  まとめが終わ るとホ ッと安堵 の胸 なでおろ し そ して一抹の

寂 しさ も。それだけ真剣 に取 り組んだので しょう。

多 くの人の協力 と支援を受 けた方言調査  ここに入 った以外 に もき

っと 素晴 らしい ものが あると思 います。ふ っと思 い出 した ら さら

に又企画 も考えています。方言集刊行 にあた り特 に深いご理解  ご協

力を頂 きま した各機関 ご支援 くださ った皆様方 に深甚なる 敬意を

表 します。誠 に有 り難 うございま した。町政施行 40年 を迎え る思 い

出多 い年 にあた り この野津原方言集 の発刊が出来 ることは 調査員

の仕事冥利です。

平成 10年 春 野津原方言調査会
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_あ しあと

平成 7年 5月 に前編を刊行 して 大分合同新聞 に紹介 され  OB
S NHK TOSの 放送 に取 り上 げてれた ことが 多 くの申 し込

みゃ方言の楽 しい声 も間かせて くれ ま した。方言 こそ人の心 にそっ

と囁 くラブか も。 それだけ人は優 しい言葉 に憧れているので しょう

。特 に野津原 の方言は 地 に生 まれた ものは少 ないか も しれない

が 資料 によると 6000年 も昔か ら人が住み 人の流れの中に文

化 と共 に言葉 も入 って それが定着 時 には交配 による地文化言葉

とな り 江戸期の参勤交代 によって入 った もの 肥後 岡 天領の

ために 育 った ものなど沢山の条件があ った ものと思われ ます。

それを大切 に守 り育てた故郷の人気質 も 自慢で きる。人情味が

あ り優 しさのある人 と人の交流が 温かい美 しい方言 と して大切 に

守 られ 使われて来 たので しょう。専門的な歴史や内容 は別 と して

故郷 に使われ語 り継 いだ故郷の文化財 野津原方言は他か ら見て

聞いて とて も素晴 らしいと思われ るのは 我 田引水ではない親 し

みを感 じると言 う。 自慢出来 るのではないで しょうか。

多 くの人 に協力を受 け支えて くださって 辿 り着 いた後編刊行は

調査員の ものではな く まさに方言を愛 して くれ る人人 によ って

完成 した もの と思 います。方言 TVの 菊屋奈良義 さんは『 ゆ うあん

たど―集めち くれたな―』 上浦町の松本英明 さんは『方言暦 の守

り役 じゃな―』 とエールを下 さった。広島の川西哲男 さんは『苦

労 した時代の野ん台 じ使 うた言葉 にタイムス リップ した思 い』 と

語 る。

調査収拾の集大成が刊行 され 少 しで も現在社会の中に役 にたつ

とすれば 調査員が燃えて取 り組んだかいが  あ ったと生 きて いた

証 にな ります。大切 な故郷の無形文化財だか ら…野津原方言 は。
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方言が最 も使われ親 しまれているのは 1生 活の中に溶 けこみ 親

か ら子へ と家庭 の中で 自然 に受 け継がれ地域社会の関わ りの中で

身 に しみつ いた ものが 何 の抵抗 もな く出 ることのよさ それに

よって心が和み 人 に対す る愛情が行 き交 うか らで しょう。

特 に農作業では 辛い苦 しさの中か ら出 る自分を慰める言葉 も

いつ しか相手に も通 じるもの となって使われて来 た。又子供の世界

では遊 びの中で  友達付 き合 いの中で子供 らしさ 純真 無邪気

さを代弁す る 方言 も生 まれ受 け継がれて いる。強さを挫 き弱 さを

助 ける風潮が タテ割の子供の世界 とヨコ割 の学校の世界が  うま

く噛み合 って相乗効果を出 している。

方言語 りべで は 民話 伝承 物語 などを材題 に方言を通 じて語

る 話す 聞 く ことによる 方言 との結 びつ きを 活字 に置 き換

えて綴 ってみま した。

故郷 の唄は そのまま記述 してあ りますが 方言の入 った固有の

言葉つか い  く歌詞》 地域をモロに出 した意味 などが 当時の暮

らし 世相 心 の置 き所  も忍ばせ ます。 日説 き唄 古 い唄の別 に

故郷 に関わ りのある新 しい歌 も 並べてみ ま した。それには方言 は

少 ないが 土地 に生 まれ育 った土の匂 いや 人の心が醸 し出されて

いるよ うです。

方言 を挟んだイ ロハカル タ 方言 カル タ も

親 しみやす いので 書 き添え ま した。

諺 は長 い歴史の生活の知恵 方言 とは異 な

る意味が含 まれています。心のよ り所 窮余

の一策 と役 に立 った ことで しょう。米値の移

り変わ り 難 しい地名 も参考 までに入れま し

た。
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お国訛 は故郷愛語

野津原 には古 くか らの人の言葉 に 移動 して来 る人の言葉が合わ

せ られて 幾つ もの言葉が作 り出され 戦国か ら江戸期 戦前戦後

など多 くの人の動 きがあ り それによって言葉 もいく通 りに も使わ

れてい る。で も古 くか らある言葉は 今 も受 け継がれ通用 している

か ら不思議である。難 しく考えず に良 いと思えば使 ってほ しい。

よ く使われ るものを並べてみ ると 参考 になるのでは。

※言葉の後につ く 《ナア》 こらえ。 くん。そぉじ。 ごて一。

せわ しい。 《ナエ》 ふ る。 こまる。すかん。そ じゃあき。

《ジャロー》 そう。い く。 こまる。すかん。よだき―。

《ソクナウ》 あげ。 くい。つまみ。さが し。さそい。

きき。 もうけ。 もらい。 とり。 たずね。はいり。 (チ ャラン》

いっ。 くう。かせいし。 《チャル》 だい。 くう。 まい。

ね。 さが し。 きい。 《レン》 さ。 くわ。また。 くずさ。

なか。み ら。 《マワス》 せ り。ふ り。けり。たたき。なげ。

※言葉の前につ く 《ウッ》 ぽたる。たつ る。つ くる。

ば らう。

ナア…相手を思 いやる心の優 しさ。ナエ…相手 に同情す る気

持 ちがある。二つ とも親 しみを感 じる。 ジャロー…相手の心

を察す るよ うな。 ソクナ ウ…言 い訳を して理解 して もらう。

チ ャラ ン…非協力的で 自分本位。 チ ャル…協力的で親 しみが

あ る。 ウッ…排除す る嫌 う。 レン…知 らない勝手 に しなさい

。 マワス…よせつけない用心す る。 とい った意味が潜んでい

る。使 い方や前 後 につ く言葉 によ り多少意味が変わ って く

る。 チ ャラ ンの後 に…イイカ とつ くと何か問いかけている
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人の心 に染みついた言葉

親 しみ懐か しい そんな意味 も含 まれて いるのか よ く『 ナ』

が使われ る。『 あん な―』 語尾をあげると甘えたようにとれ る。

語尾を さげるともの悲 しく聞 ける。『 ナエ』『 ナニエ』 と『 ナ』が

うま く生か され ることが多 いようだ。『 ナエ』 は相手を誘 い『 ナニ

エ』は問 いか ける。

返 事  問 いか け 反対 の言葉  を幾 つ か挙 げ る と 使 われ る言 葉

だ け に よ く通 用す る .

※同意 … ウ ン フ ン ト ソ ゥジャ イイデ  イ

ル  ア ア  ア イ ス キ  オォ キニ  フ

ンナ ー。

※ FE5い かけ…ナエ ナニエ  ソウナ エ .

※反対…イ ンゲ チガ ウデ  シランデ スカ ン

ソゲー フオ ミヨ ヘ ョ 菫ダキー

ホタル  ムカ ン モガ ウ

こん な言葉が出ますが 使 い方 によつては柔 らかに も受 け取れ る

こともあ り 反対 :こ 固 くいや らしいこと も.同 意の中で『 フ ン ト』

ξま 態度 によつては疑いの目で見 られ るよ うに も受 llf取 れ  『 イイ

デ』は賛成 と反対 との両面 に も受 け取れ  『 スカ ン』は嫌 いと 本

当は好 きだけどの両面を もつ。

荒 い反面ゆ っくり議す と上品に聞 こえ るのは 江戸驚 に京 大阪

との交流があ った鳥か『オオキニ』などまさにその一つだろ つ.宿
場町 に言葉が入 り育ち 他の言葉 との間あ りで新 しい言葉が出来 る

が 方言 はチ ャン ト威張 っている。『 見 たナ』『分か った ド』『賞

った二』『食 うた工』『知 らんデ』 チ ョコン ト後か らっ 爆ヽて くる。

憎 めない語 らいに悪|き こまれてハ ッとす る 方言 はそんな経 しみ と

艦かい心が こもつて るのか も。『無利 ゅ言 いなんな』『 はい』 と素

直に諦め る不思議 な魔力。
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方言 ほん とは大好 き

『 あん なあ』 少 し語尾を あげて言 うアクセ ン トには 感情が こ

もっている。『 あんな来ち ょくれ と』『 おお きに』 肥後領であっ

た旅 の人が海を通 って 大阪や京か ら持ち込んだのか 優 しい語 ら

いに人情がふ っと香 ってきそ う。『 そ う しちなえ』『美味 しか った

なえ』 嬉 しさを隠 しきれないよ うだ。弾む声の中に人 と人 の心が

結ばれている。

『今度加勢 しち くれなあ』『 いいで』『 こらえなあ』『 いいで』

言葉 の底 に人を憎 めない 人 の心を理解 して くれ る 温かみのある

言葉。府 内 大野  直入 そ して肥後や京大阪の交流す る 語 りの

中で人は人の情 けに生かされ 人 の言葉を通 じて心の通 じ合 いに

親 しみを感 じるそ こに故郷の言葉 のよさと 人情が育 っているのだ

ろ う。方言 は地方 の基本語  ぴつた りの感 じがす る。

この頃『正 しい 日本語』 の ことがよ く新聞 に出ている。 ら抜 き

言葉や だか らサ いいやんか  うっそ ぅ― あね き などあげれ

ば きりが ないが 折角ある日本語を大切 に使 うことこそ 大事では

あ るまいか。

国語 テス トで  ら抜 きの回答を書 いた らバ ツがつ いた。初歩的 ミ

スだが正 しい 日本語を知 ること と言われた。

方言 と標準語を両方使 う子 は それが一番素敵だと言 う投書 もあ

ったが 語 る事の大切 さや聞 くことの大切 なことも分か るのでは。

方言 に もそれな りの生 まれ育 った 歴史があ り他の心が生 きてい

るよ う。
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この頃の投書 によ く方言が取 り沙汰 され る 方言がいかに身近 い

ものであ るか  うかがえ る。

※ 食べ ることが出来 ないにつ いて…食べ られん

食べれん

ら抜 き言葉が 出た 野津原の言葉 …食べれん には その時の状況

によ って 意味が変わ って くる。同 じ食べ られんの場合で も

『 食べ る事が 出来ない』『 ないので…食べたいが』 と解 され

る。

ところが『 ら』をぬいた 食べれんの場合 は  『 もう満足です』

『今 は無理で も またあとで』 となる:

ど ぅも と言 う言葉 も不思議 な意味を もつて いるようだ。使 い方

によ っては いろんな意味に解 され る。

『 一番始 めの言葉』 不思議な言葉 一番だか ら始めは解 らてい

るわ け それにあえて一番 とつけることは 気づかずに使 う事が よ

くあ る。気づ いた らソ ッ ト教えてあげる心配 りも。

『来 らるる』『来 る』 野津原の ラ抜 き言葉『来 られますか』

『来て くれ ますか』 に対 して  『来て くれ る』『来 られ る』『来

ち くるる』 と意味が変わ る。

-11-



方言 と敬語

方言が人の心 に住み着 くよ うに 敬語 も人 との関わ りを維持 して

いる。 NHKの 放送 によると『敬語は礼儀正 しさを表す』 といい『

方言 は温かみのあ る心を表す』 と言 っていた。敬語 も今で も大切に

使 うグル ープが 東京山の手 あた りにあるとか。モ シモ シ…昔 申す

申すが変わ っていつ しかモ シモ シに。 ドーモ ドーモ も昭和 30年 頃

には じま った。 この言葉 も上品で多 くの意味が含 まれ る 今 日は…

の意味 に も使われ る。

敬語が勘違 いされてやや こ しい言葉 も生 まれている。させて もら

う、 させていただ く、いただかせていただ く、は じめさせていただ

く、 たべ させていただきます。……本当の意味 は 何を言 うのかが

……言葉 の難 しさを感 じます。

方言 も使 い方で意味が異なるが 土地 に生 まれ育 った方言 は時 と

して 同 じ発声で も全 く異なる意味 もある。 コウテイイ…物を買 う

、物を飼 う、などがアクセ ン トにより微妙であ るが 場面の状況で

判断で きるだろ う。方言 は失敗 して も笑 いで済 まされ るが 敬語は

そ うはいかないか もしれない。

言葉 は心の現れ 自分の考えて いる代理である。言葉の源を追求す

ることも大切。使 う言葉の意味を考えて上手 に使 う 話上手 になる

にこ した ことはないが 敬語 も方言 も関心を もつて使 う事が大切。

土地 に生 まれた方言 は無形文化財で もあ る。大切 に使い上手 に生か

す 方言を通 じて心 の結びつ きをす る 温かな思 いや りもきつ と

育つで しょう。
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方言を使 った お しゃべ りのス トリーは調査員の体験や 調査

に協力 して くれた方たちの 実践や体験 もモデル として綴 られて

います。形を変えねばな らない部分や 名前を使えない場面 もあ

りますので ご容赦 ください。古 い生活場面 は地区によ り多少の

違 いや 風習が異 なる場合 もあ りますか ら 町内全般 に適用 され

ない事 もあ ります。

細長 い東西の野津原ですか ら方言の語尾  ニ ァンスに も違 いが

あ り 別の意味が生 まれ る場合 もあ ります。野津原の方言で も今

市では通用 しない その反対 もあ ります。江戸期の名残 りか領地

の関係か で も心が通えば言葉 も通 う だか ら温かい人情 も醸 し

出されて 故郷 の方言は大事 にされ たので しょう。

単語 に禁句や使 ってはいけない言葉 も 方言集のため敢えて加

えてあ りますが 専門家に聞いて もそれは許 され る との曲だか

ら歴史 の ヒ トコマと して記載 しま した。故郷 の無形文化財である

野津原方言  これか らも出来 るだけ大事 に使 い保存 して頂 ければ

本 当に幸せ と思 います。
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友レでバリ会話



お しゃべ り会話

人が出会 うと必ず言葉が出 る。それが心の通 い合 いか ら飛躍す る

と『 お しゃべ り』 に発展す る。時間に こだわ らないの も お しゃべ

りの才 た るもの。村の辻 わかされ 帰 りかけては話す 同 じ話が

行 きつ戻 りつ 見ている方がハ ラハ ラす ることも。で もその時 FH5は

当人 には この上 ない楽 しみのようだか ら……

方言が交わ りなが らの お しゃべ りには 時 と して思わぬニ ュー

スの交換 もある。灯台元暗 じとか び っ くりす るよ うな話題 も 手

ふ り物真似 の お しゃべ りは 遠 くか ら見て も絵 になる。 ま してや

トショレと子供の会議は 方言 と普通語が入 り交 じリ チャンチャ

ラオカ シイ。 それが又  ワライ トウナル。

『 コ ドムーセガォーヤ』 反対 にセガワルル。 ソゲナコ ッー言 う

と ヤ リコメラルル。大人 ぅヘ トモオモワ ンキ 腹 ぅタテチ ミテ ン

ショーガネーナ。 それだけ知恵がチータゴタル.ホ カ ンシガ闘 くと

タマガル ヨウナ コッー言 いヨルガ エーラ シイ言葉 もア ッチ 何

か ソベ ーイキ トウナル.行 ッテ ンイイナ。 ソベ …イコー。
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年 は じめ会話

『合 い年始 ぅす るきち言 うちきたで』『 フン トヤ イケウチ ンシ

ガ ヨンノカ』『 ソゥジャーコ ト』『正月歩 き行 っち ょらん に 悪

いのや』『 いい じゃね―な 合 うた時言やいいわな』『男 ぁそげ

んわけにゃいかんわい』『 チャーラ ホ ンナ ドゲース ンノー』『

今か る行 こ ぅや』 昔ん じは固 ぇ ち ゃん と正月ん挨 拶 しち ょか

ん と 負 けた ごたるん じゃろ― .

始 めち山に行 くのを ハ ツヤマち言 う。エー ト帰 っちきた らソゲ

ンフージャキ セワシュー シヨスル  と『 イケ ウチ』 ゥ回 り歩 い

た。 テヌグイ ゲタ ソ リー母屋 に ゃ鏡餅 ぅプラサゲチ。ネ ンシ

ガデチ ヌーダナイイガ チ ョチ ョラユーチ シモ ゥチ 下駄ん鼻

緒をネ ジキルヤラ エー ト合 い年始 に間 に合 うごつ 帰 リチイタ。

正月会話

『 ドウナ正月が クルカエ』『 ナ ン トカナエ 来 るナー ショウガネ

ーワ』『米 ぅもう納 めたん な』『 出来が悪か ったき まけち もろ

ぅた ち っと』『ヘーゆ ぅまけち くれたな』『 そんかわ り山ん下

狩 りぃでえぶん行 ったき』『 それ とズ リガエナ』『マアソゲ ンコ

ッジャ』

地主 に サザメ ぅ納めち 残 った分か るち っと残 しち アター売

る。年越 しは ホ ンノチ ッ トー ン銭 じ 子供やカカに何か買 うち

ヤラニ ■ナルメー。

イ ロ リん傍 じタバ コノ ミヨル年寄 りしも 一生懸命加勢 シタキ

何か欲 しい もんぬ。年寄 りが先 に気を利かせ ち  『俺 どうはいい

ど のやバ アサ ン』本当は欲 しい が銭 の残 り少ねえのが解 るき

遠慮す るデイサ ン.『 ワ リーナーコ ンダコラエナー 春ん繭 ぅ出

えた ら チツターヘールキ  ソン トキ ャヤル ヮナ』
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子供 は下駄  タコ ハネ 親の苦労 もよそに喜 びよる。 それ じい

い。年寄れ しは自分たちが苦労 しち来 たぬ― 解 っち ょるき笑 う

ち打 ち消す。『 ヂーサ ン コ リューユ ウシチ』木 に弓|ッ カカ.ッ チ

ヤブ レタタコを『 ドー ミセチ ミヨ』受取 ると手先 じ器用 に ツク

ロウタ。年寄 りが居 りゃコゲ ンコツモ チ ョコ ッ トデクル.孫 も

ベ ッタ リヒッチィチ甘ゆる。

銭 はねえけん ど元気 じ ヤウチガサカ シケ リャー ソ レガー番イ

イゴタル.『 ホラデケタ ド アゲチ ミヨ』『 アグルデ  ミニキナ

ー』 外 は風が冷てえが家族 は温かい。子供 の笑顔がそ りゅ―又

ヨーキ  ヒキタテチ ョル ゴタル.『 デイサ ン アガ ッタデー ミナ

ーホ ラ』『 ヤ ンナ  ウメー ノー。

お しゃべ り会話

腰巻 じ仕事 ぅす る。イモ ジとん言 いオ コ シとん言 う。言 い方 に

よつ ちイメー ジが で―ぶん違 うち くる。 自然が一杯ん農村 じゃ

絵を見 るごたる。日のクロ じシッコ しち それ も尻べ らまっ くり

出え ち 中かがみになっち済む とパ ッと 着物ん裾を下 ろす。そ

ん腰巻 じチ ョイ ト押ゆると 風通 しはいい し乾 きは早 ぇ。でん東

京ん 白木屋デパ ー トじ火事があ っち 店員が三階か る飛 び降れた

もん じゃき ズ ロースを着 るよ うにな ったち聞 いた。

男 しえ…そ りゃ―ヘコフ ン ドシ ソウ先ん方 ぅ引 っぱ り出えち

ぶ らさげち そ うじゃもん じゃき畦塗ん時  そ りゅ―塗 くうじし

もぅち。何か色気があ っちいいん じゃねえ― .

年 頃ん娘が夜 中に回笛 ぅ問いち そん まま起 けち外 い出た ら

後 ろか る手を回 しち や っぱ一年頃ん娘 に しちみ りゃ嬉 しいわな

。 ど うでん一人 じ帯解 く 一人 ぁヘコ外 しち いいこち―お月 さ

ん も雲 に隠れち それでんやつぱ母 じょうは 外ん物音 ぅ聞 き耳

たて ち ょつた。
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それか る先え どげえなったかえ そげん こた―まぁ想像 に任せ

ち ょくけん ど 夢 とロマ ンのあ った音。 それでん大事な事はち ゃん

と わ きまえち ょつたき―や っぱ 固え ところ もあ ったごたるナ。

言 い違 い 闘 き違 い

『皆 じ鍬 ぅ買 うきお前かた もいっしょに頼むか』『 よかろ―』

そのよかろ―が大 きな問題 とな った。『 よかろ う』 と言 うと『 いい

です よ』 と『結構です よ』 との二つ に意味があ る。困 った もん じゃ

の―…… 通んな時  『 も』『 わ』が入 ること じ 全 くちごうた意味

返事 になる。

うち もよかろ う………買 ぅてんいいで

うちはよかろ う…・・・…い らん き―な

方言 も一字違 いで思わぬ結果 となる

うちの嫁 も…・・・…他の嫁 さん とおな,じ

うちの嫁 は………他の嫁 さん とは違 う

と聞 こえ る。

見 ち ょつ ち くんな

『買 い物 に行 っち くるき見 ち ょう ち くん な―』『 ひま―いんの』

『す ぐ帰 るわな 組合 ま じじゃ―き。魚 ぅアゲ ジ ョウケに掛 ケチャ

ルキ』『 あ わか った』

そん うち 黒猫がスルーチヤツチキ タ。 アゲ ジ ョウケん魚 に目を

つ けた ごた る。下か る狙いをさざめち……見 ち ょくれ……ち言われ

た き じ―とそ りゅう見ち ょつた。誠 ち うまい狙 い方 に感心 もしち

った。 ヤ ンガチ帰 っちきた。

『 ゆ う見ち ょつ たで 猫んやた一旨い ことアゲ ジ ョウケカル 魚
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を トルナ リ ツ早ジ逃げちいったわな』『 ………』

お しゃべ り会話

『 ち ょいと オバ ンカチ行 っち きな―』『 ああよだ きいの一何

しにえ』『 コイサ ち ょいと加勢 しち くんな ぁち 言 うちきな―

』『 ア ンヤ ンに行かす りゃいいに』『 そ う じゃけんど オバ ンな

お前が好 き じゃきち 言 よ ったきい』『 フ ン トナ ホ ンナ シカタ

ネ ェ ヨダキイケ ン ド行 ッチクウカ』『オバ ンガ イイモ ンクル

ルカ ンシレン ド』『 アゲ ンコ トンジ ョウ言 うち』

『暑 いな ぁ こげん雨が降 らん と 煮え くり上が るなえ』『 ふ

ん と じゃ畑んナス ビも くたびれち しもぅち 野稲んやた一葉を

メーチ  ショワーナカロウカ 困 ったコ ンニ ャクジャ』『 フン ト

ナエ  ソンクシ風邪 ウヒイチ お医者え行 った ら ケ ックシャガ

イ トー来 チ ョツタ』『 ゴテー シンガ多イ ンジャネエナ』『 ソウデ

ンネー ゴタルガ ヮナ』『無理 ぅせん ごつせん と ヨロケになっち

しま うとス ッタ リジャキナヱ』『 銭 はいる し鷺 ぇ目にはあ うし

仕事 た しそ 通な うしなえ』

『 待 ったん じゃろ―』『 うん に ゃ今 しが た来 たん で  きか しか

ったな』『墨 は暑 い し あん ま り晩 ぎ選 ぅま じ

す ると プ ト落奴が食いつ くしイ ジク リ悪 い事

ぅ言 うしも層 ろ し』『無理 ぅしなん なえ 病気

した り怪我 ぅす りゃ―ウ ッ トウ心配 になるき』

『 そげえ思 うもな無理 ぅせん ごつ しよるけん ど

コイサ逢え るち思 うと ヤ ッパハ リコ ミ トウ

ナル コ ト』『 よそん しに負 けん こつ思 うな一ゆ

う解 るけん ど 気がつか るると悪 いで』 履い場ヽ

じゃねえな』
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『 よ―こ こ じゃ こつ ち じゃ―』『 そげん所 りおつたんな :蚊

が くや―せん じゃつた』『 ち った一食われてん いい』『見 よそ う

こげ ぇ赤 ぅはれち』『 ソゲ ンコター ドウデ ンイイ』『 チ ョイ ト

コゲ ン所 じぇ―』『 いい じゃねえな』『 そ うじゃけん ど 田回 り

ん しが来 た らどげえす る』『 だ まっち ょりゃ解 りゃせん き』『ふ

ん とセセ ロシイナ ァ ア ンタワ』 ‐

『 お前 どう そこじ何 しょるんか』『 ウ ッ トドウ シッコ しよ

つ たんで』『 そげん所スルゃつが あるか  ワ ンカタン畑 じな しせ

んのか』『 な しえ』『解 らんのか 肥や しなる じゃろうが  よそ

ん方ん畑 じす りゃ大損 じゃねえか』『 それ もそ うじゃぁな―』

『 タマガ ッタナエ 罰 ゥカプルカチ思 ゥタ』『 デイサ ン見 たか

ったん じゃね―』『 トッパ ジャキーナエ』『見 られん じよか った

な―』

『 こび リーせんな』『 そ うしゅうか 腹が減 ったち思 うた』

『今 日はハ リコンダキ早 ぅシマ ウカナ』『 ウ ン 早 ゥヤメテ ンイ

イ ワイ』『 ホ ンナ 湯を沸か しチ ョカニ ャナルメー』『 まあそげ

えセカイデ ンイイヮイ』『 ア ッコンシャ デープン残ちょるごた

るけんど』『ハ リコマ ンキジャー ュウベ飲みよったき ュウタ

ンジャロー』『 ソゲーイヤ今朝ガタ チ ッタォスー来たゴタ ッタ

ナー』

『 ユ ウベ ヨバ イニ 行 ッタ ンジャロー 目が赤 ゥナ ッチ』『 行

った ところが オヤジが起 けちきちォイタクジラ レチ シ ョウガ
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ねえ き竹山に入 っちシャゴー ジ ョッタラ』『蚊が食いちいたん

じゃろ―』『 それがお前  叩 こ ぅち思 うたけん ど音がす るき

痒 いナ ンチ ャネー 大 けん ラツキ ョー見 たよなホロセが出ち』

『 あん娘は待つち ょつたろ―にムゲネコサ レ』     ‐

『 こんだ草 きりぃ行 く時 ぃゆ う話 ち ょか に■ あん親父はや

か ま しいきのや』『二人 じ行かん き じゃ 一人が逃げちの そ

ん間に上が リクウジいきゃ一いいに お前 どう ドンナ ワイ』

『 ソゲエ言 ゥケ ン ド』

『 ジ ョウラ ン取 り行 うや』『 シ ョウケを持つち何す るんか』

『 ドイム掘 っち帰 るき』『 ほんな取 りいかんのか』『行 くけん

ど ドイムクルルチ言 ぃよ ったき』『 ジョウラ ンナ俺が持つち ゃ

るわ い』『 あ りゃ一ヤワタラガ  ワク ドくわえち ょるど』『 し

ょうがね―の一ヮク ドはヤヮタラに食わ るるごつ なつ ち ょる

き』『 誰が決 めたんか』『 おど う知 らん ど』

『 お前 はカタルカ』『 イ ンニ ャ カタラ ンど』『 ソゲ ンコツ

ジャローチ思 い ょつた』『 ソゲーゆ うてん  しょうがねえ こと

せわ しいき』『 テエゲーソゲーコス言 うじゃローチ 皆 じ言

いよ ったん じゃ』

『 コイサカルイクキー』『 ソゲ ー早 ぅ出 るんかえ』『 カキー

アワニ ャ困 るき』『気をつ けち行 けや』『 ショワーネーキナ』

『 サカ シュウシチ ョンナ リーエ』『 ダカイ トダルモ ンナ 心配

セ ンデ ンイイキ』
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『 オカチ ャンゆ うべ誰か来 たに』 村の若 い青年が夜 になると

そつ と 遊 びに来 るよ うだ。親 に してみ ると嬉 しいよ うな 困 っ

たよ うな心境。『 ズ ロースん紐 にチ ョマを入れ替えち ょこ ぅ』

『 痛 ぇこた ぁねえ』『 しゃん とク ビッチ ョキ ャショワーネーキ』

さすが親心 心配 はないよ うだけど ズ リ結 びに して す ぐ解 け

るよ うに もしてあ った。

『 あ―暑 い暑 ぅじもてんの― 早 ぅビール持 っちきち くリー』

『 そ りゃ―いいけん ど  ドンノク ビュー見 な リー きっさね―先

い風 呂 t、 入 っちか る 飲み ゃいいに』『 何や フラーエエチ ョル

ンカ』『 エエチ ョルグレ‐力 汗 ぅケーチ ョル ジャローガエ 早

ゥヘー ンナ』

『 久 しぅ見 らん じゃつたけん ど どげ― しょったか』『 わ しゃ

あん た 風邪 ぅひいち しも ぅち』『 何え そ りゃおお ごつ じゃつ

たな 無理 ぅしなんなえ』『 これでんデニ プ ンユ ウナ ッタキ』

『 チ ッタ咳 ぅしよるごた つたけん ど』『 咳が止 ま らじシマタツカ

ンキナ』

『 アア もう暑 ぅじ寝 られん カキ氷食 うちいい じゃろ― なあ

ち ゃ』『 あ、 もうギ ュウラシイ奴 じゃの― カキ氷ん じょう食わ

ん じ ち った―辛抱 しよ』『す ぐ大入ん くせ に 自分 どうは ビー

ルん じょうぬ うじ』『 カキ氷ん じょう食 うち 腹がセイテ ン知 ら

ん ど』『 しょわ―ねえ―腹を冷やさん ごつす るき』『 ヒリカプ ッ

てん知 らん き―の』

『 あ りゃ―久 しぶ りじゃな』『 サカ シューカ ッタカエ』『 フン

ト真 all久 しぃな』『 どき行 ったん』『 そ こん店 じバーゲ ンとか

しよるち ゅうけん 知 っち ょるな』『 ヘー いん にゃ知 らん に』

『 見 ち ょくれ  こげん もんぬ―買 うち』『 こりゃ―どうか  うっ
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とうも行 っちみろう』『 が いとあ るで』『銭が足 らん時は貸 し

な』『 こリー しゅう』『 ち ょいと待つ ちみな』『 どげ― したん

ち った派手 じゃね―』『若 ぅな っちいいん じゃね―』『若 ぇな

いいけん ど 嫁 ごに取 らるるで』『 ほ しが ろ―か』『 お母 さん

ないい男がで けたん じゃね―ち 言 いフラサルルで』『 ほんな

嫁 ごに も安 い もんぬ 買 ぅちゃろ―か』

ツツロク人生

『 イムー掘 ったき食べて』『 もう掘 ったん  あ りゃ―ケ ック

シャ太 っち ょるな』『 うまかろ― ごた るで』『ふん と おお き

に』 こん な会話 は人の心を和 ませ 隣近所 の人を大切 に幸せ も

分 けあ っている。

『 こん前 はオーキニ ク リゥアヤ シタキ 持つち来 たで』『

ち ゃ―す まん な―』『 ち った―若 ぇのが あ るけんど 早 ぅ取 ら

ん と虫が入 るきな』『 そ うじゃ―な こんのん虫が入 っちなえ

』『 まあ茶でん飲ん じ』『 忙 しいき又 よば るるわな』『 そ ぅな

ほんなオ ウツ リはネエケ ン ド』『オ ウツ リなんか何す るな』

シナモ ンが 行 った り来 た り 俵 あみのツチロクのよ うに

友情が交 わされ るので ツチロク人生 と言 う。

※ ツツロクとも言 う。

水 とりせかん じ

『 お前 かた水がねえ じ荒代 とれん じゃろ―』『 おいさん方ぬ

ち っと くれな―』『 荒代取れた ら水せ っこん じょきゃいい』

『 ああ す まんけん ど』『 せかんでん いいき』 せかんでん…

… これが…いそがな くと も…と…せ きこまな くて も‐・。の両方 に
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とれ る。 日 まわ りに行 っちみ ち吃驚  水 は入 っち ょらん  聞 き

ゃ.せ かん じい いち言 うた き せ かん ま ま じゃつ た 水 が タマ ッ

チ ョラ ン訳 じゃ。

うめ,水 ぁぬ うだ こた―ね―で…おい しい水 に滅多に巡 りあ

わない と言 うと可愛 いそ うに思 うが …… もらいださん  とも

聞 くと腹がたつ。

どげ―でん しな一気 にいったよ うに しなさい と言 う場合 と

勝手 に してよ ととれ ること も。

いいで……よいです よ……知 らんで  とも。

知 らんで……知 らなか った そん な ことわか らない。

い きな―……いっておいで 勝手 に行 け。

ど うでん いい……自由に しなさい 仲間 に入 らない。

1お こん な……叱 らないで 叱 って下 さい。

ふ くれたな―……ふ っくらとで きた 腹 をたてた。

言葉のアクセ ン トによって  その意味が全 く異 なる意味 にな

ることが多い。又優 しさや怖 さ も感 じられ ることもあ り よ く

誤解 されやす い。言葉 の後先 によ り方言を解す る人 は その意

味 も解 るが 言葉 自体が荒 いだけにとんだ間違 い も生 まれ る。

せわ しい……忙 しい… うるさい。

こゆ るで……越えて行 く…肥 え ます よ。

さび―……寒 い…選別す る…計 って少 し軽 い。

ゆ うたな……髪をゆ う一言 いま した…酔 うた。
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秋 国会話

『 イキナタ リー シチ ョカ ンジ カ タズケニ ャ コキーイ ック リカ

ヤス ド』『豆 ぅケータライ ミツチ ウジケチキ味噌豆にシュウチ思

うチ ョル』『 クズ シチキタキ カサギモ持つちカイ ッタ』『 ヒズー

カ ッタナ オラ ビャイクニ』『 ヤ ンナセ ワシカ ローチ オラバ ンジ

ャツタ』『 クンズイチカゴー ジョル ト ダ ッチ シマ ウ』『 エ ンヤラ

エ ー トス ンダナ』

『 オ ショツチ ミリャマー生 シイゴタル  ホタ リコカ シチオイチ ョ

ツタラ ゴーライタガユーキチ ョル ゴタル。バ ンナア ッキ寝 ンノジ

ャロームゲノコサ レ』『早生が熟れた ごたるが 溝刈 り ぅ早 ぅせん

と タ ッタイマセ ワシュウナル』『 ゃ っぱゆ うで けた年 ぁいいけん

ど 小作 に取 られち しまうき 何の こつか解 らん』

『 コイサ寄 ツチクンナー』『祭 りん こつ一話て 一き悪 いけん ど』

『 イイデ ヤカス ンナエ』『神楽 ぉアギユーチ思 ゥガ  ドゲーナ』

『 タマニ ャヨカ ロージャネーナ』『俺 も一番舞お ぅか』『 シナガイ

イキナエ』『若 ぇ頃 ぁユ ウモ ウタモ ンジ

'ガ
ノー』『マア若 ェジャ

ネーナ舞イナー』

ウ ンスケ焼酎が あげ らるる 皆 じ分 くる。つ き餅が顔を出すの も

秋祭 りか ら 織旗が風 にハ タハ タと靡 く。その度 にかんがカタカタ

音を たて る。のぞかな田舎 の森 に笛の音 神楽バ ヤシが懐か しい。

祭 り客が孫の手を引いち来 る:里の親が来 たのに食ぶることに追わ

れち ゆ っ くり話 もでけん ど も 元気 そ うな姿 に気が休 まる。『 ヤ

ン ドーモ神楽見ニイ ッチク リャーイイ』 助 け船 に誘われて里 の親

の後を追 うと 足遅 いのに追 いつ く。涙が に じみ前がかすむ。
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『 ボタモチ テェタヵ』『 マアセ ンムキ ジャ』『 ドーク ッチ ョ

ル ノ』『 ケチ ョク ッチ ョルチ思 うた』『 お前 ゃネ ッチス リガ ウ奴

じゃの一』『 ノータンガ ヮルナルキ』『 チュウカ ンガ』『 イマカ

ルデ ンイイキ タケ』『 ボタモチャ春 ジャローガエ』『 ホ ンナ

オハギカ』『 ナカメ シグル リア ンチ ュ ウンジャロー』

『 コ ッカルセラ ンカ』『 セルエ』『 ソゲーナ ンカカルナ』『 イ

イ ジャネーナ  シイチ ョルキ』『 タマガラカスナ』『 フ ン トデ

コ ン前ユ ウタ ジャネーナ』『 ホ ンナコイサ行 ってんいいか』『 コ

イサエ  トッタ ンガオルカ シレンデ』『 ネ ンジューオルノヤ』『

ニイ ッタラ戸を開ケチ ョクキ』『 ィィ ドヌイ ジ ョケヤ』『 オカ シ

イガエ』『 ヒミンヅラジャノー』

オハギは秋 の萩 になどらえて ボタモチは春の牡丹 に見立てて

呼ぶ とん言 う。 ボタモチはモチゴメ じ作 リ オハーギ ゃ梗米で作 る

説 も。地域で違 い人ん心の表現でん変わ るごた る。でん作 る人ん

想 いは同 じごたる。若 ぇ二人の会話 も情が こもっちほほえ ま しい

。彼女の家 に行 きてえが  うるせえ父親が 目を光 らせち ょる。 じ

ゃき安心で もあ る しか し彼氏 に してみ りゃ 少 し近寄 りが たい

。でん彼女が その気のようじゃき 目的の達成 は可能のよ う。心

の問題 と理性 はあるが。

テコボ ンに乗せて出された お茶 にココ ンシノ心ガユー ヮカル

。テ‐ゲ ンシハ  チ ョイ ト用心 シチカオ ゥノ ンポ リクンダ リ見 チ

ソ レカル 茶ガ出ル。『 ナ ンシナ』 ソ レデ ンマー ジッ ト横 ロジ

見 チ  『 チ ョイ ト牛 ゥ見ニキタ ンジャケ ン ド』 …ハハー嫁 ご見か

… うちん娘 も年頃 来 たか  『 まああがん な―』 相手 もエー ト

ウマ クイキ ソウ  『セ ヮシィニ ヮ リーナー』 ちアガ リグチカル

前座 に上が る。『早 ぅつ まむ もんぬ出さんか』 親父の声 は嬉 し

さに踊 っている。
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千巻心経

願 い事がでけち皆んな じ千巻心経をあ ぐるこち―な った。 ナ ン

サマ多 い数 じゃき 人数が揃わにゃオオ ゴツ。エー ト10人 ヨツ

タキハ ジムルデ。 それでん 100回 繰 り返 しにな っち 皆真剣 に

唱え る。中に ゃ トショツタ シモオル  ソ ンシハ色が自 ぅじ日か る

チ ョコ ッ ト 覗 くオハグロが特別 うつ くしう見ゆ る。

昔ん しは嫁 ごに来 ると じき歯を染めたち聞いた。 まっ黒 に染

む る姿 をノゾキ ミシチ 真似を したか った若 い娘が言 いよつたが

何か魅力 もあ る。女 と黒 との調和が人 目を引 くか らか 黒 いに

なんか解 らん美 しさがあるごたる。マツチ ンクジじ数おいち ゃ

お経が あげ られ半分 ぐれえ済んだ ら イ ップクシチ ョクレ 茶を

もっち来 た。

茶を飲む回 もとに仄かに揺れ るノム湯気の中に オハ グ■の黒

が ドンコンネー美 しぅ見 ゆるのは メズラ シイコツモアルガ 人

に好感をあたゆ る不思議な力が  あ るよ うに も想ゆる。サアヤ ロ

ーカ 誰かが言 うとソ リーア ワセチ又唱ゆる。人の心が仏 に通 じ

る時人 の願 い も キイチクルル ジャロー。

ガ ラガ ラガ キ

『 シ ョウ ジ 壼ウ トッヵマエ チ ョラ ン ト ホ ラ クル ドJ 撞 ん な

じガ ラガ ラガ キ チギ リ 行 っち木登 りん うまもヽ しが スル ス ル本 :こ

登 る。 足 ぅ木 に巻 きつ けち片 わ っぽ うん手 じ 披 を弓iき 寄 せ モ チ

ッ トジ手 が 届 く。 下 か る見 ち ょるとハ ガ イ イ ゴ タルガ上ん じは

オ ツ リャ シメ ーカ チ キ ガキ ジャネ ー。 ポキ ン折 れ た ガ ラガ ラ

ガ キ ガオ ツル。音 が 山肌 に響 くガ ラガ ラチ。 シ ヨヮーネ ーヵ。 シ

ワー ネ ー ド 気 づ か いなが ら落 ちた権 と上 ん しを見比 べ なが ら

笑 うたガ ラガ ラ チ
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会話か ら昔 と今

方言 はアクセ ン トや受 け止めかたで意味 も変わ る。『知 らんで

』 と言 って も…解 らない 関係 ない…と も聞 こえ る。『言わんで

』 と言 って も…言 った覚えがない 知 っていて も言わない…とも

受 け取れ る。『 もらわんで』 と言 うと… もらうつ もりの無 い ま

だ もらっていない…とに別れ る。

言葉 についての投書か ら『有 り難 う』『 すみ ません』などが少

な くな った とあ った。『 ご免 なさい』 …目下か ら目上の人 に言

う…お疲れさまの意味 とか オ ヒ ドウゴザイマ シタ… ヒズカ ッタ

ナエ …とな りそ う。『 すみ ません』…Ⅲ目上か ら目下の人 に言 う

ご苦労様の意味 とか オオキニ  ヒズカ ッタノー スマ ンナー…

とな りそ う。

最近 は『 有 り難 ぅ』の言葉が少 な くな り『すみません』 に統一

されそ うで 心 の通 い合 う有 り難 ぅが  薄れている。方言のオオ

キニはそれをカバ ー して くれている よ うに思 う。

ら抜 き言葉 も問題 にな っているが 言葉 は生 きているのだか ら

時代 と共 に 変わ って当然 と言 う投書 もあ った。若い人が使 うか

らと聞 くが大人が正 しい言葉使 いか 敬語 に して もアイマイでは

ないか  しっか りした言葉を使えば相手 もそれに合わせ るか ら

言葉 の乱れ もな くなる。 ら抜 き言葉 は使 いやす さか ら 若 い人 に

気 にイラ レルのだろう。言葉 の乱れを心配す るな ら しっか りし

た言葉 の使 い方を 見本 に示す ことだろ う。

方言 は心 の中に通 い合 う言葉  らが抜 けて も相手 との会話が

通 じれば構わないよ うだが 言葉 の一字が別 の意味になる事 もあ

る。内の嫁 は 内の嫁 も…は も では大 きい意味の違 いになる

。 は…異 な って  も…同 じです  とな りま しょう。
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冬の会話か ら

『近 ごろは トツ ト歯が悪 ぅなっち』『 お前 もぇわ しもモ ウガタガ

タジ ソ リーロモ ヮ リー』『 アイタ ドゲーナ』『 ア リャー トッ ト役

にたたん』『 ソゲ ンコターナカ ロー若 ぇ時ニ ャ テーゲ元気がよか

ったに』『 口出えち言 うゴツナ リャツマラ ンヮナ』『バーサ ンガ寝

レンチユ ウケ ン ド 知 った こつか』『 ソ リャームゲネェデ アタル

ダケデ ンョロコプデ』『 テブタダケデ ンェ』

『 イマキ ューマ クッチ手を入れたところが 冷テエモ ンジャキ

モ ウセセ ロシィチ言 うチ クル ッ ト向 こう ミイタ』『 ムゲネコサ レ

ノー』『 チ ョコ ッ ト太 ったち思 うたが ヮヤ ジャッタ』『 ツマラ ンナ

エ恥 じ ぅケーチモ ウ 全 くせん ち思 うたな』『若 ぇしな らイイカ ン

シレンガ  もう卒業 じゃな』『 ソゥヵ ンシレン』

『 ユ ウベガタ薪ん小屋ん横 じ何か ワヤ ヮヤ シヨル ュ ウ見 チ ョル

ト、若 ぇ しが抱 きお うち ょる じっと見た ら』『 お前 も好 きじゃの

一それ じ』『 聞 きてえな お前 も一好 き じゃこと』『 ソ リャマアソ

ウジャケ ン ド コゲ ン話 ゃ罪 な らん きイイ コ ト』『 ヮ リーチ ャ ヮ

リーチ ャチ真剣言 いよる』『無理 ぅ言 いよるん じゃろ―』

『 アア温 ぅな った目まいが しそ ぅじ コ リュー借 っち ょつてん い

い』『 いいど寒 いぬ―コラユル ト風邪 ぅひ くき』『助か った 引 っ

かか ったハ ンテ ンな夜が明けちか る取 ろ う 破 るると困 るき』 若

夫婦が薪 にハ ンテ ン引 っかけち 取 ろ うち したけん どク レーモ ンジ

ャキ ヤブルル ゴタルキ自分のハ ンテ ンを着せ よ ったん じゃ』『新

婚 のア ンシ ドウナ タマガ ッタ イイコッャ ッタンカ…口水が コボ

ルル ゴタル』『 ョダ レガデ ヨルデ』『 ェーフ ン トエ  ウソンジョー

言 う』『 チ ッタ若返 ったな』『 あげん ころが一番 いいなえ』『又面

白い話 ぅ問かせな ぁ』
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大将軍 まつ り

『 大将軍 に参 らんな』『参 るかえ ち ょいと待 ちな―す ぐショー

スルキ』 正月 13日 は谷村ん大将軍 に参 り 牛馬の安全 と無病息

災を頼ん じササを持つち帰 り食わす る。家族ん ごつ働 く牛馬 に愛情

か けち 今年 もハ リクー ジモラワニ ャナラ ン。上産 に買 うちきたセ

トモ ノの小皿 はす ぐ役立つ。また チ ャン ト自分がん チ ョコ も。

牛 ぅ弓Iい ち行 った人が一杯 ドコカ ジヒッカケチ ほろ酔 い機嫌 じ

帰 ると牛 は道草 ぅヤ シボ シナガラ つ いち帰 っち くるのを見 ると

正月のゆ っくりした気分が漂 ヨウチ ョルナ。寒 いが今年 も頑張 ラニ

ャと心では言 い聞かせち せめて牛馬 には今 日はゆっくリ ヨコワ

セテー。 タキモ ンウウセ マヤ ンコエダ シ 牛馬 は家族ん ごたる。

若 い嫁 ごが笹を牛 に食わす ると ギ ョロ リと見つむ るが その目

には心の温かい通 いがある。『 頑張 ッテナ』見つめた目がい じらし

い『 ……』何 も言 ワンケ ン ド 優 シュス リャソ リー答エチクルル牛

馬 ジャキ大切ニ シチヤラニ ャ。

寒の餅

『座敷 ぃ運べ』寒 に入 っちつ く餅 は アラ レカキモチにす るが

シイラ もあ る。 ム シロヲ広げそん上 に並ぶ ると ム シロん形が餅 に

チーチ ョル。乾 いた らカマゲニツメクー ジ 時 々焼 いち食 うが醤油

をつ けち焼 くと 味 と香 りがナ ン トンウメー。『 カ ビガデタキ コ

サガニ ャ』『 チ ッ トグ レー ショヮネー』 アラマ シヨスル ト網 の上

に広 げサゲーチ『 チ ッタフスボ ッテ ンイイユ ウ焼 けヤ』『焼 けた ら

ヤ ン ドゥ早 ぅクエ スグカ トーナルキ』 煙 りを顔でよけなが ら

正月の風情がふ るさとに漂 っていた。
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屋根替え

『 シモ トアゲ ンカ』屋根替えには上で フキカエ ン者 と 下か るワ

ラ シモ ト オニイなんかを差 し出す者が いる。年期のいった もん

な 上 か るオラプ。時々ススが舞い降 りち それでんの一でん黒い

に イチベ黒 ぅなる。『早 ぅあげんか』又オ ラバ レチ シタカル

サイダス ト 待つ ち ょつたん ごつ セ ワシュウ取 ッち引 きあ ぐる。

コム ッカラを並べ ちシモ トを押 さえ モ トサキ ゥ揃えち葺 いちい

くと 青 い空 にキネーコム ッカラ ン色が美 しぅ 浮かびあが る。屋

鋏 ぅ入 れ ちホーキ じ掃 くと まる じ新 しい屋根ん ごつ浮 き彫 りさる

る。『 茶 に しち ょくれ』 ゴソゴソオ リチキ タ。顔 は真 っ黒 になっち

誰が誰 か分か らん ごたる。それでん婿 じょうはチ ャン ト分か るんか

テ ノギーを持 っち行 く若 ぇ嫁 ご。

『 トッパ イガ ウメーゴタル ノー』『 今朝作 ったき食べて』『 ま っ

白いな―』『 ソ リャーソー トンお前 どうが黒いき じゃ―』『 ソー ジ

ャローナー』『 コ リャーナ ンナ』『 ジャガイモ ンツキアゲ ジャー

ウメーデ』『俺 に ゃ焼酎い っぱい くリー』『 シ ョワーネーナ ホラ

ケ落つ ると困 るで』『 ショワーネー チ ッタヌー ジョルホウガ 調

子がイイキ ノー』

屋根替えは独特 な技術が いる。 こんな機会をつ うじて若 い人 も見

習 い覚 え る。年寄 りも教えて皆が出来 る そん な関わ りの生活が受

け継がれて行 く。足場道板の上を軽 々と移動す る 姿を下か ら見上

げて頼 もしくも思 う。東がチツ トデチ ョリャセ ンカ』『 ソウナ』

素直に年 よれん しの言 うことを聞 く。鋏が動 きコテが音をたてて

仕上が りも間近 い屋根。真 っ黒 な顔で も心 は白 く人の暖かさ さ ら

に尊 く屋根のよ うに美 しい。
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コタツ

『 アツバイ ン中にオ コシを入れん と消ゆ―るど』 寒い夜はコタツ

を入れち そん中に もぐり込むのが温 ぅじいい。『寝 る時 ゃケカヤ

サ ンゴツセ ン ト』 年寄 りが火事が苦 になる。ハ ンテ ンぬニー ジ

温 もった寝床 に子供が多いき ア トツゴウチ コタツん側 に足 ぅ延

ばす と チツタアチーグ レー :

『 ケヌヵ ンゴッセン ト 風邪 ぅヒク ド』 年寄 りは自分の事より

抱 いち寝 る 子供んほうが苦になる。コタツんソベー足 ぅ寄せ合い

足が温 もると 早 ぇ子はもうダッタンカ イ ビキをかきよる。朝方

ま じオキガアルキ布団の中は温い。布団は傷むけんど寒 ぃ夜の時に

ゃ 欠かされんコタツ。寒い朝はいつまでん寝床か る出らん じ

『学校に遅 るるど』『 まあ早 ぇ もちっといい』 親子のや りとり

が続 く。

ムチ焼 き

旧正月の 20日 に正月飾 りした もぬ ぅ 焼 いちその火でムチを作

る。女 ご竹の ウラサキ ぅ火 じ焼 いち 5月 の野仕事 に牛馬を追 う時

に使や ぁ 叩いてん傷がつかん じいい と言われち農家は正月 に準

備す る。牛馬を大切にいたわ る心ん現れか 家族のようにしち 又

働いち もらう愛情ん証 じゃろ―.ウ ラサキが黒 ぅ焼け東ねた ムチ

が馬屋ん脇にオイチャル ト ナ ンカホ ッ トスル.

シビイチケゴーサセチ イツマデ ンユウナラン そげな話が聞か

るるが  日ごろかる心配 る優 しさが  セヮシイ トキー牛馬 もココロ

エチ ガ ンバツチクルル コチー結びつ く。痛むると自分 も苦を見

る し ヤウチ も心配するき。
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消防

『 半鐘が鳴 りよ るで 火事 はどこ じゃろ―か』『 イロイチ ョルキ

ナエ  ョキーャケニ ャイィガ』『 ポ ンプハモ ウイ ッタナエ』『 ア ン

坂 ぅ上 りよるで』『 ヒズカ ローガ 早 ぅせ にゃウチアグルデ』 火

事 にな ると若 い しがポ ンプを かたげち飛ん じ行 く。椀用 じゃ― き

力がね ―と役 にたたん。そ リニスボイエガォィーキ火の回 りが早 ぇ

と す ぐウチアグル.ト キ ノマニ。

火事 に加勢 に来 て くれた しに 炊 き出 しニギ リメ シが配 らるる。

次 の 日にゃ皆が寄 っちハイョセをす る。つ ま り片付 けで きれいに整

理す るが 昔か る意見が合わん じ村八分ん じでん 火事 と葬式 に ゃ

加勢す るき 八分 は嫌 うてん三分は協力 した ミソヮケ トン言 う。

卵すい もん

『 お客が来 たにどげぇじゅ―か』隣の娘が飛んで来 た。『卵が あ

りゃせん な』 そん頃は卵 も病人 じゃね―とめ ったに食えん じゃつ た。

『卵 な らあ るけん ど』『 それ じ吸い物んぬ作 りな―』『 どげ― しち

え』『 あ― も一何 もしきらんの 嫁 ぎいかれんで わ しが作 っちや

るき出 しな―』 となりのバ アサ ンが ウメーモ ンジャ

コ ッ ト ツク ッチ ク レタ。

タマガ ッタナーお客 さん。『 あ りゃ一あんた若 ぇにたい した もん

じゃな―』『 ぃん げ―……』『気 にいったで  あんな一今 日は牛見

に来 たん じゃけん ど こりゃ―いい牛 じゃ』 牛見 ……嫁捜 しによ

く使 ,方法で 牛を見 るふ りしち娘を探 る。卵吸い物の隣のバ アサ

ンの お手柄で嫁決 まり間違 いな し。

チ ョコチ ョ
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年末会議

『 コイサ ォ トヨ リがあると』 Fそ うか ヤゼ ンナほかん寄 りが

ア ツチセ ワシイノー』『借銭払 い もシチ ョカ ン ト夜逃げせん な らん

で』『 今年 ゃ何 とかナ ローゴタルガ』年の暮れ になると皆ん なやつ

ぱ忙 しい ごたる。借銭が払えん じ年の夜 ま じ逃 げち ょつち 夜 中 ぉ

過 ぐると帰 っち くる。それ じ又一年ず った もん じゃつた。

中にゃ貸 し主 も苦労は分か るき 早めに断 りをゆ うち待つち もら

う そげん じもあ った ごたる。戦争が終 っち苦 になるき 借銭ぬ返

し行 った ところ 1銭 の価値が違 うに元のまま じいい ち言 うちほん

のチ ッ トウ納 めた。気の毒 に思 うち別 に心付 けを したが 元金だけ

で いいち 言 うち受 け取 らん じゃつた。そん人 は長 ぅみんなか る大

事 にされよ った。

走 った郵便山坂越えて

野津原か ら温見 ま じの熊本県道を走 る 郵便 は利用者はまだ少ね

えけん ど 血気 にはやる人が四里 の道を。『 今 日も行 くな 気をつ

けなこえ』『 お―きにサカ シイキ ショワーネーデ』 コイシモケ トバ

カ シチ 走 るヌー見 ると若 ぇ娘が顔 ぅ赤 ぅしち見送 る。上 り坂がつ

づ いち脇道 じゃ 足 ぅゆ るむ ると木の影か るウサギが飛び出す。 タ

マガ ッタ ヒョウシニ飛び上が るゴツツー ジ ユ ウ見 りゃイツ ンナカ

メーカ 横道 ま じ来 ち ょる。

大分 に飛ぶ時 ゃ楽 な もん。 ヒューラ ヒューラツウジ 時の間 ぇに

帰 っち くる。 ア ンヤツガ村ん辻 じマツチ ョル。何か言 いテー ンジャ

ローガ ユ ウヮカツチ ョル.コ イサ来てち言.い てん じゃろ―。『 ダ

ッタ ジャロー』『 チ ッターナーソレデ ンお前がん顔 ぅ見 ると ダ リ

も抜 くるわな』 その一言が どれだけ嬉 しいか。
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二 日に一回郵便ぬ持つち山道 う上 る。お こもりす る人が居 るきな

。道 は ドンコ ンネーワ リー 大 けん木がセセ ロシュウ動 くと ボソ

カル何か出ち くるごたる。風が吹 くともうタマ ラ ン コッケムク リ

ツー ジマガ リンカヅー曲が りきらん じ 下ん道 ま じ飛びおれた。え

― と行 きつ くと『 ヒ ドカ ッタノヤホライイモ ンヌヤル ド』 優 しい

お こもりの人 は買 いおいた イチ ンダマ セ ンベーを障子紙 に包ん

じくるる。『 オーキニ』ペ コ ンと頭を さげたが 帰 り道が苦 になる

霧が立 ち こめて一寸先 も見えん。本が風 に うな り物音が耳 にセワ

シュウキ コユル。オ ジモ ンガデ リャセ ンカ 足が震 ゆるけん ど帰 ら

に ゃな らん。セチーノー心 に呟 き神様 にタヌーダ。エー トンコチー

霧が晴ち道が見えで一たが そんかわ りもう薄暗 ぅなっち ょる。え

― と宇曾山か るモ ドツチキ タゴタル。 それでん郵便 な行 きよった。

貸 した人の心意気

清貧農家が苦 しいおまり 2円 の借金を申 し込んだ。家屋敷を書 き

入れ るよ うに言われて 証文 に書 いた。『年の暮れ ま じ持つ ちきな

―え 出来 にゃ利子だけでん いひき』当時 と して ll■ オオ ゴツな金。

ソ レデ ン元金が出来にゃ利子 ダケデ ン必ず納めた。 ヒンシャを味わ

いなが ら ドゲーモナラ ンジ トニカ クtll子 だけはチ ャン ト繍 めち .

2円 払えん まま戦争が終わ った。

変動 した世 にな り 2円 の返済は可能 は 証文 は買わねばあ 相場

の金を用意 しち家 ぅ尋ねた。 J貸 したのは 2円 じ鑢構』 2円 と馨∫

替えに証文ぬ もろ―たが 利息をキチ ンと納めたその人ん心 に う

たれち褒め られた とか。借 りた金 に感謝 して物圏 い人の心 に 答え

て くれたち言 いま ったわな。
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七瀬の友 ‐             ‐

明治 40年 4月 に発行 され 2号 で中止 になった。当時の野津原村

と諏訪村 が合併 しち 大分郡内一広 さ人 口 も6000人 ち 書かれ

ち ょる。農会長は佐藤軍八 さん 助役 は小野応倉 さんの名前 も出ち

ょる。『七瀬の橋』ち題がちいた詩 も乗 っち ょる。 そんほかに も

通信  医学 青年会の余興 もあ っち 当時の―社会面 人情の=面 も

覗かせ ち くるる。

続 けち発行 されち ょりゃ とてんいいん じゃけん ど オ シナギー

コチー  2号 じヤメチ シモ ゥタゴタル。名前 もよか ったに惜 しい。

方言弁論『 秋の
=日 』

『 チ ッター露が あるけん どクソー切 り行 くな』『 イイデ ドコマ ジ

行 くンナ』『大山マ ジイカニ ャ ウメーナーネエ ジャロー早 ぅシヨ

ニス リャイイ』『 待ちナ ァエ 判 ツチ ョリヤ シヨーシチ ョクニ  フ

ン ト」『 ダマ シ言 うタホウガ嬉 しカ ローガエ』『嬉 しいケ ン ド……

ユ ック リ話ガデクルナ』『 ア ンマ リコ シラエ ンデ ンイイデ』『 ヮカ

ッチ ョル セ ヮシイナー ドゲーシュウカ チ ッ ト寒 い―あんたわ』

『 寒 カ リャヌクメチルヮナ』『 チ ャーオカ シイ』『 ソゲ ンコダネー

ジャローガエ』

若 い二人 は楽 しくヒューゲタ草 きりの朝。 日みず タルルゴタル恋

心 を燃や しち 二人キ リン山ニ ャ人 に知れん いいこつ も ヤツタン

カ ンシレンナー。真剣 ドーク リヨッタガ膨 らみにチ ョイ トアタツチ

ソレカルナエ手が ドゲーナッタカ まあ牛はそのへんのクソー食

いよったんじゃろ―.え  ドングリロじ見よつたえ。
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見つか っち追 いま くられち庭ん戸を  ケハ ジイチ逃 げた らダル

タゴに引ツカカツチ アオ ノキサ ンパチ ヒツク リカヤツチ 大事

ゥツク リタテタ。ヂイサマガ割木 ゥプラサゲチ立つチ ョル.ソ ン

間 ぇ別ん一人が娘ん所 ぃズ リクウダ。『 イイナ』ち言 うと『今 日

は悪 いに』 ア リャーナ シ サ ンク リシチ『 コイサ行 くキイイナ

』チ聞 ぃち ょかん じゃつたん じゃろ―か  ムゲネ コサ レ。

『 ナニエ  ドゲエ シタエ』『 イ ンニ ャ ドー ンセ ン ソキーイ ッ

ク リガエーチ ョケ』『 コキーエ  ア ンマ リギ ューラシューイイナ

ンナ』『 セセ ロシイノーギ ューラシューイ ウナ』『オマエコス

ギ ューラ シューイ ヨル ジャネーナ ロが さか しい』『 ナ ンヤ モ

イ ッベ ンユーチ ミヨ』『 ホゲ ンジ ョーイ ウチ イ ック リガエータ

デ ユ ウアセラニ ャヒラ ンデ』『 ヒレー ジャ 訳 は判 らん じハ ヨ

ーイケ』『 フン ト ネツチス リゴウチ』 籾を ウーセチ帰 った息

子 に セセ ロシューイウ ハ ー ジョウモ 心 の中 じゃ愛情がチラ

リミユルナエ。 日ん悪 いシハ根がホラケー ンカ シレン。 ヒジイ時

ニヤ面 白いコツデ ンイウチ 笑わせん とズーゴシガイ ト‐ ジナ ェ

。昔か る『根づ け取 り上 げ地獄入 り』 ち言 う じゃ―ね―な。

今年 は米がゆ―出来た豊作 ち言 うで。昔 ゃヤ ミ米が十倍 もシチ

デープ ンイラブケーチ儲 けた しもお った。 いつぼ うじゃ供出 も

デケ ンジ イムー買 うちデータ リ日ごろヨナ シチ ョツタシハ  買

い出さん じ強権発動 じヒツパ ラ ンチ アゲ ンコツモア ッタナエ。

それか るこんだ一俵増産 と。調子の っちガイ ト作 った らコ ンダ減

反 と コ レカル ドゲーナ ンノ ア ンタ ドー ドゲー思 う。今年か る

米 は 自由販売で オバ ンカタショヮーネーナ。

-37-



若 ぇしも草 きりん夢 も変わ った。米作 りもグータラ言われん ご

つ な った。デ ン自然の中の土 と取 り組ん じ物を作 り出す人間 にゃ

ヤツパ ー ヒ トンシレン楽 しい事 もい っぱいあで ダ ンゴジルガ

デケタゴタル  タギ リデータ コイサ トッパイ ジ イ ッパイヤル

カ ホ ンナ又 クルキ サカ シュウシチ ョンナーエ オーキニ。

幾つわか りますか…・・。…アコギナ人 ジャケ ン ドイサギー ンデ。

ウメーコター言 うが クモ ンエバ リュー トッチキチ オキ ンウエ ジ

アプツチ ミタ リ。ナバヤマ ジカササギカケ シチ ハ リクージギ シ

メータガ 隣 じク ビル シモケツカ ハゲ シューコズム.サ ジーモ

ンジャキ縄 じシビーチ スボガ ロニヘータ。

ソ レデ ン早 ぅセ ンカチオ コラルル。鎌ガ ソズルキ用心 ショツタ

ラ 手 ヲタゴケーチ ツ ッカケニ仕事 ゥイ ワ レタモ ンジャキ  イ

ク トテ クノボ ンジ茶ガデタ。 トギモオルキナマカタカタジータ。

子ガニ ーラ ンキ泥土 ゥネタクル ト ネボーナ ッチ ノキー言われ

た きハ リクウダ。

チ ッ トヒ ドッチフシヨルーイ ヮ レンゴチ ヘチコチュー見 る。

ホイ タラチ ッ トス クネーゴタル。マ ドエチ言 う ユウ ミシキーア

ルハ ズ ジャ。ムゲネコサ レメクラメ ッポーサガ シチ。チ ョツ トモ

モグ ッチ ヤケハ タン回 り ぅタタク ト ヅーガハゲチ ソ リュー

イサ プ リオチータ。

ヨコワンジスルモ ンジャキ  ワキ ャガルカチォモウタラ 違 う

ゴタル。 ロクデナ シチ ャ ソ リャーオマイ ドークルナ。

方言 お しゃべ り会議 いかがで したか

方言が幾つか使われ る中で 人の会話

の底 に通 い合 う温かな方言。大切 に し

たい ものです。
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方言農作業

後編では方言を使 いなが らの 農作業  山の仕事 生活の中にと

け こんでいる方言を 喋 りなが らの仕事 の場面。

年令や季節 地域での語 り方 も異 なる。同 じ行事で も地域では

又内容が変わ る事 も少 な くない。言葉 のニ ァンス も多少変わ ること

もあ って 方言 のよさの反面 難 しい面 も覗かれ る。で も温か い心

の こめ られた方言 は 憎めない し親 しみが伝わ るよ う。言葉の中に

は人を思 う心 優 しさ情が こめ られていて 難 しいが解 るよ うな

気持 ちにさせ られ る。

方言を交えた仕事での語 らいか ら 月 llmに 追 って行 くと……

七願の里の 馬子の五助 さんが 方言ぬ使 ぅち轟 しち くるる

ま ぁ聞 ぃち ょくれな。

書 方言農 作業  作 業

子 供

生 活

※ 本 当 は使 うと悪 いかん じれん が

特 に 方 言集 の記録 と して残 す

ため に 一部 使 ぅち ょるき我 漫

しち くん な―。 な るた け人 に適

惑 か けん ごつ  しち ゃあ る |ナ ん

ど  こ こだ けん話 に しち ょい ち

くれ な ―.五助 さん なサ カ シュ

ー しち ょる き これ か る先 でん

話 しち くるる ら しい。
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囲炉裏ん はた じ聞いた話  まあ聞いち ょくれ

七瀬ん里ん一の瀬ん渡 し|1 馬子ん五助 ち言 う人がお った。 とて

ん頓知者 じ何でん詳 しぅ知 っち ょる。久 しぶ り雨 ぁ降 るき 上が り

く― じ話 ぅ聞 いた。ヤウチ ンシモー緒 にカ タッチク レチ ソ リャモ

ウ手ギヤケーナ ンチャネー。 いい塩梅 にデケタ甘酒 も飲み頃 ツイ

ジク レタヌー飲みよると チツターュータゴタル。

五助 さんが ヒューグチ話ス ヌ真貪1聞 くと 野津原カル諏訪  ソシ

チ今市サ ンゴニ 昔カル使 いよる方言がガイ トー残 ッチ ョルキ  ト

テ ン話ガ ハズー ジイッ ンナカメーカ 日が暮れた。 コイサ トマ ン

ナ ダ ンゴ汁 タクキ マア話 ソ ゥエチ。 チ ョウシノ ッチ今晩ナ夜通

シ聞 くコチー シタ。ネ ッチス レゴーチ ズー シロニ ャイイア ンベー

ジャ。

話 ぅす る五助 さん な もう 90に なるが  他 ンシハ チ ッタ若 ェシ

モオ リ 孫 ン ミーチャンナ マア 20に な ったばか り。 ソゲ ンシノ

集 ま リジャーキ 話モア ンゲ コ ンゲスルケ ン ド タマガル ゴツ面 白

い話が トビデーチ コツケムク リ笑 うや ら。 シビラ ンゴツセニ ャチ

ユ ウモ ンジャキ ソレガマタオカ シイ ト.色気話が出るとメイルー

カエチ ノ リデーチナエヤ ッパ  ァ ン話 ャツ ミガネー。

囲炉裏ん火がユーモユルキ チ ッタ熱 ぅナ ッタゴタル.イ モ ジン

ス ソーハ グ ッタ チ ョコ ッ ト見えたで。黒 いのが。見 られん フ リュ

シチ横 ロ ジミル.ャ ッパ クニナルキナエ 早 ぅ隠 しゃいいにち思 う

が言 ゃ悪 いごたる。言わにゃ気 になる し時 々チラーチ見よ った ら風

が吹 いち ケムテー煙が コンゲサネキタ。エ ー トュ ウナ ッチ ヒョ

イ ト見 リャ黒イノガ見エ ン。何かア リャーススガオテチ ッィチ ョ

ッタゴタル。ォ シナ ギーイイ トコルー見 タカ ッタニ。
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方言 じシャベ ッチク レタ 昔の農作業 は面 白い。そん申にゃ生活

や ら子供 の遊 び 動 き 病気 なんか もあ る。仕事が当た り前であ っ

た暮 らし 苦 しい中に助 け合 う支え合 う
.温

かい心のふれあい 話

には人 の心が生 きているもお しやべ り会話では田のクロで道端で

語 る事が楽 しいんか 心のやす らぎか 涙 も隠 しち。

古 くか る伝わ る語 りべ 伝承 民話 などが  お しゃべ りの中に生

かされ ち ょる。大切 に してえ里 の人 たちん優 しさが 滲み出ち ょる

そげな気持 ちが 古 い唄に感 じられ労働の唄 心を癒す声 と しち唄

い継がれたん じゃろ ぅ。そ しち新 しい歌 も生 まれちきた。

諺 も参考 に並べ られち ょる。今は見向 きもせん よ うな言葉 も 昔

しゃ生活の辞典 と しち重宝 じゃつた じゃろ―。合点のゆ く言葉 も結

構多 ぅじ役 に立つ。方言ぬ取 り入れたカル タ 理屈は別 と しち面 白

く方言の味が笑 いを誘 う。前編 に盛れなか った単語の追加 も入れた

。限 られ た人 と時間の収拾 じゃき死角の場所や ら 方言が残 っち ょ

る じゃろ―。いつか又集めちと……五助 さんの話 は続 くが素人集団

が 7年がか りじ収拾調査 した 集大成を 馬子 の五助さんの話 に置

きかえ ち 方言の温かさと人情を伝 ゆる事がで くれば幸せ じゃが。

五助 さんな肥後街道ん宿場町 野津原一 の瀬渡 しでの暮 らしの名

物男。頓知 と博学が人 に好かれち多 くの人 に 愛 されち来 た。語 ら

いの横顔 に刻んだ裁は 故郷の歴史の年輸 じゃろ―。

タバ コを時折 クユラセチ笑顔 じ語 る いつ までん聞 き飽かんな―

話上手か 聞 き上手か……
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一月・・・冬す き 麦のイオカ ウ タキモ ンヌ取 る。二月… ジャガイ

ム植 ゆ る。二月…田す き。四月…イデプ シン ドイモ植え。五月…

ノシロ 麦 ジノー ナス ビ植え。六月…水 とリ シロカキ バ ッチ

ョガサ。七月…ナガセ  ドユ ウボ シ ミズバ ン。八月…カ ンカラ

ヤセ ウマ マヤ ンコエダ シ。九月…ダイコマキ ナツケ ソボサ ン

。十月 …カケボ シ ミ ドガ リ。十一月・・:ウ メウチ ヤ ッコメ。

十二月 …ムギ フ ミ サ ン ドーラ マメガ ラ モ ロムキ。

水車ん リズム

谷 ;Ilん 水 にクル クル回 る水車 米 ぅちいち粉を ひいち 若え しん

逢弓|ん 場 に fA‐ っち やれでんダマツチ見 ち ょる水車。人間 と共 に歩

いち来 た。嫁 に行 く目が近 ぅな っち物つ きい来 た娘が 嬉 しさと不

安 な気持 ち じ じっと見つあたクモ ンエバ  それに粉がイ ッパ イチ

ーチ ウスガマ ウタ ビ動 く。 クモ Jヽ イツマデ ン餌 ォ待つち ょる。相

手ん こつ―思 い浮かべ擁ぬちん夜 0こ つ ― も。

『茶 のまんか』『おおきに』 近所ん人 たちに誘われち台に腰 ぅ

すえた 『・しヽい嫁 ごになんな一え』 ようん』愛構を こめち言 うち くれ

た人 たち も や っぱ初めち来 た人ばか り じゃつ た。『初めん うち ゃ

帰 りとう じ仕方 なか った』『 ねん じゅう泣 ひちなえ』『 それ じ ゆ

う した もん じゃ いつんまにか もう ここん もん になっち しもうた

』

一月頃

春が来 たち言 うに寒 いなえ 今 日どまち った温 いかち思 うち ょつ

たが  や っぱ寒 ぅじ手の ヒレー ヒビガデケ タゴタル。隣ん じも戸が

開かんぬみ ると や っぱよだ きいん じゃろ―。それか コソー トにわ

じ俵 ぅ編 みよんのか しれん。籾す りも近 ぅなっち早 ぅす まん と ニ

ガオ レン.
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麦蒔 きシユウチ思 ウチ ョツタラ まあ凍 ッチ ッチ |ド ケ ンコゲ ンナ

ラ ン シ ョーガネーキ山 ぇ行 っち薪んぬ  ヒ トンダウ ウセチ帰 っち

み ると イツ ンナカメー炊 ぇたんか『甘酒 ぅ飲 まんな』ち出された

き馬 に薪んぬウーセタマ ンマ 飲むよつ た らオ コルナ ンチ ャネー。

雪が降 りでえたが  ウスが あ した来 るち ゅうき壁な しいム シロヤ

ラカマゲヤラ セ ワシイコツジャ。今年 ゃわ りと出来が よかつた き

タマル ジャロー。俵あみ もエー トス ンジ縄す りも ドーヤラ アター

サ ン ドーラを作つ ち ょかにゃ コイサ ヨナベ ジデ ンシュー.

ナバ 山 は生 きち ょる

『 倒 す ど ソ ンゲ イ クカ ンシ レン ド』 寒 い北 轟 に身 プ リーガ スル .

ソ レデ ン元 倒 しをせ に ゃ―春 にな ると ナバ トリガセ ワ シイ。 バ サ

ッー倒 れ た ク ヌギが 二年先 に ゃナバ が ニ ョキ ニ ョキ 轟 る。嫁 ごが着

物 ん ぬ ホ シガ ル  買 うち ゃや りで ―が マ タ ヂ ーサ マガ ロを見張 る

。 チ ッ ト チ 軍ロマ カ シチ買 うち ゃろ ぅ。 手 を見 りゃ ヒビガキ 1/チ

メ シ ンシヨース ンニ  ムゲ ネ コサ レc

コ ンメ ー枝 を コサ グ ッチ馨|き ヨス ル ト ツイ チ ヨ ンデ ンイ イ イ

ドラ ンヤ ツモ チー チキ タ。 イマキん端 ぃ電|っ か か っちバ リ‐―チ破 れ

た。 シモ ウタ ヨナベニ  カマ プサ フセ シタ鳳 モ ーハ ガ イ ー.『 イ イ

ジャネ ー カ ア ッ澱ハ怪我 ぅす りゃせ ん じゃつ たか』『 世話 ―ね ―

で置 『 ふ ん とや f二 人 意ま顔 見 合 わせ て クス ーち笑 うた。

玉 切 っち コズ ミ7ゲ チ コザ ク ッタ カサ ギ ュカ クル トエ ー トー 段

落 した。『 一 腫 す るかり『 茶 を飲 む な』 ど こか る来 えん か犬 が近 づ

く。『 ゴー ライ タナ』『 メ ッテ ア タ ンナ ンナ病 気 やつ さ る るで』

『 お前 こす 気 をつ け をこゃ悪 ぅな る と困 る ど』『 そげ ―思 うな』『 ソ

リャー ソー トンお前 が大将 ジャキ ノヤ』『 アゲ ンコ トンジ ョー言 う

ち  こん だ売 った ら帯 ぅ買 ウチ ク レナ ーエ』『 イ イ ド』
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山の仕事 は辛 く厳 しいが せめて も楽 しい夢を持 って今 日も暮れ

る。苦労んわ りにゃ恵 まれんが 頑張 りゃいい こともある じゃろ ぅ

。若 ぇ二人のナバ ツク リ サキ ゥ見なが らハ リコム.帯 も着物ん も

欲 しい人並みの贅沢 も チつ い欲ガデル.シ ヨ ッチ ョルーち人カル言

わ るるごつ 銭 もア ッチ カカニユ ビカネ ンヒ トツモ買 うち ゃりて

えけん ど。いつか きっと。

山の向 こうで話が弾む

『 もうど ぅな片ず くな』『 ま一 日かか ろ うゴタル』『 ヤオーネー

ナエ』 コマ ウチ ン仕事モエー ト終わ る。寒 い北風がテ ンシ ョム ショ

吹 くキ 顔 も手足 も冷エ ク リアガル.コ マ ウツに手先が シビレタゴ

ッナ ッチ 泣キテエケ ン ドこれ も仕事 チ思 ゃ仕方 ネエ。生キチイク

ニ ャ他 ぇ何 ぅす るか 毎年 くり返すが もう諦め もチータ。

春 の 日ざ しが今 日はヌキー アセガデチクルキえ―と仕事が シユ

ーナ ツタ。オナゴシハ肌が荒 るるチ気を使 うが  チ ッ トデ ン美 しい

のが いいケ ン ド 忙 しい時はソゲ ンコツーイ ウチ ョレン.コ マ ウチ

ガ済む と田植えん シコーが もう待つチ ョル.雨デ ン降 リャユ ック リ

シテーケ ン ド ソウス リャーナバがユ ウ出ル .

『 ホ ンナはよ ぅ帰んな―え』『 あ―オオキニ』エー ト区切 りのチ

ータ向山の人 たちは 車 じ引 き上 げた。一緒 に仕事をヤ リヨッタ人

が引 き上 グル姿 に 遅れたセツナサモア ッタ そん分多い自分の山

ん事 ぅ思 うと チ ョイ トワ優越感 も味 ワエ タ。『 お茶 にせん な』

嫁 さんがか けた声 に 待 っていた と言わんばか りに『 オイ』 とコマ

ウチん手を止めた。抜 クル ヨウナ青空がマバイイ。
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米 とかえた生菓子

『 あれ食べて ぇに買 うて』『辛抱 しな―』何回母 に言われたかん

知 れんが 今 日は父がよその仕事ち出ち ょるき 1母 は子供の願 いを

聞 いてや りて―。畦道を顔 な じみの物売 りんオバサ ンが来 る。『 の

さんな』『売れたな』『 まぁまぁじゃ―』『生菓子 もっちるんな』

『 あ るで …ちっと置 こうか』『 いんげ米 と じゃ悪 い』『 いいで一升

くるる』『 うん 子供が欲 しが るき』『 よか ったな一』 子供たち

の無心 に食ぶ る横顔 に 母 は嬉 しさを味わ っち ょつた。

コマ ウチ

イ チ ネ ンジュ ウ ジー 番寒 い二 月  シイ タケづ くり じゃコマ ウチ じ

一 番 忙 しい『 父 ち ゃん雪 が ガ ンガ ン降 りよ るけん ど コマ ウチす る

か え』『 そ げ ―一 日 じゅ―降 りゃ しめ ― ち った寒 いけん ど山 ぇ行 こ

ぅや』『 父 ち ゃん先行 っち火 でん燃 や しつ けち ょつ ち』『 しまいを

しち くり ゃい いわ  出 る時 タバ ク もっち きち くリー』

山 に向 か った二 人  雪 は降 りま くる。『 しょわ ―ね ―な穴 ほ ぎ ゅ

うさ る るな』『 しょうが ねえ けん ど  い っと きす りゃ止 むわ い』『

ぼ ち ぼ ちや りよ るわ な』『 ふん なち っとでん 打 つ ち ょこ―か』 寒

い 日の 山仕 事 に全 身 は冷 え こん じしま う。肌 も手足 も荒 れ ち …

『 よ― い納屋 ん つ し荒縄 が あ るき持 つ ち きち くリー』『 あ っ きあ

るや つ も持 つ ち行 くき』『 あれ な わ か っち ょる』『 そ いち あ いつ

もち っ と』『 そ う じゃな ち っと持 つ ち行 くわ い』 さすが 夫婦 の

ア ウ ンの 呼 吸 … … …
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二月頃

『 お前 どう正月歩 き行 っち くりゃいい』舅 に言わ るるのを待つち

ょつ ごつ  『早 ぅ行 こえ』せ きたつ る。在所 にはなかなか行けん

嫁 ごに しちみ ると一分でん早 ぅ。『 ほんない くか』みやげを背か る

いす ると 嬉 しさを隠 しち『 ほんな行 っち くるき』『 よろ しゅ申 し

ちな』

入れ代わ るよ うに嫁 に行 った子供 たちが来 る。『 寒か った じゃろ

―早 ぅ上がん な ぁ』 顔を見 るとや っば り母 じょうは嬉 しさがす ぐ

出る。『 お母 ちゃん痩せたん じゃね ―』『 そげん こた―ね―で』『

何でんかんでんせん じ ちったラクせ にゃ』 実 の親子 とはいい も

の『 何 ぅ食 いて―な』母親は子供の事が孫の事が ,一・・

昼か る初 よ りがあ るで 肝 い りがふれち くる。『 おお きに今年は

区長 も代わ るな』『 さあさあ ま一期す るん じゃね―』『 それがい

いな―ゆ う世話が っちコデ動 くしなえ』・『 し―て― しもあるん じゃね

―』『 そ うかん しれんな そ りゃそ うとこん前ん話 はどげ―な った

ん な』『 あれな ふ うゆ ういったき―おお きに』

ギ シヤキ田普請

今朝 は国がね― きギ シュ饒 こう 囲普請 もせ に ゃす ぐ水がかかる

き。 ち ょいと温 い 日になるともう仕事が忙 しい。年寄 りの仕事 もケ

ック シャあ るもん。焼いた後にはまっ黒 ぃ草が ミプ リーを しち ソ

レデ ン背伸び しよるごたる。晩方 にゃもう青草が頭 ぅカムゲアゲチ

ナ。石垣 ぅ上手 にツクローチ こずみら ぐると 土 ぅつ く音が EEElり ん

山に谷 に響 く。『早 ぇこつ― しよるな』『温 ぅな ったきセ ヮシイヮ

イ』『元気がいいな―お前は』『 ヅーゴ シガイテーケ ン ド』『 ハ リ

コ ミスグル ト ハ リーニイカ ンナラ ンデ』 按摩 に来た人 は仕事の

しす ぐるごた る。 それでん楽 しいん じゃろ― シラシンケ ンスル .
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ダルカタゲ

『麦 にやろ―や』天気が いいき麦 にダルヤ リをす る:ダルがつか

えん うちに出さにゃヨダキ ューナル.『 ツギモチ ド』汲み出えち担

い じ来 る 途 中 じ受 けち田んぼに 麦 にか けち帰 っち くる。途 中 じ

受 け取 る そん な繰 り返 しが続 いち 麦 にはチ ョツ ピリ肥や しにな

る。

『 チ ョイ トヨコオーエ』『 ダ ッタカ』『オ トコシナ ミニ ャイカ ン

ガエ』『 ソレンソー ジャーノー』『 マアデープ ンアロー』『 イ ンニ

ャア トチ ッ トー ジャ』『 フン トエ ホ ンナア ンター人 ジシヨツテ』

『 ヤ ンナ ドキーイ クンカ』『 ア レジャーキ』『 ヤ ナ ンカ』『 モー

イイ』『 ……ツキヤクカ』『 セセ ロシイナ』『 ホ ンナ マタサ レン

ノー』 若 い二人 は肥だ しの春先 に も 夜の楽 しみが待 たれていた

のに これは残念で した。

二 月 頃

霜 が 多 か った き足先 が シ ビル ル ゴタル ナエ  『 夕 べ はオ ヤ カマ シ

ュー ゴザ イマ シタ』『 イ ンゲ イ ロイ ロ貰 ゥチ』『 イ ツマ デ ン考 え ナ

シ ジ困 る ワナ』『 ソゲ ンコターネ ーデ  イイ塩 梅 二決 マル ゴ タル デ

』『 フ ン トエ苦 ニ ナ ッチ  ミンナ ガユ ウ シチ クル ル キ醤

『 コサ グ ッタナ寄 せ チ ョカ ン ト足 イ弓|ツ カ カ ル ド』『 解 ッチ ョル

ワナ セ ワ シイナ ア カサギん 済 ん だ ナ幾 ツニ ナ ックカ機 ジ数 ユ チ ミ

ル ヮナ』 大 けん 本が多 い き場 を とる き カサ ギ も議キ ーイル デ。

『 ソ ンカ ワ リー 年 爾キ ー出ル ヮイ』『 ソ ウ ジ ャ ローカ  コ ン繭 ハ悪

カ ツ タ コ ト』『 ア リャイ レクラ レタ ワイ』『 ドンナ コツー・・。・・・』

『 も う学 校 済ん だん か』 [今 日は早 ぅ帰 ってん いいち』『 ほん な
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草 ぅち っと切 っち こんか』『 まあ生えち ょらんで』『青 い草 ぅち

っと食わす りゃ元気 なるきの』『 あた―遊 うじいいな』『 うん一籠

切 りゃ遊 び行 け』『 コビルなんかねえ』『 ヒヤキがあ ったろ―黒砂

糖 は組合 に買 いに行かにゃねえ ど』『買 いに行 こ ぅか』『草 きりが

先 じゃ』

野焼 き土寄せ猫柳

『 今 日は野焼 き ぅす るき加勢 しち くれん』『 いゃ―いいで ど く―

すん の』『平ん先 ぅしゅうと も一き』『す ぐい くわな』『せかんで

ん いいで』『 いん にゃ早 ぇほ う風が立 たん じいいき』 心得 た もん

危の うねえ ごつ火をつけた。真 っ黒 い煙 りが あが ると一斉 に燃えカ

ス も 舞 い上が る。竹笹を持つち危ね ごつ な りゃ消す き ショワー

ネエ ゴタル .

春先ん風物詩 じゃな 野焼 き した らす ぐ青草が芽吹いち ツバナ

や らアマネや らワラ ビや ら。

隣ん じが 田の麦ん土寄せ に出ち きた。『凍 っちるき まあヌク ミ

ナー』『早 ぅか る焼 いたん じゃな一』『 お前が こん うち焼かん とフ

スボラカス ト悪 い ジャローガエ』『 イイデ』『 ベ ッピンヌヨゴス ト

ワ リーキ』『 もうベ ッピンナ卒業 したで』『 ソゲ ンコターネー ドお

前がヤ ッパーー番 ジャノー』『 チ ャーオオキニ何 か持ちこに ゃ悪 い

な』『『 今晩す るか』『 あ―話 じゃろ―いいで』『 また トーグラカ

ス コゲ ンヤターネーノ』『 ホ ンナ ナニ ューエ』『 ヤーソ リュー

イワス ンノカ』『 ゾジャガ ェジャーネー ト解 らん ことウッ トドー』

『 ……』『 ニ ビーキ ヮヵラ ン』『 モウイイ ヤ ンニ ャマケタ』

苦労 の多 い田んぼん仕事 時に ゃ面 白い事 も言わにゃ腰 も痛 ぇ。

朝の一言話 に笑 いを誘 うと今 日も仕事がハ カ ドル.カ ヮブチ ン猫柳

が芽吹いちセセラギ ノオ トニユ ウ調和 シチ ョル。ォモ シリイ話が弾
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ンジ 何か若返 ると春の来 たのと共 に気 も若返 るごた る。

これか らまた忙 しぅなるけん ど 助 けあい人を大事 に しち 笑

わせ明 る く生 きる農村の一 時。黒 ぅ焼 けた畦道 にス ミレん花が顔

ぅ覗かせちょる。寒いが自然はゆう知っちょる一足先に活動 しよ

るように 春が くるごたる。

田の くろ普請

『 よ―いち ったハヵ ドルカ ノサ ンカ』『 デープ ンヤ ッタ ド

ア トチ ッ トジャキ』『 フガイイノーマア ヨコエ』 久ぶ り温かな

日 田の くろ じ昔ん事 ぅ思 い出えた。『 あん歌  まあ覚えち ょる

か』『 なにや』『 ほ ら 一 じイマキ ュー』『 あれかオボエチ ョレ

ー ジャ』『 ホ ンナユーチ ミヨ』 イチ ジ…イマキ ューハ グ ッタ。

ニ ジ…手オイガパ ツ トシタ.サ ンジーサニ ューッマ ミダシ。 シジ

… シルガチュー トデタ。イッツ…イャデ ンセニ ャナラ ン。『 それ

か る先 ぅ言わんか』『 まあ言 うんか』

ムーッームケマラツ ッコ ンジ。

ヤーツ…ヤ リヨルサイチュウエ .

。 トー ジ… トウ トウコガデケタ。

一』『 こんだゆつ くり教えち くり

ナナツ…ナ クヤラサ ワグヤラ。

ココノツ…コ ドモニ ミツケラ レ

『 ゆ う忘れん じ覚えち ょつたの

一俺が覚ゆ るき』『 いいど』

川 向 こうん田に若え しが麦ん中打 ち しょる。

イモ ジュ引 き上 げたかち思 うとクルー ト尻 ぅム

ック リ出えち ジャーち飛 ばす る。『 よいあ り

ゅ見 よ風通 しが いいきじゃろ― ゆ う飛 びよる

ど』『 ふん と じゃの―』組合か る買 い物 ぅしち

来 た しが そん話 ぅ聞いち『 お前 ど う仕事 は し

よんのか 色気ん じょう出えち』『 しよるで

今 日は倍 したき―な』『 ほん なイチ ンダモーヤ ロー』『 ドキー行
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ったんな』『組合 に行 っちニザ トー買 うちきた』『 アマ ジルデ ン

タク ンナ』『 ソウジャ 藁す ぐりゅ―す るき加勢 に来んか』『帰

'チ
ジャガイムー植えち行 くわな コイサタ飯食わん じ行 くで』

『 いいどジャガイモ■ャ ダルガイイ ド 俺かたんのもやるき

カタギー』『 チ ョウシンカオーユウチ コシキイノヤ』年 とった

兵若い しをチ ョロマカスが 優 しい面 もあっち好かるる。素朴な

農村 に憎めぬ語 らいがあり 心を和 ませ る。

ナバ取 り

『 どげえかえ  もうぼちぼち終わ るかえ』『 ひとしきり忙 しか

ったな』『 どげ― してんあげん こつ―が一遍あ るな』『 そ じゃけ

ん ど 日和が よか ったき 今年 は取れたな』『 こげん年 も珍 しいな

あ』『 日和 じ色ん いい美 しいナバが取れち 油 もガイ トい らん じ

』『 じゃaナ ん今頃まじしちょりゃ フジヨは出らんでなえ』『 う

ん 今年はこれ じ終わりじゃろ―』『値がよけりゃいいがな』

去年 はえ― と高 ぅな らん ままや ったな』『 よそか る来 るごた る

き』『 ナバ もつ まらん ごつ ―な 4ん じゃなかろ うか』『そげん こ

た―なか ろ うけん ど』『 ほ tナ ー何 ぅす るなえ』『安 ぅでん は り

こん じょきゃ又 いいこつ もあるわな』『 もうす ぐ薗代 もせん な ら

ん じ』『 ゆ っ くりよこわれん なえ』『暇 になつた ら入湯に行 こ ぅ

え』『 いいな―』
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四月頃

『やんどかたんムギャイイノー』『 ソゲーア ンナエ』『デープン

肥やしぅやったんじゃろ』『しかとやらんのじゃけんどJ『世話ぅ
ゆ うしたん じゃろ』『作はゆ う知 っち ょるきのや』『 で―ぶん 日も

長 ぅな っち 日のつ じゃ汗 ぅか くごた る ソデナ シゥニージ ョカ ン ト

汗んやつが流れ ちイ ジラガユーナル』

『 祭 りい こうえ』『 ウッ トカタマー麦ん世話がす まんに』『 ほた っ

ち ょきな 明 日ち ゅう日があるで』『 とったんが ヤカマ シイき』『

ウ ッ トウが言 うち ゃろ―か』『 時に ゃ言 うち もらわん となえ』『 ふ

ん と じゃ固えば っか りじゃア ンタ ドウガ ムゲネー』

犠 田を起 こすかえ』『セヮシウチラ ンウチナ』『 しまいがいいな

』『 そげん こた一ねえけんど』『女ん子がな 男 う待つちょたけん

ど』『 どっちでんいい じゃねえな』『 そりゃそうじゃけんど』『 そ

リーまあ賑やこうなっちめでて―な』

松根油 とり

戦争 も終わ りに近づいた。ガ ソ リンの不足 飛行機 も少の うな っ

ち。油ん代わ りに松の根か る取 る油 に も 望みがかけ られち ょつた

。『今 日は松根油取 りに行 くか る』みん な勝つ ためにゃ 頑張れ と

暑 さ もケ トバ シテ 山か るカタゲチカイル.竹 の内の工場 にモ ッチ

クル ト タギラケーチ油 ぅ絞 り出す。サ ァソ ン油がヤクニ タ ッタジ

ャローカ。工場ん横 にイ ッ トキ飛行機ん絵が  カイチャッタガ。
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セキ打ち

『 ソン深 ぇ所 りちっと沈めにゃ』『 そりゅ―ナ ンコンジョクレ』

セキにお本にする木を切 っち東ねのァ若 ぇしが水ん中じ 足 じ踏み

つ くる。『 ちった一水が止まったな』『 でえぶん少の ぅなったごた

るど』『 もちっと一 じゃな』『魚お らんか』『 フナがおるわな』

『 ちっとす く―ち酒ん肴にしゅうか』『酒があるんな』『あるど』

冷たい水かる上っち川端じ火を焚くそばじ ■升瓶が回さるると

湯飲み茶碗にドコドコち ついじくるる。『ほら若えしは飲め ひ

どか ったのや冷 たか った じゃろ―』『 これ じチ ッター温 もったわな

』 老人 の心配 りに若い人 たち も や っぱ嬉 しい ごたる。

五月頃

苗代ふみが済む と麦 も熟れち 春田起 こ しもセニ ャナラ ンシ忙 し

ゅうなつち きた。籾種を変エチモ ロータ今年 ゃ ゆ う出来 るカ ンし

れん。 ビヮん花 もいつぱいチイチ ョル 麦の出来 もいいごたる。早

ぇしは畦 きりしよるが手の少ねえ しは 早 ぅ起 けん と手を出さるる

きスカ ン。皆 プライ ドもあるゴタル .

『 もう摘むな』 パチパ チ音 ぅたてち茶摘みす る頃 男 しは田起

こ しぅす る 根を張 った草がバ リバ リとコガラが起 こす。冬眠か る

ええ と覚 めたヮク ドが飛 び出 シチキチ 大 ケ ンアク ビシチ ョル.黒
い上が起 こさるると蜘蛛ん奴が エボー張 る。皆 イノチキが忙 しい

ごた る。陽が当たつち土か るホケがたつ。

シイタケモギガ済む頃にゃ もう草が回 りに大 きゅなつち早 めに

下刈 りせん と おおい被 さるごたる。ア ロウア ッタケ切 り倒 しちお

きゃ 田植えが済むまで ショヮーネー。デエ プ ン取れた シイタケ ヲ

シモ ウチ コ レカルハ麦刈 りと田植え とイチ ドキ。暑 いけん ど冬ん

玉切 りこまうちモ ヒジイ。
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シツ トウづ くり

五月水 を入れない田んぼに植えて 暑 い夏 に何回 も草取 り 七月

には もう刈取 りの時期。早 ぅ起 くると刈取 リスグ ッチタバ ヌル.ヘ
グノガオオ シゴ トジ ヘギ台を座 った足ん下 に シキ クウジ 7 8本
ずつ一遍 にヘ グ。三角の茎を均等 にヘ グのが難 しい。ヘ ヌ ンノモア

ッチそれでん一時す りゃ上手 になる。つ ぎん朝川原 に ヒロゲサガス

石がやけちす ぐ乾 く。いい色 になるソ ンナライイガ タ立 ちでん

来 りゃオオ ゴツ 昼寝 もソコソコにツー ジイ ッチ つの字形 に曲げ

た鍵 じシラシンケ ン集むる。

雨 に濡 ラ シ ドーモス リャニ ソクサ ンモ ン アイー色 コスネ ノモ ン

ジ ソ リースルニ ャシラシンケ ンニナル。天気が いいと青 い目に し

む ごた る。そん場 じ石 にウ ッツケチ根元ん シビぅ落 とす。ス グッチ

シアゲ コ レジ ゴゾーウツコチーナル。

縦糸 に ゃイチ ビがいる。五月 に植えたイチ ビを引いち木 と木の間

に挟んで ヒッコヌクと 中の志が取 るる。皮だけ干 しち鉄櫛 じ解 く

と タネ リクルマ じ経 らせ る。 タネ リ縦糸 に横 シッ トゥをか けち

ゴザバ タが音軽やかにユサ シが動 く。 ゴザ ウチ娘がサー トン トンと

音響かせ ち 彼氏が声をかけるの も聞 き取れぬ。一 日4 5枚 うて

ばいいほ うで上手 になると 7 8枚 は打 ちあ ぐる。『上手 になった

な―』『 高 ぅ買 うてな』『 ドゲー シュウカ』『 ホ ンナラ売 らんで』

や りとり上手 な娘 も嫁入 りが近 い。 シッ トーは貧乏草 とも言 った

が農村 の現金収入 には 必要だ ったのか も。 ビュー ンビュー ンその

音 には苦労を慰 め る 里の唄のような響 きも感 じられ る。イツ トキ

モ ヨコヮ ンジ ゴザ ウチスル仕上が りの美 しさは 造 る人の汗 と涙

の情 けが輝 くか らか もしれない。
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泥つけ

新 田には水がの らん 皆が植えたあ と じね―となえ。それでん半

夏至水が降 ると今年 もなん とか 植えつ けが済んだ。水の便利の悪

い矢 の原 じ一番おす―植 ゆるな― 家の回 りがすん じ植えに くる。

近 くん回 りん したちが終わ ると苗を荒 ぅち神棚 に供え 役場 に行 く

泥つ けが残つ ち ょるき。

『 よい今 日頃は泥つけに来 るごたるど』『 もう皆すんだん じゃな

』 そ こは心得 た もん じ泥つ けさす るごつ 覚悟 しちょる。逃 げま

わ る しは少ねえ。素直に泥わつけち もらい共 に 今年の根づ けを無

事 に喜 びあ う心配 り『 ゆ っくりよ こいな一』 と励 まされて弓|き 上

げる姿は 水 の中の仕事 じゃつただけに ヤツ レモ見 らるる。

今年 も水があ った田植え も済んだ。泥付 け も終わ った 日照 りと

暑 さの夏が過 ぎると 豊かな実 りに皆 なが又  うるおいの里 も明 日

に向 ぅち栄 ゆ る じゃろう。

諏訪村の役場が矢の原

にあつた頃ん話 じゃが

泥付 けされち帰 った時 に

ゃ 今年 も縁起が いいで

ち や うちん しが喜ぶ

そげな風習 もあ った ごた

る。のぞかな人情が出 る

人の痛みや辛 さを支えあ

う 気持 ちが泥付 け行事

と して許 され 待 たれ る

微笑 ま しい風景。故郷の

よき時代 よきひとたち .
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肥 だ し

麦 が のん じ ヒバ リが セ ワ シュ ウ鳴 きで ― た。麦 にか くるダル か た

げ天気 ん い い 日に遠 い田 に 中 もち しち次 々 に出 しちい くと 道 ぅ

通 る しもヨケ チ クル ル。重 い もん と桶 とを うま く交 互 にか た ぐる。

バ ラ ンス仕事  近 所 ん しの分 ま じもろ― ち運 ぶ こと もあ ったが  肥

料 と しち大 事 な もん  こん ほか にア ンモニ アを水 に とけ ― ち もや っ

た。

『 も う済 ん だで』『 ひ どか った な ― まあ一 服 しち』『 汚 れつ いで

に他 の もあ るき』 昼 が近 いん か 日が高 ぅの ぼ っち ょる。運 び出 さ

れ た ダル は人 の気 持 ちを オ モ ウち麦 ぅ太 らせ ち くるる。汲 み上 げ

た後 を覗 き込 む とォ ジイ よ うな入 れ物  春 先 ん 農 家 ん庭 先 に ゃそ よ

風が  吹 き抜 けち ダ ルヵタゲ は春 の風 物詩 。

浅草 きり

『今朝 はち っと遅 いど』『 こらえな―タベ ょなべを遅 ぅま じシチ

ョタキ』『 それ じ目が赤ん じゃの』『 そげ―いいなんなムゲネー』

友達 に悪 口 ぅ言わ るるのを聞 きかねちか 助 け船 ぅ出す。『 お前

ぁす ぐヒーキスル ノー シイチ ョル ジャノ』『 スカ ン スグソゲー

ユ ウ』『 ホラ顔が赤 ぅなった』 若 い者 たちが旗立て場 に集 まると

赤岩ん方 に連 な っち今朝 も草 きりに入 っち行 く。若 い人たちの朝

の 日課 じそ こにロマ ンも夢の花が咲 くの じゃろ―。

『 もうすむか』『 もうす ぐすむど ち ょい と待て』早 う荷の出来

た者が大声をかけ 出来ん者 に加勢す る。 そん な中 じ仲ん いい二人

は  トギか るチ ッ ト離れち語 らいの仲 じ一時を楽 しむ。『 あんた無

理 ぅしなん なチ ッタャセタゴタルデ』『 ソウナ』 女 らしい気づか

いで見 る彼の姿 少 し疲れか。
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『心配せん じいいわな』『心配す るがえ― うっとう』『早 ぅくび

らに ゃ又来 るど あいつ ど―せせ ろ しいき』『 そ う じゃな―』 朝

露 に濡れた肢体か ら女 らしさがモ ロに見 られ る。急 にそばに来 ると

抱 き じめた。『待つて』『 どうしたんか』『 こげん所 じ恥ずか しい

こと』『 いい じゃね―かえ』『 ………』肌の温 もりが伝わ っち くる

『 よ―い』

たま りかねち トギがオ ラブ
゛

二人が仲 よ うな っちそれが解つちよ

る皆 も それな りに気を使 ち ょる。『 す ぐ行 くき』『知 らん どウヒ

テチ帰 るど』若 い者 たちは高笑 い しち 山 ぅ下 り始めた。『早 ぅせ

ん と見つか るど』『待つて もチ ッ ト居 りて―』『見 られん ほうが

いい じゃろ うが』『 じゃけん ど明 日は会えんので』『 そうか  ほん

な』 つかの間を利用 した二人 は しっぽ りと濡れち露だけ じゃネ

ェゴタル。

六月頃

『 まあのさん な』 畦 ごしの隣ん しが声 ぅかけち くるる 本当は

ヨコワセチそんなかめ― 早 ぅ植えち しまわん ごつ シヨンノカ ンし

れん。『 お前かた早 ぇな―今 日はで―ぶん早 ぅ来 た ごたったが』『

苗 ぅ取 っち ゃつた きな』『 そ うじゃろ― ソ リー嫁 ごユ ウ働 くじゃね

―な』『 まあ ワ リーナ』『 いい嫁 ぐもろ うたは運が いいな―』『 コ

ビリセ ンナ』『 チ ョイ トノソーカ』 麦が熟れち 日が当たるとパ チ

パ チ音 ぅたてちイ ロク.イ ロクと折 れや しいけん ど腰の痛えの もヒ

ジイキ 畦に腰 ぅかけち トイモを食 う。 ツバ クロが忙 しゅう土 ぅく

わえち 早 ぇな― もう二番子がカイワ レタゴタル.汗んち一た麦ん

ブーガハ ジカイー『暑 いな―色が黒 ぅなるで今 日は 雨よ りゃいい

が。

『 水 が少 ね え き荒 代 が取 れん の じいやん ば い に雨 じ水 が取 れ た
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ゃ 麦 はえ― と熟れよるけん ど』『春 田 もしち ょかん と いっペ

ん に ゃヨダキーナエ』『 シメ シも乾かん と困 るな』『子が コンメ

ー ト苦 になるなえ』『 そん クシーア リュー シタガ ッチ・・・…』『苗

も大 き ぅな ったな今年 ゃいいな』『 ゆ う出来 りゃいいが』

泥 つ け に逃 げた役 人

水 の少 な い所 が一 番終 わ りにな るが  矢 の原 に来 た時 は 7月 に

入 る事 が多 い。半 夏至 水 じ田植 えが え ― と済 む人 たちが  泥 のつ

いた苗 ぅ持 つ ち諏訪 ん役 場 ぇや っち来 た。 役 場 じ働 く人 た ち に コ

ス リツケ チ引 き上 ぐる行事 。毎年 の事 じ受 くる しも 田植 え のす

ん だ ぬ喜 びおお た。小作 地 を植 え た人 た ち じゃつ た き 地主 や役

場 ん じも そん 日が過 げ ち タ ウエ ヨコイを  ふ れ ち回 った とか。

つ い戦 後 ま じシ ョツ タチ言 う。 そん 頃 は諏 訪 ん役 場が矢 の原 に あ

った。

農家ん しを大事 にせにゃ一ち思 うち 皆が心合わせち米つ くり

ゅ― しよ ったん じゃろ―。

半夏至水

六月い っぱいに田植えが終わ らに ゃ雨の少ね ぇ年。特 に天水が

か り 《自然の水》 じゃ半夏至水だけ ぅあて にせに ゃな らん。ナガ

セが もうキ ューカチ言 うに 7月 に入 った。 そん ころマ ックルーナ

ッチ ヤ ンガチ降 りだすのが半夏至雨。 こん雨 じ田植え もでけ畑

も湿 ったきセ ヮシューナ ッタガ  ソゲ ンコツーユ ーチ ョレン。苗

ぅ運べや タラ ンナー ドコノ ンデ ン貰 うちき―。何でん植えち ょ

きゃ根づけ半作  そげん苗 ほ うがケ ックシャユーデクル ド。

ナ ワ シロは枯 れ た けん ど拾 うた苗 が  ケ ック シャ多 い きエ ー ト
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植え ち しも ぅた。 ドゲーナルカチ思 ゥタガ ヤ ッパユーシタモ ン

ジャノー。日のク リー立 ッチ風 に靡 く苗 は もうす くす くと育つ。

水が あ りゃ―早 ぅ済んだが の―でん植え られたき―助か った。

ゆ う した もん じゃのや。

粟蒔 きの唄

『 もう粟 ぅめ―たな』『 め―たで ゆ う出来ち くれん と払 いが

出来ん じ困 るき』 粟蒔 きは一反 に二合蒔 くち言 う。小麦殻 ぅ焼

いちそん灰 ぅ粟種 にまず る 指ん間か るパ ラパ ラち蒔 く。 ソ リャ

ヘー難 しいわな。土 は種の三倍 カプセチ ョケチュ ウ ソゲー念入

り出来 るもんかなえ。暑 ぅはあ る し銭 はね _し 小作人な苦を見 る

けん ど  ドーニ ンナラ ン。

チ ッ トワカニ ャナラ ン 眠てえ 目 じす るもん じゃき コ ンメー

ヌ引 くに間違 ぅち気がチーチ ミリャー 大 けんぬ― ヒッコニイ ジ

ョル。 シモータち思 うたけん ど ドゲースルカ  ドンノクボは真 っ

黒 ぅな っち『 あんた』ち呼ばれてん  どっちが前か後 ろか判 らん

。穂が 出 る前 にダルーカケ ビシャクジ パ ラーち撒 く。粟が タマ

ガ ッチユーデクル。

小作人 なネ ンジュー銭がねえ。サザ メ ぅ納 むるの もネー ト証文

ぬ入れち待つち もらう。 そん分が次ん年 に背負 うこち―なる。牛

ぅ借 っち使 うと子牛でん生 まるると 一本足だけ自分の物 じ三本

分 は戻す き 手元にゃマ ッサラノコラ ン。マカ リマチガ ウ ト借金

が増 ゆる。いつま じた ってん苦労か る抜 け られん。

米 ぅが いと―作 る しはソ リュー売 っち一年間楽 々なイノチキ。

じゃに小作人 ないつま じた ってん借金か る出 られん。ネ ンジュ働

きなが ら銭 はね ぇ暮 らし。そ りゅ―コナ シチ高 い利子 ぅ取 る しも
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あ っちヤ ッパ相当コナ シチ ョル。年 20パ ーセン トぐれ―.月

一歩ん しもあ っち 利子 ぃ追わ るる しも多か った。中に ゃ解 っ

ち ょる しもあ ぅち負けることもあ った ごたる。 ドッチ シテ ンビ

ンポ ウハ イツマデ ン貧乏生活 そげな世の中 じゃつた。そ し

ち戦後の農地開放時代 真剣 こな した人 たちは…∴・夢見が・―・・

腰巻汚 しちフ リ田植え

朝方 にな っち擦 り寄 っちきち無理 ぅ言 う。 もう夜があけち ょ

るに 仕方ね―相手 ぅしち済んだが 腰巻 ぅ汚 しち しも ぅた。

す ぐ脱 い じ井手 につけちザブザ プ洗 う。忙 しい朝 じゃきそん ま

ま飯支度.『苗が配 られたで』『 もうえ早 ぇな―』 食 うたぬ

―そん まま ホタ リコカ シチ田にツー ジイク。

田植えがイイア ンバイに進むき ホツとす る。なんか涼 しい

な一え ち回に出そ うなぬ―慌てち こらえた。 そんはず じゃ一

今朝ん後始末せんまま 腰巻がね ぇき涼 しいはず じゃ。他ん じ

は知 らん ごたるが 一人 じオカ シューナ ッチ笑イデーチ シモー

タ。 ソ リュー見 チ皆 も笑 う 又風が抜 ケタゴタル .
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田植えよ こい      :

『 明 日か る田植えよこい しち ょくれ』肝 い りが フ レチキタ。『 ダ

ッタナェ ア ンタカタ早か つたな=手 が いいき』『 そげん こた一ね

―で お前方嫁 ごもろ―ちゆ―なった じ■ね ァな』『 こんのん しき

りゃせん じじツマ リャセ ンヮナ』『 ソゲーハ ジメカル出来 るかえ

チ ッター考えち ゃらにゃ』『 そ りゃ―ま一そ うじゃが』 嫁 さんぬ

迎え ると手が増えたち言 う。忙 しぅな る前 に もらうと仕事 もハカ ド

ル  なれん仕事を ドンナ ち叱 られなが ら涙を流 しち ェー トー 日

が終わ る暉にゃ足 も腰 も痛 ぅな っち それか る夕食 の シヨ タ飯が

済んだ ら片ず け湯 に入 っち寝 るな― 夜 中になる頃 そ しち早 ぇ夜

明 け前 にお くる。

『 田植えよこい』ち聞いただけでん嬉 しいのは 餅 ぅ炊 いち在所

に行か るるか らだ。夫 と大 けな包みに土産 と着替え ぅ入れち  『行

っち くるき』 頭 ぅ下げてん心 は もう待 っち ょる父母の元。苦労 も

一遍 にふ っ飛んで しまう。義父 は田まわ りに出てお らん けん 母 に

ゆ う頼ん じ出か くる。

二人 じイソイ ソ歩 く姿 ぅ見 ると 近所ん じが イイタガル。『 ァ ン

嫁 ごはモ ヌーイヮ ン』 とか『何でん しきるイバ ッチ ョル』 とか反対

に『 今 にあ っこんば―さんにコナサルル』 とか『辛抱出来ん じす ぐ

帰 るわ い』 とか ソゲ ンコツー聞 くと何 も知 らん じ 仕事が出来ん

でん『 くそ―見 ち ょれ』ち腹が立つ。意地を見せプライ ドもある

そげん こつ‐考 ゆ ると 他人 た―難 しいち シ ミジ ミ思 うけん どな。

‐      7月 頃

『早 ぅ起けに■草き りが帰 っち くるで

ジ寝 ち ょるんかえ』セチポジヵェサ レチ

膳 も食 うち馬屋ん肥出 しゅうは じめた。

夜 なべ したた言えイツマ

エー ト起 くるとママを 5

もうす ぐ田の草ん取 り上 げ
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しち ょかん と た った今盆が くる。 卜'イ モん草 も手を延ば しち待

っちよるきな『 わか っち ょる せせ ろ しいな』   
｀

『 ち ょいと横 になろ―か 牛見が くるかん しれんで隣ん娘ん話

が あ りよるごた るき』『ふん と―ゃ  もうあ ってんオカ シュニネ

ーケ ン ド』『 ク ジュー言 ゥチュウキ中々出来 ンノジャネエ ンカ』

『 ウシゥ見セチ クンナ』『 イイデ見な― コ ッチヵル方ガイイ ン

ジャネエ』 隣の家がゆ う見ゆる所 ぃ呼ぶ 気を利かせ ち くれた

『昼寝 しよるナカメーコ ビル炊 いち』女 ゴ シニ ャチ ッ トンよこ

う暇ね―な―『 いいんで わ しゃ男 しに シャン ト働 いち もらお―

ち 作 っち食わせて一きなえ』『 ゅ ぅ働 くなあ あん たかたん じ

は ウチ ドーカタ ンシャ ヨダキガ ッチ親が ヤカマ シュー言 ワン

モ ンジャキ チ ュウグ レー ジコマル ヮナ』

消 し壺ん炭 ぅ出えち オ ヨシ ぅ

作れ  うなぎ ぅ取 った き焼 くき

―の。『火が起 こらん に』『 お

前が怒 っちどげ―すんのか』

『火オ コ シゥ貸 しち見 よ』『 こ

ん くれ―ん こつ ―出来ん と嫁 ご

ん来てはね ―ど』『 いいき―』

年頃ん男が お ると親 もヤエーコ

チ ャネー。貰わにゃ困 る し銭 も

いる しヒンも悪 い。牛見 に行 く

か…ち謎か け られた ら  『 ιまん

とな』 ち乗 り気 にな った。ゃ っ

ぱカカを貰 いて一ん じゃろ―。

いつ までん一人身 じゃ 夜 中 ぇ

布団ぬ引 こ じっち歩 くで。
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八月頃

『 鼻つ まみだん ごテータキ食 ワンナ』『 もう盆 ジマイが出来 たん

な』『今年 ゃ嫁 ごが在所 に行 くき ち っと早 ぅス ッタキナ』『 そ う

じゃつたんな  もうヨダ ッタンナ』『 ドーデ ンソンゴタル』『早 ぅ

子がデケニ ャ荷がオ レンなえ』『 田植 え ま じ出来 リャーイイケ ン ド

』『 もうバ アサ ンじゃな』『 ウ ッ トーオカ シイ』

『暑か ったけん ど晩はチツタイイナ』『 デープ ン日に焼 けた ごた

るな』『 黒 ぅな っち見エ ンジャロー』『歯が白いきユ ウ解 るで ソ

ヒチ こん大 けん腕 』『 あんた も三つ組が イイ ワナ好 き じゃ』『本当

ほか にいい人オル ンジャネー』『馬鹿言 うた もん じゃな あん たひ

とりで』『 本当 ウチ何か嬉 しぅじ』『心配セ ンジイイチ こん前言

うた じゃねえな』『 そ うじゃけん ど や っぱ心配 じゃわ』

『手がスベスベ しち気持ちいい』『 み よ馬屋ん肥 出 しゅす りゃ―

いい じゃろ―が』『 そ うじゃけん ど腰が痛 ぅな るきな』 盆 よ り前

に出す仕事や畑ん草ん取 り上 げ じ盆が来 る。ゆ っ くリヨコウ農村の

つかのまの 気の体める期間『墓掃除 い こうえ』『 す ぐ行 くき先い

行 っちって』 ユカタも洗 うち世話 にな った しにゃ あ ぐる物 ぅ買

うち来た。

九月頃

『 油ぞ うきんかけたか』『 まだ』『早 ぅせん と飯 ぅ食わせん ど』

ベ ンガラ ぉ塗 った板敷 きに油ぞ うきんをか くるのは 朝起 きちか る

ん子供ん仕事 手 には油気がち―ちベ ンガ ラん赤 も染 まる。 ゴマカ

ス と暗 ぇ所か る見 りゃ所 どころが 自 ぅ残 っち ょちゆ う判 る。『 ま

あ残 っち ょる じゃね二か』『 どき―え』中々朝飯 に辿 りつかん。

稲が太 っち ヒエ取 りゅせに ゃす ぐ 背を延ば しち種がアユル.乳

飲 ませ もそ こそ こに しち 田に入 った若 い嫁 ごは ヨコー暇 もね ―ほ
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ズ働かにゃな らん。あと片ずけかる洗い物を干 しち 田に入 ると

中ん方が残 っち ょる。どうでん入 らち行かにゃならん じ 手にニギ

リモウサ ンゴツナル ト 畦ま じ何回 も出 らにゃならん。

『 ち つた Tあ るな』 隣ん じが出ち くる『 ゆ っくりしちいいな―

』嫁 ごが チイセー声 じ隣ん嫁 ごに囁 くと『 あげん ことん じょう言 う

家 じゃ馬屋ん肥 ぅ出 ぇち来 たんで』『 ヘー もうひと仕事 したん』

『 いっときもヨコワセ ンゴツ ちゃん と考えち年寄 りがな』思 いは

同 じ 野 に早 ぅ出 らん ち思 うた ら家 じ仕事 ぅ や ぅば しよった。

出産 とヒエ取 り

『 は じめち男ん子が出来 たえ』『 そ うじゃもん じゃき ノボセチ

シモーチ稗取 りもせん じ』『 それ じあげ―稗が あるんな』 は じめ

ち生 まれた しか も男ん子 とあ っちゃ嬉 しさ も ひとしお稗取 りも

忘 るる くれ―。稗 はひとまわ り取 っち 2 3日 もす りゃ 残 った株

か る又穂が 出る。『 なんぼ取 ってん残 っち ょるな』『 しょうもね―

や っ じゃ』『 ゆ う取 っち ょかん と来年オオ ゴツ ジャ』『 ヮカツチ ョ

ンノジャケ ン ド。

出来ん じいい もんな出来ち ほ しい もんなユ ウ出来ん。でん男ん

子が ノサ ツタナータイ シタモ ンジャ。

十月頃

『祭 りに ゃ在所 に行 くかえ』『雨でん降 らに ゃな』『 たまにゃゆ

っくりして―なえ』 仕事 に追われ る農家はゆ っくり体めない。雨

の 日は家の中でツクロイ物 洗濯物  そろそろ冬物ん 準備 もせにゃ

でん時 々年寄 りが気を利かせち在所 にヤ ッチクルル そん間に自

分の子供 たち ぅユ ウジ ご馳走ふ るま うごたる。
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わが子可愛い親は親 嫁の居ぬ間に里帰 りした娘達が母を見 ると

『 オカチヤンあんまり仕事 しなんな チ ッタ痩せたで』 と見 る。

『そげん こた_ね ―でボチボチシカセ ンニ』少 しは嫁に気を使 う言

葉で打ち消すように  『 タマニ ャウチモ遊びきな―』『おおきに

や っぱウチが一番いいわな』『 あげ一文句ん じょう言 うのにえ―』

『 そげ―ね=で 』 嫁をかば う母はいいほうだ。

ヤ ッ米

『朝晩 なち った―冷てえな』『今朝 どま布団んぬ引張で―ち カ

ジュー引かにゃいいがち』『 そ りゃ―そ―と溝刈 り ぅもうすんの』

『 ち っと しゅ―か ち思 いよるんで 大分 ぇ居 るんが食 いたが っち ヒ

トメ ンキ』『わ し方 もそ― じゃ―送 っち くるぬ―待つ ち ょる チュ

ーラカサ レチ』『親馬鹿 じゃなえ』

排水を兼ねた田んぼの回 りの水が溜 まる所を 刈 っち溝をあげ乾

きをゆ うす る 刈 った分 は籾をオチーチ釜 じイ ッチ ツクとヤキ米

が出来 る。お茶をそそい じ少量 の塩味を。豊後の味の食い物 故郷

を離れた しには懐か しい。

十一月頃

『 ア シタカル稲刈 りぅす るか』 オヤ ジが夕飯ん あと皆 に言 う。

嫁 は少 し不平であ る。一晩泊 まりて じ在所 にち思 うち ょつた 父親

が風邪 じ寝 ち ょるき でんそ りゃ言えない天気 に左右 され ヨソよ り

遅れ と一わね―き。刈 りだ した らもう里 に ゃ当分 は行 けん 夫 と顔

見合わせ助け船を求めた。『 お前在所に行かんでんいいんか』 や

っと出 しち くれた言葉は ヒ トキ シャ遅れ じゃつた。『風邪 ぐれ―心

配ね早ち思 うきイイヮ』 しば らく無言…
……義母が『 ち ょいと行

っちきな―顔見 りゃ落ち着 くじゃろ―』 義父はだまっち ょる。
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『 いいわ』つ い言 って しま うて こん話 は切れた。親あ病気 に も行

けん歯がゆさ でん私 にゃこの家の人間なんだ と自分 に言 い聞

かせ る。人並み には して くれん けれ ど。          ・

稲刈 りは順調 に『デケ もいいごた る』親父 は得意顔で 自分一人

の手柄ん ごつ話す。里の父 は体調が優 れぬ まま秋の深 まる。取 り

入れがえ―と一段落 しち里 に行 ける雨の 日 食事 もそこそ こに走

って帰 る。『 ゆ う来たな忙 しゅか ったろ―に』『早 ぅ来 たか った

けん ど』『 わか っち ょる嫁 に出 した 日か るもう他人 ち思 うち ょる

悲 しい思 いの再会で も父 は元気を取 り戻 しち『早 ぅ帰 らにゃ仕

事が待つち ょる じ■ろ―』『 いいチ ッタオスーウナツテ ン』『 ソ

ゲ ンコツー言 ウモ ンジャネー又帰 る為 に ゃチャン ト』『 ウ ン』

運命 とは言え辛 い再会 と別れ 農作業 は忙 しく巡 りくる で も心

を慰 めて くれ る父母が居 る。元気を出 して又辛 い仕事の待つ家 に

。人生 のはかなさ も感 じつつ。

―    ムシロ干 し

稲 こぎがすん じム シロ干 しがは じまると
―
麦植え準備 に入 る。

ツボー杯 に広 げたム シロに 肥 ジ ョーケ じす くい 次々に入れ ち

アセ リボウ じアセル.太陽 に干乾 し2 3度 アセ リカヤスが老人

ん仕事 にゃオオ ゴツ腰が足が痛 ぅなる。『 お前方で一ぶん干 しち

ょるな』『 うん 100枚 ぐれ―かな』『へえ―そ りゃ―アセ リカ

エスんがオオ ゴッジャーナ』『 そ― じゃ-1時 間 ぐれ―かか る』

『腰が痛 ぅなろ―』『 ズー腰が痛 ぅじ ドショモネー』『若え しは

麦植えな』『麦 も植えち ょかにゃ夏 に銭がね ―ち言 うし』『年寄

れはひ じいなえ』『 しょうがね―な―』 ニ ヮ トリも出せ ない

すずめ追 い もあ る 夕立雨は もっと心配。
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『 ム シロ千 しぁもうすんだな』『 これ じえ―と しまいで』『 いつ

籾す りしてん いいな』『 それが まら俵が出来 ち ょらんに』『 夜 なび

編 めょ ったん じゃけん ど用事があ った リ ダ ッチ早 ぅ寝た り』『 今

ん若 ぇもんな寝 こ事ん じょう考えちな―』『時代が変わ ったき仕方

ね ―』『 わ しどう―ん頃は座 にズ リアガ ッタママ ツルツ トす りゃ

もう起 けち仕事 ぅした もん じゃが』

隣ん じの寝 ち ょる間に仕事 ぅ

す る それが当た り前んような生活 じゃつた。

『 乳飲 ませた ら早 ぅコンゲやん な』『 お願 い します』『や っと乳

を飲 ませ て つかの1間 の親子 の触れ合 い も親 に 子供を取 り上 げ ら

れて 子守を して くるる そ りヽ一品のいい『 お前は仕事 さえす り

ゃいいん じゃ』 と言わぬばか り。使われち使われアゲクノサ ンパ

チニ ャ 出された例 もある。

『 もう寝 るど』『 も一枚編ん じょかん と間 に合わんの じゃね―』

『 眠で― じこたえん』『隣ん しはま―灯がち―ち ょるで』『 もうい

い じゃね―か明 日早 ぅ起 けち しゅう』 疲れが 出たのかソ レデ ン夜

中は過 ぎち ょる。農家の忙 しいな―片寄 る 時 と して夜明けの仕事

もあるけん ど 雨の降る目に ゃチ ッター気分 も休 まる。『 そげ― し

ゅうか肌寒 ぅな った』 夜更 けの ヮラにまみれたホコ リを払 い落 と

す と そん まま床 に滑 りこむ。夜明けまでのマ ドロ ミに働 くだけの

人生  の よ うな一 日であ った。

三筋煙 りが たなび く山に

『 今 日は炭 ぅ出すな』『 早 ぅ出さにゃ もう買 いにキタニ』『 せせ

ろ しいな―高 ぅ売 るがいい』『銭 も忙 しい しなえ』 黒炭が窯か ら

30俵 ぐれ―出る。ホコ リガ立つ に側 ぇお っち待つち ょる。『 あ ら

ま しじいいわな』『 セセ ロシイナ ソゲ ンワケニ ャイカ ンワナ』
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俵 に詰めよせん ごつ車力 に積む。 ヨツポズセ クンジャロー『 30
出来 たな』『 そん残 りん コボク リレもクンナー』『 コ リャ売 られ

んわ な』『 いいきナ ンボデ ンホ シイ き』 ソコラヘ ンヌサゼアツメ

ち『 ハ イ取 っち ょきな―』余分に銭 ぅ渡す。

大豆 はカタゲち三佐 ま じ行 くとナ ンボデ ン売れた。暑 いなんか

言 うち ょれん銭が敵の世の中 貧す りゃ人の心 まで健 しくなる。

白炭作 りは骨折 るけん ど黒炭 はいい ヒユーになる。マ ックルーナ

ッチ働 く姿は実 に尊 い。親父は大豆売 りに行 くけんど女 ご しは ト

ッパ イ も食 いて― 味噌 も醤油 も作 らにゃち こっそ っと引 きの

けち袋 に入れち ょくと それが破れちソコラ ジューに散 らば っち

大事。

『 たば こん出来 はどげ―な』『土干 しが よか ったきいいで』『

又検査員がセセ ロシカロー』『 あいたヤカマ シイナエ  こん前 シ

ッ トー ジくび った ら 悪 いちギ シメクデた った今カイーチ』『 ワ

カ ッタワカ ッタち言 うち そん ままホタ リコケーチ出―た ら検査

は通 った』 たば こ買いが来 る取締 りが厳 しいが や っぱ配給 じ

ゃ足 らんな―見つか らん ごつ しな一え。 フ トナモ ウケタナ。町ん

しは ミソモ リ葉や らカ ンカラん葉を干 しち吸 うけん ど そ りゃ―

とてんすわれんわな。 コズ ミニカクシチ捕 まる しもあ った リ ー

方 じゃヤ ミジ儲か る大事 じゃつ た。あん頃は暑 い 日んたば こ取 り

ベ トベ トシチナーエセチー .

麦植え

『 よ―いお前 ゃ種麦 もっちきい』若 い主が妻に言 いつ くる モ

ーガ ヲ肩 に馬 ぅ追 うち麦植え時期 粉雪 も時折舞 う 籾す りがす

み正月 もあと少 しで来 る。『義父 さん ウチ先 に行 くきア ンモニア
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持 っち きてな』『 いいど後 じ行 くわい.』 『温 くなつちか る じいい

で』言葉一つ じ年寄 りは気持 ちが いい。

『義父 さんな力が強 いきア ンモニア持つち来 きもらうき』『 お

前 は うまいの一ち ょろまか したんか』『 あげん ことん じょう言 う

回やお一言 うたがいい じゃろ―がえ』『 そ りゃ―そ うじゃけん ど

』義父が ア ンモニアを背 に しちゃつち来 た。『 どき一置 くか』『

重かつ た じゃろ早こっち置いて』嫁の優 しさに老人 もマ ンダラデ

ンネーゴタル.                  ‐

『 ア ンタ■服せんな』『 なにや』『 あげ‐耳が

遠 ぅな ったん じゃろTか』『 モーゴ十使 いよると判 らんわ い』

『 聞 こえんふ リシヨル ンジャロー』馬を止めち=服す る田の クロ

ニ冷て ぇ風が吹 いち 今年 も後 ち っと 寒 い冬 じゃろう『 今年 ゃ

麦が ゆ う出来 くるど ビワん芽つ きが  いいか る』『ヘー ビワん花

が多 いと麦がで くるん』『 そ ぅじゃ』

縄す り

木 と木 の間 に縄を幾重 に も張 っち縄す りが始 まる頃は 寒 い風

が吹 きつ ける。『 ゆ うコス ラ ン ト検査 ぇ通 らん ど』親か ら言われ

ち手を赤 ぅしち 子供ん仕事『 お前ん方 もう済んだんか』『 おれ

かた兄やんがす るき 俺は帰 ると子守 ぅせ にゃな らん』『 子守ん

方が いい じゃろ―』『 いん に ゃ縄す りん方が いいけん ど』それぞ

オし。

俵を四か所縛 った後 十文字 にホズ ミぅ縄 じか くる。真ん中

を又縄 じ仕上 ぐる いわば俵の化粧である。それでん検査がやか

ま しゅうじ うっか リー級でん下げられ ると値‐段が違 うち くる。

無駄のようじゃち思 うが・̈ 『すんだか すんだらタグッチ巻け』

『わか った』『早 ぅせんと雨が降るど』 .       ‐
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十二月頃

『籾す りす るな』『天気が いいき籾がゆ う′乾 いたな』『早 ぅ千 じ

上 った年 はタマ リもいいで』『不合が 出 らにゃいいが』『 チ ッター

出 るわな』『俵 ぅ編 まにゃ忙 しいな ったな―』『夜 なべでんせにゃ

仕方 なか ろ―』『若 ぇもんにハ リコマセニ ャ もう日が短 ぇきなえ

』『年を取 ると ヒジイナエ』『 お前はまぁ若 ぇきいいわな』『 そげ

ん こた―ね―で』

籾す りん発動機が快音を響かせち 万石が い っぱい並ぶ と籾す り

本番。茶のみは シャクシナを漬 けたの と トイモ。 トショレが火鉢ん

側 じたば こ吸 いなが ら それでん昔取 ったキネヅカ ジョウズニ俵

にホズ ミぅかけち ヒネクル と 一俵が出来 あが る:農家の嬉 しい時

じゃ そ しち小作米を納め られち残 ったな一幾つか 今年 も六 リク

ーダケ ン ド 年が越 しゅうか  あとち っと― じ正月 じゃけん ど。

籾 さべの唄

『 もうよ―きコイダナ』『 エー トお しよせ たんで』 もう夕暮れ

近 い田んぼでのヤ リ トリの合間 も 気 は急 ぐ。土干 しした稲が足踏

み機械 じコギオ トサルル カマゲに詰 め らるると牛の背を借 るか

子供んホ ンガルイ した背中 じ 運ば るる。足 もとは もう冷て ぇハマ

ル田 じゃ ゾー リに水が シミクージ ョル .

コシマキ ンバ シが泥に汚れチ ョ

懸命 に働 く証。あん人 ともモ ウ ヒ

が 乙女 の胸 に秘めち早 ぅ済め,ば

ほ しい 夢が頭を よぎる。

つ るべ落 と しの秋の 日ぐれち ツボサキ

ジャ ニ ヮサベが始 まる。 トー ミーが フル回転 じちスポが飛ばさ る

ル ケ ン ド 若 い娘 はそれ だ け一生

ソー合 ぅち ょ らん心 の ヤル セナサ

ゆ っ くり温 か い胸 に抱 き じめ ち
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る ハ ジカイーがあとチツ トじム シロ干 し。モ ミす りが済む と着

物ん一枚 も買ちモライダスカ ソゲ ンコツー思 いなが らダ ンゴ汁

を炊 く娘 の顔 には 思わず笑顔 もこぼれた。あの人にあえ ること

もア ッチ。

五陸 さんの議 に属|き こまれて 思 わず膝乗 り出 した子供たち も

一息 かれて― ごえる。古 い方言 も聞いて行 くうちに 何回か饉る

決 ま りの方言が発るごたる。地元 に生 まれ育 も大切 にされて来た

か らだろ う。議鍛中に想像だに しなか った 課題ゃ生活の惨めさ

書労辛 さが 貧富の差が激 しか っただけに よ く半〔るよ うな気 も

して 今 の幸せな時代 《これか らど うなるか》を 大切に したい

ものです。

人 は生 まれた以上 は生 きて行かねば

な らない。 とすれば出来 るだけ健康で

幸せ に生 きたい。だか ら人 との関わ り

を大切 に 人 との支え合い助 け合 い も

必要 で しょう。一人では生 きて行 けな

現世を 住みよい故郷に して楽 しい人

生 を過 ご しま しょう。明 日は今 日よ り

幸せ に。
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羽根つ き雪あ し

『 む くろア ッタキ羽根作 っち』『 ア ッタヤデーチ ミヨ』子供が拾

ぅち きたムクロの種 キ リじ穴 ぅアクル ト鶏ん羽根 ぅハメクー ジ。

ハ ゴイタ ァ ッタ ジャローキ 』『 ウ ン カキーチ ャルキモ ッチクル

』『 カキータ リセ ンデ ンイイニ』『 ア ンヤ ンガ取 るき』『 しょ―が

ね―の』子供が上手に打ち上 げた。 くる くる回 っちツー ジイク。

『 ゆ う飛ぶのァ』『飛ぶ じゃろ― うまいどがえ』『羽根が いいき じ

ゃ』・・・・・・・・・『 ほんな とったんや っちみ な』『 いいど はよかせ』

父親が打 ち上 ぐると ヤ ッパ ーコ ンメー時か る遊 びよるきうめ― も

ん じゃ。『 うまか ろ―が』『 ほりゃ大人 じゃき ち った― うもうな

か らに ゃ』『 こいた調子が いいの一』 北風 は寒 いけん ど親子ん会

話 にゃ温かい もんぬ感ず る。

『 ユキア シガ出来たで』『 フン トヤお前が作つたんか』『 そ うで

ゆ う出来 ち ょる じゃろ―がえ』『 ヤ ンナ コゲ ンコターウマイケ ン ド

学校ん勉強はスツタ リジャノー』『 ソゲ ンコターネーデ コンダ

乙が ち ったあ ったで』『 や あひるが何 匹や』『 乙が 3つ 丙が多 い

けん ど』『兵隊 さんが多いんか』『 甲はよそん しにや った』『取 ら

れ たんか つ きつ ま らん奴 じゃの一』『 それでん雪足作 りが うまか

ろ―がえ』『 そ りゃ―ま―そ ぅじゃけん ど あん ま リタヘラカ言わ

れんの一』

『乗 っちみ るき見ち ょんな』『 はょ―乗 っちみ よチ ッター ウメー

ンカ』『 ソー トンウメーキ  よい しょとこらしょ』『 あ りゃけっか

ウメー どりゃ俺 に貸 しちみ よ』よせばいいに調子乗 っち子供の竹

馬 に乗 った。 とたんデ ング リガエ ッチ コケォテタ.顔を しかめち

あた り ぅ見まわ しちエー ト起 けたが  ヒンノ悪 い こと 子供 は大声

じ笑 い こけた。
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子供 と祖母 と

‐『 手サ ンゴニ乗 ってん いい』『気をつ けん とホラケオツルデ』

『 ショワーネーキ』 祖母に連れ られち子供が学校 に遊びに来た。

ツボん草ムシリが好 きなバーサ ンは シャガ ミコム ト草 ぅヒキムシ

リは じめた。子供たちはヮキ ャガ リなが ら せせろ しゅ―ユサンゴ

を飛ばせよる。『 アンマ リギ ューラシューイワンデ』『 イイジャネ

ーナ』『 シカ トシモネー』 バ‐サ ンはプツプツ言いなが ら 草 ぅ

にキムシッチ ョル .

『お前どうツージミヨ ドッチガ早 ェカ』『 ヨーシ皆な飛ぼ―え

』裸足になった子供五人が校庭を走 った。頭 ぅ振 りふ り走る子 回

ぅ大 き ぅ開けち走 る子 さまざま。『あ― ヒジイ モウヨダキュー

ナ ッタ』 飛ぶぬ―止めちッボニックナル。自慢気に走る子『ケツ

マラ ンノーもう トバ ンノカ』『 ヨダキュウナ ッタ』『バ ァサ ン ドー

若 ぇ頃はガイ ト飛びよったんな』『飛びよったど子供ん時ど』『へ

―子供ん時があったん』『 そりゃそうじゃね―か 皆は じめかる年

よりゃじゃね―ど』『 ソリャーマーソウジャナ』『面白いこつ一言

ぅやつ じゃの―』

疎開授業

戦後の ドサ クサは敵がや っち きち 女 は連れちい くとか男 は殺 し

ち しま うとか  ゆ う言 いよった。学校ん ツボに ゃイモヤラ カボチ

ャゆ ら植えち いつ空襲 されてんいい ごつ 地区 ごとじ勉強す るに

机 ま じ運 ぅじ 入蔵ん じはお旅所 に腰 かけと机 ぅ ヤラ ト勉強せん

じゃつ た ごたる。又空襲いつ あるか判 らん き トンジマワッチナ。

皆が別 々に授業 じち修学旅行 どころんサ ヮギ ジャネー。食 い物 な

なん とか食 うちきたけん ど 着 る物 ぁス フとか人絹 とかチ ョマや ら

カヤが糸 になるち ゅうち干すた もん じゃ。 ジ ョゥ リが当た り前 じ
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ヒコズ リぅ履 いた りす ると笑われた もん じゃ。米ん飯 ゃ誰か死ん

だ時に食 うぐれ―。大釜のコガ レは又特別 ウメ▼。     .:

ヒモ ジカ ッタ こた―ねえが トイムそん まま食 うた リ アマネ ぅ掘

っち食 う カ ンネモチ ぅ炊 く トーマメ ぅ子供 はそんまま食 う ツ

バナ サ トガラ トキ ワ ツツ ジ ギ シギ シ 手が青 ぅなるま じ食

ぅち それでん腹 ぇあた らん じゃつたな。

セライ子 オ ト子

ど― してんでけん き他所か るもろ―た。 ところが皮肉な こち―子

が出来 た。 こげん こつ ―セライ子 ち言 う。昔 ゃ 3年 出けん と里 に返

された 子供 も生 めん ごた ら…百姓 にゃ子供が跡取 りでんあ る し

働 く人間でんある。働 くしを増やす事が一番待 たれち ょつた き 子

供 も生み きらん者 は返 されてん仕方ね― そげな時代風習が根強 く

残 っち ょつた。

ガラガ ラ生んで出来 た終わ りん子をオ ト子 ち言 いよった。終わ り

じゃき油断 しち ょると食 い物 もモライダサ ン。早 ぅタクジッチ食わ

に ゃユ ウシタモ ンジ サ ジー。そんかわ りいつ もオサガ リん じょう

着 ち ょるが  ム ドガラルル事 も多 い。年寄 りはオ トゴに甘やか しも

す るき― 贅沢な事 も多 いごたる。

セライ子 は家庭が円満 じね―と 大 きゅうな っちモメゴ トん種 に

もな りかねん。跡取 り ぅ誰 にす るか財産 は 問題が起 こるとセライ

子 はの け者 にさるる事 もある。やつぱ 自分が腹 ぉ痛めた子がムゲネ

ーキ 養子 に出 えた り分家 した り。人 はあれ これ シャベ リタガ ッチ

ツク レ|ン 7.ッ 1■イ イダス。オ ト子 は昔か るム ドガラルル。早 ぅ嫁

に行 った姉 じょうか らはいつ も 土産を貰 い出す。 自分は他所 に行

く時 も皆 なが1心 を配 ?ち くるる。分 け前はち ゃん と一人前 もらう。
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働かんでん年寄 りと留守番す りゃいい。残 り物んな貰 いだす そ

んかわ り足 らん時 は全 く貰 いださん。人は生 まれた時に運命が決 ま

るごた る。 それか るは本人の努力 と巡 り合わせが 一生を左右す る

ごた る。

子供 と病気

『贖が痛 ぇや  また虫が見―たん じゃろ一セメ ンエ ンぬ飲 ぅじょ

かに ゃ』 よ く圃虫が襲いち子供 ぅ困 らす る。虫下 しを飲 ます ると

片 ヒル もす りゃ 大 けなのがなんぼでん出た ちん じゃ。 どうかす る

とアゲチ ロか る轟 る通ともある。『が いと轟た』『 そ うじゃろ―

も ぅ0う なるがい何でんかんでん捨 うち食 うな ゃ』

『畿が簿 け りゃ頭簿膏は っち ょけ熱はね―んか』『 あん まりお―

ごた る』『 ママは食え るるか』『食いと―ね―』『 ちった―何か食

れに ゃ悪 いどオカユわ』『 い らん』『 ほん なカタク リぅ練 っち ゃれ

』 カタク リが病人 には手近 な食べ物 牛乳 バナナなんか高値の

花 難であ どウカスル ト貰 いださん。ネツサマ シぬ ぅじ寝 ち ょりゃ

ゆ うなるか lvi c

『 カヤ ビキ シタヤ 見:せ ちみよ懇『 たい した事 ぁね―フツ揉ん じ

す りつ けち ょけ』『艤 ぇちゃ仕事 ぁな らんで』『 うす一言 ぇこん く

れ― じ仕事 ぁ出来 い じゃ』『せんで』『 しょうがね―やつ じゃの一

ほん な帰 っちよこえ』『 そん分 な明 日す るわな』『 お前ん言 うこた

―当でにな らんの―』
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祝 日

今 日は春 まつ り 昨 日降 った雨で道 は ジ リー ハ カマん裾をカラ

ゲチ ジョー リんア ドバネが飛ばん ごつ 気をつ けち学校 に行 く。

いつ時す ると鐘が な っち 奉安殿 に向 くと校長先生が自手袋 セーチ

ゴシンエイを捧げ もっち講堂 ま じ運ぶ。そん ナカマ立 ち止 まっち

目 じ見送 る。

呼ばれた偉 ぇしが紋付 き着 ち順番 に礼を したあと 君が代 を歌 う

オルガ ンが弾か るると きまったごつセキ ぅしち声づ くろいをす る

。昭和 にな っちアメグツ も出来 た。 まあ ジ ョー リがヤツパ多 ぅじ

雨ん 日どま木戸 EIじ 履 いたまま洗 うた。
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餅を欲 しが る子守歌

子守 しなが ら親 の帰 りを待つのは 当たり前 と考える生活 は恵 ま

れてい る。小作人でん祭 り正月 に甘 ウノーデ ン食え る餅。そん餅で

ん食えん じもお ぅた。子守 しながら夕暮れ ま じ お宮ん側や ら道 の

辻 じケ ンコ した り 笑 うた りしちハ ダケタ リ。別れん時にゃ決 まっ

ちオオゲナ シガ コンメーニ『餅 ぅくれんか』 ち要求す る。 コンメ

ーナ  ヨナサル リャワ リーキ  ツー ジ帰 ッチ餅 ゥ持 ツチクル。オ ト

シカルデータ餅 ゥハゲ シューヤル スー ト取 る。

こん子達 に ゃ飯 の足 しにな るん じゃろ―。百姓ん子はダ ンゴ汁で

んハ ラ ヒ トツ食え るる。 ソゲナコツー親 もシッチ ョルゴタル.貧 し

さ故 に子供の心 まで卑 しくした時代。それでん取 り巻 く人たちは

気持 ちは温か く大 きか つた ごたる。

指 が消 しゴム

消 しゴム も中々買 うちもらいださん。間違 うと指ん先 ぃツヅ ぅつ

けち コス クル と消えた。エ ンペツネブ ッチ書 くモ ンジャキ まっ

黒 ぅな っち しもぅた。『 ヤ ン ドドー字ガキ シャネー ド マ ッ ト美 し

ぅ書 け』 ネ ンプチ ゥモ ッタ先生が怒 った。オズガル生徒。

金持 ちん子供 は上等ん紙  鉛筆 消 しゴム 何でん持つち ょるが

貧 な もん な ショゥガネーキ。間違 うと又 ツヅーッケチ指先 じゴシ

ゴシ。紙 は破れ字 はまっ黒 にな っち しまう。先生 もちゃん と判 るき

ア ンマ リムテーモイワン。『 デニチ ミヨ コ ンダューデケタノー も

ぅ帰 ってん いいど』 出来ん子 は残 されち別 に習 ぅち出来 た ら 『

ヒヅカ ッタ ノー』 ち言 うよ うな態度 じ見送 っち くれた。先生が懐

か しい。
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せが うな

学校か ら生徒が帰 って くる 兄弟が多 い きオサガ リが もう決 まる

子が  いつ もアイヤ ンガ ンヌ着 ち ょる。『 ゆ う似合 うの早』『 おど

ねん じゅオサガ リジャキナー』 フテ クサ レモセ ンジ当た り前 ち思 う

ち ょる。 たまにゃ親 も買 うち ゃりて―が  セクモ ンガアル ト後回 し

にな る。1学校ん本 でん オサガ リガ使わ るるき そん分 な他ん もん

が買わ るる。          |   ‐

早 ぅ帰 らに ヽバ アサ ンガ子守 ぅさす るち待つ ち ょつたど 隣ん じ

が気を利かせち言 うち くるる。子供 も一人役で くるき待つん じゃろ

―。子守 ワラキ リミズカタゲ ユ ヮカ シ セ ヮシイ時は子供 もアテ

ニサ レチ 晩方 ま じ仕事がチ ャン トアル.『 ミチクサセ ンジ早 ぅ帰

れや』『 うん』 子供は正直 に返事 しち急 いだ。

『 時計のネ ジゥ巻け』『 メータデ』『 イツ ンナカメーヤ』『今朝

学校 に行 く前』『 ふん とやキ ンタマ動 きよ らん ど』『 ほんな油が切

れたん じゃね―』『 ソゲ ンハ ダーネーゴタルニ』『動かにゃ油が切

れれたん じゃろ― シュウデ ンニ出さに ゃ』『 イカニ ャツマラ ンキ ノ

ヤ』『 それでん一 日にへん な合 うわな』

『 お前かたん兄やんがん本があるなえ』『 あ るはず じゃ―が』

『 わ けち くんな― こんだ 3年 にな るにね ―き』『使 いな―置 いち

ょいてん い りゃ―せん き』『 す まん なえ そん代わ り又なお しちお

くき』 昔 の本 な順 番 になんべんでん使われた。 チ ョーメ ンは新 し

いが高 ぇき辛抱せ にゃ ヤエ コチ ャ買 うち くれん。

『 フキ ンハが取れたきセ ンチ ンに持つちいきな―』『 フクニーイ

イ ジャローヤヮラ シュー ジ』『 ソゲー シユーカ』結構便所の紙の代

用 に役立つ 季節の風物詩かな。
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子供の遊び と生活

『 ツバナ取 りい くで』『 ウツ トーモツ レチイキナー』『 ツイチク

リャイ‐濃『 もう ギ シギ シ取 っち食 いよる しもオルデ』『 サ トガ

ラ もボチボチい―ん じゃね―』 春 には子供ん食 い もん遊びが 我

が物顔  になる。

『 ソゲ ン青 い梅 ぅ食 うと腹がセク ド』『 ショワーネーキ』 トー

マメ ぅち ぎり そんまま食 う 殻 は人形作 っち遊ぶ。 ビワが色つ く

と も ぅ子供がチーチ ョル.グ ミがい っぱいナ ッチ ョル 学校か るん

帰 り道 ぃカバ ンヌウッポタ ッチ ゴソゴソと木の側 は足形がイ ッペ

水 アベチ帰 りに ゃ苺 ちぎリ ボソん中にヘーチ服ん裾 ぅイ ドラが

引 っか けち 女ん子 もマケ ンジチーチ クル。男ん子はヤ ッパムゲネ

ー ンカ『お
t繭
・ゃそ ぎおれ』 言 いなが らヒ トニギ リ渡す。手 も足 も

チ ン ドラカタニナ ッチ それでん元気 ゃいい。 ク リん実がオテチ ョ

ル ガ ラメが熟れた。 クワイチゴ じ口 ぅムラサキ色 に染めち 袖ん

先 じヌグー ト ツー ジ行 った。 シイノ ミ イ ッチー ムギ シイ も

アエ チ拾 うにシラ シンケ ン。メーゲ ンサマニ ャ ミーに載せた トイモ

ヤ ッコメ ク リ早 ぅさげに来 いや。

ヒョンヒョング リぅ拾 うたか ○番ほかん しか る トル取 らるるど。

ヤ ン ドーヌ リーキ オオケ ンソンジャノー コイサ ワ寒 ぅなるち言

いよ ったのや。藁 コズ ミ作 っち中 じ遊ぼ うや ナニヤ お医者 ごっ

こす るや 皆 なユ ージクルカ……果た して……

二月の歌

『 お前かた娘が出来たけん ヒシ餅 ぅ配 らにゃな らんな』 年寄 り

が忙 しぅ言 うち くる 解 っち ょるけん ど麦ん中や ら済ませち ょ二ち
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思 うち ょるに  『 餅 ぅもらや何か買 ぅちゃらにヽち 気を使 いよ

るごた るき 早 ぅや りゃ一催促 した ごたる し 難 しいのや』『 田

舎 じゃあんげ こんげ気を使 うち ヤエ コチ ャネー』

『 モ ウ ジャガイモが芽を出えた ごたるな』『 エー ト出たけん

ど霜がオ ンニ ャイイガチ心配 じゃJ『 ショワーネーデ チ ッタイ

トーデ ン又出 るわな』『 そ う じゃろ―か去年 なス ッタ リや られち

種 う しないに ナ レカチ思 うた』『 あんたかた芽がゆ―出ちイー

ア ンバイ ジャナ』

『春ん種 まきゃいつ頃が いいな』『 彼岸の中 日がいいち言 うこ

と そ ぅじゃ今年はオハギ ゥタケ炊 けち言われち ょつた』『甘 ぇ

もんが好 き じゃつたな』『何か トギが来 るん と…それ も女 ご しら

しい どうでん いいけん どウ ッ トーニ ャ くわ しいこた一言わん

に』『 リャー』

『 コ ンマエ仕事 に行 った時 デケタ ンジャネー』『 そ うじゃろ

―か  あげん男ん どこが いいん じゃろ―か』『 タデクウム シモ

好 き好 きち言 うこと そ リー気前が いいき』『 知 らんふ りしち ょ

らん と悪かろ―な ぇ』『知 らん顔 しち帰つ ちか る言 いな―』

『来 たごた るで  あ りゃ―年寄 りじゃね―な そ リー足が悪 い

ごた るで』 何 の ことはない 仕事 に来ていた頃 足を怪我 しち

世話 にな ったお礼 に来た ごたる。『 あの節 は世話になって おお

きに』 土産 に出された嫁 さん向 きの着物 に 今 まで心 に思 って

いた疑 いが晴れた ことと 浅はか さに恥 じた。『 そげ一気 にせん

じ 気を使 ぅち もろ―ち済 まん こつ じゃ』

おは ぎを竹の皮 に包んで土産 に持 たせた それに涙流 して喜ぶ

お客 は  『 旦那 も優 しいけん ど奥 さん も心の行 き届 いた人』
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人 の優 しさが身 に染みて嬉 しいと涙流す。『 又 いつでん来 ち ょく

れ」 お構 いでけん じす まない事 じゃけん ど『 いいえ』人を見透かさ

れた思 いに コゲ ンメ ン ドシイコターィヽ ジメチ。

カジケボー もチツターユ■ナツタニ月 クンズイチ日向ぼっこす

る脇 ぅ 花がえすと咲きそろうち 寝むつち ょつた子がホシガル。

ぶ くかる出えた手に取 っちゃると エエラシイ声 ぅ出ぇち喜ぶ。で

えぶんヌク‐なった二月。

炭売 り中学生

学校が ヒクル ト汗 ぅふ きふ き 坂道 ぅ上 りつめち帰 る自分かた。

早 ぅ売 りに行かに ゃ又暗 ぅな っち しま ぅ。 ヒモ ジイ腹おさえにアゲ

ジ ョーケをお ろ しち トイモ ぅヒンニギル.口 に投げ こむ 喉 につ

ま りそ ぅなんぬエー トこらえ ち チ ッター腹がオケタゴタル .

背板 に三俵炭 ぅのす るとウ ン トコラ ショと立 ち上が る。力 は もう

負 けん くれ― じゃが 商売はまだまだ素人。そ りゅ―熱心 さが加勢

しち くるる。往還 ま じえ―と出た 汗が もうタラタラ流れち 体申

流 るるのがユーヮカル.股 くらをチ ョイ トオサユル ト『炭 ぅ買 うち

くん な―』門 に立 った。や― り来 るきチツター迷惑 ち思 うち ょるん

じゃろ―。 けん ど売 らにゃ帰れん。

『 又来 たん な下ん じが欲 しいち言 いよ ったき 行 きゃ―いい』『

そ―な おお きに』顔がほころぶ  ヒジイ肩 の痛 さがスー ト飛んで

い くごた る。『 ヤツパ  ア ッコ ンオバ ンニ言 うちよか った』一人合

点す ると小走 りに行 く。 もう日が西ん山に入 りか けち ょる。

イイア ンバイニ 3俵売れた。嬉 しい心 にダ リガ ドッと出 る。食 う

もの も辛抱 しち寝 る暇 もね =ご つ働 く それでん土地の人 に世話 に

なるき―ち 気を使 う。籾す りに機械を担 ぎあげち もらうき 賄 い
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をゆ うせん とコナサ レソー.ガ マ ンス リャーイイ子供 にゃ苦労を

させ と―ね―.坂道を上 り下 りす る時皆ん顔色が苦 になる。

『 茶を飲 まん な』優 しい声がかか るとホツ トす る けん ど甘え

はいつ何が起 こるか せめて子供 は純真 に育つち もらいて―。バ

イ ドキ カルチベーター 新 しい機械を入れち頑張 った。

子供ん仕事

『子守 ぅせんな―タキモ ン取 り行 け』 ‐『 オ ドー山にい く』外は

寒 くて も山はヌキー わ いわい言 いなが ら鎌 ち持つち『 い くど』

大 けん子がオ ラブ ト皆なチーチイク。子守ん子 は羨 ま しそ うに

ブクん袖か る手を振つち見送 る。肩 じダ ッタか子 は軒かいち ょる

眠 った ごたる。

『 やん どと一苗 ぅ運べ』『 アーイ』田植え頃は親 も子 もセワシ

イ 立つち ょる もんな親でん使えちユ ウイ ヨ ッタ。畦ん上をウマ

イグワイニ飛 ぅじプラサゲタ苗 ぅ 持つ ちい く。『 こき―投げ こ

め』 ち腰 ぅノシタシガオ ラブ。 ワザ ッ トソベーナグル と泥はね

あ ぐる。『 コイタコ リャー』大声 じニ ラ ミツケタ。『 ヘ ヨ』心ん

中 じベ ーロと舌 ぅデーチ ー 目散 にツー ジニ グル。 ソ リュー見 ち

皆 な大笑 い。

『稲 ぅカムギ ヨセニ ャ』秋の取 り入れは天気 に追わ るる6学校

か る帰 ると トイモを食 うち田にい く。 ク ビッタ稲をカムギ ヨスル

とシャヮシャヮ音が しちアユル。カムギ ヨスル ト足踏み機械 じ

ジャンジャンコギ落とす。ゆう干ち ょるとアユルが半乾 きんやた

―アエ ン|ジ 困る。‐天気がよけりゃ晩方イイコム。 くびりよせちコ

ズ ミアゲチーむ・しろをチシカプセチ ョキ ャ 朝早 ぅコガルル.ク ロ

ーナルマジせにゃならん ヨダキーノー。

-81-



『早 ぅたたまに ゃ湿 りもどるど』 む しろ干 しの籾が乾 くまでに

何国 も アセ ッタ リタタ ンダ リの繰 り返 しは  トショレか子供ん仕

事 晩方 は遊 び もままな らぬ。『又明 日遊ぼ うや』 子供は散 って

それぞれの家の仕事 に。『籾 ぅコボスナヤ』『 サラサラシヨルデ』

『 ホ ンナあと一 日しいいの』 子供 も感が いい 音 じ乾 き具合が ワ

カル ゴタル .

ハナハ ト時代

石板 にハナハ トと石筆で書 く頃 ぁ たまに先生 に赤丸 ぅもらうと

消えん ごつ持う.ち 帰 らた。カバ ンのねえ者 はフロシキい包 ぅじツー

ジ帰 る もん じゃき |コ ス ッチ消えち しうた り 落 と しち泥 まみれに

な った り そ りゃ― も一オオ ゴツ ジャツタ。裸電球 ひとつ しかね―

家ん隅 じ 明 日ん予習 した り しち。

石筆 ぅ落 とす とす ぐ折 るるき 誰のか解 らん ごつなる。俺の じゃ

―ち悪が きがギ シメーチ 手を振 り上 ると 気 の弱 ぇもんな何 も言

いきらん。手を弓|う こめち‐‐・……あん頃は

い じめはや っばあったが  そんかわ リ フーガイイ トキは ホカ

んやつ―コズイチ クレタ リ ユ ウシタ リ ヤ ッパ同級生はいい もん

じゃつたな。

生活の場所 地域 立場など じ でえ―ぶん違 うと思 うが 貧富

の差が激 しか ったの も事実。だか ら自然貧 しさか ら脱皮す るための

努力 と家計の切 り詰めは 惨 めな くらいにあ った。それに耐えて

来 た人たちは 人の痛み も温かみ も満喫 していたのだろう。
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水かたげ

『 遊 びいかん じ水かたげち ょけや』『 あい』下手んイノコか る水

かた ぐるな 子供ん仕事。雨が降 ってん チ ョーケに一杯 いれち ユ

サユサす るぬ  うまい具合 に調子 ぅとっち 汲ん じぁ入 っち くる。

庭ん戸が高 ぇもん じゃき背伸 びす りゃ 『 もチ ッ ト カムゲアゲニ

ャコボルル ド』 囲炉裏ん傍 じヂイサ ンガ声 ぅか くる。

『 こんめ一時に ゃ水かたげ したき ミナー こげ―背がのばん』『 し

ょわ ―ね―嫁 ごん貰 い手はチ ャン トアルキ心配す るな』 年頃にな

っちみ ると まあそれな りに背はノ ンジキタ。水が どん くれ大事か

ゆ ぅ解 る。寒 い雪ん 日どま水使わに ゃいいち思 うが そげんわけに

ゃいかん じ 仕方ね ぇな―。

山か るカケ ドイ じ水 ぅ引いち ょる家ん しは ラクジテーゲーイイ

ジャローチ 思 うたが時にゃ濁 り水が入 っち ハ ン ドん底 にイツ ン

マニカ  ドロ水が タマ ッチ虫が ワイチ ョツタ。 ソイツモコマ ッタコ

ツ ジャ。 イノコん水は湧水 じゃきいつでん美 しいき ウメー水がの

め るる。

つ るべん竿 じ吊 り上げた水 は 夏 はツメテー冬 はヌキー。 な しか

知 らんが貧な もん にゃユーデケチ ョル。朝おけち見 るとイノコカル

ホケガ タチヨル.汲み上げち顔 ぅブルプル洗 うち 東 にムイチ手を

ロロいち拝む。 どっかん しが ツルベイ ドカル  カラカラカラち水 くみ

上 げた音。 フ ン ト アプローサ シャイイニ  ヤカマ シイニ苦 にな ら

んの じゃろ―か。  イデカル汲ん じくる水  風 呂沸 か しにゃもっ

て こいの水  『湯が沸いたでヘーラ ンナ』『 ヘーロー カ』 年寄 り

の仲のよい会話 に ウッ トーウ レシー。
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もう生えたか

‐『 お前 ど うそ こ じ何 しよんのか』『 ち ょいとな』『 もう生えたか

』『何がえ』『毛 じゃ もう生えてん いい頃 じゃきのや』 年頃に

なると気 にな.る もん 時々眺めち ゃ少 し黒 うなつたち思 うと 心な

しか手 にかか る。娘 に してみ ると人 に負 けた くない気負い もあ っち

友達同志 じ話す。『 あんたま二』『 ち っとな』『 見せよ』、『 いん

げオ カ シイ』『 いい こと見せて』『 チ ッ トーデ』 ち らり見せ た股

の白い肌 のそ こに ほんの り黒 く浮かぶ 嬉 しいヘアー ォ トナえ

の飛躍の印 胸 も膨 らみ異性えの募 る思 い も。

イチゴ取 り

田植えがは じまった オオイデん水 はギ ューラ シュー流 るる。そ

ん井手 ぅ腰 ま じビッショリ濡 らしち 前の山にイチゴ取 りに行 くハ

ァジ ョー。子供 に食わせて二ば っか りに ヘ ビがオルカ ンシレンに

一井手 ぅ渡 った。『 ソキー ジッ トシャゴー ジョキナーエ』『 ウ ン

サ トガラ食 うテ ンイイナ』『 アーイイキ』 折れた竹を押 し分 けち

入 ると 真 っ赤 に熟れたイチゴが。着物ん裾をカラゲアゲチ ソキ

ーチギ ッチ ャー入 るる。下ん方 は丸出 しじゃけん ど見ち ょるな一子

共一人。

『 オカチ ャン アツタナ』『 ア ッタデ ガイ ト』 懸命 に取 る母

の姿 は尊 い。丸 い尻が白いき草の中に美 しい後 ろ姿。
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・ ‐   ・  害虫駆除

『 よ― し皆 な入れ』苗代の害虫駆除は学校 も授業を休ん じ 家の

近 くの苗代 に入 る。『 ヒーローは殺 しち入れち ょけや』マツチ箱を

持つち苗 の上を掃 くと蛾が飛 び立つ。すか さず追 って捕 まえ る:葉
につ いた卵は葉 ごと取 っちいるる。学校 に集めち数えち多か った子

供 は先生 にほめ らるる。『 ヤ ン ドーー番が いと取 ったの一よ しよ し

』  と。                               「

『 明 日か る田植え じゃきヨコーテ ンイイナ』『 もう田植えか ほ

んな しゃん と加勢 しいや 見 に行 くど』『す るわな』……『 うっと

―子守 じゃきいいなえ』『子守 りゃ学校 にカル ウチキー早引 きさせ

ち ゃるき』『 ちゃ一 りゃ よこ―てんいい じゃろ―がえ』 子供 ぅ

ウー ジ後 ろにタ ッチ勉強す る子 も 農繁期 にゃ多 い。

『明 日か る日覆 い しちき―や』 夏 になると男子ん帽子 にゃ白い

覆 いをす るごつな っち ょった。『 こらお前わな し つけんのか』

『 の一な った き 今 日買 ぇち言われたき』『 ち ゃん と始末 しち ょか

ん き じゃ 忘 るん な』 先生 もカ ンカ ン帽 にな っち くる。子守 は白

い紙貼 りの傘をセーチ 泣 く子をアヤ シナガ ラ 汗 ぅふ きふ き。

虹のかけは し

向 こう山が ちらと黒 ぅな った 思 うち ょった らポ トンポ トンち雨

が降 っ―ち :き た。マ,マ ゴ トしよつた子供が  セワ シューゴザ ぅ引 っぱ

っち くると もう大粒ん雨が ツボに叩 きつ けち 見 ち ょる間 に水が

ア ンゲ コ ンゲ流れちい く。折角カ ンナの赤 ぇ花 を シソん葉 に巻いち

ゴ ッソー:作 らち ょつたに そ しちお医者 さん ごっこも。

ず― と降 ったかち思 いよった ら 西ん方が明 る ぅなった。パ ーと日

がせ―ち美 しい虹が  『虹が出たで』『 ほん とや どき―や』 判
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っち ょつてん子供 に合わせち 見上 ぐる山の雲 の間に  『 誰が渡

うち こんげさえ くるんか』 濡れた稲や野菜の葉がそよ風 に揺れち

吹 く風が脇ん下か る入 ると 気持 ちいい。 ち った―こそばい―ご

た るが。

~  
ホエ タど

『 やん な馬力が いいの一』『 そげ―ね―けん ど』『 ゆ う ホエカ

ル じゃね―か』『 お前はホエ ンノカ』『 時 々に ゃの一ホユルケ ン ド

』ヽ『生えた ら ホエダス ン ド』『 ソーカ オ リャー シラ ンジャツタ

』 男ん子が年頃1こ な らち あ っち こっちに毛が増ゆる と 晩だけ

じゃね―昼でん大 き ぅなるこっ―ホユル ち言 う。

犬がホユルち言 うな―泣 くこと じゃが 人間のホユルのん泣 く事

じゃね じゃろ―。 そん意味 は人によっち違 う じゃろ―が 何を求め

ち泣 くのや ら。意味あ りげん ごた る一年頃ん摂理が グワユーデケチ

ヨルキー サーチュウ時 間に合 うん じゃろ―。 じっと見つめち自

分の大事 な物を。ホエタ・。・愛敬のある呼びかたに娘 たち も気を弓|く

。一番先 に誰が使 うのか考えただけ

でん 笑顔・が見 らるるごたる。

『 チ ョイ ト見せちみよ』『 ヘ ヨ見

す るか』『 で―ぶんヤ ンな一大 げな

しん ごた るの一』『 そ りゃ一そ― じ

や ろ―ム ドガ レキ』『 ドゲース ンノ

カ』『知 らんのか あんの―……・・・

・̈』 何や らいいたげな それ じ恥

ずか し―のか。異性 にも思 い悩む頃

にな った。青春時代の ヒ トこま。
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夕立雨

『 よ―い田の草 ぅ取 り行 っち くるき 干 し草 ぅ広 げチ ョケ』

『 あい ウッ トー もあとか り行 くわな』『 暑 いき無理 ぅすん な』

早めに出かけてん暑 さは厳 しい。汗が沸 き出るよ ぅな夏の田の草取

り 早めに取 らにゃ畑ん草 も待つちょる。 ヒ トサガ リ行 くと腰 ぅ延

ば しち 汗を拭 く。『 ズーゴシガイタカロー』隣んサコタに来ちょ

る しが 声をか くる。『 ナニ ンカニ ン暑いな―』『早 ぅ止めちケー

ローエJ

ホ シクサを広 ぐるツボサキ

たちが ゴザ ぅ敷 いち ママゴ

でえた  もうす ぐ盆が来 る。

『 ソウジャーナ 洗 うちょこ

来 た。テ ヌギー ヲカプ ッチ

『暑 いな―腰 ぅのさんな』 回の くる―水番 に来 た しが足 ぅ止 め

ち話かけ『 な し雨んやた―降 らんの じゃろ―なえ』『 わ し言 うてん

知 らんで  天 に言 いな―』『 やかま しゅう言 ぉうか』『 そ うじゃけ

ん ど聞 こゆるかん しれん』『 そ うじゃ―な―止 めち ょこ―かな一』

『 まあ―一服 しな一』 畦に腰 ぅすゆると汗 ぅ拭 いち ナタマメギ

セルを 取 り出えた。

『暑 いに影 に入 らんな』 ママ ごと遊 びの子供 に言 うと ゴザを

弓|っ ば りく―だ。『ババ さん もお客 にな っち』『 わしゃ忙 しいんで

』『 いいちゃ ち ょいとだけ じイーキ』『 ほん なコキー座 るで』『

ハ イお茶オケ食べ な』『 こりゃ一 うめ―ュー出来 ち ょる』『 ほん と

嬉 しいハ イ これ混ぜ ご飯』『 ア リャニいろいろあるな 』 子供の遊

びに溶 け こむとさすがに古 きよき時代を 思 い出すよ うだ。

トビシャクん花が咲いち ょる。子供

トフを しよると セ ミが忙 しゅう鳴 き

『 コゴメースツチ ョカニ ャナル メー』

―か』 ババ さんが腰 ぅ延ば しち出ち

そん格好 は百姓女 ごしん代表ん ごた る
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『 ア リャー西ん山が曇 ったで』『 くるかん知れんな』『早 ぅ千 し

草 ぅなおさに ゃ濡 らす と オ シナギー き』『慌てちオーコん先 じ押

し寄せ ち 壁 な しぃ積み上 ぐると暗が る。 ピカ リと ヒカル  『 ドン

ドン様が鳴 るで』 と言 うた途端 にイナ ビカ リ 続 いちガラガラ
i『
早 ぅカヤに入 らにゃ』『 わ―お じい』: 子供 たちは慌ててカヤに

入 った。         ‐       1

『 ウロイ ヨコイにせにやよ『 そ うじやな―ケツクシャ ュ ウ降 る

こと』 久 しぶ りん夕立雨に 野稲 も稲 も喜ん じょる。『 いい うろ

い じゃな―』『 田が干 よつたけん ど これ じ生 き返 るでなえ』『 ま

あ―か けな―茶を汲むわな』『 いいで忙 しいに』『 いんげいいんで

今済んだ ところ じゃき』『 ゆ うクル クル動 くな―
‐
うっとど― も

ぅよだ き二』『 ウ ッ ト‐若 ぇきな ぁ』『 そ うじゃ―な―』 二人 は

顔見合わせち大声 じ笑 うた 雨はよ う降 る。

勉強せんでん知恵 は生 まるる

『 ワク ドカナ ンカ押 し込みよんの』『 いんに ゃ草や らゴーソーが

あ るき押 さえ込ん じナラ シヨル ンジャ』 苗代の ウヮツラ ぅ美 しぅ

しょるぬ―見ち 地主ん娘が タマガ ッチ ョル.知 らぬが仏 ち言 うが

なえ。種 まきす りゃもう半分 は デケタヨウナモ ン 昔か る苗半作

ち言 ぃよった。

百姓ん子 は学問 なさせんでん いい 学校 にや ると出ち行 っち百姓

せん ごつなるき。学問せんでん知恵 はつ くき 心配 い らんわな。昔

しん しは子供が働 くことが 財産つ くりにつ なが るち言 ぅけん な。

もう卒業 した ら一人前 に使 う。嫁を貰 ぅち一緒 に働 く 嫁 も働 くた

めに来 たき働かに ゃ 役 にたたんち追 い出す。

子供が三年 も出来 にゃ縁がね―ち離縁す る。夫婦縁があるに破れ
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視言 ち言 うち いつんなかめ―か帰 る。子供が出来 りゃ親がム シ

リ トッチ子守 うしち 嫁 ごは働 き じこ働 きダツチ シマウ。時 にゃ在

所 に行 ぐと‐ 日中寝て ウチコロサ レタゴタル。それでん辛抱 しち

姑 にな っち こん だ自分がん番 じゃ。 |

秋 まつ りが来 た。湯たてがあ っち笹 じ湯を振 りか くる。そん湯が

かか ると病気をせんち言 うち 熱 いぬ二我慢 しちかかる。オ コシが

デ クル ト 火渡 りの行事があ る。裸足 じ火の上 ら渡 る .チ ツタータ

イ ワンアチーケ ン ド 渡 るとなん とか気持 ちが落 ち着 く。若 い娘が

気後れ しちお るのを 見かねち『 はいきな―』 ち手を差 し延べた。

待つち ょつた ごつ そん手 に シガ ミツイチ顔 しかめち火の上 ぅ 抱

きカカエラルルゴツ ッイチ行 く。肌の温 もりが伝わ ると若 さ もあ

つて情が 湧 いて くるごたる。『 おお きに うれ しいにウッ トー』

『 わ きゃ一ね―どがえ』『 それでん あんたが抱 いち くれたきで』

『 そ うな…』 顔見合わせて二人 は心 に何か芽生えたか。

残 されて覚えた地理

判 らん者 は残れ 校長室 に ゃ電気 もね ― じ薄暗い。そこじガラス

窓 に自墨 じ地図 ぅ買 いち くれた。関東地方ん鉄道の名前 え―と判

り五本 の線の名を言わせ る。何回か しちえ―と言えた ら外 は もうま

っ暗。『 ゆ―覚えたか』 次席の先生が意地悪 く院みつけた。『 は

い』 返事 もしと一わなか づたけん ど 帰 られん と困 るき 返事 ぅ

した らほめ られた。

とつと好かん じゃつた地理が 何か好 きにな りそれか らち言 ぅも

ん な 調子が ゆ うじいっぺん にでけで―た。怒 らた先生 に後 じ話 し

た ら'『人か ら言 われ る時が一番 いい』 ち頭 ぅなで られた。 あれか

るは地理が楽|しい 勉強の一つ に。や っぱ人間なキッカケがあると

生 き方 も面 白 らなるもん じゃち お もうた。
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運動会

『 お前ん方ん子 は早 ぇきいいの一』『 そんかわ リヤ ン ドカタ頭が

いい じやねえか』今 日は運動会 大 けんサカイ ジュー持つち ゆ一

べか る作 ったイナ リズ シ オハギや らサゼ クー ジ 後 ろ前 にか る一

ち皆 じ行 く。学校ん入 口にゃアイス ク リン売 りが来 ち ょる。ニ ツケ

ーを買 うち食 いよる子 風船ぬふ くらませち EIぅ 放す と プ ァーち

飛ん じしぼむ。マイクロホ ンがでけち大 けん声が出たき タマガル

男 :子 の1中‐隊教1練 女1子:の連 合遊戯は花形  そ しち部落 リレーは皆の

血わかせち くるる。

名月 さま 《メイゲ ンサマ》

『 こいさメイゲ ンサマ じゃき 外 しき ぃや』 草刈 りか ら帰 りの

年寄 りが遊んでお る子供 に 声をかけた。『 フ ン トナイクキ ガイ

ト入れち ょいちな』 夜の月が上が リツボサキの ミーん上 に ロー

ソクが灯 る 取 り立ての ク リ トイモ マメ ドイモなんかが一升

マスに盛 られち ょる。 こそっと取 っちオ トシに入 るると ツー ジ帰

る。 それを見ち家ん じが又 次ん子のために入れ る。

『 こんだ俺 の番 ど』『 ヤ ン ドあ とに し

よ 一杯持つ ち ょる じゃねえか』『 いん

に ゃこりゃ― こいつの分 じゃき』 それ

は 側の娘の こと 仄かに娘をかば う気

持 ち 月は とで も美 しい 夜のひととき

に子供の世界は 広が っち行 くごたる。

娘をいたわ る情愛 はやがて 恋 にな り

若 い二人の楽 しい夢 に結 びつ いて行 く。
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:    湧水            
‐

喉が乾 いたき腹 ぼ うちどつ とん出る水 ぅ ひっくり返 りそ うな気

持 ちがえ―と止 まった。ヘモ ドルの も馬鹿 らしい どうでん片付け

に ゃち思 うち 水んやつがエ グー ジ入 らん じすんだ。や らば―田舎

はいい 水は うめ―空気はス ンジ ョル。長生 きゃ出来ち こん水 も

夏 は冷て二冬は ヌキー じ 手を入 るると柔 らしゅうなっち ち った

ドーク ッチ ミ トーナル .

初恋オサ シ

『 カタシガア ッタキ オサ シ ぅ作 っちみな』 母親が娘 にどうや

ら相手が居 る 女心 に判 るきオサ シん一つ も作 りきらにゃ。椿ん花

が寒空 に咲 く下 に去年の実がアエチ ョル.実の こつ―カタシち言 う

。オサ シん中にゃアズキ ジュズダマ カタ シが いい。『 出来たな

……決果 いいわ』『 こげんふ― じいいな』『 み ―ちゃんに持つち行

っち ゃん な―』『 え・・・』『喜ぶで 初めち作 ったき ち言 うち』

母親 の心配 りはわが子 に 相手 に逢わせ る機会を作 っちや りて―か

ら。『 行 っち くるわ み―ち ゃん居 るか しらん』 娘の心は嬉 しさ

と不安が交差 して。あの人何 しよる じゃろ―か 門 口ま じ行 くと牛

飼 いの後 ろ姿が  うれ し涙の 目に入 る。

ゴムジュー

『 ゴム ジューガ出来たど』『 ど―み しい やんな うまいの一 こ

んだ俺 の も作 っち くリー』『 いいど ゴムはあ るか」『 それがね―

き買 うち くるわい』『 ほんな おれがんぬチツ トヤルヮイ』『 イイ ン

カ お前が ノーナ リャセ ンカ』『 ショワーネー』 友 達はいい もん じ

オ トシカル  タクナ ッタゴム ぅ引 っば り出 ぇち ゴソ ゴソ作 った。本

の二股を上手 に使 うちゴムを結 びつ くる。『 コ レジ ユツチ ミヨ』
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ハ リコイ ッパイ ヒツパ ッチ パ ッとハネータ。|ア リャ『 ヨイ雀に

アタツタ ド』『 フン トヤ』 ダマシ落ちたきツージイク ト雀ん奴

が ツァジ逃げた。           1_ 1  ‐ ‐ _

:狙 いがいいと子供で々雀 ぐⅢ―は ゴムジュTじ 落とす。・子供

々世界にゃ夢がある。1率.達 と作 りあい 年二なる教わ り覚えそれ

を下の子供に教ゆる。自然:界 の中で知恵がつ き お互いに競 うこ

とで生 き方 も身につ くる。            |

疎開生活         ‐‐

戦 いが激 しくなっち沖縄か るの疎開者が増 ゆる。男手のす くね

―家 にタヌー ジオイチモラウ。厳 しい供 出 じ食い物 もヨキーネー

ガ  ソ レデ ンマー何かア ッタキ イノチキハ 出来 た。来た しもソ

レナ リニ働 いち皆 にもナ ジューダ。戦争がすん じ引 き上げち全 く

音沙汰んネー ンモアルガ 中にゃ今でん恩 ぬ忘れん じ 大事 にす

る人 もあるごたる。のど元過 ぎりゃナ ン トカ 世相 も変 らたんか

もしれん。

裁縫学校

田植えが済む とお寺 に裁縫習いに若 い娘が行 く。ペチ ャクチャ

とお しゃべ り話  聞いち先生 は『手を よこわせん ごつせん と』

と注意す る。『 あんたイイ シガデケタ ンジャロー』『何言 うかえ

そげん こた―』『 うす 一言 いな一知 っち ょるで そ リー こん頃

美しぅなっち なえ皆■』『ふんと美しぅなったなえ』

若い娘たちはやっぱ 人にいい相手が出来ると羨ましい それ

がス雛感に判る。『な どげん じ優 しい』『 しらんもぅ そげん

本はおらんで』『ほら赤 ぅなった見たで ちゃんと言いよ』『 ど
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こじ見たんかえ』『 ほ らや っぱ―そ うじゃね―な』 うっか り滑 ら

した日 でん悪 い気はせん心 の中。

こげな話 ぅ聞 くともな しに聞いち先生 も 『 あんた達 ぁ若 ぅじ

いいな―』 とニ コニコ『真剣勉強 しちいい嫁 さんになつてな』

『先生 は じめてん時は 恥ずか しゅうね―』 噛嵯に聞かれち先

生 も返事 に困 ったようじゃが  『 皆 な同 じょ 心配せんでんいい

ん じゃね― おかちゃんが教えち くるるきな』 一瞬静かになつ

たが 娘達 は頷 いた。

次男のいやが り

『馬屋ん肥 ぅ出えた ら畑 に運べ』『判 っち ょる』『何や ショウ

ジ ョウ トセニ ャ』 長男 に言われち腹がた っが 次男な弱 ぇ。仕

方ね―ち馬屋ん肥 ぅ出 ぇち牛 ぃウーセタ。 ウーチ行 こ ぅち思 いよ

った ら『早 ぅし―や』 又言われた。何ぼなんでん コゲー言わ る

りゃ腹が立つ。牛 ぅ追 いかけち畑 にゃ行つ たが そん ままホタラ

カ シチ遊 びい行 っち しも一た。

牛 は畑 じ馬屋ん肥 ぅオ ロシチク レン そん まま帰つち来 ち馬屋

ぇ入 ると ダルモ ンヌ食 いは じめた。長男 なソゲ ンコター シラ ン

キ 昼ん ダルモ ンヌヤローチ思 うた ら 牛 は荷をカルータママ ジ

スマ シチ ョル.『 ナ ンチューコツカマ ァ』 アンヤ ンナ怒 っちみ

たが  モウ ドゲースルカ。今頃次男 などこじ何 ぅしよろ―か しら

ん。
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木炭バス

戦 中か る戦後 ま じ通 った木炭バス 始発の乗客は大変なこつ 火

起 しガス発生炉 に蓄積 したガス じ走 るが 早朝 は馬力が悪 ぅじ走 ら

ち くれん。乗 る しが ヨイ ショち lo分 ぐれ―セル。え―とプル ンプ

ル ンち走 り出す。心配ね―ち判 ると『 乗 ってん いいで』運転手が言

ぅと 今セツタ しが先に乗 りこむ。 コシー シハ そ りゅ―待つち ょつ

ち乗 る。

木 ワクをはめた窓ガラスのね―所 も 雨が降 るとそこか る入 る。

それでん クジュー言 うと『 それが悪 け りゃ降れち ょくれ』ち言わ る

る。テ クテ ク歩 く人 もあるが 大 けん グ リイ シん入 った道はデ コボ

コ 泥 はねあげち ビショリちかか る。柿野坂や ら掘割坂 なんかは

皆 な降れ ち歩 く。 それでん ど うかす ると歩 くしがバスよ り早 見。

お客ん少ねえ時 ぁ手をあ ぐりゃ止 めち くれた。 そん後 トレニラバ

スが来 た。車掌が二人の り乗 っちバ ックす るに 書をみたごた るが

い っときす ると電気バス も来 たけん ど こんバスは鶴崎方面 にまわ

った。 そ うこうす るうち リヤエ ンジンに変 っち 方向指示器が横 に

ビョンと飛び饉す頃は 車 も少 なか ったな。泥除 けが横 にチーチ ョ

ッタ。

明か りと生活

『 ク ドンハ タ ンジョーオ ラ ンジ 駄飼 いをせ にゃ」『 判 っち ょる

』 ま っ白い縄がお りちイノコバ タニモ ツララガプラサガツチ ョ

ル。エ ー ト夜が明 けち馬 も牛 もダ ヲホ シガル.『ォキ ガデケタラ

チ ッ トー火鉢 ぃくリー』『 イ ロ リータキ ツケナー』 fケ ムテーキ ノ

ー』『 寒 いよりゃヨカローガエ』『 ソ リャーソ ゥジャーケ ン ド』

ミンナ ヨダキー ンジャロー .
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囲炉裏 に火がつ くと家の中が明 る ぅな った。煙 りが家ん中を回 る

と チツター温 ぅなる。タイマツ ンコロニ ャ ロ~ソ クも役 にたつ

ち ょつち 1提 灯 な贅沢 な もん じゃつたが  ラ ンプが出来ち家ん中が

パー ト 明 る うな ると別世界ん ごたる。油を ジ ミにつけち灯す と

これ もケ ックシャアカ リイ6そ ん うち電気がつ くごつな った。柱 に

線 ぬ引 っば っちア ンゲコゲ来 るき ヤエ コチ ャキメーち思 うた ら

ソゲ ンコターネースグチータ。 目を こす るまに。

風が吹 くと木が当 ぅちヤー リ消 ゆる。早 ぅローソク出せ ラ ンプわ

や マツチワ ドコカ フン トソ レンホウガセワシイ。ガスが出ちき

た ら魚取 りに使 うち アイタベ ンリガイイ ワナ。懐 中電灯が こんだ

で けた ら―水回 りに ドーイイカ ゼニモイルケ ン ド.ク ラス ミン中

じヨバ イニ行 った ところ間違 ぅち 溝 に ホラケオテチ アオ ノキサ

ンパ チコケチ ヅー腰 ぅ打つち痛 ぇけん ど コラエチ ョツタ トコ リ

ー デイサマガ出ちきち ゆ う見 るとダル ビシャク持つち ょる。 ウ

ワー頭か るダルカケラルル ト ォォ ゴツ。

,電 気がパ ツとち―た  じ―とシチ ョツタガ見つか っち しもぅち

『 お前 ゃどこん子か』『 ………』『 ど うでん ヨバ イに来 たん じゃろ

―悪 いけん ど娘 はコイサオラ ン ド』『 リャー……』 懐中電灯 ぐれ

もつ ち ょれ 若え しが ど―ゆ うことか』

よ りあい

『 行 こ ぅえ シヨ出来 た』『 す ぐ行 くきいきよ って』『 行 きよるで

あん ま リコシラエナ ンナ』『 これ以上 は別娼 に ゃな らんわな』 牛

を飼 う人 たちの ヨ リアイ チ ョツ トデ ン高 ぅ売 るにゃ ドゲース リ

ャイイカ皆 じ話合 うち決めに ゃな らん。 あ っち こっちか る皆 なコシ

ラ手チ まあ 目を見張 るごたる。

『世話役 ぅ決む るにゃどげ―す るかな』『年順 などげ―な』『 そ
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りゃ悪 いわな や っぱ元気ん いい しに頼 も ぅえ』『 うちど―ま|―

年寄 り しが居 るき』『 そ うじゃな一ヤカマ シイ家 もあるきなえ』

『 そげ=ね ん じゅ―出るこた一ね―き』『 や うばあん まり難 しい家

の こた■考えちあげん と 追 い出さるるで』『 そげん こた‐ね■わ

な。  1                    、r‐   .

とにか く無難 な人が選ばれた 大変 な世話 じ回 りん人が家族ん関

わ り 話 ち書 けち動 けち難 しいけん ど 誰かがや ることによっち

働 くそん結果 に少 しでんプラス にな りゃ ……『決 まったで  こん

人 に頼ん じ一年過 げた ら交替 しち 皆 じしゅうえな』『 それが いい

』帰 り道 じ世話を受 けた人の 大変 さに協力 ぅ申 し合わせた。

『誰が そげん こつ一させ られたんか』帰 りよせん叱 られたけん ど

ゆ う考えちみ りゃそれだけ 皆か る適任 ち認め られた こと じゃろ

一 言 いかゆ りゃ リーダー顔役でんある 年寄れ しは内心嬉 しさを

隠 しきれない。『 や っぱ うちん嫁 ごは』 自慢 したいように 時折忙

しいと『 忙 しいに出来 もせん世話 ぅす るき― じゃ』 ちグチ もこぼ

す けん ど……

焼 き餅

正月餅の飾 りをさげちタキモ ン切 りに持つち行 く。粉雪が舞 うて

ん山仕事はホ ンノ リ汗ばむ。山のクロに燃や した枯れ枝 じ出来た

そん灰の申にセ リクージ ー仕事 した一服ん時にホジク リ出す。 う

まい具合に焼けち ょる。『 ひとつど―な』一緒に来た若いしに差 し

出 ぇち うまそ ぅに国に運ぶ。

『今 日ん弁当
.ι

ま餅 ど』『 いいで三つ入れち ょいち』『 三つ食える

るか』『食え り■じ:ゃ トギ も欲 しがるし』『 トギモヤンノカ』 ア

ル ミニュームの弁当箱に餅が焼いて並ぶ。授業が済ん じ昼時間にゃ

固 ぅなっち ょるけんど 餅の旨さは又格別 ま してや百姓せん家の
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子供 にゃ珍味でんある。

『 醤油つ くるんか』『 が いと一つ けち くん な』 砂糖醤油 は

滅多 にないけん醤油だけ じつ けた編 にカクル と 醤油の焦 げた香

りが風味になつちナ ン トン言えん。『 フスポ リヨル ド』『 ちった

一焦 げたほ うが うめ―』『 そ うか 自分 じよけ りゃいいわ』笑顔 じ

目を細めち孫ん姿 ぅ見 る年寄 りしむ きつ と昔 ぅ思 い出えたん じ

ゃろ―。

カタク リぜんざい

貧 しくとも来客 には せめて も最大 の もてな しを。素朴 な人情

は心 うつ もの。案 い日にワザヤクキチク レタ ロニアウモナーネ

ーガ チツ ト残つち ょつ小豆 ぅ竹ん皮 ぅ入れち煮 る。話 よる間に

煮え た。 チツ トン小豆 にカタク リゥ水 に溶か しち増やす と 正月

餅 ぅオキ じ焼 いち入れた。カタク リぜん ざい黒砂糖ん香 りと ユ

ルーデケタ ソ レガ舌をや きそ うな餅が  ウマイコ トカラ ミ 小

雪 の舞 う外 の寒 さの中 じ ほのぼのと した心尽 くしの もてな し

は心 の庭 ま じ ヌクーナル .
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嫁の立場

夏風邪をひいてオケ レンゴタル.ム コジョーハ『寝 ち ょれ無理 ぅ

すん な』 ち言 うち くれた。障子越 しの部屋 じ布団かぶ っち 里の親

の ことが頭ん中 じクルクルマイ ヨル。物音 に もビク ッとす る。『 な

んか食べん と起 けれんで』そん言葉 は針が刺 さるごたるも早 ぅ起 ヶ

ち仕事せ に ゃち 言 うことじゃか ら……

ヨ ッポズ起 き ゅうかち思 うち何べん も 頭 ぅ上 げたが ロマイがす

る。 と 障子 ぅあけち姑がオカユを運 ぅじくれた。『すみません』

悔 しさと切なさが涙 になる。出ていきなが ら『す ぐゆ―なるわい

昼か る起 くる じゃろ―』聞いた途端 に無理は判 っち ょるが 起 けた

うらめ しい嫁 とは こんなに憎 い者か せめて一 日ゆっくり寝せて

おけば 快方 に向か うのに嫁姑 とは。ナイ シ ョにオカユを運 びサラ

サ ラと 流 しこんだ。意地か らで も仕事 に行かに ゃ 熱 もあ るがオ

ロオ ロす るむ こ じょうも 何 もElを 挟んで くれ ない。今の 自分の惨

め さが何で来 たのか 親 に反対 されなが ら。

気丈 さが熱を押 し退 けて一 日続 いた。それは当て付けで もあ リプ

ライ ドもあ った。 よその人 に負 けた くない気持 ちと 虐げ られ る親

たちえの反発で もある。本当は 自分を痛 め ることになるのだが。油

断のな らなぬ夏風邪 も押 し切 って 無事 に済んだが似せ病 じゃと

囁 くこと もある じゃろ―。

いずれ世話 にな る嫁 自分の娘 もよそに嫁 いで同 :じ 運命の道を と

思 い当たる頃は老 けて自由 も効かぬ身 に。 あん ときは悪か った

と気づ く頃は『 す まんな一こらえな一え』涙が皮肉に も嫁 に見 られ

る哀れ さ。人の心 は大切 に したい もの。
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出征兵士     .

召集令状が来 ると決 まった 日に行かに ゃな らん
`男

はオオカタデ

チイ ツチ シモウタ。子供ん顔 も覚えん ホズ コンメ‐二。村ん しが旗

ぅつ くっち荒縄 にさげち ツボ ンハ ナに立てた竹竿か る四方 に 引

つば る。働 き手が又減 るけん どお国の為 と 涙か くしち見送 る。家

族 もこれが別れち思 うとセツージ チノ ミゴ ンオル シハ ウ シロガ

ミぅ引か るる .い つ までん後振 り返 りなが ら。行 く人 も残 る人 も

地獄 の明 け暮れ。

テ レビか ら

国会関係のテ レビを見 ち ょると 本論 はアツチ ンホーニオイチ

ナ シアゲーエ レー シンジョーガ 人ん足 ぅ引 っば るようなコツー言

ぅた リスモツク レン ヤ ジゥ トバ セチ  ドークツチ ョル。 しまいに

ゃコダキ ューナ ッチ スイッチ ュ切 っち しも ぅた。モウナサケネー

ヤラ ナ ンチャネー。

小作人の四季

地主 に借 りた田畑 じ作物 ぅ作 る。そん代償 は小作米である。米の

不作 な都市は借金生活を余儀 な くさせ らるる。そげな時代 もあ った

。『今年 は出来が悪か ったきチツ トマケチ ョク レメーカ』『 ソ リャ

ナラ ンデ』『 ホ ンナチ ッ ト銭 ぅ貸 しち くれめ―か』『 困るの一』

借 る銭 はいつか返 さにゃな らん いつ ま じた ってん浮かばれん。セ

ッキ払えん き逃 げち都市の夜が明 け りゃ シ ョウガネー ち待つち

くれ た もん じゃ。

Fイ ビラモチ ぅ持つちきたで』『ナニヤ又 コ トヮ リジャノ』『 ヨ

ツポズ悪 いけん ど』『 いつ ま じ待つんかえ』『 ライ シンマ ジ』『 シ

―-100-



ヨワーネーナ』『牛 う売 るき』『高 ぅ売るるんかえ』『 もう決ま

つち ょるき』『 あんまり手にゃつかんの じゃろ―』『だいぶある

ちゃ思 うき』『 しょわ―ね― じゃろ―な』

『 オ ヒマチー皆な来 な― と』『 す まん こつ じゃな』小作人を集

めちセメテ千 年の暮れの餅 ぅやろァ 地主 の心配 り。『 皆 なゆ

っ くり飲 ラじくリー帰 りにゃヤウチ ンモ ンニ土産 ぅ持つち帰 るが

いい』久 しぶ りの うめ―酒  ほろ酔 いと家族の土産 に うれ し涙

が こぼ るるざ真剣働 ぇち恩返 しセニ ャナエ。イツモこんオ ヨバ レ

に家では土産の餅の帰 りわ 待つ ち ょる。貧 しくともこの時ばか

りは心和む 地主の計 らいは作物作 りに大 きい役割 ぅ 果た した

地主 と小作人な親子の絆 に結ばれちおる。働 く人が居 りゃこそ

田畑 も育つ もの。小作人 も大切にされち働 く意欲 も湧 くもどん田

も畑 も実 りが見 らるるのも どこか違 ぅた心の絆がありゃこそ。

もらい湯

『 いっぱいか しち ょくれ』『 早 ぅくりゃいいにカンが いいで』

毎晩 は沸かさぬ風 呂 隣の家 に貰 い湯 夜 も更 けちヨゴ レモ ヒ ド

カ ローガ ー 日の疲れは風 呂 じ癒すんが一番。それに気 も落ち着

く『 カ ンなど早な』『 おお きにいいで』若 い嫁は家ではゆ っくり

でけないが  ここじゃそれ も甘え られ る。嫁 いで フスマ越 しの部

屋 に夫婦が夜の営み 回 りを気づか いなが ら‐・・・・・

ア リツケバ ーサ ンがそれを確認 して 帰 る時『 ど ぅ』 と聞 く

黙 って頷 くので安心 して帰 る。随分過 ぎたのにまだ嫁 それは家

族 とは違 うごたる。全てを他人感覚が生 きている。早起 き遅 く寝

親兄弟姉妹の品のいい奉公人である。里に居た頃の贅沢とは裏
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腹の暮 らしが涙 と共 に霞んで くる。今頃やは り娘の身を案 じて

幾度 も寝 Jinり を ぅっ親が 目に浮かぶ。

『 お ごちそ うになりま した』『 まぁ寄ん な―』『 もうお しぃ―

又寄 るわ』『 そ―な無理 ぅしなん な』『 おお きに』優 しいその一

言が母 に置 き換えち 思 いが馳せ る。部屋 に入 ると軒が疲れた体

を休め るよ うに 聞 こえち くる。 こん人が居 るき―と思 うと明 日

も 苛酷 な仕事 に取 り組む人生が 浮かんで くる。そげな繰 り返

しに も少 し優れち女 ごん強さ が国 もち ゃ ぐる。

アイ ゾメ絞 りん 腰巻 ぅまとう1肌 6_疲 れが若 さをカバー しち く

れち 初めち許 した人の温 もりが 保つち くるるん じゃろ―。衣

類が乏 しい マカヤ チ ョマの繊維 も一役 曲番。 白い肌を包むに

は可哀相 と ふ と自分の今に夢をかける。若 く美 しくあ りたい

上 に慣れて く■るとそれが、トニカ ク元
.気

であ りたい に変わ り と

思 うと甘 い夢 の世界 に飛ぶ。生 き物です夢 もいい思 い切 り。ご・…貰

い湯 に藤和 ませで くれて。

入れ薬屋 さん

大 き tヽ 包みを背中に担 いで 富山か ら入れ薬屋が来 る。適 当な

距離 に常宿を取 ってそ こか ら 毎 日入れ替えに回 って歩 く。各地

を歩 くか ら情報 も博学 文化 の使 しヽの役割 も果 たす。江戸期 には

特 Ellな 通行が許可 されていた とか きっと仕事や情報集めに も役

割を  していたのでは。縁先 に風 呂敷を広 げち薬ん減 りを 入れ

替え代金を受 け取 るが 薬の使 いが多 いと子供ん喜ぶ フーセ ン

ハ シなんかを くるる。

喜ぶ子供 とは反対 に親は顔 シカメチ銭 ぅ払 う。『 チ ッ ト

キ コ ンツギ シチ』『 イイデスデ』薬屋 さんな笑顔 じ そ

ン
　
う

一フ
　
一一面

々
ノ
　
ぅ
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と次の家 に回 る。大 きな元帳 にヤタテ じ書 き込む その横顔 には

里 に留守を させ る家族の事を 連想 して いるごたる。『 マ ァ甘酒

でん飲 まん な』『 おおきに』方言 も上手 に使 い こなすのん 商売

じゃき― セキモセ ン コ トワ リモセ ン素直 に人に従 う心。 Fサ

ミーナエ』『 イーエナ レテマスキ  ソ リー ウチ ンホウハ  コンク

レンモ ンジャネーデス』。

北国富山の雪 は想像 もつかんが  こん くれ ―はチ ャンチ ャラオ

カ シイカモ シレン。一 日 20軒 ぐれ一回 る らしいが 声をかけ ら

れた ら忙 しそ うな姿勢は 絶対見せない。相手 に失礼 とか。他国

の人 に世話 にな り食べ られ る事を 常 に心 に覚悟 しているか ら。

『 オ ゴツソーナ リマ シタ アツコ ンシガ待つち ょるカ ンシレンキ

』実 に心憎 い愛情の溢れ る言葉 人を傷つ けない心配 りに  『 ム

リュー ワイ ワンデ マタキタラヨンナーエ』『 ヨラセチ ョクレ』

大 けな包み ぅ背 中にか るうと足取 りもか る一。

火元三代頭 あが らず

昔か る火事 うダス ト孫ん代 ま じ頭 ぁ上が らん ち言われた。それ

だけ人 に迷惑かけち憎 まるるごたる。スボイエん多かつた き火が

つ くと ドゲー降つたあ とでん火の回 りが早 ぇ 時の間にウチア

グル.シ ョウボ ウ消防ポ ンプが着 いた頃にゃ もう大 けな家 もボ

ソッと落ちち燃えさか るき 寄 りつ けん。

そ リー飛 び火が しちムツカラ屋根 に飛ぶ と そこじ燃えあが る

き消 しにきてん寄 りつかれん。見 る見 るうち―焼けち しもうた。

物 ぅ出す なんか とてん出来 よせん き丸焼 け。 ち った残つた もんが

あつてん コガ レチ フスボツチ 使 い物 にやな らん 。食 い物 はと

てん食われた もん じゃね―。ち ょいとんなかめ―何 もかん もノー

ナツタシモ ゥタ。
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村八分 ちゆ うのがある.。 意見が合わんか意地 の張 るんか皆 に嫌わ

れち アゲ クンハテニ ャ「ミソワケ 村八分 にさるる。両方言 い分は

あつてん  まあ多 いほうに合わせた方が いいん じゃが 世の中難 し

い。 トリオ ニテ ンク レン トリアワン自然 と行 き来 もせん き 便利

も悪 い じゃろ―。呑気かん しれんが困 る事 もあ るごたる。それでん

火事 と葬式 にゃ別 じチャン ト ヨローチ シヨツタき 俗 に二つだけ

つ きあ うき ノコ リン村八分 にな った。

そん うち自然 ヨ リが戻 ることもあったが 中々意地が強いき い

つ までん トリオーチクレン。エー ト子供ん世 にな っち元 に戻 ること

もあ ったが 生 きち ょる一生 にデエープ ン損を したかん しれん。儲

か るこた―なか った じゃろ―。心 も貧 しぅな っち。

お接待

『 もういか るるな』『 もぅ行 くんな ち ょい と待つち くん な―』

『 米 は何合 う じゃつたかな一』『 おまで ご飯 じゃき三合 じいいん じ

ゃね ―』『 そ うじゃ―な ご飯の他ん もん もあ るきいいわな』 春

はまで ご飯 夏 はヤセウマだ った。『今 日は学校帰 りがちっと遅 い

な―』『 あ―子供が帰 りよるで』『 はい来 な―お接待で』『皆 ここ

じお接待 しよるち言 いよるで』『皆 に言 うてな』『 あ一言 うち ょく

わ い』『 こりゃ一お大師さまに参 らにゃ』『 あい』 子供は素直で

いい 子供を背に した子供たちには『 あい二人分や るで』『 おお き

に』 人 の心 と心が素朴 な行事の中に溶 け合 って……
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歩 く日近 く

『 お前好 きな人おつたん じゃね―』 母 に聞かれて迷 った。本当

はいたが相手が  ゆ うち くれん 家のつ りあい もある。親の反対 も

押 し切れん悩み もある。『 うん』 あ重 たい返事 に母 もどうす る事

もで けん。女 は男次第 じゃき  『 あん しな らいいち思 うで』 母 に

そ う言われちえ =と 落ち着 いた。

精米 に行 くと友達 も来 ち ょる。『 あん たいいな―』 話がねえそ

の娘 は 羨 ま しかつたん じゃろ―.『 うっと―なんか いつ までん

残 る じゃろ―な』『 そげん こた一あ るもんか』 とは言 った ものめ,

友達 に気配 りした言葉 に過 ぎん。『 あんた晩の こつ―習 うた』『 ち

ゃそげん こつ―』 母 にそれ とな く聞 いたが ここじゃ言葉 ぅ濁 し

た。 クル クル回 る水車 は快 い音で。

はち りん

コ ンロん こた 一七輪 ち言 う。料理 に―便 利1じ 役 に立 つ き そ リー

炭 も焼 い ち ゃる き ワ リカ タ使 う。風 呂た きんオ キ を入 る りゃす ぐ使

わ る る。長 ぇ時間 ぬか けち煮 る時 ゃゆ う煮 ゆ る。 じゃが そん上 :こ ス

キ マ を作 っち乗 す るのがハ チ リン じゃ。熱 ぅ和 らげ ちゆ う出来 ち ょ

る。 七 輪 の上 に乗 す るき八輸 ちゆ うそ うな。

まあ人 間 に ゃち っと足 らん ぬ 八 輪 ち言 うた りす るけん ど 八輪

な ど う しちイ イデ。魚 ぅ焼 いちみ な グ ヮュ ウャ ケ チ  そん匂 い じ飯

ぅ食 うた しもア ツ タ ン ト.『 ヘ ーそ げ ― い い匂 いが すん の』『 そ り

ゃそ う じゃが え -8は 股 ぅひ ろげ ち ょる ごた る き あん匂 い じゃね

―』『 ふ ん となえ  あ りゃ― い い匂 いが す る きタマ ラ ンナエ』
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在所恋 しや

『早 ぅしこせん と遅 ぅなるで』 舅 に急 き立て られて在所行 きの

嫁 は朝か ら嬉 しい 化粧の髪油 安物の ク リームでん若え き ゆ う

出来 あが る。『 こりゃ見直 したの一』『 ち ゃ一何 ゆ うんな』『 日頃

ん野仕事 ぅす る時た ぁで―ぶん違 うの一』『 よろ しゅ―申 しちな』

ツポん先 ま じ見送 っち くれた 家内ん しに手をふ っち もう嬉 し

い。・……。・『 お ご免』『 ゆ ぅ来 たな』 年老 いた自分の事 よ り娘を

気づか う母  『 ひどか ったな はい上ん な―』『元気がいい ちっ

た痩せたん じゃね―』『 そげん こた―ね―で』『 義姉さんが ひづ―

使 うん じゃね―』『 いんにゃそげん こつ一言 いなんな』『 母 さんは

人が いいきな』『 何 ぅ食べて―な聾『 何でん いいで ゆ っくリヨコ

イテー』

来 た嫁 は憎 く自分の娘はむげね―『 山仕事 に行 きよるち ゅ―た じ

ゃね ―な』『 時 どきな』『無理 ぅしなんな悪 ぅな りゃコンゲ ン悪 ぅ

言わ るるで』『 時 どきしか行 きゃせんで 義姉 さん ど―わ』『 祭 り

行 くちいつ たきコイサ泊 まるん じゃろ―』『 ほんなゆっくり出来 る

な 早 く上 っち…』『何か作 っち食べ させ にゃ』『 いいきもうよこ

いな一ち ゃ こげん時 ぐれ―ゆ っくりしち』『 わか った わか った

』

コ ビル食わんな

コ ビルは小 さい昼 つま り普通の食事の間 に取 る食べ物。朝が早

ぇと昼 ま じビル 午後のオヤツ もこれに類す る。腹 ひとつ食 う事で

労働 に耐えたのでんある。

『 コ ビリー シテ』 田のクロか る そ こん じがオ ラブ。年寄 りが

気を利かせち『皆 な茶を ヨバ リュウヤ』 誘 いをか くる。待つ ち ょ

た ごつ言わんばか りぃ背伸び しなが ら 手 ヲをチ ャブチャプち洗 う
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ち上 っち くる。

『 はい何ん もね一けん取つち食べち』 時間の長 い田植えん時

どま ニギ リメ ン タ ンサ ンモチ イデモチなんか多種多様 じ

そ こん家ん十八番 も解 る。得意な もん も出ち くる。 日の短 ぇ時は

アラ レんイツタのゃ ら ジ リビヤキ  トイモ ヤセウマ と取 り合

わせが面 白い。

腹 の足 し 1ヒ なる大 けな役割だけに 牛馬を使 うしにゃ牛馬を使

いなが ら 食 う事 も珍 しぅねえ。『 カ ミカ ミセ ンデ ン ユ ツク リ

シテ』 ソゲーイフル リャ人の心理 は不思議 な もん。『 オ ゴッソ

ーニナ リマ シタ』『 マーユ ック リシテ』 決 まり言葉のよ うに言

うと仕事が続 く。

『 さ―腹がオケタ ド シャン トシーヤ』『 腹ん皮がツツパ ッチ

ネム トーナツタゴタル』『 ナニヤ ヤ ンナテーゲ ンコツー言 うチ

ョレヤ』『 コイサ夜遊びす るん じゃろ―』 若 い者がオル ト話 も

弾む。娘が申に居 ると花が咲いた ごたる。時 々セガウと顔赤 ぅし

ち それでん何か言 うち もらいて一 ごたる。『 オイサ ン ト遊 びい

くか』『 トッパユ ウチュウタラ』『悪 いか』『 しらんで』『 コ ビ

リーん残 り ぅや ろ―か』

ビッチ ョび っち ょ

小麦粉で作 る帯状の食べ物 …… ビッチ ョは食べ方 もいろいろ。

水 と塩 とのバ ラ ンスス とこねかた 寝かせ る時間で出来が決 まる

。『 こいさ何 な』 学校か ら帰 った子供が聞 く『 だん ご汁』 そ

れは ビツチ ョをのば しち割 いて煮 る。具 はあ り合わ せの野菜 とイ

リコんだ し。味噌 じ味を しあ ぐる。栄養があ り消イヒが いい熱 いの

もいい冷て ぇの も又温めて もいい。昔ん農家の夕鶴 はこれが一番
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ビツチ ョにはウ ドンもこう呼ぶ。祭 りには欠かせない食べ物で

祭 り客 には餅  ウ ドンが何 よ りの ご馳走。 ビツチ ョにはきな粉をつ

けるとヤセ ウマにな り 小豆 の汁 に入れ るとアマ シルになる。同 じ

ビツチ ョで も使 い方で 名前 も変わ り味 も違 って くる。似ているが

ソーメ ンは ビツチ ョとは言わん。

延 ば し方で中を割 くのは豊後独特の作 り方 割かないで入れ るの

は この道では素人だろ う。 ビツチ ョ トハ …割 いて入れる時 に ビッ

チ ョと音がす るか ら ビーと引いてチ ョと割 くか らとか…などがあ

るが。 ビツチ ョが面倒臭い時 にゃそのままチギ リ ポイと入れ ると

牛 の舌 のよ うに食いごたえが ある ゆで餅 も出来 る。

『 ダ ンゴ汁が出来たき 皆 な帰 るごつ いいな一』『 あ―い』 も

う夕暮れ 足をぼそぼそ洗 うと囲炉裏ん回 りに 集 まり食いは じめ

る。米の食 い延ば しもあるごたるが 喉越 しの感触は古 くか らの

生活 の知恵の食い物 として貴重品。季節の野菜 も生かされ健康食 と

して 定着 した ビツチ ョは欠かせない 栄養食かん じれん。

まわ り駒

春先 になると種駒がまわ っち くる。 まわ り駒 じ馬が発情 した頃を

と らえち種付 けをす る。『今 日はマ ワ リコマガ クル ド』『 ホ ンナ シ

ヨシチ ョカニ ャ』 ヤ ンガチ向 こうか るオオケナ種駒がお れち来 る

。 ダマ も判 るんかイナナ ク.種付場 に引いち行 くことも多い。田舎

は出向いち来 ち くるる。

ダマ ぅ繋 ぐと手助 け しち かか る時 ゃす ごい動 き じ若い女 ご しは

そ き― シャガ ミクー ジシマ ウ。 コ ンメー子をデータ母親でん子供

ぅ絞 め殺す ぐれ―興奮す る。顔を立てあげち笑 う 上 に跨 るとタテ

ガ ミークライチーチ大 けん動作。駒主 はそん全ての助手 と しち 手
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伝いするさまは 農村の風物詩 0ト テンオオケナヌー入れち 脱

いだ時んまた…………そりゃ一お見事 長ぇで。

駒かけ馬頭観音

明治か る馬車が飛ばん ごつ コマカケが出来 た。切 り石 ぅシツクイ

じ固めち 高 さ五尺幅三尺 ぐれ― これ じ馬車 も事故か る守 った。

大雨ん あ と坂道が ほれちブ レーキ ぅかけた馬車が 下 る時い輪が く

い く― じ コマルモ ンジャキ ブ レーキをかけん じ下 るる。 ダマ シ

トビデーチ ソ ンママ川 に落ち●過 ちが多か った。

曲が リカープに馬頭観音を祭 り無事故を祈念 したき 事故 も少の

ぅな った。盆 の 17日 にや観音祭 りゅしち 馬車 ぅ弓Iく しがお経 も

あげ る し お礼 もしたき事故 もへつ た ごた る。

四月の頃

『 は りこみよるな』『 そげん こたね―で なんぼ してんアバカ ン

ナ』『 マーノシナー寝つ くと何 にん な らんで』『 おおきに もうて

―げにせ にゃなえ 切 りがね―わな』『 ふん なサイナラまたな』

農作業 はい くらして も終わ ることはない。

『 あいつ にゃ取 りあ うなス ウタラ ンジ ョー言 うき』『 じゃろ―な

ど うでん そ うじゃね―かち思 いようた』『ふが よか ったなイラブカ

サ レンジ』『 イラブカスカエ』『 ボャ ッ トシチ 当ル ト ドーク リモ

イ ヮ レンデ』『 アゲ ンシー取 り合 うな―よだ き―なえ』『 ち ゅうぐ

れ ―ん こつ一言 うき ま―みち ょちみ よ ヤ リソコナウハ』
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『 今 回は何 しな』『 ドイムちつ と煮 ろかち思 うち』『 あ りゃ一 う

め―なえ ウ ッ トーニモ食べさせ よ』『 いいで上 っちヨコイナー』

『 そ うじゃな一寝 ゴザ打 ちでん しゅぅか』『 たまにゃよこわ にゃ病

気す るで 銭はいるし痛 ぇめに ゃお―ち お医者 にゃ行かに ゃな ら

ん』『 フ ン トじゃ こん前 ゃユーロが痛 ぅな っちハ リーさん に行 っ

ち。

『 ヨロケにな らん ごつ一せん と嫁 ごか る嫌わ るる』『 うちん嫁 ご

もヒダボーズが痛 ぇち言 うち』『 わ しもスイバ リがささつち フセ

モ ンヌスルニ  ドー悪 いか』『 ロクナ コターネーナ』『 イモが ウメ

タデ食わんな』『 お二 きに熱 いきテ シ ョーを貸 して』『 ヘギん方が

ゆ うね―』『 どれでんいいけん どコネボー もな』

『 汗 ぅケータキち ょいと湯 にヘーチ くるわ』『 や  もうヘール ン

カ風 ぅ引 きゃせんか』『 そザ ん こつ―ゆ―てんネチ ャネチャシチ』

『 そ うじゃ―の一ムゲネーノー』『 オ トロシユー優 しいな コイサ

雨が降 らにゃいいが』『ニガオ レタキち った優 しぅせにゃす まん こ

つ じゃき』『 チ ッ ト水 ウメチク レンナ』『 いいど お前 ゃ色が 白い

の一』

『 ア リャーセ ンニ欲 しが りなんな』『キ ンチ ャクニアプンロん玉

が入つち ょつた じゃろ―が』『知 るもんか』『 そげ一当た り散 らさ

んでん いい』『 ア ローア ッタケ言 うちみて―ん じゃろ―』『 セチー

ナーま ぁそん うちチツタ落 ち着 くじゃろ―』『 ショーガネェナー』

『 モ ウイイ大分 ぇ行 っち くるき』

ワク ドガセワシュー泣 きよる 又雨が降 るん じゃろ― シケが来

るかナガセが早 ぇごたる。バ ッチ ョロ笠 もいる じゃろ―.ビ ショヌ

レニナツチ コ ンコンが出ち苦 になる。
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いもリ ヤモ リ コーモ リ

人間 は 自分だけでは生 きて行 けれん。近所 友人 親戚 草木か

る太陽 水 と幅広 いが イモ リは回 りを ヤモ リは家 ぅ コーモ リ

は川 ぅ守 っち くるる大事な動物。 コゲ ンシガ捕 まえち食 う虫が  ト

キーニ ャ人間の害虫 じゃ一き イノチキヤラ病気ん災 いん元 ぅ 絶

つち くるるき カガセ ンいい友達 じゃわな。

一合雑炊二合粥

クイモ ンノネーコロ ま してや小作人 にゃソ リャー厳 しい。年貢

に取 られ ち残 り ぅ売 ると 自分方 じ食 うな―す くね―。 じゃき食い

延ば しにァ レコ レ 知恵 ぅ絞 った。今一合 じ食 うにゃ雑炊 な らガイ

トー入れちフユルキ  ドゲーナ。

ホ ンナニ合 な ら粥が炊 くる。飯 な ら三合 いるで。戦時中ん配給は

一人三合七勺 じゃつた。 ヒズーナツチカル ニ合一勺 になったけん

ど。火焼 きは四合 いるごたる。 ウ ドンぬ食 うに ゃ五合いるき経済 に

ゃ悪 い。人間が生 きち行 くためにゃ食い物が  ヤツパデー ジンゴタ

ル.… …戦時中は一人一 日 二合七勺の配給だ った。

女子青年団

村の行事があ ると青年団の活躍 は大 きい。女子 の存在 も無視で き

ない。料理 は勿論色気 もあ っちいい。品評会が あ るき出 ぇてな ふ

れが回 る。野菜や ら手作 りの手芸品 大 けな割木 を ヒ トカカエスル

ゴツ ク ビツチダ シタ人 も。女子 も多 いき話 も弾む 中に ゃコソコ

ソ話  『 あん じゃあん人 とシイチ ョル ゴタルナエ』『 ドーデ ンソー

ンゴタル』

ホ ン トウハ 自分が好 きかん じれん に 人 に探 りぅ入れちみ る。 と
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相手が『 あ ら あんたが好 きち言 よ ったで』 とク リャー ドゲー

シュー顔が赤 ぅな っち『 そげん こた一あ るもんか』ち言い訳 ぅす る

。『 うそ じゃこと じゃけんど男前 じや な一え』『 ……』『 うっと―

わあん じゃァ好かんが あ っちん しが いい』 見 るとそげ―いいた

―思わん に 人 も好 き好 きタデクウム シモ……チ言 うきな一。

『 こいさ出ちきな一ち言われたに どげ― しゅうか』『行 きゃい

いこと』『 何かお じ―』『 そげん こた―あ るもんか』『 そ―な あ

んた来 ち くれん』『 ………』『 な―悪 い』『 しよ―がね―な いっ

ち ゃるわな そんかわ リウッ トーん時 も来て』 二人は夜道を出か

けた。川原 じ待つちょるき側 まじ行 くと『 はい行 きな―』 つ っぱ

な した。『来たな』『今晩は』 それだけ言 うた ら……二人は抱 き

寄せて しゃがんだ。

見届 けちつまらん ち思いよつた らゆうしたもん 別の男が側に

寄 っちきた。『 こっちこんな』『 たまが った』 わざとらしく言 う

と立ち止 まった。側に来たその人が肩に手を 引き寄せち………

『寒 ぅね―』『 いんげ』 暫 く静かに二組の夜が更ける。若い青年

の夏の思 いで。

盆踊 りの練習が始 まる。昼の仕事 も

ダ ッチ ヨルガ 晩 に出会 うのん嬉 しい

もん じゃ。早 く来 たきチ ョイ ト横 にな

つた ら ダツチ ョル き寝た ごたるで。

『水か けちゃろ―か』『 なにえムゲネ

ーガエ』『 アチーキ気持ちが いいん じ

ゃち喜ぶで』 じっと問いていて噴 き

出 しそ うになつ たが 思 うち言 う優 し

い心 に寝 たふ りゅ―続 けた。
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皆が寄つちきたけん上 にあが ると じつ と起 こしに来た。『 目

を覚 まさんな みん な』 と言 うと目を開けた もん じゃきタマガ

ッタ。『 ア ンナ』 小声で囁 くのが起 こ しに来 た娘の耳 に入 る。

『 目が 一』 と言いかけた ら『 シッー』 クチ ドメち  『オオキ

ニ皆 な聞いたですまんな ぇ』『 チ ャー悪 いチュウタラ』 手を握

りしめた。顔赤 らめち『 早 ぅい こえ』 本当は二人でオ リテー気

持 ち と 知 られ る怖 さ|。

帰 り道 じ何か言いテーケ ン ド人がお るき言えん。モ ジモ ジしよ

るぬ―見た娘が『何かあ ったん』心配 した。『 …・・=… 』『 おか し

いど』『 あんな……』『 そ ぅなち ょいと待 ちよえ』 気を利かせ

ち相手ん所 に行 くと引 っば っち来 た。『用事が あると』『 なにえ

』『 はい話 な―何でん言 いな―え』『 お― きに』『用事が あるえ

』『 うん……』『 こっち きな―』 顔見知 りでん畏 まると戸惑 う

ごた る。

友達 の助 けをカツチえ―と話が  『好 きにな ってんいい』『 え

わ しにえ―』『 うん』『 そ りゃ―いいけん ど わ しも好 きで』

『 うれ しい』『 あん しに礼を言 いな―え』『言 うわ』『 ほかん じ

にキズカ レンゴツ じゅうえな』『 ぅ』 幸せ い っばいの二人.懇
意 にす る近 くのぢいさんに  『 000は 絶対 にす るこた―な らん

で』 ち釘 ぅ刺 された。

山か らん帰 り道 じ田のクロか る声がす る。『 こいさこられん』

『 え  あんたかて―え』『 うんだれ もお らん に』『 そ りゃ―いい

けん ど』 暫 く考えた。留守 に上が りく― じ何か泥棒猫ん ごたる

。『 いいなえ家ん しは知 っち ょるの』『 言 うち ゃね―けん ど』『

そ りゃ一悪 い うち―来 な―』『行 ってん いい』『迎えに行 くわ

な。
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結局娘の家 には行かず に外での忍 びあいになつた。若い娘の留

守の家に行 くのは考えた 得策 じゃつた。外で しっか り抱 き合 い

愛情を交わす 娘は もう天 に も昇 る気持 ちであ ったろ―。『 ご免

甘え ち』『 いいんで わ しも嬉 しい』『 や っぱ家 じの一 じよか っ

た』 温 もりが全身を包む ごたるきか。

書 き方を教えて 日暮れの早 ぅなった 日に学校の宿題を持 っち

来 た。難 しいけん ど『 コイサ中に書 いち ょくけん』 ち言 うたけ

ん ど待つち ょるち言 う。『 ほん な待 ちな』 セ ヮシュー書 いちオ

オカタデケタガ オオケナ膝坊主 さんぬ 出えた白い足が ど― も

目ざわ りにな っち ヒ トメ ン。

ジツ ト見つめ らるるき イチベー気が高ぶ る。娘 も出来上が る

宿題 の絵 に満足 したのか 胸弾 ませ るか ら余計 に体の線が 魅力

とな って見 ゆる。危な く危険 な場面 にな:り ,そ うなが 理性がえ―

とお さえち くれた。『 これ じいいな』『 うん  いいで とてん ゆ ぅ

出来 た 嬉 しい』『書 いち もろ うたち判 るわい』『 いいんで 書

いち もろ う0ち  言 うち ゃるき。

娘 も年頃本当は何か欲 しか うたかん じれんが 折角信頼 しち書

いち もらうに 汚れた物がち―たん じゃ 悔 いが残 る。純真 な娘

ん心 は大切 にせ にゃ―ち 自分 に言 い聞かす る時 若 さと心 の通

う人 の関わ りを大切 にす る夢 も見た ごた る。
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母なれば親 なれば

菌代ふみがエー ト終 らち麦 もデープ色が チーチキ タ。 ドゥデ ン秋

にゃ子供が出来 るんかチツ ト腹 ぅセ リデータ。キ ンジョン嫁 さん ソ

レデ ン朝早 うか る囲に出ち 日なが一 日 ぅ汗 まみれ。
.暑

さ も加わ っ

ち食 うもんなバ ツカ リ食 いの明 け暮れ。チツター滋養になるもん ち

卵をモ ロータが 大所帯の中 じ一人 じ食 うの も気が ひ くる。

たまに ゃ在所 に帰 るとベターと寝 そべつち あれ これ気を使おち

口に合 うもぬ―作 っち くるる母親 に『 もういいで』 と口 じゃ言 う

が 思 い切 り甘え食べて―あれ これ も作つちほ しもヽ。でん 自分 も

もうす ぐ母親 にな るんかち思 うと 若 い楽 しい時代が少 なか っただ

けに 一層悔 しさ も残 る。

『 お前 の好 きな索1身 が出来 たで 起 けな―』父親 に言われたのだ

ロー精一杯の献立を した母親の頭 には もう白い もんがメダチデー

タ.ク チカズ ンス クネー父親 も 仕事 じソバニ ャオラ ンケ ン ド 心

はそれ以上 に結 びチイチ ョル。苦労承知 じアルイタ時は化 しさ切 な

さが 胸 を痛 めたが。

それ も人並み人間の宿命 ジャロー。元気 シチ ョリャ自分たちの幸

せん時代 も ヤ ンガチクル ジャロー。子が 出来 ち人 にム ドガ ラ レチ

時 に ゃ 横着にな っち年月が流れち 今の苦労を子供にサセ ンゴツ

いい家庭を作つちほ しいち思 う。母の心つ くしの食事 に運ぶ箸が時

折 り止 まる。家ではタマネギ カ ンラ ン 味噌汁 にタクワン それ

が もう一週間 も続 く。健康でお るのが不思議 な ごたる でん贅沢 は

許 されん。 そん ツケは自分たちに くるん じゃき いつか きつ といい

事 もあ る ち信 じて。

在所歩 けば三里 の道 も 嫁 と言 う名が邪魔を

す る。
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道たずね

『 四辻峠ち言 う所は ドクー ドンゲ行 きゃいいな』『 ソ リュァ こん

道 ぅ行 きよると橋があるき そん橋 う渡 っち左サネ行 きよると 文

化財の後藤家が あ るきな』『 ソシチ』『 そ こん しに習いな す ぐ判

るき』『 おお きに  ドンクレーかか るかえ』『 そ うじゃな―男 しな

ら一時間 も見ち ょきゃよかろ―』『 そ うな おお きに』

あきない

『オバ ンカタ プエ ンナイラ ンナ』『何か知 らんが高 ぇん じゃろ

―』『 それがお前安 いんで』『 ヘーなんばな』『 こん くれ Tじ 5銭

と』『 そ りゃ一安 いチツ トーモラオーカ』『 ヨキー取 るつち ょきな

』『 そげ―食わす りや ロクナコターネー』『 ハ リコムヮナ』『 は り

こも―か』『 そ りゃ食 い もんが一番ゆ ぅ効 くで』『 それ もそ うじゃ

―な』

『 タキモ ン取 り行 こ ぅえ』『俺 もち―ち行つてん いいか』『 あん

たワヤ クセ ンナ』『 ドークンナ俺が いつ ヮヤクー シタカ』『皆 なゆ

―で』『 言 うやた一言わせち ょけ』『 ……』『 お前 ゃ俺に好 いち ょ

んの ジヤネ‐力』『又  アゲ ンコツー言 う』『 そ― じゃの―そげん

こた―ねえのや』 下 うつムイチシモータ。本当は好 きなんか……

『 あん た好かん』『俺 も好かん ど』『 お前 ど―何言 いあいヨル ンカ

』『 いん にゃ何でんね― ノヤ』『 そ うで何 でんねえで』『 あ りゃ

おか しいの一お前 どう顔が赤 うなつたど』『 日が ヒジーケ ン』『そ

―か好 きでん いい じゃね―か 若 い心 は弾んでいた。

ヽ
》
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シラメ

『 ノ ミ取 り粉を撤かん と喰 いつか るるど』『 ガイ ト撤 いち こ―な

え』 寝 ちチ ッ トヌクモル ト カューナル ノ ミが跳ねち喜ぶんか

ん しれん。 ドーデ ンタ|マ ラ ンキ じ―と布団ぬは ぐると オオゲナ シ

ンノ ミガ イイ ク レー血 を吸 うち ょるごたる。押 さえつけち指 じつ

まん じモモグ ッチ 敷居 に押 しつけち殺す と ガイ ト血が飛ぶ。

『ユ ーベ ャノ ミガオ ッチ ネ レンジャツタキ』朝オケノニ布団ぬ

ハ グ ッチ  ノ ミ トリ。そんあとイマキ ュー ジー トハ グッチ 又蚤退

治。縫 い目にオル ヌーユ ビジ押 さえち時に ゃ口 じ捕 まえ る。 アラマ

シン家 じゃ寝床 もそん まま じゃき 湧 くわな。 ドーカス リャ庭ん戸

日に入 ると 足 にゾロゾロはいあが る。

シラメは子供ん頭ん毛 にゆ―おつた。ス ックシじ透 くとテーゲァ

ツイチ ョル.ど うかす ると頭ん毛の上 ぅ這 いよる。学校 じ トギか る

うつ ったち親が ヤカマ シュー言 ょつたが  自分かたん子 に もお るき

あん ま リヤカマ シュァ言わん ほ うが いい。

着物 シラメ もお った。白いきす ぐ判 り喰 いつ くとケ ックシャ痒 ぅ

じたま らん。 これ も縫 い目にゆ―入 っち ょるき 指先 じツカマユル

.卵 ぅ生みつ くると す ぐカイワルル きヤエ コチ ャタェ ン。始末が

ワ リー。 たぎり湯 ぅイ ッカケチ エ ー トタエタチ思 うち ょつた ら

直 ぐ又 ドッカラカツイチ ョル .ヨ ッポズイイ ンジャロー。

日向 ジイモ ジゥヒロゲチ ノ ミシラメ取 りぅしよるぬ―見 ると

こっちま じ痒 ぅな るけん ど 本人 は結構 たの しゅうじょるごたる。

暖 けえ 日の縁先 尻 ぅマ ック リ出えちなえ。

ヽ
ヽ
ヽ

ノ
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キラスプゲ ン め し泥棒

『 あ っこん しはキラスゆ ぅそえち喰 うき ブゲ ンシャになつ たん

で チツター見習わにゃ』『 キラスは腹 に溜 まるし安 いきなえ』『

他ん もんぬ持つち行 くと 飯泥棒 ち怒 られた』 昔か るヒモ ジーヨ

リイイ キラスでん腹 ひとつ喰 ぇるりゃ贅沢 じゃ。そ リー塩気がち

っとあ りゃ 他 に ゃもう何 もい らん。

畦道 に魚がおいちゃつた。 ち ょうどそき―通 りあわせた そん じ

が魚 ぅ見 るな り『 こん飯泥棒』 ち言 うと持つち ょつたボク トー じ

叩 きまえ―たち言 うで。ナニ シテ ン魚 コスムゲネコサ レ。俺 ど―な

らそん まま 持つち帰 っち喰 ゃほけ―オサイがい らんに。オ シナギ

ーコツウシタモ ンジャ。

・
嵐通 しがいいけん ど

野仕事か らん帰 リタマラ ンゴ ッナ ッチ 道端 じ尻 ぅマ ック リアゲ

チ始 めた。上 にアプクが立つ  ソ リュー ジー ト見 なが ら自分のア レ

を想像 しよるごた る。コ ッチカル見チ ョラ ンチ思 うチ ョルガ マ ッ

ポ シ。 ま っ黒い所が風 に揺 レヨル。色が 白いき特別 目立つ き瞬 きせ

ん じ 見 よるとエー トス ンダ。中々声をカケラ レンキ『風が吹 くき

娘が風邪 ぅ引 くで』 ダマ シ言 うモ ンジャキ タマガ ッチ パ ラー

ち腰巻 ぅおろす と こつち向 いた。

怒 ラルル ドち覚悟 しち次の言葉 ぅマツチ ョル ト 『ユー見エ タカ

エ  ホ シカ リャヤ ローナ』『 ………』『 タマガラ ンデ ンイイコ ト

ミンナ持つチ ョル ンデ』 チ ョイ ト前 ぅ押 さエチ腰巻 ぅカカエアゲ

た。若 い頃 ぁ美 しか った ジャロ 今でん色 白 ン笑顔が優 シュみ られ

る。『風が通 った きスー トしたんで』 と笑 ぅた。
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言 いつたえ聞 きつたえ

仏事が 3月 にかか ると悪 いち言わ るる。身 にツクカル解釈ん ごた

る。宗派 によっち関係ね―ち言 うが 無理 に逆 らわん人の心が生 き

ち ょるごたる。

餅つ きに 9 19 29は 苦をつ くき悪 いち言 う。 これ もヤツパ

音をつ き込む き― じゃろ―。餅屋ん じはタノマル リャイツデ ンチー

チ ソ リュー喰 うけん ど ヤ ッパ  サカラヮ ンほ うがいい じやろ―

。 ウマん 日につ くと火がハ ジカユーチュー。アプネーケ ンジャロー

が ミ ウマ イ ネ  トラ も悪 いち言 う所 もある。

圏植え もチューん 日は悪 いけん 苗を取れち言 う。 トコロガ こん

日に植 ゆ ると人手があるき―ち こん 囲に纏 ゆ るシモあ った。 ウの

日に ゃ植えん ち言うシモある。人間の 自然 との間わ りも 元 は人間

が作 り出 し結:果 が現れたことか る 出来 たん じゃろ―。物圏え しは

い‐‐pま でん大事 に守つち ょるき 変え られんのかん じれん。

『 す まん けん ど金づち ぅ貸 して』『 いいで何すんのな』『 釘が出

ち ょつち邪魔 ‡こなるきタタキ シャゴー≠思 うき』『何え釘 ぅ打つえ

ほん な貸 されんで』『 な しえ』『金づ ちがへ るき―な聾『へ り ゃ―

せんわな 貸 しち くれん ごた ら ウチメー使お―』

『 わ リー けん ど トイ シュー貸 さん な』『 トイ シぇ貸 されん で ヘ ル

キ ー』『 コ シーナ ー』『 カ カ な ら貸 して ん いいで ヘ ラ ンキ ー』『 ソ

ーユ ー ワケニ ャイ クメー  ヒ ョイ トフユ ル ト困 るき』

『す まんが背中ん弁当おろ しちク レンナ』『 ヨダキーな笠ん紐が

ユルー ジ ョルが絞む るのん ヨダキー .
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アズキ ぅ煮 る時に竹の皮を入れ ると 柔 らか く煮え ると言 う。

カキの皮 アワキ ビガラを漬 け物つ けに オ シ石の下 に入れ ると

色づ きが いいとか。生活の中か る生 まれた人間の知恵 だろ―。

戦争 中に節電が要求されて ローソク送電があ った。電圧が下げ

て送 るか らウスグ レー エー トヮカルグ レー ジャッタ。 ところが

す ぐ口‐ソク送電用のホヤが出た。 ソ リューツクル と普通 の電球

ん ごつ アケー。

ハ シはテーゲー竹箸 じゃつたき 自分かた じカキ ヨッタ。箸か

きが こんだ出来 た。簡単 じゃけん ど割 った竹を 2 3ベ ン引 くと

ホー リャウマイグワイニ出来 る。 そん うちイイノガデケタラ お

客用 にナオ シチ ョク ト ナガセにゃカベが出た りしち。

針 もす くの―な っち糸を通す に『糸通 しん道具』が出来 た。別

府か る針売 りが きよった。 とてん使 いゆ うじ待つち ょつた。顔 81

染み にな っち昼飯 う食べ よった ら 夕立 にな った。慌てち干 し草

ぅサゼクーダないいが  そん中 ぇ針ん包み ぅ巻 き く― じ ソ レコ

スオーゴ トジャツタ。イヤ ンバイニ見 ツケデータガ。

若 い娘がお る家 じや夏 は親父が心配 になつちコタエ ン。男がず

りく― じこにゃ―いいが  それかち全然取 りお―ち くれんの も困

るき ムコーハチマキ ジ待つ よ うな待 たん よ―な。 ミョウナ フー

ジャツタ。 コイ‐サわクルカ ンシレンキ お前はズ ロースん紐ん代

リ チ ョマん紐 ぅ入れち ょけ。なんぼなんでんア ンマ リジ ,ネ ー

シーコ サ レンコ ト.

母親 は女心がユーヮカル.ア ンナチ ッ トズ リムス ビニ シチ ョキ

ナー ホー ジャナ  ヒッパ リャホ ドクル ゴツ。女の揺れ る気持 ち

を優 しく母わいたわ って いた。
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かんか ら餅

春す ぎか る日ざ しが長 ぅなると 祭 りの行事 に決 っちカ ンカラ

餅が作 らるる。 まる じ座布団 に乗せ られたよ うな素朴 な姿 に 生

活の知恵が判 るごた る。山に自生 したハ ツパ にや独特の香 りと鮮

かな色。サ ンキ ライち言 う。人 に迷惑 をか けん じ季節の装 いを

す るき重宝 され るち聞いた。ハ ツパは生食 して も害がねえ 胃腸

ん為 に もいぃ ごたる。夏ん食 あた り予防 に もなるき そげん こつ

―考え ち差 し出す。心配 りは田舎 に根づいた人情 じゃろ ぅ。 きの

一な るなあそん薬効 じ喰 うてん ヨキー ウメーゴタル。

なん てん の葉

サ カ イ ジュー に餅 ぅ入 れ ちイケ ウチ持 つ ち い くと そん 中 ぇナ

ンテ ンの葉 が入 れ ち ゃる。『 ツ ク リダ チ ジャキ心 配ね ―が  も し

もん こつがあ ると悪 いき そん時はナ ンテ ンぬセゼチヌー ジク レ

ナー』 ドクヶ シん一つ と しち昔か る入れ ヨッタ。ォ コウをや る

時 もや っぱ コゲー ショツタキ oそ りゅ―カ ミチ ョーズバん側 にゃ

ナ ンテ ンぬ植えち。 ヒョイ トョロメイタ リシタ トキニ ャ コ リー

ツカマ リャシ ョヮーネーキナ。

ナ ンテ ンじ作つた箸はいいち言 ぃよ ったで。それか るハ ジカが

流行 りでえ た らナ ンテ ンじツツロク作つちウ シロンクボん所ん

着物 につ けち ょきゃ魔除けになるん じゃろ―。

なんてん……難を転ず る…そげな ことも考 ゆると 人間社会 に

は欠かせ ない物か もしれない。

-121-



食事 あれ これ

『 ショウケを外 して きな』北側の涼 しい所 に下げた 飯 シ ョウケ

には今朝炊 いた麦飯が入 っチ ョル。『 お膳箱出 したか』めいめいの

茶碗や箸がはいったお膳箱が 食卓を兼ね る。夏 は ショウケに冬は

オ ヒツに飯をオテチ 次の食事 ま じシマ ッチャル。 じゃき夏 のイタ

ミ易 さか らも。夕食は決 まっちダ ンゴ汁  もつ とも栄養価 もあ り消

化 もいい 米を大事 にす る面か らも重宝 じゃつ た。

『蠅 ぅユー追わん とイツペー止 まっち ょるぜ』『今年 ゃエ レーオ

イーナ』『 馬屋 じ湧 くき しょうがね―わ』 こん な会話の夏『 喰 う

た らゆ―蓋を しち布団ぬかけち ょけ』 こんな会話 は冬。朝炊 いた飯

は昼 ま じか  夕飯 にゃチ ッ トしか残 らん にソ リュー 学校か る帰 っ

た子供が腹 ヒ トツ喰 うち しまうき 夕飯 ぁダ ンゴ汁だけになる。

冷蔵庫 もねえ時代 生魚なんかメツテー喰わん たまの祭 りの 日

に大分か るカタゲチ売 りに来 る。大 けん鯖を 10匹 も15匹 も買 う

。 日ごろイ リコか川魚 しか喰わん き ヒロヒロスル.ヒ トリジ 2匹

ぐれ ―はい っぺん に喰 う。バ ッカ リ喰 いにな る そ りゃ― 卜‐フで

んカ ンラ ン タマネギでん同 じ。出来 アキ にゃカタナギ喰いが続 く

祭 りに ゃきまつ ちウ ドン モチがあ る。 ウ ドンは湯 につ けちスク

イあげちダ シ汁 につ けち喰 う。珍客 にゃ『 よろ しゅおあが り』 ち席

をはずす  しば し覗いち見 るとウ ドンをつ けた湯 ま じ 全部飲ん じ

ょつた ウソん よ うな話。…『祭 り参 らん ごた るき持つち来 たで』

重箱 につめた餅を イケウチに配 るな―子供ん仕事  『 ヨダキーケ ン

ドシ ョーガネー』 デ ン持つち行 くとオバ ンが気を利かせち 小銭

ぅ握 らす る。一銭 もらうと大喜 び そ こん家 にエーラシイ娘でんお

る― もん な ら いつ ときゃ―帰 っちこん じ こん だ迎えに行つた り

しち。
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『 ダ ンゴ汁ぬ くめたか』朝草 きりか ら帰 った トツタンが言 う。

『冷えたんが いいん じゃねえ』『 いん ぎゃ温めち くリー』ダ ンゴ汁

は温めて ょ し冷 た くてよ しの食べ物。チ ョツ ピリ焦 げつ くと又独特

な味 になる。米を大切 に した小作人の知恵 小麦粉を使つた代用食

で  くい り食 い延ば しを計 った。

『 アマ ジル コ ンママ ジイイカ』やつ と起 けた子供 に寒 い朝でん冷

た く歯 に しむよ うなのが 好 きと言 う。『 そん まま しいい』 目を こ

す りなが ら来 た子供は 朝の 目覚 ま しが何 よ りの楽 しみ。

ボタ木ボ タモチ

『今 日はボタ木をヘネクルち言 ょつ きポタ鮮 ぅ持つちきたで』里

の母が気 に止めて
・

嬢可愛 さに朝早 くか ら作 ったのだろ―.『す ま

んな―義母 さんサカ シイナ』夫が手を体めち礼を言 うと 嬢 iま 遠慮

ね― き『 ねん じ喘シイタケモラウキナエ』心では嬉 し涙が コボ ンソ

ーなのに。『本当 転.つ もす まんなえ』『家 に 景ツチ 露クレハ ー ジョ

ガ居 るき』 忙 L.い 季節だが嬢の元気 な響 も見 たい畿心。 はっと安

心す ると『何か シュゥカ』『 いいんで まあ茶でん飲んで』 早 く

茶で もと 顔 で合図す るのを見取 ると 嬢 は母 に茶を奨ある。東勢

間の出会 いの規子だが元気 に動 いて いる 安堵 の権をなで下 ろ して

『又 くるわな元気.シ チ ョンナーエ』 コマ ウチの音 も聞 こえ る春

の山には 活気が震 くの も母 の手作 りのポタモチか らか。

お膳……オ トキ

ク ミウチの人が心を込めて調理 した料理  まず組内の人が先 に食

べて味見 をす る。・・・仕事の都合上・・‐来客 に膳をすす め長老が挨拶 に

出 る。個人の最後のお膳 と参列 に感謝を。席 につtヽ た人は無言で箸

を運ぶ。 この時の味噌汁を大汁 と言 う。

―-123-―



コガ シ トイモアメ カ ンネモチ

麦を いって粉 に挽いたのが コガ シ栄養が ある。そんままハネチク

ゥノモ ウメーが 湯 じ練 っち黒砂糖入 るるとコ リャマタウメー。薬

袋 に入れちオ トシニ入れち ょくと 破れちオ トシん中は粉だ らけ。

ソ レデ ン珍 しい者 はソ リュー喰わ しい…オ トシに手を ツックー ジヒ

ンニギル と引ツパ リ出す。半纏 に粉が ソコライチメ ンにチーチ ウ

ッパ ラウノガ ヤエコチャネ‐。

とい もゥ煮詰めちい くと ドロ ドロにな っち そいつ固むる トイモ

アメが出来 る。ケツクシャ粘え もん じゃき歯 に ヒツチーチ  ドーカ

ス リャイ レバ ン歯 ぐるみ ヒンノ ミカクル.固 ぅなったな―チ ョイ ト

叩 くとパ リーと割 るる。甘 い もんち言 ゃ黒砂糖 ぐれ一 それ も年 中

は買わん き。そ― じゃ組合 に買 いに行 き 帰 り竹ん皮かる指 じホ ジ

ク ッチ喰 うた もん じゃ。

カ ンネ ンカズラん根を掘 っち自 じつ くと 白い汁が残 る。 こりゅ

―水晒す るとカ ンネ ン粉が取 るる。餅 に炊 くと色がキサネーケ ン ド

ギチギチ シチケ ックシャウメー。ハ ゴタエモイイ シ珍 しいち言 う。

冷え ると固 ぅなるきコ リャチ ッ トコマル。食 い延 ば しにゃ物嫌 い も

言 うち ょれん き 何でん喰わ にゃクジュー言 ういよると喰わんばち

あ う。

年寄 りが長 い ぇ間元気 じ生 きち ょるな何でん喰 うきこす サカ シ

イ ンジャロー。イ ビラ餅 コカス餅 なんか いいほ う。 ひ じい時 に ゃ木

の根草 の根 も喰わ るるき 何でん手当 り次第 に喰 う。それ じイノチ

キが出来 たん じゃろ―。人間は土か る出来 た もんな何でん食 い物 に

な るき 干死 にゃせん。牛馬でん草 じ生 きち ょること。それか る見

りゃ人間贅沢 じゃね ぇ。
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雨乞い白山権現

この夏 も水不足ニ クシイ空を見上 ぐるとギラギ ラ オ ヒサヤ照 り

よる。『雨乞 いす るき』肝 い りが フ レチクル。 白山権現 に割木が積

まれ ヒノキん葉 じ包んだ雨乞 い台の前 じ 修現者のホラガイが鳴 り

火がつ け られた。煙 りが神域を包みそれが木の間か る 天 に昇 る。

やんが ち火柱が上が り心経が唱え られ火が逆巻 く。

雨乞 いの人の心 も天 に届け と やが ち涙 ともなつた火はメラメラ

とあた りの本を震わせた。今みずが なけ りゃ苦痛の秋 に と煙 りの

中か る浮かび出た竜の姿 まさに迎い入れた神か。合わせた手先が震

え涙でそれが霞んだ。 と小粒 の雨が木の葉 を濡 らす 干天の慈雨そ

しち雨足が しげ く。イャ ンベーニアメガ フ ッチキタ。

お膳箱

一人前 の年 にな るとお膳箱を作 っち くるる。飯 の後はソンママイ

レチタ飯ん時洗 う。 自分の じゃき構わん 囲炉裏ん片隅に積 む と居

間 と食堂が一緒。大 けな囲炉裏 にゃ大 けん木がサ シクベラ レチ ル

ス ン時 に ゃ灰 をカケチ ョク.火 はイッデ ンアルキスグマニアウ。親

子孫 ま じ座 っち喰 う時は味噌汁 に漬 け物でんあ りゃ― いい こと。

昔か る麦飯味噌で一ち言よった。味噌 にゃイ リコ ミョーガ ニ ン

ニ ク ぅ入 るるとホーラウメーヮナ。 タマニ ャープエ ンぬ喰 いて―ち

思 うてん 滅多 に売 りにこん き塩物んかな。大分 に出た しが イ ヮシ

ゥ買 ぅち目ん玉 に針金せ―ち ぶ らさげち帰 るぬ―見 る。 ドンク

アプラメ カマスカそげなぬ―入れた魚味噌 はどげ―な ヶックシ

ャウメー ンデいっベ ン喰 うちみ らん な。
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蚊が出た夏

土用 に入 ると憎 らしいごつ暑 い 晩方す ぐ蚊 も出ち くる。『 は よ

フス ビー』 フツや らそこらへんの草をサゼアツメチ煙 りぅあ ぐる。

目を シカメチ手 じ煙 ぅ追 い払 うと 蚊 も逃 げた ごたる。雷が鳴 りで

ぇた早 ぅ蚊帳 にヘ ーれ。慌てま くっち蚊帳 に入 ると じ―と しち ょる

。や っぱ蚊帳ん中がいいん じゃろ―ごた る。

『電気 はつかんのか』暗 ぅなったに―電気が こん き 夕飯 ゃ外 じ

喰わに ゃな るめ―も暑か った 日も暮れ ち薄暗 ぅな ると 待つ ち ょつ

たごう蚊が ワンワ ンいよる。セセ ロシイ ノー手 じ追 いなが ら早 ぅ

喰わ に ゃ喰 い殺 さるるど。 ウーテ ンウーテ ンデチキチ ヒ トメ ンキ

ノー。                  .

手 に止 まったき じ∵と見 ち ょつた ところ 見 る見 る血を吸 うち

腹が太 った。真剣手を握 りしめた ところ Allし た針が抜 けん ごつな

った き ピシャち叩いた ら血がパ ツと飛 び散 った。後 じ痛えや ら痒

いや ら それでん叩 き殺 したきチ ッタースー トシタ。コンヤツが俺

ん血を吸 うたかち思 うと や っぱ腹が たつ きな。

蚊取 り線香が出ちで―ぶん助か る。 こんめ―子の居 る家ん じゃち

っとでん蚊 に食わせめ―ち うちわ じアウーダ リ蚊帳をカプセ タ リ

トシヨ リガ ヤエ コチ ャネー。白い肌ん子供 に蚊の喰 うた跡がつ く

と 嫁 ごんやつが腹 ぅたつ るき、気をつ けに ゃオオ ゴツジャ。 それ

じネーデ ン コナス とか言 うち何 んでんね―悪 う言われち モテタ

モ ンジャネー。

ナニカ痒 ぅなつ たごたるノ ミ シラメ ナ ンキ ンムシも珍 らしい

こん頃は話 ぅ聞いただけでん痒 ぅな る。 もんな知 らんえソ ンホ ウガ

イイカ ンシレン。お代わ リク レナーカ言 うもん じゃね―き。
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さいだす

『寝 る前 にサイダシチ ョカニ ャ シカプルデ』子供は昼は夢 中 じ

遊ぶ き熟睡 つ い ションベ ンをや っち しま う。だか ら寝 る前 に出さ

せ るのが得策。外の寒 い便所 に連れ ちい く『 もう寝てんいいで』

安心 しち朝 ま し起 通さん じすむ。小 さい子 は抱えち股 ぅ広 げ『 シー

シー』 と言えば決 まっち飛ばす る。愛情 の声が聞 こえるき安心す る

んか 済 めば少 しイサブ ッチ ハイオ ヮ リ。

『 マアー ヒツ トドーナ』ち珍 しい物 ぅ奨 め る時に こう言 う。サ

イダ シテ心か らの接待だが サイダスの言葉 も使 い前で意味が異 な

る。手 を さい出す と貰 う受 けるなどに使 うが 足をさい出す と下品

に見 ゆ る。サイダサ レタラ受 くるの も心が通 う。

下ん方をさいだす と艶か しい話 に発展す るが サイダ シカタ じ不

倫 に もなる。『 人 にさいだす なや あげん もん じ満足 しち ょるカチ

笑わ るるきの一』識 にで も見せ ると あの人は旨いこた一言 うが

あげん持 ち物 じタヘラクイエルル と笑われ るの意味。誰 にでんサ

イダス人 はよほどの精力家か 情事 に深 い人か。色欲な人は誰れで

んいいち言 うが 摂理 は守 らねば罪 にな る。

『荒 ぇ ぅあげんか』 コテで塗 る しが足場ん上か るオラ ビヨル.下
ジコネチマツチ ョル シガ『 ヤルデ』サイダスのが塗土 荒壁 につけ

る土 は下か るサイダス。上手 に受板 とコテ じ挟み とると ベ ターち

塗 る。 これは仕事 じ気が合わん とうめ― こといかん。土 ぐれがヘー

チ ョル これ じゃ塗 に くぅじ ドンコンナラ ン。

サイダス さいだす 同 じ言葉でん使 い方 じ場所 じ 意味 も場面

も違 ぅち くるき一面 白い。
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滋養つけにゃ

『 タニ シンコネ リが出来た き喰わん な』手塩 に盛 り上げたの一持

っち きち くれた。隣近所ん しはヤツパ いい。夏 はダツチシモーチ ョ

ツテ ン 滋養があるもんが 日 ぃ入 るき サカ シイー ジャロー。『ガ

イ トア ッタナ■』『 サ コンタニ ャケ ックシャオル ンデ』『 メー トシ

モ ローチ』『 ソゲ ンコターアルモ ンカ お前方んデーサ ンニ ャゆ う

貰 いよ ったき そんお返 しじゃ』

夏の田んぼにタニ シが居 る。粉練 りに しち食ぶ ると独特の風味

栄養価 も高 い夏の疲労回復 に ゃ高価 な もん。隣のぢいさんか る若 い

時 に貰 ぅたそん恩返 し。支えて助 けあ う隣の人 と 優 しい人 の心が

健康 に も気づか う。『 うち―ナツタ ニガ ウ リじゃき食べて』『 ち

ゃ一貰 いに来 た ごたるな一』『 いいこと いっぱいなっち ょつたん

で』 あげた り貰 った りの生活が心を結 びつ ける。

『 チ ンタツグサ ヲ チ ッ トーク レナー』『 ガイ トトッチ  シヨッ

チ シマタツカ ンキ』チ ンタツグサ…ニラは昔か る栄養のあ る野菜ち

言われよ った。馬力が出るち若 ぇしに ゃ喰わす るなち 言 うた もん

じゃ。 そ りゅ―ゆ う出来 る 押 し切 っち ょきゃ次ん 日にゃも ぅのん

じょる。便利が いいわな。

元気 ぅ出えち若え もんが女ん子 ぅ追 い回す と困 るきち 心配す る

けん ど 娘 もまんだ ら悪 いふ ― じゃね― ごた る。ギ ューラ シューユ

ーチ逃 ぐるけん ど本当は ツカマエチモライテー。 ソシチ ジー トダ

キ シメチ ソ リュー待つち ょるけん ど。 ヤツパ ミナチャン ト考えち

ょる。み ょうな こち―なるとなえ。

ニラ ニ ンニク こりゃいい野菜 じゃき うん と喰 うち ょくれ。夏

やせでん冬の風邪 引 きでんゆ う効 く。
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竹ん皮の囁 き

梅雨が あけち山 に入 ると いつぱいカイワ ンタ蚊がた うち くる。

手 じ払 うちム シプロんよ うな山に 竹ん皮を拾 いち歩 く。肉屋が使

うけん ど遠方 ま じ送 るらしい。組合 に砂糖買 いに行 くと黒砂糖を

包ん じくれたあ とコビリチータノ  ゆ うねぶ った もん じゃ。あん

竹ん皮ん香 りといい 舌ん先ん感触 といいイツマデ ン忘れ られん。

竹 と人間 タ ァ古 くか ら関わ っちきた。 タケ ノコん時に掘 っち喰 い

竹ん皮 ぅ取 り 大 きゅうなると切 っちあれ これ 使い道 もいい。タ

ケ ドキが いいと虫が入 らん とか 根が張 るき地滑 りがせん とか 屋

根か る床ん下か る雨 トイ 物干 し竿 一時 きゃ食器 に もなつち ょつ

た り 昔 は字を書 いた り電球ん芯 に使 うた りしち。

ノ リタケ コマ ウダケ オーコ コマダライ ホーキ カキヤネ

ハ シ ミソコシ ショーケ ザル  メゴ ササ ラ バ ッチ ョロ

握 り飯 ぅ包み  じょ― りを作 る 肉 飴  まん じゅう こん にゃく

なんか も 包む と食あた りも予防になつたとか 世話 になつてん気

がつかん事 も多 い ごたる。甘えち ょるんかん じれんな。
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寝 ござ うち

『 ゆ う降 るな今 日は何 しな』『 す るこた―ね―き寝 ゴザ うち ゅう

しゅう』雨が降 って仕事が出来ん時に ゃ 横 になつちゆつ くりす る

時  こん な言葉を使 うことがあ るが 当時はよ くゴザ買 いが来 て

あち こち歩 いていたのに思 い通 り集 ま らない  『 ゴザが出来 ち ょる

な ら わ けち ょくれ』気早いその人はカベナ シに立 った。二人は思

わず笑 った。

『 わ けてんいいけど高えで』『 なんぼ高 ぅでんいいき 今 日はひ

とつ も買 いださん じ帰れん ごた るき』『
二東なんぼ じ買 うんな』『

品物ん見せち ょくれ』『 そ ぅな まあやめち ょこ―』『 そげん こつ

一言わん じハ リコムキ』『 あんた本気 に しち ょるごたるけん どウソ

で』『え イラブケータンナ』『 ア ンタが あん ま り言 うき』『 ど―

くるな―』

ゴザん 出来 る頃 ぅ待つちす ぐ買 ぅち行 く そげん時代 もあ ったが

ゴザ打 ちをす る人 たち も 目をつめに ゃ儲か らん仕事でんあ った。

ひ と頃は貧乏草 ち言 いよった。朝早 ぅ切 っち重て一ぬかたげち帰 る

と 影 に準備 したカヤ ヒキ じ 1本 1本 引 くと ビュンち音 ぅ立て る

朝の リズムを奏でて くるる。 ソネチ割れんの もあ っち 川原 に干す

が夕立雨が くると こりゃ一またおお ごと 雨 に濡 るると色が悪 く

な っち オオ ゴ トジャツタ。

フ トン洗た く

『布団洗た くは もう済むな』『 え―と済むんで』『 ま―のさん な

』『 おお きに ま―上ん な一』『 忙 しいにいいで』『忙 しい こた一

ね ― これ じ終 い じゃき お茶 さすわな』『 そ りゃす まんな』『 たま

に ゃ話 そ うぇ』お茶を入れお茶おけに昨 日つ けた 漬 け物かキ ュー
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りの青 とナス ピん紫がゆ う調和 しち ょる。

『 今年 は暑か ったなァでん稲 はゆ うで けたきよかつたなえ』『

米がが いと―取れた ら帯 ぅ買 うち もらお―ち思 ぅち ょるんで』『

あん たいいな―ウ ッ トド‐何 も買 うち くれん』『言 ゃいいにあん

たかたん じは優 しいき買 うち くるるわな』『 そ うじゃろ―か』

茶をすす る二人の夢は 長 い農家生活の中

に淡 い願い と夢を 持つていたが。一。・

味噌豆 は子 に食わせ よ

盆前 になると味噌豆煮が始 まる。暑 い時の仕事 じゃが子供 に喰

わ しいち ゆ う言 う。暑 さにゆつ くり子供を里 で休ませ る そげ

な親心 かマメであるようなと 滅多 にない事 に出会わす為か そ

ん な親心が隠 されているのか も。豆を食べて栄養をつけて元気 に

働 く ことを念 してか。一年 ほどで最高 の うまさになる。

El説 き踊 りも夜露 に濡れて

アサ ウラのおろ しだてを履 いて  日暮れ にな ると若い しが ツ レ

ノーチ行 く。『 こいさどこな』『 藤 目 じゃろ―』 どこでん いい踊

りが あ りゃ―そん輪 に入 リ アサ ウラん回 りがス リヘルま じ踊 る

。若 い娘が コソコソ話の主人公 になる人を 色 目 じ見よる。『 あ

ん しはどこん しな』『 あ りゃ―丹生山ん じじゃこと』『 あんたゆ

―知つ ち ょるな』『 ……』『 あ ら― し―ち ょる じゃね―』

踊 りか る帰 るともう東ん方 は白み よる。 ツルツ トす ると鎌 ぅ腰

にせ ―ち草 きりにや き山に。牛が多 いき草 もガイ トーいる。そ り

ゅうせん とマヤ ンコエが出来ん。米が出来ん きな―。粟飯ん冷て
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えなポロポロす るけん ど 卜,キ ビ飯 ぁ飛 びまわ る。ヤゼ ンニ焼い

た火焼 きを食いなが ら 後か ら来 る娘 に一つ残 しち。

『 まだ出来んな切つち ゃろ―か』『 うん』 チツ ト甘えた声 じ顔

見合わせた。『 ゆ―べ どき二行つ たんな』『踊 りに行つたんで』

『連れち行 っち くるりゃよかつたに』『 お前かたんオイサ ンな怒

るる じゃね―な』『 あんたな ら怒 らんので』『 ほん とえ』娘 はさ

ぞ残念 そ う以上 に乙女心が揺れていた。

観音様の踊 りにあんたヤグラん上 じ踊 って と 言われた娘 恥

じらいと嬉 しさが交差 しち 一番先 に知 らせ に来 た。下竹 田の盆

踊 りは裏戸をあけりや 日説 き唄がゆ う聞 こゆるき負けん ごつや

らに ゃ。 ヤセ ウマ ダ ンゴが きな粉 の香 り 漂わせち夏の夜 は更

け る。

一体みす ると側 によつて来た娘が コソツ トワタス『 お守 りじゃ

き山仕事ん時怪我せん ごつ』精 いっぱい言 うとうつむいた。純情

なそん横顔 に 15夜 の月が美 しく映えち。 Fお お きに大事 に持つ

ち ょくき』 踊 りの輸が回 り出 した。

Ａ
／
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鈴 が滝

『 もつ とこっち来ん と濡 るるで』『 オ ジイツカマエテ』甘え るよ

ぅに言 うと自い手 を差 し出 ぇた。『 はい つか ま りな―』 と引 き寄

す ると しっか り抱 き しめた。『 待つ ち ょくれ』『 どうしたん』『誰

か見 ち ょるかん知れん き』『 しょわ―ね―誰ん居 りゃせんわな』抱

き じめ られた乙女の髪の香 り 仄か に香 る『 元気 じゃつた』

だま って二人は しば らく 抱 きあ ったまま時が過 ぎる。水 しぶ き

に肌を濡 らして その肌を撫で るとため息をモラス娘『 しょわ―ね

―な』『 ……』『 あ っち行 こ ぅか』『 お じい』『 わ しがついち ょる

はい来 な―』手を引 くと飛び石を越えちか中州 に下 りた。『裸足 に

な りて―』『 怪我 ぅす るで』『 いい もん ア ンタがチーチ ョルケ ン』

白い足が水ん 中に入 ると一層 白さを増 しち くる。

『気持 ちいいで裸足 なんな―』『 なろ ぅか』二人 は水 につか ると

何か 別世界 に居 るよ うな『 は ぃこっち来 な』『 なんで』 と言 いな

が ら いつん なかめ―か手を取 り合 い そつ と抱 きじめあつ ち時は

水ん ごつ流 るる。

秋葉越えれば

二つ坂を上 っち くると秋葉山が見ゆ る。 もぅ日がカタ ンブイチど

こん家でん コイサの夕飯ん シコーシヨル。 ち言 うてん決 まつち ょる

ダ ンゴ汁 の 味噌ん匂 いが鼻 ぅツクジル。 Fも うフロー煮えたかな

』『 も ぅよか ろ― ビツチ ョのば しな―』『 あい』おさげ髪の娘 は も

ぅ見 よ―見 まね じ 手つ きが いいな―母 じょ―ゆず りか。それ とん

ババサ ンゆず りか ゆ うノブぬタバ コ吸いなが ら アガ リンクチん

ぢいさん。
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府内に出た馬が ソロソロ帰つち くること じゃろ―。門 口出た り

家 に入つ た りす るのは年頃の娘。切 ない思 いを言 い もせん じ 自

分だけ思 うち ょつた ら 彼 もこん頃に ゃ気がち―たごたる。帰つ

ち くると咳ば らい しち来 ると 何か土産 ぅ渡 しよつたぬ― 母 じ

よ―が隅か る見ち ょつた。『何 もろ―たんな』娘 は顔 ぅ赤 ぅしち

だま っち差 し出 した。そん手 には赤 い櫛が。

『 マモー食び ゅ―え』母親の声 に薄暗いイ ロ リん周 りに 座 っ

ち今 あろ したばつか りのダ ンゴ汁を食べた。皆がサカ シイんが一

番 いいのァ 急 に言 いだ したのはプゲ ンシャん旦那が 病気 ち聞

いち帰 ったか らじゃ。『ヽ一金持 ちでん病気す るん じゃの一』『

そ りゃ―そ うじゃがえ―』や りとりに皆が食べ なが ら笑 ったが

それ も健康 の証 じゃろ―。暑か った今 日も夜風がヤツパいいな。

夏の昼寝

『 さ ぁ一眠 りす るか』農村の夏 は早 い涼 しい うちに仕事 ぅしち

昼の暑 い時間は仮眠す る。『北枕 は悪 いど』『 な しえ』『死んだ

もんぬ そげ― しち寝す るき』『 そげん こつ な』若 い嫁さん には

日1染 ん言葉 じゃつた。『 くわ しい事 ぁ知 らん けん ど うっと義母

さんか る聞 いちな』『悪 いち言 うんな らモガ ヮンホウガイイ。

『小昼わ どげ― しゅうか』『 ジ

『 いで餅でん じゅうか』『一眠 り

と しち ょくわな』『ふん な作 っち

な りゃいい』『 ちっとフセ ぅしち

いで』

『 お前 どうせせろ しいの ぅ ち

女 は損 じゃな ぇ 女 ごん飯脇ち ゅ

リビヤキデ ンいいん じゃね―』

しちか るでんいいで』『 ち ょい

もらお―か』『義母 さん な長 ぅ

ょくわ』『 カマブタプセでんい

っと寝れ』『 ほ らみよ怒 られた

うき ち ょいと寝 ろ ぅえ』『 そ
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うじゃけん ど目が覚めち シヨが出来ち ょらん と悪いき』

農村 の嫁 さんは忙 しいこと 食べ物洗た く子育て夜なべ つ く

ろい 眠つた時間がせめて も極楽 じゃ―ろ―。何 もかに もほた り出

しち……若 い娘 には ヨバイ もあるけん ど ちつ と年 ぅ取 っち ょる

と……まさかマオ トコは

雨ん 日は ゆつ くリヨコー チ昼寝 す る こ と も多 い。『 さあ寝 ゴ

ザ打 ちす るか』 た まに ゃ通 り合 わせ た ゴザ買 いが  そん声 ぅ問 しヽ

ち入 つ ち くる。『 __fザ が 出来 ち ょるな ら7ケ チ ョク レ高 ぅ質 +き

』『 ゴ ゾー買 うえ 高 ぇで い いな』『 高 ぅで ん ひ 場ヽ お』『 なん ど

だす な』 ほえ′とは ・ヽ・… …寝 ゴザ打 ち それ は昼 寝 ん こつ 。

北 側 ん部屋 は涼 しい 寝 いつ ち寝 ガ エ リ ぅうつ とウス着 ん肌 が

ア ラ ワに出 る。 タ クナ ツタ醸 機が捩 れ ち そん お りにサ ー と見 え

た涼 しい風 に振 れ る黒 い… …思 わず生 ツ ヅ ぅ飲 み こな と 音 が せ

ん ごつ 近 よつ た。 シュ ロん葉 じ作 つ た丈夫 な それ を 右 手 に翼 っ

黒 い そん上 か る パ ツ と口Fい た。見 事 的 に命 中 手足 を 身 もだえ

す るよ うに動 か こ̀て  蠅 は死 んで しま った,か 弱 い讐 に‡ま一 匹 の

軽 さえ ヨセ ツケ ン 心情 が ゆ ―解 る。
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盆の月

日の草  畑の草取 りが一段落す ると盆を迎 ゆ る。馬屋ん肥 ぅ出 ぇ

ち手がスベスベす る。そん手を美 しぅ洗 うと女 ご しは布団洗た くに

入 る。せめてん家の中 じ仕事 ぅさ しゅ―ち思 う 優 しさの現れかん

しれん。 イ ッペーに広げた布団を ツ ンムイチ 洗 うち糊づけす りゃ

涼 しぅな っちす ぐ使わ るる。男 しは朝草切 りに行 っち ヒダ リーち麦

飯 ぅ二杯 ぐれ―カツコム.味噌汁 に漬 け物キ ュウ リモ ミぐれ― じゃ

けん ど それが当た り前ん食生活。

『墓 そ ぅじゅしゅTえ 』 6日 にゃ共同墓地が多 いき皆 じす る。早

朝 の墓地 は賑やか 切 った草 に煙 りが巻上が り盆を迎え る。 ヤセウ

マ ぉ炊 いち 13日 にゃ早めに墓参 り 迎え火を焚 いち仏を迎え る。

ユカタを着 るの も久 しぶ り 日ごろ見か けた野良着 とはチゴーチ

エ ーラ シサガ オテチータ風情が伺え る。『静かな盆で ございます

』決 まった挨拶 じゃけん ど 暑 さと線香の匂 いには トツテ ンユーニ

ア ウ。

若 い嫁 さんは在所 に盆歩 きに出か ける。親 に下駄 とテヌグイを持

っちヤツパ ーウ レシイゴタル。汗 と暑 さに疲れた顔 に『 うれ しゅう

ち』 と言わんばか りん笑顔が出ち ょる。『 よろ しゅ―言 うちな』

見送 る義父母 も何年か前 はこうしち行つ たん じゃろ―。繰 り返 しの

生活 は暑 さを迎え盆を送 って 巡 り巡 るユ ウシタモ ンジャ 盆 に飛

ぶ きボ ン トンボち言 うん じゃろ―。そ ぅ言 ゃカナカナゼ ミも泣 きで

―た ごた る。

『 踊 ろ ぅえア ンタウマイコ ト』イツモ舞台 に花を咲かせ る人が い

るもん  『 そげ―ね―で』 といいなが ら悪 い気 はせんよ うだ。ャグ

ラの下 の輪 に入 ると踊 りは じめた。『皆 な入 ろ―えアンタモハイ ン

ナー』立つている人を誘 い込む とニガ ヮライ しなが ら入 る。 日説 く
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人 と うま く調和 しち『 や っぱ盆踊 りゃいいな―』『 あん たん若 ぇ

頃 ぁ踊 リヨツタ ンジャネー踊んな―』『 もう踊れんわな腰が痛 ぅ

じ』『 あん まり腰 ぅ使 い過 ぐるん じゃねえな』『 またチューカ ン

ヌユー』『本当 じゃろ―がえ顔が赤 ぅなつたで』『 ツマラ ンコツ

ゥ言 うちオ ロイイや っじゃ。                |

16日 ゃ送 り火墓 に仏を連れち参 り柱松 に火を投 げあ ぐる。

『 シャン トフラ ンカ』『 ソゲ ンコツー言 うテ ンムツカ シイ ンデ』

『貸 しちみ よコゲー シチ ホラコー シチ ヨイ ショ』それは昔 と

つ た何 とや ら うま く入 った。『オイサ ンナウメーナ‐』『 ソー

トンコゲ ンコター朝飯前 じゃ』『 す ぐタヘ ラク言 う』『 こげん時

言わん とのや』火が揺れち盆の農村 は 静か に夜更 けて行 く。

夏の思 いで

『 コイサ行 くど』悪が き達が学校か る帰 りに相談 しち ょる。『

スイカちぎり行 こうや』『 いいど』 こげな こた―す ぐ賛成す る。

長 い 日が暮れたダ ンゴ汁食 うち母 じょ―に友達ん家に本借 りに行

くち言 うと ゾー リツツカケチツー ジ出ち行 く。辻 に集 まった 3

人が大 けん袋 ぅさげち『 い くど』畑 に入 ると 目にゃゆ う見えん

が手 さ ぐりじ見当がつ く。

ゴツ ンと当た った 手を ダス ト大 きい『 こりゃいい』ニ コッと

笑 うと白い歯が覗 く。『 ヨーイア ッタ ド』『 大 けん声 ぅ出す な問

こゆ る じゃね―か』そん まま畑ん クロに出す とポカ ッと割 った。

『 こりゃウ レチ ョラ ン』ポ ンと蹴 ると又つ ぎのを狙 う。『 いいの

に当た らんかの―』 ほかの子が抱 えだ した『 こりゃ一ゆ―テ ッチ

ル ゴタル ド』 又皆が集 まった。『 こりゃ一 うめ―』乱暴 に食い

つ いち ジャブ ジャブと。
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『早 ぅ来 たんな』『 いんに ゃ今来 たんで ゆ う出 られたな』『義

姉 さんが気を利かせち くれち 早 ぅ行 きな一ち恥ずか しか ったけん

ど』『 そ りゃ―よか ったな』湯上が りの乙女 らしい黒髪が夜風 に靡

く。 それをそ っと撫でちゃると 胸 にすが りついち来た。『今 日も

暑か ったなえ』『 うん』 い じらしい日もとか ら ふ と漏 らしたそん

な言葉 に ゃ 何かを待つ よるよ う。

『 あん た汗 び っ しょりになつ ち働いたん じゃろ―』『男 じゃきな

ち った―せん と こげ―出ち これん きな』『す まんな』『 あん たが

言 うこた―ねえ―んで好 きじゃきな』『 うっと― も好 きで』二人は

そ っと抱 き合 ぅと田んぼを越えた風が涼 しい 二人 の汗いい気持 ち

早 ぅ秋 にな りゃ加来の市 に連れち行 くけん ど』『 うれ しいウツ トー

いつぺん も行つた こた一ねえ に』『 ほん な楽 しみに しち ょんな一え

『 こん前ち ょい と聞いたん じゃけん ど牛ん子が 二匹 も出来 るち

言 うたな』『 そ うで 生 まるるとセ リん値がいいち言 うき』『 バア

サ ンが好 き じい っときも離れん ごつ見 るきな』『 いい じゃね―な』

『売つ た らお前ん嫁 ご着物ん買 うちゃるち言 うんで』『 リャーそ り

ゃ一いいな一俺 もそろそろシヨーせん とわ リーな』『 うれ しい』

二人 は夢をあれ これ と。

人を好 きにな っち仲良 しにな っち結ばれ る。いろいろ苦労 もある

けん ど『 みん な一諸 じゃき 歯を コー ジくじゅ一言われん ごつ笑わ

れん ごつ』『 はい』素直に返事 してよか ったな。
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きなこは涼 しさを

久 しぶ りに里 に帰つた昼下が リ タマ ンヨーナ汗 ぅヌグー といつ

も決 まっち母が作 るヤセウマ。キナ コん香 りと歯ざわ り それよ り

か思 いや りの愛情が コモツチ ョル.夏 になるとキナコを使 う料理 も

多 いが 米を食 い延ぱす方策の一つでんあ ったが  それよりか体を

涼 しくす る 《冷やす》役 目も しょつた とか いのちきん知恵 じゃろ

ヤセ ウマに してん ダ ンゴジル に してん盆 によまつ きも

ん。一年 じ一番暑 い時ん食物 じゃきユ ーデケチ ョル。そ りゃ―サカ

シュー シテーコ トヤラ イノチキ ン為でん あ るが暑気払 いに使 う

昔ん じの知恵はタイ シタモ ンジャ。 日ん周 り ぅチータキナコそつ と

拭 いち母子が 顔見合わせ ち思わず笑 うた。 トッタ ンガモウ帰つち

くる頃 じゃな 先 よばれち悪 いけん どウツ トーモ ヒモ ジュカッタキ

イイナ ェ。 自分勝手 に判断 しち親子 はセ リク リオーチ又笑 うた。

ドー フの一 丁食 い

『久 しぶ り :こ 塵て来 た き トー フ食 ぉ―か』『 〆 ダ シイナ ーサ カ シ

カ ッタナ』『 十 カ シイデ出 た時 ぐれ ― ヤ シボせ に ゃなえ』『 そ― と

ん えが い と食 もヽな ―』 トー フん好 きな しは タマニ ャ轟 ち くると

トー フ屋 じ大皿 に入れ たん ぬ  シ ョーユを か けち食 うん が楽 しみ な

ごた る。 家 しゃ ll月 か祭 り ぐれ ― しか作 らん き よそ じ食 うな特 写[

ウメー。

『 ア ー腹 が あ けたで』『 も うい いか え食 うち ょかん な

』『 も― よか ろ―楽 しみ ぃ取 っち ょこ―』腹 を なで なで濃罵 した よ

ぅな足 取 り じ帰 っち しヽ く。仕 事 ん じょ うす 4し は ご雛 走 じゃつ た

ん じゃろ ―。 これ じ又 明 日か るハ リコメルル .
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アズキは米 の三倍

米が足 らん きアズキ ぅ入れち炊 きゃいいわ。増えち米 ぅタボウき

イイゴタル.昔ん じが畦に植え ち小作 はマケチモ ローチ アズキは

米ん代わ り炊 いち食 いのベーた。 ソーコー シヨル ウチ アズキが重

宝が られち贅沢 な物 になっち お歳暮 なんかに使わ るると町ん しは

ヨロク‐ ジ欲 しが る。

米よりも値がゆ―なっちナ ンデン3倍 もしで―た。食 うに米ん 3

倍になっち助かるが こんだ値がゆ―なつち 3ば い もする。コゲン

イーコターネーち喜 ぅじょると ドツ トン ドツ トン買いにきで一た

。ふ と―な もうかつた しもあっち 米 よリイイ ドち畦が忙 しゅうな

った。ナエ何がいいか得するかシレタモ ンジャネー。

秋 まつ り

秋が更 けち くるとちった寒 ぅな った。神楽がはずん じ見ち ょるし

が太鼓 に合わせち 体 ぅ動か しよる。 そげん秋 まつ り『神楽を見 に

来 たな』『 久 しぶ りに見 るけん ど いつ見てんいいな』『若 い頃を

思 い出すん じゃね ―晩にゆ うどこまでん見 に行つたなえ』『 そ ぅそ

ぅ女ん子を追 い回 しちなえ 尻 ぅ当 っち泣 きで―ち困 ったわな』

『 あん時 ゃたまが ったわな た しか親父が怒 っち きち逃げた逃 げた

コツケム シューに下駄ん鼻緒ん切れち ハ ダ シンバ レーナ ッチ』

『 あん頃 ぁ若か ったな』

『 あつ こん娘 はよかつたなえ』『 え ああ あん時な雨戸 に水か

けちはず しち 障子 ぅ開けた ら女が クルツ トこつ ち ぅ向いち寝 ち ょ

る』『 わ しが じっと股が るとポツと目を覚 ぇち それでん じっとし

ち ょった』『 そん ままや りこんだん じゃろ―』『 それが今 日は悪 い

ち言 いで ―ち ほ らあれ じゃ―』『 りゃ― しも ぅた こつ― したな
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折角入 っち』『 あれかるい っとき じち又行 ったけん ど こんだ母

じょうが居 っち惜 しか った』

『 ほ りゃあん しが来たで』『ぇ あ りゃ本当 じゃな』『神楽見

かえ』『 あんた達  ウチ ン話 ぅしよったん じゃろ―』『 ゆ う解 っ

たな』『足ん腹が痒か った き』『 あん晩の話 ぅシヨツタ ンジャガ

あん 頃はよか ったなぇ』『 フ ン ト こん じゃ折角来ち何 もしち く

れん じ 気が コ ンメーなえ』『嘘ん じょう あん時は悪 いち言 う

た こと』『 ソ リャアゲー言わ にゃなえ』『 ソゲ ンコツカエ  しも

―た』『押 さえち くるるかち思 うチ ョツタニ』『 しも―た ほん

な今 カル シューカ』『 もう役 に立つん な』『 立つでイツデ ン』

祭 り太鼓 はさまざまな思 いと 去 って行 った ロマ ンを消す よ ぅ

に夜 は更 けてゆ く。好 きな人 もあ ったけれ ど それ も人の運命の

二字 に消 されて しまった。 あん時ア ンシ ト……今頃はどげ―なつ

チ ョル ジャローカ 祭 りん たん び好イチ ョツタ ンカ しれん ち

どっち も思 うすれ違 い それ じいいん じゃろ―。

神楽 は村ん じが舞 いよる 大 きな面を ツケチ皆が囃子たてち

ドークツチ ョル ヮナ。一杯飲む ともう自分ぬ忘れち デ ンそれが

いいんかん じれん。忘れて 一時 もあ るきなえ そげん人は幸せか

ん じれん。あ チ ッ ト寒 ぅな った好 きな しに抱かれて一。
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混ぜ飯百態

百姓は米を売 っち生活をす る。早 ぅ言 ゃ―米が一年間のヤ ウチん

命 にかか っち ょる。 じゃきチツ トデ ン米 ぅ売 ることが 生活を潤 う

こち―なつち ょつた。 ソレデ ン小作人 な小作米を納めたあげ くに

売 るき残 りも少の ぅなっち  ドー シテ ン米 ぅ辛抱せ にゃな らん。生

活ん知恵 じ出ち くるのが 季節の物を入れち食 うのが得策 ち ゅうわ

け じゃつ た。 ……春 にゃタケ ノコ ゼ ンマイ タカナ も使わ るる

。 ちつ とたつ と エ ン ドー  トーマメ 麦 ぅが いと入れち米 は一握

り 米の食 い延ば しに助か る。晩はきま っちダ ンゴ汁。 コ リャー炊

きたてん熱 いの もウメーが  冷めたの もウメー.ホ イチヌクムル ト

これ もウメー。消化 いい栄養 もあるち言 いよった。

夏 はヤセウマ ウ ドン ヒヤキが出 る。ユデモチ カ ンカラモチ

そ ぅこうシヨル ト トイモが大 る。 トイモモチ ホウカプ リモチ

ココメかコカスモチ カ ンネモチ こげんふ―に小麦粉を使 うき

冬 は ドコ ンココン麦 小麦 ぅ植ゆ る。 5月 にな りゃ麦刈 りと田植え

がイチ ドキクル.ナ ツケん取 り上 げ しょる しが ある 隣ん田は田植

ん シゴー しよる。雨が フローモ ンナラオオ ゴ ト 麦 は芽がデ ローゴ

タル着物 ぁ乾かん し 苗 はソゲ ンコター構わん太 る。

手早え しは月ん明か りじ苗取 りしよった。混ぜ飯ん ウメーナヤツ

パ春先んオ シズ シ アズキメ シ ヨゲナ ンナ麦が入つち ょらん き

も一オサイはい らん。正月 と葬式は米飯 葬式ん大釜 じ炊 いた底 に

出来 たコガ レ こりゃ一 うめ―.秋 に ゃアワ コキ ビ ササゲ ガ

ニ ノメ まぁ米 の食 い延ば しにゃ皆苦をみた ごたる。 これ もイノチ

キ仕方 あ るめ― それでんケツクシャ元気がゆ うじ 不思議 な もん

じゃな―。長生 きはせん ごたつたが  人生 50年 ち言いよつた きな

一え。
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村芝居

『 もうしこ―出来た ばんがの一なるで』『 イコーカ サカイ ジ

ュー持つ ちきな―え』村芝居んある晩 は忙 しい こと。晩方早 ぅ切 り

ぅつ けち夕飯 もソコソコに出ちい く。 ム シロ囲 いの中は もう一杯

早 ぇ しはヤ リヨル。ゲダイが書 いちある側 に お花 と赤 い字が浮 き

彫 りに そん下 に名前が顔役や有志。包む中味 も現金が多 いか ら

請 け元 は安堵す る。

前狂言 に続 いて中狂言の頃にゃ 酒瓶が回 り顔赤 らめて声 もかか

ると 役者 も弾み名演技を見せ る。 その後  しば らく中入れ になる

。持つて きたサカイ ジュー ジュウバ コか る腹オ コシの ご馳走が

広 げ られ る。『 こつちこん な』『 い っぱいや らん な』闘 き慣れた声

に 人 の心が取 り交わされ る。そ しち切狂言 ιま夜 の更 けるまで。

共同風 呂

『オバ ン入 らん な基 ケムテーに外 じ待つ ち ょる隣 リンオバ ン

皆 じつか うき当番 ほ交替 入 るな議でん次 々な遠慮ねえ入 るき ヤ

ウチ ンゴタル.イ デ ンミズ ぅ トイをか けち覇スプなナ ンポデ ンアルを

『 カ ンナイイナ聾『チ ョウズイイデ』 入れ替わ り入 る し水 はナ ン

ボデ ンアルキ キサ ノーワネー。『 アーイイュ ジャ』 大 け x″ 欠伸

ぅす りゃ ダ リモヌクル .

若 い嫁 さんな恥ずか しいき婿 じょうがつい帰来 る。『 :ま い入んな

―』『 はい』 素直 :こ Jin事 す ると薄 くらいローツクん灯 に 出い甑

が照 り映え る。『 ゆ っくり入れや』『 …・・・』 そき―他所ん しも来

る。『 どげ― しゅうか』 心の中 じ呟 くと  酵うちん潅力が入つ ち

よるき待 ちな』『 そ一か 一緒 に入 ると悪 いか』『 いいで』 嫁 さ

んなタマガルガ  ソゲ ンコツースル シャ ォ リャセ ンキ。
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じん きち柿 はウメー

ジンキ チカキは昔 直入ん ジンキチと言 う人が  ひろめたち言 う

太めの柿 ぅ皮をクルッ ト剥 いて サ ミー風 にふか るりゃ あん ウメ

ーホ シガキが出来 る。正月 にアズキママ炊 いちホコーナ平家。 白粥

ぅ炊 いちホコーナ源氏 ち言 よ った。 白旗赤旗か らん連想か。意味が

あ りそ うなネーヨーナ。マー正月は貧者 もプゲ ンシャも 心は変わ

らん じゃろ―。

古米 は食 いオーケがあるき昔ん しは 古 いのか る食いよった。米

買 いが升 じキチ ンと量 るき『 それ じゃ切れ こむ じゃろ―』ち心配 し

たところ『 しょわ―ね―わなチッ トシッ うつ き』 ち言 う。ば―と水

かけち一晩おきゃ―  ドンコンネー重てえ き 重 さ じ売 るき儲か る

らしい。何 してん飛ぶ ごつ売れ よつた時代 じゃき いい じゃの悪 い

じゃの言 いよると 買 いださんばちあ う。

昭和 18年 頃か るヤ ミゴメが はや り出 ぇた。 なんぼでんいいち

もう手 はつかん  しまいにゃ着物が ドツ トン ドッ トン持つ ち くる

闇ぶ げん に成金百姓 そん うち農地が開放 されち 地主は裸 になつ

ち しもぅた。 それ ま じヌクヌク しち ょつた しも アワレナルカナ。

コナ シタ シコス大事 じゃつた。

農村 じ小作 じ苦労 した しは どん くれ ―苦を見 たか想像 もつかん

けん ど 家族を守 っち耐え忍ん じ来 た。働 いて もちっと一ん頭 ぅ上

げれん じ 食 うもん も食わん じ家族を幸せ にち 頑張 ったが時代の

流れ じ開放 されたけん これか ら平等ん生活が保証 さるる。でん影

じゃ人 に話せん楽 しい思いでや 嬉 しい秘 め事  それなりによか っ

たん じゃね―かな。上 には上があ るごつ下 には下が。家族が元気 じ

サカ シイカ リャー ヤッパー番いい ごた るが ドゲーナエ。
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村の辻

『今年 ゃで―ぶん出来が いい』 隣のぢいさん得意顔 夏の暑 い

頃田の草取 りや らわ ヤオーナカツタケ ン ドこげ― しち出来 ちみ る

と ヤ ッパイイノ ゥ。『 トンボんやた ぁ忙 しぅ飛 びよる セ ミもこ

ん頃鳴かん ごつな った。ッバ クロもそろそろケールん じゃろ―。電

線 にや― り止 まっち。 ごたる。

『 トイム掘 っちみた ら けつか太 っち ょる しか と手入れせん じ

ゃつ たが  ゆ― した もん じオーキニオ ーキニ。指 じイ ジク リ掘 った

らころげ落つ るごつ出ちきた。 もう米 も出来 た し腹 ひとつ食わ るる

き 皆 ぅ連れち遊 び くりゃいい い っときゃ麦 ぅ煮割 っちば っか り

食 い よつたが もうしょわ―ね―ど。

ガニメ シてえち ゃろ一かの 湯 にヘ ーち くりゃいい ヤゼ ンな寄

り合 いに行 っち逢 えん じゃつたが  ゆ っ くり逢 うち話 ぅ聞 きてえ。

どっち してんセニ ャナランキ イイ シナラ早 ぅ片付 けにゃのや落ち

つかん き。俺 も年 ぅ取 った 60ど  でえぶん 日が短 ぅなったの ぅ。

晩方冷えで―た。
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作 まつ り

『作祭 り ぅす るき手肴 じクラブにきち ょくれ と』肝い りがふれち

昼か る 思 い思 いの家 じ見つ くろ―た手肴 ぉプラサゲチ。 日ざ しは

強 いがユカタ ぉ着 た しやカ ンカ ン帽を かぶ っちあ っちこつちか る

やつ ちきた。

ウ ンスケ じ上 げた焼酎 にノ ミの回 ぅつ くると トク トクと香 る。

カ ンピンに移 し『 まあ一杯 ど ぅな』『 こりゃおお きに』『 いつ まで

ん暑 いなえ』『 ひとめんなえ い じくり暑 ぅじ』『 そん代わ りゆ う

出来 た ごた るで』『 いいあんベーに兵糧が残 りそ うじゃな』『小作

がなけ りゃほ― りゃいいん じゃけん ど』『皆 い っしょじゃなえ』

話 は飲むほどに酔 う程 にはずみ 作祭 りはつかの間の楽 しいひと

とき。

転換の年

昭和 20年 10月 13日 大分 に進駐軍が入 った。終戦 と共 に食 い

物は ノーナル  ドコンココンじ闇市がで けた。大分ん片付 けに出さ

れち英語が話せん もん じゃき 竹の内ん先生が通訳 じち くれち助か

った。忠魂碑を壊す こち―なつ ち村の主 な しが出た。ダイナマイ ト

を仕掛 け議長が火をつ くると 轟音ぬあげちコ ッパ ミジンになつた

ち思 うたが  チ ッ トークズ レチ元の台座 にオサマ ッタ。来 た しは皆

タマガ ッチ オ ジケズイチ シモ ゥタ。 ゴソゴソ帰 る しもあ った キ

ビガ ヮルーナ ッチ。

陸軍飛行学校の仕事 ち言 うてん ハ タヤマ じ炭焼 き ぅしよった。

中古 のプカプカ軍服 にゲー トル巻親元 ぅ離れちお国の為 に働 くち。

朝 5時起 き竹 の茶碗 腹が減 る 婦人会の慰間が楽 しみ じゃつ た
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教科書 はね―電気 も夕食後外 じ薪 たいちそん灯 りじ 先生の Elう

つ しの勉強。 米…炭焼 きはガ ソ リンを軍が使 うか ら木炭バスを走 ら

せ るのに使 う。・・。

高等科 になると勉強は工‐ トセ ンゼ ン 仕事 や ら勤労奉仕や ら皆

出された。軍需工場 に行 くもん もあ り 木炭焼 きす るしも勉強はせ

ん き 試験の時は ヮカラ ンジャツタ。卒業はさせ ち くれた。工場 に

行 くと空襲が多 い もん じゃき 飲 まず食わずの 日も多かつた。大分

か ら野津原 に帰 乙バスの停留所 も ア ンゲコ ンゲ変わ っちヤエ コチ

ャ見つ け出さん じゃつた。

4つ ん時父たんが戦地 に出た。『遠 い所 に行 くき言 うコツー聞い

ち元気 しち ょれや』子供 ぅ抱 き上げ…最後 になるとは…『 ウチ ン ト

ツタ ンナ シ帰 ラ ンノ』『 トイー トコロジャキ  オスーナル ンジャワ

ナ』 やがち『 父 ち ゃんはな戦死 したんで瑾 母 の声が涙 にかすれ

やつ と理解 したのは終戦後 じゃつたが。

ふ るさ と恋 [√ や懐 か しや

元和 《ゲ ンナ》 時代 の墓標 が あ る き で ―ぶ ん警 か る人 が おつ た

ん じゃろ―.鏑所 じ暑 いに草 取 りや ら種 ま きや らオ オ ゴツ。 それrで

ん 地 火 ん 頃 に メ ーチ ョキ ャ出来 よつ た。粟 で ん 小 暑 ξこな っち八 せ

ん 入 りで ん  な う した もん じチ ャ ン ト轟来 た。 ネ ム リコが 咲 きは :j

め たが  手 のな ― :rゃ それ か らマ ク ゴタル .

コンダナガセ じ雨んやつが フ トーナ降 る。川 にカケチ ョイタ橋が

流 るるかん しれん けん ど 板橋 じゃき針金 じ一枚一枚ツナイ ジャル

.流されたち思 うじゃろ―が シ ョワーネーチ ャント皆つなが っち

上 げに くるぬ待つ ち ょる。オ ジーゴツ流れた水 も雨が上む と イツ

ンナカメーカ  ヒイチ ョツタ。
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:暑 いけんどイロキバナニ チシアヤソニカ メグ リボーが くるり

回るとバサー音が しち実があゆる。 3人 じバ タンバタン調子がいい

き トキ ノマニアエタ実が飛びちった。ハ ジカイーヌ辛抱 しち昼よ

こい もせん じ ナ ンノインガカノヤ 銭がね―ばつか りにハ リコマ

ニ ャナラ ン。汗が流れち目に入 ったけんど それより股 くらん方が

ビツショリジャ。

『 コイサ ドキイク ンナ』『 ドコカイキテーナ』『 イキテーケ ン ド

』『 シヨー シチキナ辻ん堂ん前』『 ふん と嬉 しい』若い二人の指切

りに 涼 しい風が そつ と吹いち胸元をす り抜 くる。 コイサは楽 しい

夢が結 ば るる。

葬送

いつか人 は この世を去 る。亡 ぅなった人 は北枕 に寝かす る。 白い

布を顔 にかけ椿の花の一本 さ し 香 ぉ焚 き死体 にカ ミソ リを乗せて

魔除 けに。米三合を持つち寺参 り 親戚 にフ レに行 くが ドゲ ン遠 い

所 に も出か け そん家 じゃ食事の世話を しち必ず食べち帰 る。茶碗

二杯 の飯 は残 さず盛 りつける。 トーフθアプラグ ゲ作 り 烏鳴 きが

悪 い とか長 ぇ病人 な知 らせがあ った とか 偶然が重 なると人はそげ

ん解釈 ぅす る。

ヨ トギは身内や組み内の人たちと 生前 の話 にな って忍 びの くり

返 し 夜が更 けるとユコーす る。 タタ ミぅあげ水 に湯を足 しち左手

左回 しじかけち洗 う。左違 いの自着物を着せ六文銭 を持たす る。ユ

コーに ゃ組 の人が立会 ぅな― 異常 な死でない確認 の意味 もあ った

。灯 りと線香を炊 き続 けて夜明けを待つ。

本当に死んだ確認のユ コーが済む と 組の しは引 き上げ 葬式の

日の参 る人のお膳 の準備 にかか る。六文銭 は三づ途 の川の渡 し賃 と
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か カ ンに納 めて ヮラを自紙で巻いてつめ る。本人の着ていた着物

を北側 につ るす。お膳を立て る家には案内の人が 参 った人 に知 ら

せて直 っ ちもらう。故人 との最後の食事で必ず直 るとされている。

死者 には身近 い人がついていて 食事 も運んで もらう。

敷米 は故人の世間体や家の財力 に もよるが 寺えの感謝の気持 ち

の現れ お礼 の意味 も含まれているよ う。男は羽織袴 女は綿帽子

をつ けて故人の最後を送 る。人生の本 当の最後で もある。

みやげ餅

『祭 り餅 ぅ持つちきたき食べて』『 そ りゃおお きに』 重箱か る

出えち洗 うと ナ ンテ ンの葉を入れ ち包む と『 よろ しゅ―申 してな

』 使 いに来 た子 に小銭 ぅ握 らす る。『 ち ゃ一おお きに』 草履の

音をパ タパ タといわせち 帰 るんの見送 ると『皆 な餅 ぅ食べ な』

母が大 けん声 じ言 うた ら もう子供 はチ ョコ ン ト座 っち待つ ち ょる

『 もろ―たな― うめ― もん じゃ』皆 な笑 うた。
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食い物四季

いのち きす るに ゃ何でんかんでん食 うち生 きらるる。四季それぞ

れの 自然 の中には 人間が生 き らるるごっゆ―出来 ち ょる。

『 餅 ぅ食 いて―』『座敷んカマゲん中か るデーチキナー』正月 に

ツイタ餅 は乾かす と カマゲに入れちナオ シチャル.腹 が減 るとイ

ロ リにサデ クベチ時ん腹おさえにす る。『 ノビルがあった き取 っち

キタデ』 そ うか  ほんな味噌 にマメ シャいいわ』『昼んオサイにな

るきの一』

『甘酒 のまんな』『 お―きに いつんなかめ―作 ったんな』『 こ

ん前ん雨降 リシヨータラ もう飲 まるるごたる』『 あんた何でん手早

ぇな―』 あが りく― じ飲みは じむ ると 話がハズー ジチ ョコ ン ト人

ん こつ一言いとなる。 F今 日は嫁 さんな』『何か会議があ るん と早

ぅか るシヨー シ ョツタガ』『 ゆ う働 くこと 何でん出来 る し』『 そ

―か な―』 言葉 を濁 したがマ ンダラワルーハネーゴタル .

桃 の花が書をふ っくらとヒシ餅が飾 らるると女の子が喜ぶ。形が

女の ソ レニニチ ョルナエ……人間の母 じゃけんな大事 にせに ゃち言

うが  や っぱ男ん子をム ドガルゴタル.『 セ リュー摘ん じ来 た き食

べん な』隣ん じが アゲ ジョウケに一杯  モツチキチク レタ。香 りが

いい き春が来た そげな気持 ちにナラセチ クルル .

ウ ドが芽を出 しち ょる。サ ンシューん葉がのぞいたき―押 しす じ

ゅ―持えた ところ 匂 いがす るんか若 ぇもんが『 オバ ンナ ンカゴ ッ

ソーハネーナ』 ち寄 っち来 た。『 ゆ うわか ったな―まぁ上んな―

押 しす しがでけち ょるき食べな―』『 の一俺がゆ―たと一 りじゃろ

―いつでんあんの じゃ―』『 なにえ』『 いんに ゃ』
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ワラベがあ ったで 暑 ぅな っち山にゼ ンマイ も顔覗かす る。節句

祝 いのチマキ ぅ配 っち フツ シ ョープ ラキ ビル と屋根 にホタ リア

グル。元気 に育つ ごつ頼む習わ し。そ う言 ゃチマキは男んあれに似

ち ょる。 ゆ ぅした もん じ自然 と人間の形 と 心を現 しちコニ クセー

ナエ 竹 の子 も出たで シャン トクイナー .

雨が多 ぅな っち苺が熟れたも藪ん中 じ取 りよるとヤワタラが 目の

前 ぃ。 コガ シが出来 た ら子供が面 白が っちハ ネ ヨル.カ ォ ジュー粉

だ らけにな っち。麦 Nllり 田植え シヨー セワシューナ

'夕
。おさい

に ゃカ ンラ ンでんスアエに しち出 しな― 水が あ る時 ゃ荒代 とらに

ゃ あ とがセ クデ。腹がへ った ごた りゃヒヤキデ ン食 うち ょきゃい

い。

『ハスイモが太つち ょつた き酢 もみす りゃいい』『 メズラシイモ

ンガアルナー』『 ナカナカハエ ンジナー』『 オユーナツタラチ ッ ト

オ ク レ』『 ヤルデ』『サナプ リモス ンダキ入湯 にでん行 こ ぅえ』

『 トイモ ン草イイ ンナ』『 ヒ トコシウッチカル ジイイヮナ』『 そ う

じゃな―切 りがな一きなえ』 暑 さん中 じ麦 Nllり 圏植え と続 いたき

泥お と しに入湯 に行 く:

『馬屋ん肥 は出えたかえ』『明 日出えち布団洗 た くもしち ょかに

ゃ盆が きめ― ごた る』『女子 しはせわ しいなえ』『 きなこもす らに

ゃな らん じ 小米 も洗わに ゃな らん暑 い きな ぇヨダキー』『ハ ツノ

ボ ンハネーナ』『 それがあるんで 盆歩 き も在所 にやイツイケルル

カ分か らん』盆の月は忙 しい 田の草畑 の草取 り 家の付 き合 いの

区切 り 盆 のあれ これがイチ ドキヤツチクル.女 ご しは布団洗 た く

もせ に ゃな らんが 暑 い外の仕事 ぅよけち家 じさす る 心配 り 姑

がおればそれ も受 け持つ き 若 い嫁 はヤツパ外ん仕事 に汗水た らし

ち 働 くこち―なる。 日焼 け した顔 じ在所 に帰 ると 母親 は涙 こら

えち迎 ゆ る。
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ヤセ ウマ ハナ ツマ ミダ ンゴ 1在 所で食 う旨さ。盆踊 りの輪 に入

っち若 い頃を思 い出す。「 元気』声 をかけ られたな昔の恋人『 めず

らしいな―』それ以上 は言わぬが花。夜 の更 けるまで裸電球が明 る

い。『 ヤ ショクイル』母の子思 う『何か食べて―な―』『何がいい

『 ……』甘えたいのだろ―. トッタ ンが鮎取 っちきたで……娘 に食

べ させて ぇば っか りに 出かけたん じゃろ―。

お宮か る神楽ん太鼓が聞 こゆる。つ き餅 にキ ュウ リモ ミの歯 に し

み るよ う。『 は ったけがあったき食べん』『 おお きに もう大 き ぅ

なつ ち ょるな』『 こと しゃケ ックシャ太 っち ょるわな』『マ ッタケ

はどげ―な』『教 え くれんに』『 み なコシキーナ ェ』『 イツカ ミツ

ケデーチ行 こうえな』

柿が熟れ る 柿が赤 ぅなりゃ医者が青 ぅな るち言 うなえ。ナ ツメ

もゆ ぅな っち ょる。ガラメも熟れち ょるで。 ドイモイ レチ ダ ンゴ

汁炊 いた らウメーモ ンジャキ 底 ぅす くいあげち食 うち しも一た。

ツ ンムイタヤ ヮラ シイ ドイモ やつぱ旬の物 ぁうめ―。 トロロ汁わ

飯泥棒 ち言 うが  フン トガイ ト食え るるなえ。

ク リメ シ アヮメシ アズキメ シ 美 しい色 ぅしち ケ ン ド粟飯

ゃ冷 ゆ るとポ ロポ ロ しち 口ん 中 ぅ飛 びまわ る。 アズキメシはナ ン

テ ンの葉をチ ョコツ ト添えち 差 し出す と上品 じいいな―.秋 は食

い もんが一杯 出来 る。 日ごろは ヒモ ジカツタジャローガ デケアキ

ニ ャ腹 ひとつ食わ るる。茶碗 3杯 は朝飯前 ち言 うが な―。働 くしは

それ くれ―食わん と働 けん き じゃろ―。

梢 に葉つぱがスクノーナツタ。テ ンポナ シが風に揺れち ょる。故

郷に も寒 い季節風がテンショム ショー吹 く。麦植えや ら籾す りん シ

コーセニ ャナラン。『ニフ トリメシ炊 ぇたで』タケノカワに包んだ

心の通 うソゲ ン友情が辛さも苦労 も越え らるるん じゃろ-6
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女の四季           ‐

急 な冷え こみの繰 り返 しは風邪 も引 きや しい。寝つ くマ ジニ ャノ

ーデ ン炊事洗た くはカガサ レン。『 ュック リヨコエ』そげな言葉 に

ゃ甘え られん仕事ん 近づ くぬ見 ると負 けと―ね―プライ ドもある

。無理 う しち しま ぅが医者 に見 ち もろ―ち 熱が出ち帰 り知つ ちよ

る家 じ ヨコヮセチモ ロータ。

ソ レデ ン家に帰 るとヤウチは食 うの一待つ ち ょる。セメチコイサ

は簡単 ち思 うが 年寄 りしもお りゃ―ソゲーモイカ ン.ミ ンネー合

ぅごっ頭 ぅ使 いスカ ンコターネー料理 に取 り組 む。『必要以上 に無

利せん ごつ』 ゆ う言 うち くるる人ん顔が チラツ ト浮かぶ。 ヮカ ッ

チ ャオルでん今は無理を承知 じ それが出来 る幸せかん じれん。寒

い風が粉雪をサ ソーチキタ。山の仕事 は ヒジーケ ン ド イノチキに

結 びつ くち思 ゃ 手 は もう仕事着 に。

牛が チ ョー シュー生 まれた。セ リに引 き出 ぇた。別 るる朝 ダルモ

ンに一握 り小米を入れた。山の仕事 も一段落 しち肌荒れを苦 に した

足跡 を フ リカエ ッチ ミタ.サ カ シュゥジ働 いた若 い頃に比ベチ ッ

トダ リガ タマル.ソ レカチ止 めるこた―出来ん。 うまい具合 に仕事

をア ンゲ コ ンゲ シチ キ リヌケニ ャナルメー。『 ォルノー』 久 し

ぶ りに寄 ると『 病気 したん じゃね―』 ち迎え ち くれた。

『 忙 しゅうじも―』 口癖 になつたそん言葉が もう 身 に シミチ ョ

ル。『病気す りゃつ ま らんで』『 しょわ―ね― き』 回 じゃ言 うけん

ど本当は ヨコイテー ヒモアル。子供が親 に甘え るよ うなや りとりに

目頭を熱 うしち 手を取 るごつ『ハ イアガ ンナー』『 タダイマ』

『 オカエ リ』花がパ ッと咲いたよ うな。手 の荒れが痛 ま しいが  ソ

リュー言 うと泣 きとうなる。 どつ ち もこらえち顔 じ笑 しヽ心 じ泣 いち

ょるごた る。
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父 の初盆を迎え るこち―な った。別の道を歩 いている納得 してい

る人生 だが 親 は心 ぅ痛め もしたが 長 ぇ間入院 しち トー トー何 も

言わん まま.ア レモコゲ ンコ トモち思 うたが  それ も後ん まつ り。

来 た客 に シッカ リシチ ョカニ ャチ思 うけん ど セツキ ッチ流 るる涙

を ジー トコラエチ。 ソレデ ン多 くの人 に支え られちコラエチキタ。

優 しい性格が気丈 じあ ったがセキ ぅ切 る。

生者必滅た ぁ巡 り来 る運命。人 に心配 りした事が少 しずつ 自分 に

帰 っち くるごたる。窮地 に立 たされ ると影でチ ョコ ッ ト手を差 し伸

べて くれ る 父 との別れは辛 くとも生 きが いある人生 カバ ー しち

くるる家族 地域 社‐会  そ しち,大 切 な人 なんかが。生 きち ょる証

を一杯残 しち こん夏 も乗 り切 りてえ。仏前を飾 る供え物 は父の蒔

いた種が 育 ち咲いたのだろ―『お父 さん よか ったね』

踊 りの会があることになつ た。常 日ごろの人 とな りが コゲナ時に

分か るもの。世話を引 き受 けたそん人は気丈な性格 じゃけん ど 面

倒見が いいき皆がち―ち くる。ムズカ シイ女 ごの世界そ りゅ―纏め

ち行 くな一 大事 じゃが人の心を大事 にす る心ん結 びつ きが  ソイ

ツ ヲウマイグアイニ出えち ょる。農仕事の忙 しい時ヤラスルコター

オオ ゴ トジャツタジャロー。

責任感の強 い リーダーと協力 しあ う人の心 調子 ゆ う噛み合 うち

誠 に見事 出来上が った。世話をす る しの身 になる さるるしの事 ぅ

考ゆる事が ドダーイイコ トカ。イ ッタイ トナ ッタ時女 ごしは強い。

無事済んだ 日ウレシュージ顔がみな喜ぶ。や り遂げた満足感そりゃ

物や金 じゃ変え られめ―。何かやる時にゃサカクジュウコネタ リ

イランコツーシタ リスルケン ド真心が 人の心に通 うごつなりゃ

もうしめた もん。 ソレマジヒマガイルケ ン ド。
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泣 いてん出 らん涙 もあるが 思わずポ ロ リ出 る涙 もあ る。嬉 しさ

を ジューライチメ ンニデーチ キラ リ光 る涙。苦労承知 じ今がある

んだが  それを本 当に分か っち くるる人はス クネ ェ。家族 夫婦

親子でん見抜 けん事 もある。心の通 い合 ぅ一瞬すれ違 った人でんサ

ッと見抜かれ る事 も。不思議 な世界だか ら生 きる楽 しさ もあんのか

『 も しや』 と思 う甘えが出 ると人 は頼 りに シタガル。泣 きたい時

にダ レカキイチ ク レンカナ そげな こつ ―考えちみ る。心ん鏡 に写

るとす りゃ ドンク レーイイ ジャローカ。夢 のよ うな こつ一思 うと顔

が赤 ぅな った。 ソジャケ ン ド突然のデケゴ トモアルデ。数多 い人ん

中 じチ ョコツ ト挨拶 した 相手 になんか印象づ けちいつ も 気軽 に

話か け らるる。

出会 いの不思議 さち言 うか 人の一生 に大 きい宝 になることもあ

る。人生 にゃ 99の 苦労 と 1の 幸せが アルラシイ。イイ ヒ トニ出あ

ぅ事 ぁ幸せに近づ いた現れかん しれん。『 あん た元気な』『 六ィァ

ノ トキ ノ』久 しぶ りに出会い親子のよ うに 違和感のない人 心が

安堵感 あ って話せ るア ンマ リわオラ ンケ ン ド。モ ウケタヨーナ嬉 し

さが。

正月休 みに 3日 間入湯に行かせ る。 日ごろ苦労す るか らせめて も

骨休み にと 若 い嫁 さんが子供 も親 に頼んで出か ける。大胆不敵な

習慣が農休 日と合わせて出来 たのが  もう40年 も前の事。田舎 の

山里 の若嫁 に楽 しい 目日を と 決め られた ごたる。遠慮の一行 くけ

ん ど宿 じ セツセ と編み物 舅の姑の と心 くば る。

孫 と帰 りを待つ親の気持ち も自分 たちが 苦労 し通 った道 じゃ―

きゆ う分か る。『 おお きに』帰 っち きた嫁 さんの上産はヌキー毛糸

の半纏  親 に着せ る思 いや りは微笑 ま しい こと。
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お色気数え歌

『 お前 は男前が いいきモツル じゃろ―』『 ソゲ ンコターネーデ』

『 あ りゃ一気をつ けにゃの一』『 わか っち ょるき』『 ゆ う唄 にある

じゃ一ね ―か』『 どげん唄かえ』『 あ りゃ―ヤ ンナ知 らんのか ほ

んな教えち ゃろ―』『教えち くん な一』 一人娘 は…養子覚悟 じの

。二人娘 は一姉ん方か るの。醜 い娘ん時は…情 け心 じの。他所ん二

階ん時はの…音がせん ごつの。淫売女ん時はの…病気貰わん ごつの

。昔 91染みん時はの…腰が抜 くるほづの。菜 の花畑ん時はの…蜂 に

刺 されん ごつの。山の帰 りん時 はの…木の根枕 にの。 こんめ―娘ん

時はの一抱 っこ しちの。尊 いお方ん時はの…羽織袴 じの。『 ヘーい

ろいろあ るん じゃな―』『 ゆ う覚えち守 らに ゃの一』『判 ったで』

ほん な炭坑節ん替え唄 じひとつ …唄 ぅち ゃろ― .

『 高崎山か る吹 く風に イマキ取 られち押 さえホホ なん じこん

手が放 され ょか 放 しゃ恥ずか し茶碗 ホホ サ ノヨイ ヨイ』

『 あん たいつたいぜんたいどこん しな 顔 は福 岡 目は久留米

国は山口 手 は肥前 心門司門司 気 は佐世保 サ ノヨイ ヨイ』

『 あん たと一緒 になるんな ら 月の差 し込むアバラ屋 じ 主 さん

思 うち針仕事 手鍋 さげてんわ しゃいいで サ ノヨイコイ』

『 月が 出たでた月が出た 山の炭坑 の上 ぃ出た あん まり煙突が

高 ぇきな さぞやお月さん煙て じゃろ サ ノヨイ ヨイ』

労働唄が形を現在風 に変えて 楽 しみの時間 に口ず さむの も 心

を癒す方策であ ったのだろう。女性の シンボルを仄かに匂わすの も

男 にはいか に 女性が大切かが押 し計れ る。
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『 そ―な ホ ンナ唄 ぅき』 ……・帰 りつ いた ど里の灯見え る あれが

丹生山練 ヶ迫 …・…

『 おいさん どき行 ったん な』

た』『 早 ぅ帰 らん と心配す るで』

●灯が見 ゆ るで』『 フン トヤや

『 よ―い湯がエータカ』

ったん な 湯が沸 くき入 っ

『 イ ンゲ煙 りが 目にシュー

野良仕事 泣 きて一ぬ じ

っち くる。

馬子唄恋 しや里 の灯見えて

『 お―今帰 りか お寺 ぇ行 っち ょつ

『 そげん こた一ね―』『 チラ ッ ト

お前ん馬子唄 ぅ聞 きて―の一』

『 ダ レカチ思 うた らオイサ ンナ  ドキ行

ち帰 りゃいい』『何かお前 ぁ泣 いたの』

ジ ソ レジ』 若 い嫁 には毎 日が ひ じい

つとコラエチ タ暮 れになりゃ悲 しぅな

茶摘みが は じまった。株元 じ摘む手先が隣 じ加勢す る 若 ぇしん

手 にあた った。顔見合わせちニ コ ッと笑顔が コボルル.心の中に燃

ゆ る恋心がヤ ンガチ……ュ ウグ レに外か る声が聞 こゆる。娘 は胸 さ

わ ぎが しち 覗 くと木の影の姿が判 る。義姉が メザ トク見 ると『 こ

つか る行 きな一 こく―開けチ ョクキ気を ツケナーエ』気を利かセチ

裏木戸か る。側 に駆 け寄 ると しっか り抱 きつ いた。

『好 きにな ってんいい』 ソ レク レー言 うと胸 の鼓動が高 まる。

Fイ イデ俺 もそげ―思 いヨツタキ』心が通 い ヨッタ ンカ 若 さが ウ

ラヤマ シー。上手 にフセを した洗 いたての着物が 風 にチツ ト靡 い

ち ょる。年寄 りが カマブタプセ じイイチ言 うが  娘 は針をツマム ン

ガスキ ジ 品のいいキ ョナ シ。ハ ー ジョーガキ ビシイキ身暗みが

とてんエエラシイ。

フタ リン夢がさめん ごつ月が雲間 に顔 ぅ 隠 しち くれた。抱 き合

う肌 の温 もりが チツ ト寒 ウナツタニ人を暖む る。 ヒルマ ン仕事ん
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ダ リも忘 れ た ゴタル夜 ガ フケ チ イ ク .

苦労 あ ったが楽 しい事 も

『 こん くれ―ん事がでれでけんのか』『 ……』 は じめちす る仕

事 にオ ドオ ドシナガラ ソレデ ン負 けめ― ごつ必死。なれん手つ き

が人一倍苦をみ る。叱 られ気を使 いアゲ ク ンハテニ ャ悪 い出来バエ

。 ソ リュー シナガ ラ もう10年 もた った。『 いつ ま じたってんで け

ん困 った こっ じゃ』『 そげ=言 うてん 思 うごた一いかんわな』

ヨ リガア ッチ話が若 ぇ嫁 ごん こち―な った。『俺かたん嫁 ごんや

た― ヒツコス ッテ ン モノモイ ヮンジ』『 オ ドーカタ ンヤター調子

ん いい こつ一言 うが 年中ズボラカエーチ ョル ゴタル』 テ ンシ ョ

ム シ ョ悪 ぅ言 いよると 日頃難 しい ジイサマガ『俺かたん嫁 ごは言

うの も言 うが  ヤ ンノンヤル ド』 ちマクシタテタ。

『俺かたん嫁 は………』ち言 うのと  『俺かたん嫁 ごも……』

じゃデープ ン意味が違 うち くる。 ソー ジャローガエナ『 は』が入 る

と普通の家ん じとはチ ッ トー違 う。『 も』が はいると普通の家 と同

じこちァな る。言 いたか ったな― 俺かたん 嫁 ごはチツター気 に食

わん けん ど 他所ん嫁 ごに比べ りゃ チ ョイ トデケガチガ ウ ド ち

言 いたかつた ごた る。

本当は 自慢 して一けん ど意地 もあきソゲー褒 む る一訳 に もいかん

義父 の立場。心の中 じゃ悦 びよるごたる。 ソ レジコス家族 じゃろう

。縁 あ っち家庭の中にはいっちきた 同 じ苦労 も宿命な らばいずれ

世話 に もなるん じゃろ―。でん威厳 もあるき手前 も見せ と ぅね―。

じゃけん ど他 に出ち比べちみ りゃ ヤツパ ウチ ン嫁 ごが一番 じゃろ

ぅ。ザマ ゥミタカヤ ン ドドー。
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『 お父 さん茶を飲 まんな』『や―茶おけは何んか』『 お茶おけは

ね―で』『 ほん な―いい』 素直 じゃね一けん ど本当は甘えち ょる

んか しれん  コ ビル ドキチューニ……。

★   五助 さん な ここま じ話す と腰か るタバ コイ ンを出えち

『 タバ コ ぬ―でんいいか』 皆の顔を見渡 した。あん まり

調子ゆ う話 ち ょるもん じゃき 聞 きとれち ょつち 気がつ い

た ら で一ぶん時間 もた っち ょつた。それでん昔ん じの苦労

は ち ょいと想像 もつかん ぐれ―厳 しかつ たごたる。

それでん家族を親子を家を守 り

なが ら来 た 長 ぇ歴史ん中 じ人 は

ち ゃん と生 きち も来た。苦労が い

つか報 い らるるち信 じち。 この世

じ無理 な ら あの世でんいいち思

うちみた り いんにゃヤウチが よ

か りゃ俺 はいいど……とも……。

方言 ぬ使 うち しゃべ る時 古 い

時代 に生 きち来た故郷ん 人情 も

垣間見 る思 いがす る。人が人を愛

し人 と関わ り 人の世話 にな りな

が ら 皆の幸せを願 ぅち暮 らす時

いつか きっと 素晴 らしい故郷が

約束 さるる じゃろ―。

苦労 して家を守 り社会 に貢献 し

た人 たちに 心か ら感謝 して明 日

は今 日よ り 幸せに皆で築 きあげ

て いきて―なえ。
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語 りべのある町は 人の心が優 しい

古 くか ら語 り伝え られている 民俗 伝説 もい くつかある。それ

だけ人が人を大切 に して 語 り残 してオキテーか ら そん な気持 ち

の現れか ら 残 って きたのだろ う。心が通 して物悲 しく 自分 にど

ぅに も出来 ン事を 後の人 に託す ソゲナ気持 ちが  『 語 りべ』

とな って いるものが多い。文字 も書 けぬ人が多 い時代 苦労 に甘ん

じての生活 に
=満足 した時代の心の支え と して 残 って来たのだろ

う。

語 りべ

朝早 ぅ起 けち飯ん準備す る一 日が ままじまる。麦飯 に味噌汁 と漬 け

物が  ま ぁ普通ん家ん食事。薪物が燃 えん と腹が たつ 生 しい時に

ゃテ ンショム シ ョフスボル.男 しが ダカイスル  ッボ ゥハ ヮクナー

子供ん仕事。食 与ヽません男 しは仕事 に出 るシヨースル8乳 の ませ し

ち年寄 りに子守 ぅ畿むと セ ヮシューチーチ行 く。
‐
l‐ ゼ ンに洗 うた

洗濯物 は激 しぅ干 さξこゃ 姑が 置を光 らす。

仕事 ぁ男 じと変わ らん ごっ働 くきダ ッチ シマ ウケ ン ド 昼の シヨ

ー シチク レタ飯 に茶をかけち食 う。横 にな っち体む男 しん横 じフセ

モ ン 子供ん世話 も待つち ょる。 コ ビルの準備 もシチ ョカニ ャチ

思 うと片付 け もそ こそ こに 火の側 じジ リぎヤキを作 る。墨か るスノ

仕事 も終 いはね―けん ど 家 じヨコウヮケニモイカ ンキ 子供を頼

み出カ クル.子守 ぅシチク レタナー仕事 :こ 使 う方便 じある。

チツタークローナ ッチ晩の事 も苦 にな るけん ど  しまい仕事 じゃ

きなかなか止めん。気は急 くに言 うとヤカマ シイ き幸抱せ にゃ。え

―と『 いぬ るど聾―‐声で帰 り支度を もうみな りは薄 くらい。家で
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は年寄 りが ダ ンゴ汁を炊 いち くれ よる。それだけでん助か る 子

供 に乳を飲 ませて そんなか まに他ん しは もう食 いよる。一 日中

お らん親か ら離れない子をエニ トハ ナ シチ ツメ トーナ ッタ だ

ん ご汁をす くいあげち……

夜 中に近 い時間にフセモ ンガえこ と済む。風 呂に入 るともうヌ

リーケ ン ド モヤ シチクルル シモネー.目 を閉ず ると里の父母ん

姿が浮かぶ、姑が『 モヤソーナ』『 イイ ンデ』 ソウイワニ ャ後

じ何 ち言 うか判 らん。嫁 はいつ まで も嫁 なんか 人の子人の親 な

のに苦労 した人が それを受 け継 い じ しみ じみ味わ う夜 中の風

呂。

嫁 とはそ こまでニクイのか いやそん な気持 ちにさせ る親子の

考え方の問題。床 に入 リー 日を振 り返 り 自分の時代には同 じ思

いは した くないと 心 にきめ る。同 じ屋根 の下で住むのに 縁が

あ って暮 らすのに そ していずれ先 に世話 にな るであろ うに 考

えが回 らないのか哀れ人生 と悲 しくなる。

涙が ポ トリ枕を濡 らす。寝返 りの夫が 目を覚 ま して 肌を マサ

グル と無心を言 う。昼の疲れが頭を持 ちあ ぐるが 楽 しみに シチ

ョル ンジャローチ 応 じてや ると女の性の惨 めさがょぎる。嫁で

あるが他人であ る どんな捕 らえ方で人を見 るのか。疲れた身を

精一杯尽 くして も それが嫁 は他人 な ら報 いは何か。農家の嫁の

労働力で しかない とすれば大変 な考え違 いち思 うが  どうじゃ

ろ―か。身 も心 もボ ロボロニナ ッチ ダ レガ ソンヌスル ンカナ

大事 にす りゃ大事 にさるるこち―なるになえ ほん と。

百姓ん女 ご しは忙 しい…ひとコマ じゃ

けん ど 我慢 しち耐えたその代償 は何で

あ ったか 家それぞれに異なるが。
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笠が淵の伝説

荷小野 に母 と若夫婦が住ん じょつた。姑 は意地が悪 いき嫁 はいっ

も泣 きよ った。夫 に話す と『 言 うこつ一聞か にゃ』ち言 うばか り。

あ る雨の 日嫁のち ょいと した こと じ 姑がテ ンショム ショな じつた

。 もう我慢がでけん ごつな った嫁は 笠を もっち家を出た。 カサん

方 に大 けな岩があ る 嫁はと ぅと ぅ思 いあまっち そん岩か る谷 に

飛ん じしも―た。 ところが突然風が吹いち笠が舞 い上が っち シモ

ん方ん淵 に沈ん じしもぅた。……それか るは 皆がそん淵 ぅ笠が淵

ち呼ぶ ごつ なった :

仏水の伝説

460年 ほど昔 今市の松尾 ち言 う人が居 った。国 りにゃ家 もね

ぇ寂 しい所 じゃつ た。年の暮れの夜 観音様のお告げが あっち『 こ

れか る一里 ぐれ―南に行 くと阿弥陀様がお らるる お連れ じち奉 り

なさい そ ぅすれば幸せになるか ら』 不思議 に思 うたがお告 げん

所 に行 くと 阿弥陀様がお られた。 自分の家 にお連れ しち東ん方の

谷間の美 しい水 ぅ汲み 仏飯 ぅ炊 いちホコゥタ。 そん水は東 に流 る

る仏水 じ 阿弥陀様をお連れ しち建てた寺が 安楽寺 との こと じゃ

姫隠 しの伝説

片草ん昔は人里 はなれち隠れ住む にゃチ ョウズ ョヵッタ.源氏 に

敗れた平家ゆか りん者 たちが  あち こちに落人 と しち身を隠 した。

お姫様 も追 っ手を逃れちこん地 に辿 りつ いた。お姫様が亡 くなつた

時 朱漬 けに しち石棺 じ埋葬 したち言 う。家の向か いにコ ンモ リ山

があ る そん山を上 ると近所ん しの墓  そん奥 にあるのが伝説 の墓

ち言 う。字 は も.う 判 らんけん ど墓を木の棒 じつつ くと コッコッち
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音が しち石棺 らしい物 にあたるごたる。

通のた一違 うごたる。

盆 にゃ 7日 に掃除 ぅす るが  13日 に

。お盆 にゃ灯 は トボサ ン習わ しになつち

の墓 じゃろ―。

東 向 きに立 つ ち ょる き普

ゃ参 らん じ14日 に参 る

ょるとか。や っぱ隠れ人

諏訪神社 あれ これ

長崎の諏訪神社 に分霊を送 る途 中 長旅 じヨコイ トーナ ッタ。

ココジ世話 になつたき お礼 に分霊を少 しオイチ長崎に立つた

チイ ウ。山の神 じ土地を大事 にす る 人 たちの守 り神 とな った。

ココ ン土地ん人たちはソンコルカラ 農耕技術が進ん ジョツタキ

心打 たれち 分霊を奉 ったとか。

トリが運ぶ途 中 じア ンマ リ美 しいモ ンジャキ 見惚れちつい一

声鳴 いたモ ンジャキ 分霊が コボ レオテチ 神が ソクー安住の地

に したち ゅ―。南面 に向 き北 に山を ウケチ ウチフ トコロに抱 か

れた ここは 恵 まれた場所 じゃつたん じゃろ―。東か る昇 る太陽

ぅ:をけちいいところ じゃわな。

辻田ん堤がクズ レチ大水が出た。ナニ ンカニ ンオオゴツーナツ

チ 土や ら石や ら木や ら流れち くる。タマガ ッチシモ ゥチ逃 ぐる

。そん水はセ リクリオーチ土取 りん下ま じも流れち行 く。ソシチ

左向いたかち思 うと東に流れた。いい按配に手前ん小船ん方はエ

ー ト床ん下にヘータダケジス ンダ。 ドーデ ン諏訪様んお影 じゃろ

―ち 皆な言いよった。

ざ ギ
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得 したと思 い失 う物

畦を少 しずつ削 うちゃ田んぼを広 む る 欲張 った人がお った。 1

0年 ぐれ ― した らデープ ン広 ぅなった。横ん しは『 マメー シチ ョケ

』 ち取 りあわん じゃつた。病気 しち他所ん しに田起 こしを頼む コチ

ィナ ッタ。 ソゲ ンコターシラ ン頼 まれた しは 念入 りに隅 々ま じ起

しちア トチツ トーニナ ッタ。

トコロガナ Hllり 取 った田んぼん元石 はチヤ ン トアルキ そ リー

コガラ ゥ引つかけち しもぅた。 コガ ラは壊す は牛 は暴 るるは大怪我

す るは ソコ ンシニアローアツタケ話 した。損害は取 られ怪我ん薬

代 は出え ち ソンアター誰 もシチ ク レンジ ワルカツタチ断 り言 う

や ら

動かん ごつ なった石

境 に昔か る境石が置いち ゃる。 コシイ シガチ ッ ト動か しち ソレ

ガ シレンモ ンジャキ 次ん年 に又ち っと動か した。 5年 ほづ した ら

畝一筋広 ぅなった。隣ん じは知 っち ょつ たが チ ッ トグレーイイヮち

マメー シチ ョツタ。ある年 に大雨が降 っち土 も流れ そん石 も動 き

でえた。雨が上ん じ行 っち見 ると石が反対 に動 いち ょる。 そ りゅ―

見 た欲張 りが『天罰があ った』 と思 うたが 自分か ら断 りなんか言 う

もん じゃね―。

天気 になつた二人が畑 じ出会 うた ら 『境 はどこじゃつたかな』

ち言 いでえた。『 こん石 じゃろ―がえ』『 そ う じゃつたな―』後 は

何 に も言えれん じ泣 きで一た。『す まん じゃつたわ しが悪かつたコ

ラエナー』 地 に手をついち断 りぅ言 うた。 それiか るは仲 ゆ うなつ

ち 作 もゆ うで けた。
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呑 まずの水

長者原 と言 う所 は見晴 らしが いい所 じ 鎧が岳 ち言 う高い山が聟

え 昔城があ った。難攻不落 な城 じ栄えたそ うな。 こん山か る流 る

る水 は昔か る  『 呑 まずの水』 ち言 うち呑 まん じゃつた。 いつん

頃か何の戦いか判 らんが  ここ じ激戦 じフ トーナ武士ん命が失われ

ち しも一た。三 日三晩にわた っち流れた血が 川の水を赤 ぅしち し

も ぅた。

そん本 は武士の霊を トモラウ為か 流れの水 は今でん美 しいのに

誰 も 呑んだ りはせん じ 昔の語 り草 と しち伝わ っち ょる。森林公

園にな り春は桜  初夏はつつ じ 秋は もみ じに人の心は 奪われち

おわ るけん ど 音を辿 る物語 には人 に知れん 悲 しい運命が隠 され

ち ょる。

豊後岩屋

川岸 の高 い岩陰 にコンメー入 目がある。豊後岩屋 ちいいよ った。

ここん奥 には人 には見たこともね―物が あ る ち言 うが何があ るか

見 た もん もぉ らん ち言 う。昔の神様が ここを利用 しち 世間のナ

リワイを心配 しち相談 したんか それ とん人助 けん為 に世話を した

んか 誰 も入 っち見 らん き判 らん。た しか に人が居 たこた―間違 い

ねえ ― .

い っぺん くぐり抜 けち出ち くりゃ― 運が いいち言 うけん ど 誰

も行かん ところ―み りゃ一 度胸がゆ―ね―とオ ジージャロー。人

は弱 ぇもん じゃき人 にすが り 助 けを こうが 自分の事ん じょ―考え

ち お るごともあ る。人ん代わ りに入 るイイ コチー出会 うかん知れ

んが  ドー ジャ
=― 。
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す りの地 蔵 さま

なんか声がするき そん方に行 っちみた。す りん しが連れち来た

地蔵さんが 泣いちょるじゃね―な。それ も『す リー帰るち』 言

ぅち。坊さんな『 2 3日 もす りゃ慣 るるじゃろ―きマメーシチ ョ

ケ』 ソゲーシチ ョッタンジャケ ン ド 泣 きやまん。す りん じゅ呼

うじ 連れち帰つちもらうこち―なった。

すりん じゃ『 もうヨダキーデ 運ん じ来る時ゃとてん重 ぅじ苦を

みたに』いい返事 ぅせん じゃつたが 何べんも言われち仕方ね―な

一皆 な じ連れち帰 るこち―な った。 ホイタ トコロガあげ―重か った

に こんだ軽 いことち ゅうた ら。 ヨツポ ド元ん所がいいん じゃろ―

。今でんす りん田のクロにゴザツチ ョルデ。 …… こん地蔵 さんは珍

しいオ ナ ゴシん地蔵 さま じゃつた そ うな……

お寺 ん地蔵 さんな男 じゃつた き いいな―ち気を利かせたけん ど

やつぱ 悪かつたん じゃろ―な。

好 き じいつ も側 におるのがイイ しもあ るけん ど 別々にお っち時

時逢 うのが好 きな しもあるごたる。勝手 に気を利かせたち思 うち ょ

ると 本 当は迷惑 じゃつたん じゃろ―。

地蔵様 は願 いを込めち立てたか る そん じの思 いを大切にせん と

願 いが無意味 になるけん じゃろ―。道端 に立つ ち ょるき地蔵 さんは

いいかん しれん。赤 いヨダ レカケが風雨 にさ らされ 時々花をかえ

ち もらう そげな地蔵 さんがや っぱ 一番 いい ごたス.

-167-



厄年 に帯を買 う

19は 女の厄年 ち言 う。古 くか る長 ぇもん買 うち厄よけす るとい

い一ち言 う。 いつ もつい忘れがちん帯 ぅ買 うよ うに 思 うな―とて

ん いい こど じゃち思 う。イノチキに追わ るるとままならんが  せめ

て腰紐ん一本でん心が通 うちお りや。母が そつ と渡 した小箱 に入 っ

た腰母を こつそ り開 くる娘の弾む心  そ しち娘 は大人 にな っちい

く。

ある日遠 くか る遍路 しちきた老僧の足を見 ると 緒の切れ たワラ

ジ優 しい娘は見兼ねて さつ き貰 った腰紐を裂 くと 緒をたてちゃ

った。足 に巻 いち ょつたカズラを受 け取 ると 見送 る心の中はいつ

まで も熱 ぅなつち 自分の事 よ り人を助 けた嬉 しさに 乙女心 は燃

えていた。

そんな娘が近 く嫁に行 くこち―なつた。戸口に立 った僧は言 うた

『腰紐 じ緒をスゲチクレタ人に お礼を言いと一ち』と 修行がす

ん じ そん間 もいつ も仏に祈 り厄よけ納経 しち くれちょつた』 ち

言 う。そん包みには白い縄布が。嬉 しさに頬を濡 らした娘に あん

たん優 しい心はこれか ら先  きつと素晴 らしい人生である ち。

大蛇の恩返 し

辻 田ん水べ じ子供ん コナ シチ ョッタ蛇 ぅ助 けち ゃつた医者が 子

供ん流行病 に困つ ち ょつた ら 若 い娘が奉公 させ ち くんな―ち 訪

ねち来 た。貧者 じゃつたけん どよつぼず困 っち ょる ん じゃろ―ち

加勢 しち もらうち住みち―た。 そん娘ん もつち ょつた不思議ん玉 じ

医者 は 次々に子供ん病気 ぅユ ーナラカス コツーデケタ。

ソシチいつ時す るうち 医者 と娘 も仲 ゆ うな っち二人は夫婦 にな

-168-



ったん じゃが夜中ん三時頃には歩いち それ も『見 らん じくリー』

ち言われちょつた。お医者 も好 きな 自分の嫁 ごん こつでんあり

ちった嫉 くるけん ど我慢 しち それだけは守 っちょつたが お影 じ

仕事はとてん人気があっち メーニチ来 るしが多か った。

そん不思議な玉ん話 ぅ聞いた川下ん殿様が そん玉を納め出すよ

ぅに言われち お医者は仕方の一出えち しもちた。子供ん病気を治

すに困 ったお医者は こん こつ―嫁 ごに話すと『 うちが何 とかする

き』 ち言 うち又夜中に出ちいくけん あつ一ちいち行 っち見た ら

何 と 辻田境の水べに行き竜の姿に変わ り そん目は片 目竜の哀れ

じゃつた。

そ こに座 ると『 わ しの好 きな人ん為 になるん な ら』 ち言 うち残

った目を又 くり脱 い じしも ぅた。お医者 はは じめち竜の恩返 しち解

ったけん ど  『 見 ない事の約束を』 守 っち一足先 に家 に帰 った。

い っとき じち帰 った嫁 ごん手 には 美 しい玉が一つ光つ ち ょつた。

流れ落 ちるよ うな涙か くしち 次ん 日か る子供ん治療が続 いてち

有名 にな った。そん話 ぅ聞いた殿様 は又欲 ぅは っち 納むるごつ言

ぅち来 た。仕方 な く又納めた こつ―知 った嫁 ごは 高台 に一緒 に来

るよ―にフ レぅ回 しち イツキニ栓を抜 くと共 に雨 ぅ降 らせ た。下

ん町はい っぺん に流れち しも ぅたち言 う。

そん時か る優 しい嫁 ごん姿 も見 られん じ 竜神 じあったことも解

り 殿様 も無理を言 うたことを悔 い 恥ずか しが り供養 しち……や

がて里 に も平和がや っち来た とか 言 う話 じゃ……
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母なれば親 なれば   |

苗代ふみがエー ト終 っち麦 もデープ ン色 ち―た。 ドーゼ ン秋 にゃ

子供が生 まるるんか チツ ト腹 ぅセ リデータ 近所ん嫁 さん ソ レデ

ン朝早 ぅか る田に出ち 日なが な一 日汗 まみれ。暑 さも加わ っち食

ぶ るもんなバ ッカ リ食 いの明け暮れ。 チ ッター滋養 にナルモ ンチ卵

ぅ モ ロニタが大所帯の中 じ一人食 ブル ヮケニ ャイカ ン。

たまに在所 に帰 るとベターち寝そべ っち あれ これ気を使 うち口

に合 うもぬ ぅ 作 っち くるる母親 に『 もういいで』 と口 じゃ言 うが

思 い切 り甘え 食べて―あれ もこれ も 作 らちほ しい。でん 自分 も

も ぅす ぐ母親 になるのかち思 うと 若 い楽 しい時代が少なかつたき

一層悔 しさ も残 る。

『 お前の好 きな刺身が出来 たでオケナー』父親 に言われたのだろ

ぅ 精一杯の献立 を した母の頭 には もう白い もんがメダチデータ

。 クチカズ ンスクネー父親 も 仕事 じソバニ ャオ ラ ンケ ン ド心 は

それ以上 に結 びチーチ ョル。苦労承知 じアルイタ時は化 しさ切 なさ

が 胸を痛 めち。

それ も人並み人間の宿命 ジャロー.元気 シチ ョリャ自分 たちの幸

せん時代 も ヤ ンガチ来 るジャローキ。子が出来 ち人 にム ドガラル

ル 時 にゃ横着 にな っち年月が流れち 今 の苦労を子供にサセ ンゴ

ツいい家庭を 作 っちほ しい。母の心尽 くしの食事 に運ぶ箸が時折

止 まる。家ではタマネギ とカ ンラ ン味噌汁 にタクワ ン それが もう

一週間続 く。健康で居 るのが不思議な くらい でん贅沢は許 されん

。そん ツケは自分 たちに来 るか ら いつか きつ といい こともあ る

と信 じち。在所歩 けば三里の道 も 嫁 と言 う名が邪魔をす る。
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水を恵んだ老僧

粉雪 の降 る夕方見すぼ らしい老僧が門 に立 った。「せめて一夜泊

めち ょくれ』少女 は『 何 もあ りませんが せめて火で も』 と家の中

に入れ た。 ヒビを切 らした赤 い手 じタキモ ンを差 しくぶ ると お茶

を勧め炭焼 きの親の帰 りを待つ ち ょつ た。鍋 に炊かれち ょるのは ト

イモ と粟の粥か そん香 りが漂 うち ょつ た。老僧 は目を閉 じて動 こ

ぅともせん じゃつ た。

『せ めて これでん』お碗に盛 られた粥『私 は泊めて もらうだけで

有難 い』 と が無理 に勧め られて押 し頂 いて老僧 はすす った。頬を

伝わ って流れ る涙 娘が見つめち ょると『今一番何が欲 しい』 と言

葉静か に問いかけた『 せめて も少 し水があ りゃ―食べ物が取れ るん

じゃけん ど』無理 な小言 と解 っち ょる 少女 はそ う言 うと下 うつむ

いた。

夜が明けた ら死人のよ ぅな老僧の姿 はない『西の方の岩の影 に水

が 出 るだろ ぅ』 地図で示 した所 に掘 ってみ ると なん と水が湧 い

て出は じめた。あの老僧に恵んだ一椀 の粥 とす夜の情けが  この地

区に水を もた らして くれたそ―な。

練 ヶ迫

丹生 山善生寺のあった丹生 山は府 内ん丹生や荷小野『丹生野 じゃ

ね ―かJと  一緒 に朱があ っち女 しが身だ しなみ に装 ったん じゃな

か ろ―か。そげなんを塗 るこつか る 練 ヶ迫 ち誰かが言 いで―たち

名づ け られたん じゃあ るめ―か。周 りに栗林 柿木 鍋なんか地名

もあ っち そん頃ん豊かな暮 らしが しのば るる。
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そ りゃ―畑 どころ じ広 い畑がガイ トーあ っち 穀物ん粟や ら大

豆や ら植えち里芋んあ ったち言 うき イ ノチキ ン高度 なことん解

る。直入文化をは じめ大野文化 天領文化 肥後文化を うま くコ

サギ クー ジ生 き方は 素晴 らしかつた ごたる。そん反面不作ん事

も考 えちイ ビラ餅 竹の実を食 うことも考えち ょつたち言 うき

や っぱ偉え しが多かつたん じゃろ―。

宿場町

丸山八幡 に 日がさ しかか ると 今 日も天気が いいようじゃ。早

発 ちの馬 は も う荷をオオセチ ダノモ ンぬ食いよる ほ ぅかぶ り

ゅした馬子が脇 ぅ向いち手鼻 ぅかむ と『 サ ー行 くかの ぅ』馬 に呼

びか くるよ―に優 しい声をか けた ヒヒーー声噺 くと手綱を引か

れち歩 きだす。石畳 に軽 い音を響かせ ち。

『 あ りゃ― もう行 くかえ』『 あ―行 っち くるき』『今 日はどこ

ま じな』『 府内 ぇま じ』『 そ りゃ一ひ じいな』『商売繁盛』『 そ

ぅじゃな気をつ けち行 っち きな一え』『 おおきに』あと見送 った

馬 と馬子の影が 石畳 に美 しく映えち ょる。涼 しい風 に揺れ る木

の葉がアユル と風が吹 き上 げた。 そ りゅ―見ち ょつた子供が  ツ

ゥジォイカケタ。

そろそろ旅ん人たち も出は じむ る。宿を出 るぬ―見送 っち『気

をつ けちお帰 りは又お泊 ま りを』『世話 にな ったな―』人の心が

通 じ合 うもの 初めて泊ま って世話 になつて その別れはやは り

辛 い もの『 おお きに達者でな』『 あん た も気をつけな リーえ』

『帰 りにゃ又寄 るきいな』『待つ ち ょるきな』 宿場町の朝 は別

れ の朝でん ある。名残 り惜 しくも……
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横道…よこど ぅ

たま りみずを過 ぎち櫨山マ ジは西 に 眺めん いい横道 はア ンゲコ

ンゲ曲が っち 自然石ん道が続 く。 ところどころに岩ん間 ぅクグ ッ

チ出ち くる水は冷テェ ロに含む と喉 ゥ歌 ウチ通 っちウメーナ ンチ

ャネー。 コゲ ンウメーナ初めち そげ一言 う しも多 い。そん はず じ

ゃ岩 と岩 とん間 ぅ出ち来たん じゃ―きな。

『 ま ぁ一服 しゅうか』 一本松ん影ん石 ぃ腰 ぅカケチタバ コふか

す と 上 っち来 た人 たち も立 ち止 まつ ち一服す る。『暑か った じゃ

ろ― ここは涼 しいで』『本当にいいな一眺め もいい し』『 ど こま じ

行 くん な』『久住 ま じ帰 るんで』『 そ―なホ ンナあとチ ッ トじゃな

―』『 あんた ドキ ー行 くんな』『 わ しゃ野津原 ま じジャケ ン ド』

頷 いた。

行 きす りが いの人が言葉を交わすの も 情が あ る。旅をす る しは

皆 な人ん こつ―思 い 自分 も人 にデ ジニ シチモラウチ 無事旅 も出

来 る。サカ シイの もいいが人の世話 もシチ ョカニ ャ 自分 も人 の世

話 にな るき上 り下 りん人が オユーナツタ。馬 も上つち来 た馬子が

いい声 じ唄 いよると 皆な聞 きほれち シモ ゥチタマラ ンナ ェ。向 こ

ぅに見 ゆ るな―宇蔵山 じゃろ―な高 ぇはず じゃ。 さ ぁ出か くるか孫

が帰 り ぅ待つ ち ょる じゃろ―き。

ン
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蚕 とタ ンノ ンバ ツク ン物語

わ っそ ぅかた蚕 ぅ10年 ぐれ―飼 うたコターア レンジャケ ン ド

ゆ う出来 たコターナカ ッタ.セ ツー ジヨタエ ン。上 る前 にナツチ毎

晩 8時 ゴ リーナル ト バ ック ンが来 ちパ クパ ク食 いかけた もんな ら

ヒョウシャネー 100匹 ぐれ―は食 うち しま ぅ。何 してんハガイ

イイキ来 たタ ンビ 下ん道 ホタ リナグルケ ン ド それでん来 る。

イツ シ ョン バ ックンが来 るんか  タ シカ ミューち思 うちバ ック

ンの足 ぃ ヒムー クビリツケタ。向 こん山ん先ん谷 ぃホタ ッチ来た

。 もうシ ョヮニネ ェジャローのんび りしち ょつた ら 4日 ぶ リヤツ

チ来 ち蚕食 いよんぬ見 りゃ ヒムー ヒコジッチ ョル.タ マガ ッチシ

モーチ反対 にムゲ ノーナツチ 済 まん こつ ― したの一断 り ぅ言 うち

ヒムー取つち ゃつた。

『ユーオボエチ ョケヤ又来ちコゲ ン悪いコツースル ト チショロ

ス』 ち言 うちゃつた。バ ックンモ性があるんか しらん ソレカル

コンゴツナ ッタゴタル。今ん うちハ リクー ジイイ繭つ くろ―え。

荷小野の獅子舞 い

明治 13年 か ら始 まつた獅子舞 いは 世襲性が原則で免許制だか

ら形がそん まま継承 されち ょる。一戸一人以上長男のみ とされち ょ

る。魔除 け厄払 いと しち舞われ 祭 りの御輿 のお先払 いの他 地鎮

祭 落成式 家祈 とう 豊作祈願 なんか も舞われた。獅子 とは猪鹿

の獅子 な どを意味 し いろいろな舞 い方がある。牡丹の花を あ しら

った牡丹 の花を持つ子供 に 操 られち目を覚 ま し追 いつ追われ る遊

びん様を表 した もの。痒 い首を擦 りつ くる木を求め やがち疲れち

寝蔵 に帰 り寝床 につ く そげな舞 いであ る。
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甘酒の味

『 あん た もコツチ来 ち飲 まんな』『 おおきに』麦田が凍つち ょる

昼 ま じわ タキモ ン トリ 昼か るは麦ん 中打ち。近所ん じとヨローチ

す る。今 日は北風がナサケノー吹いち 若 い嫁 さんの肌 ぅコナス。

トシ ョレが沸か しち くれた甘酒が出来 た きチ ョイ ト ー服 しゅ―え

。皆が ヨバルルコチーなった。嫁 に来 たばっか りじゃけん ど 優 し

ゅ―声をかけ,く るる 足もとかる全身に冷えきった 心が仄かに
温 もつ ち くるごたる。

『 はい』小声だが素直に返事す ると 鍬を腋 にオイチ土を払 い落

とす と日か るアガツチ来た。年寄 りの中にパ ツ と花が咲いたよっに

明 る くなつた。里では大事 にされ チ ョツタ ジャローに 手 には も

ぅヒビの切れ 目が覗 く。『寒か ったろ―がえ早 ぅ飲みな―』『すみ

ません』潤 いのある声が周 りに響 くよ ぅ。冷え きつ た両手で茶碗を

抱 くと 母 の顔が 目の前に浮かんで くる。 こんな姿を母が見 た ら何

ん ち思 うじゃろ―。甘えた家でのツケが今  自分 に振 りかかつち ょ

るごた る。

『 チ ッタなれた』『………』黙 って頷 いた。必要以上の事 は口に

セ ンゴツ心が けち ょるが 優 しく問 いか け らるると『つ らい』 と

口ま じ出たが止めた。コゲーウチュー皆が大切 に して くるる 地区

ジャーキ頑張 らに ゃ こん人 たち も苦労 しち来 たん じゃろ―。風が

ヤ ンジ日がセーチ甘酒に程 よ く漬か ったタクワンが  旨さを引き立

てち人 の心を仄かに包ん じ くるる幸せ な初春ん 日じゃつた。

″人 の情 けが染み入 るような 母 に甘酒飲 ませたや ″
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五助 と吉兵衛

肥後街道の ヨコ ドー じ五助 に世話 になつた 糸屋吉兵衛 はコロゲ

マ ワツチ ョツタガ エー トューナ ッタ。 ヨンガ ヨ ドシ世話を したけ

ん 次ん 日にゃ起 きれた。 3日 ぶ リーエー ト歩 けるるごつなつち

京 に上つ た。

五助 にゃエエラ シイお光 ち言 う年頃ん娘がお った。ゆ う介抱 しち

ゃつた き心 に残つたん じゃろ―。けん どそれ もイツ ンナカメーカ忘

れち  7年 ぐれ―過 げた。 ヒョコツ トそん吉兵衛が ケエーチ来た

。デープ ン変わつ たア ンゲコ ンゲ ぅ見 まえ―ち え―と五助ん家 ぅ

捜 しで一た。

年頃 になったお光 に 世話 にな った ご恩返 しに晴れ着で もと 家

に寄 ると昔ん ままの貧乏暮 らし 7年 前のお礼を言 うとエー ト思 い

データゴタル。『京か ら無事修行 して帰 ったの も あの時のお影で

す』『 イ ンニ ャ ア ンタガハ ヲコーダキ ジャ』涙 に くれ る親子 と無

事巡 り合えて オオキニオオキニ ハ リクーダキナニ ユ ウ辛抱 し

たな― .

土産 の晴れ着 に お光 はウ レシュウジコタエ ン 嫁 ご姿を想像 し

ち幸せ にな ってな。女心が仄か に揺れ る。五助が情 けをかけた人が

周 り回 って 自分の家に帰 る。 ビンボ ウシチ ョルケ ン ド 心 ま じは

ナラ ンに人の情 けにゃヤツパ 泣かさるるな―。肥後 に帰 る人を送

る お光 の心 の中には恋心 もホ ンノ リ。デ ンソ リャー無理 じゃけん

諦めち ウッ トーニ ャイイシガ 出来 る じゃろ二。晴れ着が あるき

イツデ ン嫁 ごに行か るる 何か うれ し―。
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朝 日を待つ農民

『 こいさ地主 さんが集 まれ と』『 そ うか 今夜 ご馳走 しち くるる

ん じゃの―』『 いいなえ暮れ にゃめ ぇ年 ゆ ぅじくれち す まん こつ

じゃ』『 おす ―な らん ごつ シヨーセニ ャ』『 ほ― じゃの一湯 にヘー

ろ ぅか』『髭 もそん な一え』『解 っち ょる』地主が年の暮れに小作

人 ぬゆ― じ飲 ませ食わせ そ しち土産 ぅ持たせ ち それだけ信頼 と

作作 りに熱心 に 取 り組む人の心の結 びつ き。

地主 は小作を取 りしこ取 っちヨナス 仕方ね―運命 じゃけん ど

上手 に使 う上手 に作作 りをす る土地 も人 も喜ぶ。そんな優 しい思 い

や りが 生 きる喜 びを醸 し出すのだろ ぅ。小作 の滞 りもね― し不作

ん年 に ゃそれな りに考えち くるる。 じゃき精 出す ことじ土地 も生か

され作 も出来 る。

『皆 な来 たかえ コイサゆつ くりしち…今年ん ひどかつた こう―は

忘れち又来年ハ リクー ジョク レ』『オオキニ』嬉 し涙を拭 いち飲む

チ ョコには 家族 の顔 も浮かぶが家族 には 帰 りの上産がある。冷

や飯 にコ ンコそえち噛む噛む田に出 る そんな苦労 も身 に染みつ い

ち久 しいが 苦労が無駄にな らない地主 の 年暮れの もてな しは

/1ヽ 作 A:こ は仏かネ中か。

『 ゆつ くりしち帰 りにゃ家内に土産 ぅ忘れん ごつ』『 おお きに』

餅がある 頭のつ いた魚が入つ ち ょる 家内の もんにま じ。寒 さが

飛ぶ よ うな一時 朝 ま じ飲 ぅじ夜が明 けた ごた る。地主 さんのサカ

シイ こつ―拝ん じお 日様 に感謝せ にゃ。人の心 に残 る情 けの取扱 い

には小作人は 田畑で ヨキー物を作つ ちあ ぐること。酔 いが まだ さ

めぬ人 もツ レノーチ 帰 るわが家 には もう帰 るか ち 待 ち詫 びる家

族 たちが地主 の心 こもつた 土産を今やオ ソシと出迎え る。
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孝女 と大蛇

判 田か ら嫁 に来 ていた人が 働 き者 のデイサ ンが炭焼 き仕事の途

中に 雑木をセオ ゥタママ足をスベタ レチ谷 に落 ちた。夕方 になつ

てん帰 らんモ ンジャキ 夫婦 は心配 しち山道を捜 ェタラ エー ト

ウメキ声んす る所 に行 き家 に連れち帰 った。それでん ウンウ ンウメ

クキ  ヒョイ ト思 い出 ぇた。隣村 にユー効 く家伝薬があ る 看護を

夫 に頼 む と嫁 は真夜中に一人  タイマツ頼 りに胸 に鏡 ぅ入 レチ出か

けた。昼でん二人 じゃ寂 しい所を行 く前 に 大蛇が道を フサイ ジョ

ル。大蛇 はタイマツん火がオ ジイ ンカ 鏡 に写 った姿がオ ジイカ

ムカ ッチコ ン.動かん き嫁は『 お前は ここん主か道をアケチ ョクレ

』嫁 は 自分の用事を話 したところ 解 ったのか尾を振 り振 り案内 し

ち くれた。いいア ンバイニ薬 もモ ローチ夜が明けん うち 帰つ ちヂ

イサ ンも元気 にな った。嫁が大蛇 に出会つた頃デイサ ンも 大蛇が

嫁を案内 しち行 く夢を ミタチユ ゥ。女の身 じ夜中に真剣 になつた

嫁の孝行心 に大蛇が助 けたの じゃろ―。

夜泣 き地蔵

伊塚 に子供の夜泣 き地蔵が立つ ち ょる。夜泣 きを止めて くるるか

ら参 る人が多 い。お堂の周 りの松葉で フス プル と煙 りをカ クル と

ご利益があ り お礼の ヨダ レカケが納め られチ ョル。昔 はニ フ トリ

ん絵をサカ シに書 いた りしちあげた リ シタモ ンジャガ ノー。お堂

の前を通 りかか ったところ 子供が地蔵 さん にのぼ っちヮヤク シヨ

ッタ。 ソ リュー ミチ怒つたところソ ンシが腹がセキデータ。地蔵さ

ん は子供ん守 り仏 じゃき 子供 に言 うた ことがケツカ悪か ったん じ

ゃろ―。イマデ ン線香 ン香 りがスルナー.ヤ ツパ 参 る しが多 いん

じゃろ―。す ぐ下 にある道は昔ん参勤交代道路  こん坂 じチ ョイ ト

ヨコーチ下つたん じゃろ―。
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手足荒神

新町の角 に石の祠があ り手足荒神 と言 う。肥後の殿様が通行中に

馬が足を痛 め 武士が落馬 した。領民が谷村の大将軍に参拝祈願す

れば と 勧め られて祈願す ると 急 に元気 になつ た。以来 この地 に

祠を建ててまつ り 大将軍は牛馬の神 に 新町の神を手足荒神 と し

て 奉 ることにな った。今でん ゾー リ ワラ ジ ぅあげた りしち参 る

しも多 い ごたる。ゆ ぅ線香が立 ちのぼつち ょる。

咳の地蔵 さ ま

畑 の上 に大 きな木 が あ った。本 の根 元 に石 の地 蔵 さんが ゴザ ッチ

ョツタ。 道 を広 ぅす るきハ ツパ をか け ち そん飛 び散つ た石 が地蔵

さん の  首 にあた っちケ ゴー シチ シモ ウ タ。連 れ合 いが心 配 しち

お払 いを あ げ ち別 の所 に移 した。 あ る風 の強 い晩 にバ アサ ンガ 急

に熱 ぅ出 ぇち寒 い寒 いち言 いで ぇた。 祈 と う師 に見 ち もらうと『 お

地 蔵 さ まが倒 ileち 雨 に濡れ ち ょる そん為 に熱 が 出ち ょる』 ち言 う

。 地蔵 様 ん所 ぃい っち見 ると雨 にび っ しょりに なつ ち ょつ た。

地 蔵 さ まを移 しただ け じ まだ家が なかつ た もん じゃき お堂 を作

っち地 蔵 様 を安 置 した ところ 不思 議 に熱 もさが つ たそ ぅじゃ。
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茶飲みと茶の実

不作 じ米の年貢が出せれん ごたる。 なん とかせ にゃちサ ンク リシ

タが難 しい ごたる。馬子の五助 さん にチユーカ シナ リー チ相談 し

た ら役人 に聞いち くれた。米 の代わ りじゃけん実 な らいいち言 う。

チ ョイ ト考えチ ョツタガ頷 いた。『茶の実を出 しゃいい』『茶 のみ

はそげ―ね―で』『 ア レージャ オバ ンガオル ジャネーカ』『 オバ

ンェ オバ ンヌ年貢ん代わ り出すんな』『 そ ぅじゃ解 らんかオバ ン

な茶飲み じゃろ―が』『 そ ぅで でん茶の実ん代わ りにゃナルメー

モ ン』『 ナ レー ジャ茶のみ……茶の実 じゃね―か  そ うじゃろ―が

ぇ』『 なるほづな』 … …次 ん 日……

オバ ンぬ連れち庄屋 さんの家 に行 き 米の代わ りに茶のみを持つ

ち来 た ち申 した。そん話を聞いた役人が殿様 に申 し上 げた ら 殿

様 しば らく考えち ょつたが『 年寄 りは国の宝 身代わ り :こ なつちま

じ思 う心 に感心 した』 と オバ ンを呼び出 しち  『 これか らも国の

為 に教えて ほ しい』 と ほめ られたとか。思わぬ知恵が窮状を救 っ

たち言 いよった。

火伏せ地蔵

岩 に刻んだ地蔵尊は県下で も珍 しい と言 う。 7体 の地蔵尊の うち

5体 は江戸期前の作 らしい。江戸時代 にな って 2体 が掘 られた。近

くの城 などが再三戦火 にあっち 村人 たち も難渋 したけん地蔵尊を

奉 ったところ 火災がな くな ったちいわ るる。 それか るは火伏せの

地蔵 と して 毎月 24日 に地区の人たちが祭 りをす る。仏像の手 に

持つ壺 は水壷で 火伏せの霊験がある。

近所ん じが 24日 に集 まっちお経を唱え参 るごつなつた。 コ ンカ

タ火事がね―ち喜ぶ ナ ンサマ火事が多かつた き困 りよつたがア レ

カル トッ ト ノーナツチヤツパ地蔵 さんのお影 じゃろ―。
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高崎山に出たニ フ トリ

諏訪神社の右手側 にヌキが ある。子供 ぐれ ―は入れ る穴 じヒンヤ

リ ツメテー風が吹 きま くる。昔ニ ワ トリぅ放 したところ灯 ぅ失 う

ち しも ぅち メクラメ ッポー歩 いち いっとき じち鳴 き声が したと

思 うた ら そんニ ヮ トリが高崎山ん上 に 出ち ょつた。 タマガ ッチ

エ レー シエ聞いた ところ あん穴 はツナガ ッチ ョル そげ―昔か る

言 いよるそ ぅな。 …地層の関係で断層が連 なつているのかん じれん

が …夢 もある。

クルス五輸

五輪塔の集 まるとこリークルス

デープ ンハゲ シュー戦争がア ッタ

たんかん しれん。珍 しいごた る。

ぅ刻む塔が見 らるる。戦国末期 に

ゴタルキ ア トジヨッソ リ供養 し

ひっそ り大事 にされち ょる。

―の瀬川原の戦 い

室町時代 に菊池軍が攻めち来た。一 の瀬川原か る鷲が城 ま じ臣下

の もんを 皆殺 したち言 う。そん頃大雨が降 っち一 の瀬川原が増水

家屋 の流失がお こっち 菊池軍 も溺死者 もでち しもぅた。菊池軍

も仕方 の う久住の本陣に引 き上 げたち言 う。天神免 に供養塔を立て

ち 犠牲者の供養 したそうな。
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野津原宿場町

江戸期 の道幅 と してはタマガル ヨゥナ  ヒリー道 ジャッタ。外側

にゃイデガ流れ ヨル コ リャイツモヮ洗 い水に 火事ん時 にゃ用水

に使 う一石二鳥ん役割。火避 けは別 に火避 け山があ っち 高 さ一間

ぐれ一 じ木が ウエテ植わち ょつた。火事ん時火を食 い止めた。道は

直角 に曲げち敵の奇襲 に備え 行列が入 ると木戸 ぅ閉めち ホヵ ン

シガハ イラ レンゴツ シタ。アゲス ド カマエグチ はそん頃ん呼び

名 じ残つち ょる。

加藤清正が領主 になっちか る町筋 もゆ―なっち 家 もで―ぶん増

えち きた。店 も並 び宿 も大 きいのが立 った。 そん頃は谷村 大龍 も

入 っち人 口 も8111人 戸数が 2276戸 じゃつたち言 う。今た―

ち った―違 うが栄えちおつた ことが解 る。ナ ンサマ熊本か る鶴崎ま

じん 大事 な宿場町 ジャツタキ 人がガイ ト集 ま り賑やかカツタン

ジャロー。

判 田 庄内ん方か る物物交換ぬ した頃 もあ ったき 昔はデープ ン

賑やか じゃつ た らしい。一頃は府内の小京都 ち言われたこともあっ

ち ま ぁ歴史 にゃ影 じ残 っち ょるごた る。 そん うち町 もだんだんュ

ーナル ジャロー。

家鳴 り止め地蔵

鷲が城 ぅ作 る時人柱 に立てたち言 う。城が出来 ち喜んだが家鳴 り

が しちオオ ゴチーナ ッタ。名僧 に聞いた ら人柱の供養をす るごつ言

われち 地蔵堂を立てた らエー ト納 まった。おキ クと言 う女性 と鷲

ぅ人柱 に したけん 鷲が城 ちツケタソーナ。

地蔵尊 は家鳴 り止めと お家繁盛の地蔵 ち ゅうち地区の人 たちか

-182-



る信仰を深めた ごたる。昔 は六地蔵 石仏 なんか もあ ったけん ど

いつん なかまにか ノーナツチ シモーチ 今は地蔵尊 7体 が安置 さ

れち ょる。 この辺 は昔地蔵谷 ち言 ぃよ った とか。

三夜様 の 申 し子

ど― してん子 供 が 出来 ん き三 日月様 に願 ぬ か けた。三 日月が見

ゆ る頃 に手 桶 に水 ぅ一杯 いれ ち頭 に頂 く。 桶 に三 日月様 の光 が写

るの を拝 ん じ『 三 夜様  願 くば私 に よ い男 の子 を授 け賜 え』 ち祈

る『 も し賜 れ ば私 の命 は召 されてん い い』 と祈 った。 と ころが

恵 まれ ち男 ん 子 が 三夜様 の 申 し子 じ一華 和 尚。

力 持 ち じ知 恵 が あ り頭 ん い い人 じゃつ た。 家 の普請 に竹 が い る

き―一 荷 お くれ  い いで一 荷 ぐれ ― な ら切 りゃいいわ。 と ころが

で あ る…同 じ一 荷 でん チ ョイ トー 荷 ヨーガ チガ ウデ。 イ ッ トキ シ

チ行 っち見 る とタマガ ッタナ ンチ ャネ ー。 ソ コラキ ンジ ョ ア ロ

ゥア ツタケ切 ツチ シモー チ ョル。

聞 い ちみ る と大 きい竹 縄 じヒツ ク ビ ッタ ンガ  トテ ン大 きい き

ソ リャモ ーハ ナ シイ ナラ ンゴツ ー 遍 にカ タゲ チ帰 っち しも一た

一華和 尚

参 勤 交代 の籠 人夫 に出 る こち ― なつ た。 僧 侶 の奉仕 は不 服 と申

し出 たが 聞 き入 れず 役 人 ぬ乗せ ち ヨコ ドゥま じ来 た。 コ コ ジヨ

ナ シチ ャロー そ う思 うと役人 ぬ乗 せ た ま ま 籠 ぅ絶壁 に差 し出

しち タバ コ ぅ飲 みで ―た。籠 が止 ま った もん じゃき ヒ ョイ ト顔 ぅ

出 ぇた ら サ ーオオ ゴツ。下 を見 た らホキ ンハ ナ『早 ぅ行 かん か

』『 籠 か きで ん ヨコイは あ る じゃろ―外 ん 眺 め は どげ ―え な』
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『拙者 に何か恨みが』『僧侶 に籠人足が いいと思 うかえ よそのよ

ぅに三界 の師たる僧の人足は止めてほ しい』 と言 うたところ こ

の問題 は後 日解決 したとか。

宗門集会が竹 田 じあった。帰 りに宿 の張 りたて フスマに一筆書 い

てほ しい と頼 まれた。 ワラジを洗わせて ソ レジベ タベタと書 いた。

宿の主 は怒 り書 いたガニ ぅくや しが る。そ りゅう聞 いたき 気 に入

らに ゃ元 に戻すが後悔す るな と  『 こりゃカニ タチ ょ主人が嫌い

ち言 うき立 ち去れ』 そげ一言 うと手を叩いた。絵 に書 いたカニが

動 きで―たにタマガ ッチ 折角 の絵を逃が した ら大変『和尚 さんチ

ョイ トマツチ ョク レ ガニはわが家の宝 にす るき なん とか こんま

まに しち ょくれ』 5匹 の内 3匹 が残つち ょるそ―な。

参勤交代道路 じ馬糞拾 いを しち ょつ た。肥後ん武士が ワキ ャガ ッ

チヤ ローチ『 おい小僧 馬糞拾 ぅち何す るんか』ムカ ッ トしたけん

『 ミセチ ャル ヮナ』右腕 ぅぐ―と掴む と畑ん方 に引つばっち行 く。

タマガツチ シモ ゥタ武士 は『 これはただ者ではない』 と吃驚  ソ

レデ ンム リコシャ リコ引 っば っち行かれ 畑ん真ん中に座 された。

青 い野菜が育つち ょる。『 こげ―育つのん馬糞 のオカゲデ ワカル

カエ』力ん強 さといい理屈ん正 しさといい 説得力のあるただ者 じ

ゃね― と 手をついち謝 ったそ うな。
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和尚の力 くらべ

野津原 に力ん強 い和尚がお るち聞 いち熊本か る 力試 しにやつち

来 た。 シッペをす るこち―なつ ち始 めに熊本ん じが 打つ こち―な

った。息 ぅ吹つか けち真剣打つた きク リー ミミズバ レが出来 ち 腫

れ上が った。次は和尚の番 叩 うち したき武士が和尚ん 目を見 た

和尚の 目玉 にコグゾ ゥボサ ツの姿を見 た。 タマガ ッチ手を引いた ら

和尚の手 は 武士 の手の下 にあ った丸型 の石を打つ たモ ンジャキ

そん石 は 8つ に割れち飛び散 ったち言 う。一 シツペ……ひとさ し指

と中指 じ相手の手 のひ らを叩 くこと……

瀬戸の地蔵 さん

瀬戸 の岩穴 に奉 られている地蔵 さん ホ レ地蔵 と も言 う。地蔵 さん

を削 っち好 きな人 にカクル と願 いが叶 うち 言 うよつた。格好がオ

ナゴシンあれにユーニチ ョルキ タプ ンオナ ゴン仏様 じゃろ―。あ

る時 に久住ん じが地蔵様が好 きにな っち 自分かて一持つ ち帰 った

。 ところがな運んだ しも持つち帰 った しも オオ ゴツ腹がセキデー

チ見ち もろ―た ら カツチー仏 ぅ動か した きち解 った。

断 り ぅ言 うち元ん所 り戻 した らエー トユーナツタガ ヤ ッパ仏様

はハ ジメニ奉つた所が一番イイ ンジャロー。 ソレカル久住 しは通 る

タ ンビ供物ん じち拝む ごたる。今でん近所ん じがゆ―守 りを しよる

高沢のや尺間 さま

子宝 に恵 まれん じが諸所方 々参 っち歩 いたが ど―てん無理ち解

り帰 るこち― した。帰 り道 ヒョイ ト見 ると尺間 さまの道知 るべ。心

が動 いち参 るこち― した。諦めち ゃいたけん ど鎖 ぅ伝 うちエー ト登
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っち一生懸命頼 ぅだ。 ソシチ帰つちイツ トキスル ト コ リャマタ

ドー ジャロー子が授か った ごた る。 タマガツタナ ンチャネー 急

い じ尺間さまにお礼 に参 りゃ ヤ ンガチ男ん子が生 まれた。

アゲー参つ ち歩 いたにシマイニナツチ 参つた時授かつ たかち

思 うと嬉 しゅうじそれか るはズー ッ ト参 りよるごたる。そ リーチ

ョコチ ョコアゲモ ンモ シヨルキ  ヨッポズ ウ レシカ ッタ ンジャロ

神楽を楽 しむ 白蛇

祭 り太鼓が夜更 けの森 に響 く。 コエマツの灯 りに写 し出された

神楽。かが り火 に中天 も赤 く染 まって まさにクライマ ックス。歓

声が挙が り舞 う人 も見 る人 も 気持ちが一体 となった。そん どよ

め きに神楽を眺む る白蛇の姿が 夜灯 に写 し出されち ょつた。神

職 は自分の 目を疑 いタマガル。拝殿 の柱 に巻 きつ いち ジー ト見つ

む るその一瞬。神の化身が乗 り移 ったのか。神職 はツージ家 にカ

イル ト神棚 にひれ伏 しち 無事息災を念 じた。 きつ と里人たちの

喜 びに心満た しちの 神の喜 び じあったん じゃろ―。

地主 に贈つたイ ビラ餅

畑打 ちん度 にイ ビラが残 る。苦労 しちスグ リアグル とデープ ン

少の ぅはな った ごたる。 ソジャケ ン ド不作ん年 に ゃ食えん こた―

ね―。水 に晒 しち餅 に しちキナ コマプス と まこちウマソーに見

ゆ る。 目の覚む るよ―な もん じや き地主 さんに持つち行 った。『

マー美 しいことウマソー』飴色のイ ビラ餅 はキラキラ光つち ょる

。『 す まんの一お前 ど―食 うな―あるんかえ』『 なんぼでんある

き』 真心の贈 り物 に地主 も苦 いのは知 っているが 喜んで受 け

取 る。
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娘は母か ら受 け取 ると口に入れ る。不 自由のない生活をす る身に

は 色鮮やかなイ ビラ餅は珍品であ ったろ―。顔を しかめて思わず

吐 き出 した。『 うまい じゃろ』父親 に言われて娘 は『 コゲナ ンモ ン

ォ』 と口に出かか るの―エー トコラエチ『苦労の味がよ く出ている

わ』『 お嬢 さんオーキニ ソ リュー聞いち ドゲー嬉 しいか』小作人

は泣 き伏 した。『 気持ちが嬉 しいよ』お返 しにと 重箱 にアズキを

入 れち くれた。

川 まつ り

親孝 行 者 が大 病 の母 の飲 み た い塩 水 を 汲 み に行 く一心 か ら夏 の

この 日は

'||に

入 られ な いが  それを破 って入 った。川 の神 の怒 りに

触 れ ち その人 は『せ めて母 の願 い時 え る迄 の命 乞 い』 を した。急

ぎ汲 ん で帰 ると 自装東 して神 の前 に詫 びて 出 た。訳 を詳 し く聞 い

ち親孝 行 の誠 に感 心 した りIIの 神 は心 打 たれて『 毎年 この 日に御神

酒 を供 え て祭 りを すれ ば 罪 も許 し母 も助 けてや ろ―』 と言 われ た

。 それ か るは お祭 りも続 け母 の病 気 もゆ ― な った。塩水 は下矢 の

原 の そ の もので は 夏 祭 り も子 供 の素 朴 な行事 と して 今 も受 け継

が れ ち ょる。 そん 頃 は 7月 15日 じゃつ たが  こん 頃 は 8月 に・・・…

地主 と日の草取 り

金取 り仕事 の少 ね ぇ農村 じゃ 地主 が 日の草 取 りに若 い しを集 め

ち。集 ま った 6人 ぬ半分 ずつ に別 々ん 田の草 取 り ぅさせ た。 広 さ も

同 じ 2反 ぐれ ― じ一 日がか りにな ろ― ごた る。正 直者 の二 人 な丁 寧

に取 つ ち い くき晩方 になつ ちえ ― と 真 ん 中 に辿 りち―た。 他 ん三

人 な水 ぅ濁 ラケ ー チ手 抜 き ぅした き 日暮 れ前 に ゃ済ん じ帰 った。

正 直者 達 はあ とチ ツ トゥン所 じ樽 を見 つ けた。 それ に ゃ『 ご苦 労様

頑 張 った ご褒美  ゆつ くり飲 ん で』 と書 いち ゃ る。
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次 の朝 こん話 ぅ聞 いち他 ん者 も 日 に入 り水 ぅニ ゴラケー チ中 ま

じ行 くと 大 けな樽が あ った。 しめ しめ喜 く ぅじ持 つ ち帰 る と中

か る『 今 日は準 備 が 出来 なか ったので明 日来 るよ うに』 ち書 いち

ゃる。朝 早 ぅ行 くと水 が澄 み草 の取 っちね ―のが  ゆ う判 り『 残

リュウ取 りに来 たか』 ち言 わ れ ち取 り直 した とか。 叱 られ ち樽 も

貰 え ずバ カ ラ シカ ツタ ゴタル。

税高 にあわせた区費

竹の内区の年間区費はオ トヨ リにサ ンニ ュー しち 徴収 されち

ょつた。区の三役や役職 は 全戸の資産や住民税の台帳を ツク ッ

チ 三分の一を戸数割 りしち残 りん三分 の二を 台帳か る計算 し

ち集金 したちゆ う。サ ンニ ューに ヒマガイルキ 秋の取 り入れが

済む とサ ンニ ューヲハ ジムル .

区民の財産生活面か らワ リデータ 思 いや りか らじア ッタ ンジ

ャロー。昭和後半か るは農地開放 近代化 など じ平等 に近 い生活

体系 に 変わ ったき戸数平等 にな うた。

鍬下年金

今市や らタマ リミズ に世利川井路を通 しち 野津原 諏訪郷 に

水を流 して―。 よそん土地 ぅヨキー通 るコチーナル。畑作 じ水が

ほ しいタンボに心が弾む。 コツチカル手 ヲザ シャ ヤケ ドスルゴ

タル。ホ シューネー素振 りに水 ぅ使 う分 にち―てん  30年 間畑

作ん税でいい ち鍬下税が申 し入れ られた。

それでん工費負担 にタエキ レン。地主 は小作人 にタ ンボを安 ぅ

売 っち 水 ぅ取 り入れたとか苦肉の策 も取 られた。 それ じ井路 も

進み水 田 も広が り 30年 の恩恵を受 けた農家 も潤 うたコ トジャ
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―。がヤツパ小作 と言 う厳 しさは素人 には 抜 け切れん面 もあ

たか イツ ンマニカ土地 は再び地主ん元 にカエ ッタゴタル。…

シチ 農地改革 農地開放 と進む。

能登神楽

京都か る神官 神楽師 と共 に 1625年 に入 った 能登神楽 は

京 の優雅 さを保 っち舞い 大神なんか 8っ の舞が奉納 され よった

。大神 にゃ神楽唄があっち口移 しじ教えち来 たが 途中 じ若 い し

が少の ぅなっち世話をす る しが 絶えち しも ぅた。神楽ん一部 は

後 じ復活 じち若 い しが舞 いで―たが  ここへんの勇 ま しい もん と

は チ ッ トチゴーチ優雅。大和か ら入 っち 370年 あまり そん

リズムに先人たち ゃ ドゲナ思 い じ 問 いた こと じゃろ―。

今市ん過 ぎた もん 3つ

丸山八幡拝殿 に竜の彫刻がある。夜 に抜 け出ち手洗鉢ん水飲む

とか。 こりゅ―聞いた近所ん じが竜ん尾を切 り落 とした。それか

るは出 らん ごつな った。彫刻 にゃ今でん尾 はね―で。

満生寺 にゃ素晴 らしい釣鐘があ った。大 きな形 そん音色ユー ジ

見 る しも聞 くしも耳を心を和 ませち くれた。大戦 にな っち供 出 し

ち しもうたが 今頃はどこ じ 知 る人 もね― し忘却の思い大 なる

ごた る。

安楽寺 の先代住職は 戦前布教 の第一人者。国内は勿論の こつ

海外でん下命を受けち北京 にも 一 ヵ月出向 いち ょつたごたる。

仏の心を伝ゆ る人間の技 は 伝来がイ ン ドか る中国を経由 しち来

たか る 聞 くしも悟 りも早か ったん じゃろ―。

こん他 あげ―高 い所 い水がある それ も不思議 じゃな―。朝倉

文男が タバ コん検査場 じスケツチ しよ った こつ 一 知つち ょるか
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え。 ケ ンチ ン汁 にゃ尾張式 と若狭式が あるんで お もしリーな ぇ

。 そ―加藤式 と細川式 じゃこと。

8斗石

世 の中にゃ力持 ち もお るもん じ伊三郎 がそん人。まやん肥 ぅ出

す に坂道 ぅ上 る時 荷が多 いと前が見えん きハ リコイ ッパイ 荷

を後 ろに しち前 にゃ大 けん石 ぅぶ らさげた。 これ じ前がゆ―見え

ち運ぶ に―苦 にな らん。そん石ん重 さが 60貫 ち言 うき 《約 12
0キ ロ》 力持 ち じゃつたん じゃろ―。そん石 は今でん尾原 にあ

るで。

秋葉 山の力 持 ち

俵 運 び ぅす る こち― な った。一 俵 を か たげ ち距 離 を競 う そ り

ゅ見 よつ た力 持 ち に も勧 め た。 ゆ
=‐

r」 立 ち上 が った そん しはハ マ

ゲ タを履 い ち 一俵 ずつ前 後 にサ シに担 ぐと歩 き出 ぇた。 タマ ガ

ツチ見 よ る と秋 葉 山 の石段 ぬ登 りは じめ た。上 りつ くと手 を挙 げ

ち コ ンダ裏 側 ぅ回 り 石段 ぬおれ で ― た。

見 とれ ち声 も出 らん じの前 じ 俵 もお ろ さん じ も一遍 上 ろ う

か ち 言 うた に二 度 吃驚 したわ な。 え ― と俵 ぅ下 ろ しち 一 息 ち

ぃた ち ……

-190-



大 分 県干 ばつ記録 か ら 《野 津 原 も含 む》

706年 慶 雲 。 1615元 和 。 1729年 享 保 14. 1766年

明和 3. 1809年 明治 27_ 1903年 明 治 36. 19o6年 明

治 39. 1914年 大 正 3. 1927年 昭和 2. 1939年 昭和 1

4年。 1958年 昭和 33.1967年 昭和 42。 この あ とに も水

不 足 の年 も
.あ

ったが  改良 され た農 業 経 営 で被 害 を 少 な く食 い止

め た。    子

情 けは人 の為 な らず

野 津 原 の里 に馬 子 の五助 が 娘 の おみ つ と暮 ら して いた。体 を壊

して休 ん で いたが  明 日か ら仕 事 も出来 そ う。 おみつ は仕立 て着 物

を届 に行 く準 備 を して いた。苦 労 か け る娘実 は旅 の夫婦 が困 り果 て

て 預 けて行 った娘 で あ った。五 助 も大 事 に育 て  おみつ も素 直 に

育 つ。

仕 立 て物 で長患 いの家庭 を支 えて来 たが  もう米 も底 をつ いち い

るん を知 った五 助 は 明 日か る仕事 に行 こ ぅち決心 しち ょつ た。昼

過 ぎ門 Elぃ みす ぼ ら しい老 僧 が立 った。 食 ぶ る物 ぁね ぇ恵 み て ―が

ね ―.五 助 は断 わ れ ち仕種  でん優 しいおみ つ は それ も出来 ん じ

家 に入 る る。

せ め て も昼 の残 りの雑炊 の一 椀 でん  五 助 も負 けち おみつ ん準

備 ん 間相 手 ぅす る。老 僧 はお みつ の気 配 りに嬉 し涙 じ受 け止 め る。

五 助 もイキ サ ツ ぅ話 す。準 備 が 出来 た き五 助 は用足 しに出 る。老 僧

は おみ つ か ら本 当の父で な い ことを 語 り大 切 に ご恩返 しせ ね ば

ち 健 気 に話 す。

五 助 が 帰 り おみ つ は仕 立 て物 ぅ届 に出 る。 …やが ち丁寧 に礼 を
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言 って立 ち去 る前 に 何 も出来 な いがせ めて も何 か一 番欲 しい も

のを と 聞か れ て五助 は『 おみ つ の晴 れ着 』 と言 ぉ― と した時

おみ つ が帰 宅 す る。老 僧 は おみつ に聞 くと『 せ めて父親 ら しい

ことを しち あ げて ―着物縫 うち』 頷 いて しま う。

老 僧 は背 中の包 みを 出す と 食 事 の お礼 と優 しい心 に答 え た い

と渡 す 。パ ッ と消 えて しま う。 親子 二人 は その包 み を開 け る と

中か る親 子 の晴 れ着が 。助 けあい支 え あ う心 に ご褒美 か 情 けは

人 の為 な らず  き っと仏 の化 身 で あ ったん じゃろ―。

天狗 が住 み ち ― た山

夜 なべ ん キ リが チー タキ月が美 しい外 に出 た。 山ん 中腹 に松 の

枝 に ナ ンヤ ラ白 ィモ ンガ  じ― と見据 ゆ る と コツチ ン木 カル モ

ヒラ リ ロが冴えちイツ トキ見 チ ョツタ。ガ ヤ ンガチ消えち し

も―た。次ん 日に トショレニ話す と『 ア リャー天狗 さん じゃ お

前見 たん な ら力がつ くかん しれん ど』男 は腕 ぅサスツチ ソベー

ア ッタワラウチイ シ ぅ 抱え挙 げたところラクに 挙が った。

『 ヤツパ天狗 さんのお助 け じゅ』ち ヨロクーダ。病人の声 ぅ

聞 くと ヒューち現れち病気 ぅ治 じち くれた とか。そん時は普通ん

じの シヨー。やつぱ化身 じゃろ―。病気を治す為ん修行を寝静 ま

った夜 に シチ ョル ンジャロー。力 ぉ貰 うた男 はそん力を人ん為

に ♯ く立つ よ―に したき― シアヮセナ暮 らしがでけたそ―な。
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竜 の恩 返 し

エ ー トタマ ツ タキ ーチ引 き上 ぐる と 次 ん 日に ゃノーナ ツチ ョル

。 あ る晩 番 ぬ しち ょつ た ら 子 供連 れ の大蛇 が水 飲 み に来 た。 トシ

ョ ンシエ  コナ ソーチ話す と『 子 育 て な ら無理 もね ―助 けちやれ』

ち言 わ れ た。若 い しは手作 りの酒 を持 つ ち行 き  『 稲 は荒 さん よ―

に』 と畦 にお い ち きた。水 不足 でん ユ ーデ ケ タキ ホ ツ トシチ ョ

ツ タ。 次 の年 は干 ばつ トシ ョレシエ相 談 しち 雨乞 りす る こち ―な

つ た。 ソ シタラス グ大粒ん 雨  老 人 の耳 に も聞 こえ た声 が  『 あん

時 ん お礼 』 ち言 うた ごた る。 それか る も水 不 足 には雨 ぅ降 らせ

実 り豊 か に栄 え た ち言 う。 畦 の横 に祠 を立 て ち まつ り大事 に した き

苦 労 に報 い る収 穫 が あ った そ うな。 夏 には ウ ドン炊 いち感謝 しあ

うち言 よ った。

五 助 さん の話 は尽 きないが 故 郷 に しっか りと根 を お ろ した

伝承 物 語 には 人 の心が脈 々 と伝 わ り こん な里 に生 まれ育 つ

た幸 せ を  しみ じみ と味 わ います 。 時代 の移 り変 わ りに逆 らわ

ず に 推 移 す る故 郷  や は り心 の暖 か な土 地 と して 大 切 に し

て行 きた い。

『 そ こ じギ シギ シ食 い よん な 一誰 か 』『 あん ま り食 うと腹 ぅ

悪 ぅしち  ロクナ コター ネ ー ド』『 半1っ ち ょる き』 皆 な大声

じ笑 うた。燃 ゆ る囲炉裏 ん火 が サ カ リニ ナ ツ タ フス ボル時 た

違 ぅち明 るい き 顔 が ゆ ―見 ゆ る。三 っ組 した娘 が 白い歯 の こ

ばれ ち 母親 譲 りん優 しい 目が イ ジラ シイ ー・・・

ち ょい と一服 す るな。・・
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『 ここ じち ょぃ と一服す るき待てや』 子供 は目をキラキ ラ しな

が ら 次 の話を待つち ょつた。五助ん巧みな話 に釣 りこまれ ち 子

供 は久 しぶ りん里 の話 に自分ぬ忘れち 身 も心 も遥か昔 にヘモ ドツ

チ ョツタ。 ソ レグ レーに面 白 く楽 しい夢 に 誘われちょつ た。

方言の温 もりも人の優 しい心の現れ も 方言の中か る滲み出ち ょ

るよ―。人 は一人では生 きて いけないのが 方言 の生活か ら汲み取

れ るか ら 不墨議 な感覚 に心が潤 う。昔 の人の情愛が言葉の中に生

か されて 時には支えあい助 け られ る。長 い歴史の繰 り返 しに人 は

相手を大切 に して生 きて来た し これか らも生 きて行 くだろ―。

………ひ らい もん………

方言聞 き取 り調査を しち ょると 諸 々の資料 に も お目にかか っ

ち 方言 じゃね―が方言の流れ にツ レノーチ 移 り変わ った生活の

物語。時代の変換が 一つの記録の中にそ っと納 め られち よつ た。

そん内の幾つかを 書 いちみま した。

1 調査員が選 び抜 き した『方言番付表』 必ず しも この番付

が正 しいか判 らんけん ど 読んで下 さる しが  ご自分で編成

を して もらえれば 又味が出 るかん しれません。町内でん地

区によ り方言 も違 う例 もあるき。

2 米価ん移 り変わ りは 明治か る昭和 63年 ま じ。

3 方言 に使わ るる花 鳥 風 月 に も 故郷ん人の情 けが伝わ

りそ うに感 じられ る。

難 しい 身近 動物 それ らを 連想す る地名 も並べ ま した。
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★

中部小学校 の 5 6年 生 に 調べた方言を どん くれ―知つち

ょるか 又好 きな方言 なんか も。

日中 太平洋戦争の記録か らの 抜 き書 きも入れちみ ま した

が  どぉ―。

捜せば面 白い もの も沢山あ りま した。故郷 に根づいた文化財

方言 人 の心 に溶 けこんで長 い歴史 と共 に 歩いていますか

ら 生活 の中には欠かせない ものです。 これか らも大切 に し

て 守 り先人の残 した文化を大事 に したい ものです。調査資

料を見せて頂 いた 皆様 に厚 くお礼 申 しあげます。
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米価暦

明治元 年     1円 69銭 ・・・・・・…Ⅲ… …成 辰 戦 争

〃 5年     1円 80銭    新 橋 鉄 道 開通

10年     1円 34銭    西 南 の役

15年     2円 08銭 … … … 日本 銀 行 ell立

20年    1円 46銭

25年 .   2円 28銭    27年 日清戦争

30年    4円 16銭

35年     4円 96銭    37年 日露 戦争

40年     4円 72銭

44年     6円 16銭    42年 米 検 査制 度

4年    4円 37銭

9年    20円 00銭 …… …第一 回 国勢 調査

14年    13円 60銭

3年    10円 60銭    2年 東 京 地 下鉄 開通

8年    10円 80銭 …・・・…米 穀 統 制 法公布

13年    13円 42銭    12年 日中戦争

18年    18円 42銭    2o年 終 戦

23年    1487円

28年     3280円 … …・・・NHK TV放 送

33年    3960円

38年     5030円    39年 東 京 オ リン ピック

43年     8208円    45年 大 阪万博

53年    17231円

58年    18226円    62年 米 価戦後 初 の値下 げ

63年    16743円
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古 くか ら美 しい物 とされている 花 鳥 風 月 に関わ る方言

か ら 幾つか取 り上げてみま した。

☆  花・・・リンチ ョウ。オ リバナ。 ジジバナ。 アカマ ンマ。

シビ トグサ。ネム リコ。テマ リコ。 イ ドラ。カ ンネ。

ヒデ リソウ。 ビラ ビラカ ンザ シ。 ク ビカザ リ。

チ ョウチ ョコ。 トビシャク.ミ ツバ チ。

★ 鳥 …サエズル。 ヮナカケ。 トヤ。スズ ク リ。ネキ ンス。

ボソ。 ゴムデ ッポー。 トリモチ。 ツバ クロ。 トマ リギ。

ハナ シガイ.ツ プ。

★  風 ‐・・シケ。セセ ロシイ。カコイ。 ヨナ。 ウムス.ツ メテー。

ナマヌキー.ユ サ ンゴ。オ ドロクセー。ガチブル ウ。

ツメテー。マ ジセ ドカゼ。カゼ ヨケ。 クツシャン。

ツル シガキ。 ウズム。 シモクズ レ。 ヤマカ ジ。ムカイ。

コイノポ リ。 シモ ドケ。 タコアゲ。 ヒョウタ ン。

シ トツク。 ジメ ジメ。 フキ ヌケ。

★  月 …メイゲ ンサマ。 ミカズキ。カソーカプツチ ョル.ヤ ミ。

ユ ウベ。イチノク レ。ォ コボ シ。カエ リジモ.ク モ。

ヒガクルル.ク ラス ミ。マ ンマ リー。 ジュウゴャ。

カゲチ ョル。マユ。カク レチ ョル.チ ョウチ ン。

カゲ フ ミ。ア シア ト。アイ ビキ。

ちつた―違 うの もあつた じゃろ一けん ど こげ― しち自然 との

関わ りを持つ方言 は いつで もどこで も 人間の生活 に馴染み

切つて も切れない結びつ きがあ り それが人間の苦労 切 なさ

辛 さを も癒 して くれるので しょう。 自然を大切 にす ることは 自

分を大切 にす る ことか もしれん けん ど。
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難 しい地名 身近 な物の地名

廻淵 …め ぐす。 日東…ひ ぅが し。立小野 …たち うの。落 …お と し

。馬乗石 …ば じょうせ き。土灰瀬 …とごいで。皮籠台…か ごんだ

い。道 目…ど ぅめ。桑 ノ迫 …かんさ こ。慶正院…きしょういん。

黒都 甲… くろと ぐ。雨川 …あめ ご。則暮 …ひが くれ。石合…いさ

い。馬走山…まわせやま。平連石 …ひ ららい し。見久…けん ぎゅ

―。双石…なめ し。挟平 …せばひ ら。 ※い くつ読 めま したか 地

名 にはそれな りの理由が あって 先人がつけて くれたと 思 いま

す。

★ 身近 に感 じる地名の幾つかを ★

石畳 …い しだたみ。米山… こめや ま。塩水 … しおみず。鍋山…

なべや ま。天神免…てん じんめん。水方 …す いがた。堂の前…ど

ぅの まえ。仏の塔 …ほとけの と ぅ。宮の脇 …みやんわき。奥畑 …

お くばた。練 ヶ迫 …ね りが さこ。綿打 …わた うち。瓜畑… うりば

た。鍋 …なべ。麦 ヶ迫…む ぎが さこ。栗林 … くりばや し。柚子の

木…やずのき。長者原…ち ょうじゃば る。

岡鶴 …おかつ る。亀の上 …かめの うえ。足熊 …あ しくま。二の

瀬鶴 …にのせづ る。南鶴 …みなみづ る。権現鶴 … ごんげづ る。上

鶴 …かみつ る。棚鶴…たなつ る。熊 の上 … くまの うえ。下小屋鶴

… しもこやづ る。小屋鶴川原 … こやづ るがわ ら。上小屋鶴 …かみ

こやづ る。牛内… うしうち。馬乗石 …ば じょうせ き。赤坂鶴…あ

かさかづ る。久保鶴… くばづ る。西鶴 …に しづ る。亀の甲…かめ

の こ ぅ。表鶴…お もてづ る。中鶴 …なかづ る。鶴迫一つ るさこ.

馬走山…まわせやま。猿掛 …さるか け。猿渡 …さるわた り。鶴 …

つ る。跡貝…あ とかい。尾頭 …お と ぅ。上馬場 …かみばば。
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七瀬川 につ いて

その音野津原を流れ る川を 赤坂川 と呼んでいた。川幅が広 くて

大雨が降 ると 渡れない事 もしば しば じゃつた。板橋に紐 ぅつ けち

流れてん 失わないごう しちあった。

水が チ ッ トー ヒイテ ン 橋 はす ぐにゃかけん じ 川ん中に入 り渡

ることもあ った。特 に行列 なんかは 川を渡 るこつ ―カチワタ リち

百 いよつた。

行列が赤坂川を渡 り 戸次 ぃ出るま じは 瀬渡 りん場所 は流れは

急 じゃけん ど わ り浅瀬 じ自然 そ く―渡 るこち―な り 数 ゆると 7

つ あ った き いつ しか七瀬ん渡 しと呼ぶ よ うにな り のち七瀬川ち

言 うごつな った。

七つの瀬 とは 一の瀬 《新町》二 の瀬 《恵良 )三 の瀬 《新貝》四

の瀬 《山際》五の瀬 《御堂》六 の瀬 《胡麻鶴》七 の瀬 《八幡 田》

との ことで 時代 とともに少 しは変化 もあ ったよ う。

※ くわ しい資料はないが 調査の途 中で聞 いた り見た りした

ものでの集約を した もの。べつ に も時によ り幾つかの道が

あ ったようです。

今では七つの瀬があるか ら 七瀬川 と呼ぶ けれど それで

通 じますが 特別な資料 に使 う場合 は専門書で 調べて使

うのが よいか も。 こん な夢が込 め られた美 しい川……七つ

の瀬を渡 る人 たちの姿 ……タイムス リツプ  しそ うです。

詳

薇
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好 きな方言 と意味を知 っている

ドークル

aa, ,1 コチ ャマ ク レ

シ ッ チ ョル

ハガイイ

チ ャチ ャクモチ ャク

ナ ン シ ョル

ス モ シ レ ン

アゲナ コツ

ヨ ッチ ョク レ ナ ン シ ョ ン ノ

キ チ ョクレ

アゲ ンフーニ

中部小学校 の方言調査か ら 5年 6年生徒の複数回答
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1

1 ツメ テ ー 1

ウマ ソ ウ 1 ミチク リー 1

プ ス スゲ ーナ ー 1

ヨダキー 9 8 ネムテー 1

ク チ ラ 6 ウ ル セ ー 1

エ トガ シラ 3 デケー 1

エ ラ モ ン 4 ボク ドー 1

アチ ー 8 オ ッス 1

6 1

ノ コ   ｀
2 コズ ク 1

!t-!* 10 3 1

ス カ ン 2 5

1 グ リー 5

オ ジイ 1 1 1

2 ワカ ラ ン 3

ムゲネー 1 3 ナ ンチ 3

1 ナ ンシカ 3

ダツタ 1 キサネー 3

1 2

カ タス 1 セ ツ チ ー 3

コ シ ー 1 ナ ンカ 2

1 ア ンゲ 1

クサ レ 1 1 シヨル カ 1

1 ナ シカ 1

ク レナー 1 シヨタマ 2

サ ミー 2 ヒモ ジイ 2

1 ヤ シポ 1



土 手 _ 2 11ム カ ツ ク   |  14

タキ モ ン l ilモ ロ 1

2 判 らない方言 につ t

L区 シャー

て

お前 は  あなた は

1憂 2歪 壺菫整杢 翌在使わない

ヅツネー 汚 れ る いや ら しい 迷 惑 す る

イ ンゲ いいえ

ヨダキー 気 乗 り しな い 疲 れて休 み た い

プ ス 見た目がおか しい人  《心 はいいか も》

ヌ シ あな た 主  主 な人

t?-)- 情 けない 辛 い 悲 しい

セチー 辛 い 悲 しい

エ ラモ ン 偉 い人  自分で偉ぶ る人 考えの異 なる人

t-L, y.f かわ いい あい らしい

バ カ ラ シイ 話にな らないさま 損な状況

ワガ ドー あなたたち お前 たち

コーチモ ロータ 買 って貫 った

スモツク レン つ ま らぬ事 異常な話 し

ベ ベ コ 肩 車

ネ コ 一輸車 便利がよ くコマ ワ リガキ クか ら

タキモ ン 薪 燃料

コ ビリ 食事 と食事の間 に食べ る物  あやつ

ギ ューラシイ 賑やかすぎること 騒 ぎ立てる

aYr<rV 子供 なのに大人のような

ダ リー 疲 れ る
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3 方言を どう思いますか それに対 して次 のような答えが

言葉 に味わいが ある 他の方言 も※ なぜ出来たのか

聞 きたい。

※ 難 しい言葉が沢山ある 変 な言葉がある 覚えに く

い 共通語が通 じない 昔か ら使われていたのだろ

ぅか 。

※ 普通使 うか ら別に思わない ど ぅも思わぬ 使いや

すい 話やすい。

※ さつば り解 らない 意味が解 らないか ら嫌 い。

以上 のよ うな意見があ りま した。 日頃か ら何げな く使 う人 は

ご く自然 に 方言が出ますが 慣 れない人 は難 しく感 じるで し

ょう。方言 は土地 に根づいて育 ち使われ たか ら 他か ら来 た人

には中々31染 み に くい 言葉で しょう。言葉 を使 う人間の古 く

か らの 生活の道具であつたわ けですか ら その土地の人には

捨てが たい気持 ちが あるで しょう。

土地を離れて他の場所で 慣れた言葉を聞 くと懐か しくな る

の も そんな生活に放せぬ ものが  あつ たか らです。

5年生  6年 生 とダブル答え もあ りますが 内容で全 く異 な

つた答えが出たの も それだけ勉強の進み方が大 きい 証で し

ょう。方言ではない物 もあ りますが 調査 して書 いて くれた心

に対 して記録 に残 しま した。沢山の資料 あ りが とうございま し

た。

-203-



日中、太平洋戦 争記録

1

1

2………7………7

12

3…・10

6…。12……・8

12… 10

7……・2¨。15

5……・7

8……・9

8………4¨。18

5…Ⅲ29

9‥……3……・・8

6…・15

16

7… … 6

10…‐25

11-・ 24

0¨…・ 4・・… Ⅲl

5…‐25

6…・21

8… … 6

8……・8

8・・・15

9… … 2

日中戦争勃発

南京 占領

広東 漢 口占領

真珠湾攻撃  マ レー半島上陸

マ レー沖海戦

シンガポール陥落

コ レヒ ドール島 占領

第一次 ソロモ ン海戦

司令長官山本五十六戦死

アツツ島守備隊全滅

イ ンパ ール作戦開始

アメ リカ軍サイパ ン上陸作戦開始

北九州空襲

サイパ ン守備隊全滅

神風特攻隊 出撃

マ リアナよ り東京空襲

沖縄本島にアメ リカ軍上陸

東京夜間空襲

沖縄地上部隊全滅

広島に原爆投下

ソ連対 日宣戦

終戦 の大詔を録音放送

戦艦 ミズ リァ号上で降伏文書に調印
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恵良の大火  38 27

23戸 の 132人 が焼失 された 日。類焼者 …ハ シモ トコジロー。

モ リミツクニ。ハ タノナラオ。マキ ノ トミオ。ォ ノヒ トシ。モ リマ

サ ト。 イチ ミヤツギオ.ハ タノタツオ.ハ タノタモツ。ハ タノフ ミ

ト。ハ タノイチオ .イ ケベ トシォ。セキモ トナ ミオ.カ クゴ ロク。

モ リフ ジコ。ヤマサキキ ミ ト.イ ケベ タズオ。イ シイ トシオ .ヒ ョ

ウ ドウ………。イ シイ ヒサ ノ。ハ タノフクマ。イノウエサ トル .

半焼者 …ハ タノアキラ。イノウエ タダ シ。イケナガモモ ト。

この年 の主 なメモ

38… … 3… 10 新大 分 発足

22 皇太 子妃 流産

4… … 3 竹 の 内火災

6 宇曾 山火 災

10 佐藤道 雄 告 Ell式

17 木下 県知事 二 選

5… 18 臨 時運 転 免許 試 験  東 部 校 で あ り

7… 12 大分 鶴 崎新 産 都 指定

大 火 災 には冬 の用心水 しか流 れ て いず  水 を仕 掛 けて流 れ て来 た

時 には 既 に燃 え上 が り手 の施 せ な い有様 で  大 分 か らの消 防車 も

寄 りつ けず  水 もな いので j!Iか らホ ース を繋 いで放水 したが  西風

が 強 くて瞬 く間 に燃 えつ きた。近世 の大 火 で あ った と思 われ る。一

週 間 の ち に竹 の内 の火災 で も水 が Ful題  反 省 され た。
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口説報 t新しぃ歌



……口説 き唄……か って働 く人の働 く唄であった。

それが人の交流で心を癒す唄に もな った。地元 に生 まれ よ りも外

か ら入 って きた  く他の人が地元 に残 した》 ものが多 いごたる。

参勤交代時代の人の行 き来 によつち 持 ち帰 られた唄や江戸期以降

に 労働者 によ っち入 った もん 持 ち帰 った もんが唄い継がれち

い ることも考え らるる。

労働唄としち辛さ苦しさ悲しさを 癒す方便にしち根強く残され

たが  近 時 は影 ぅ潜 め ち ょる ごた る。
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ごんざ回説 き『 二つ拍子』…・練 ヶ迫

肥後 の熊本 おやなぎ町に ヨイ

ごん ざどの とて徳者が ござる

徳者すれ ども世 に瀬はござ る

先 のカササマ長 々ご病気

可愛 い子供が姉弟 ござる

姉 のおよ しが十二の年

弟松次が当年七つ

七つ時にて母様 ご病気

長 の ご病気 で合 い果 て ま した

ど ぅせ あ とよ り貰 わ に ゃ立 たぬ

言 うて貰 うたが久留米 の ご城下

ご城 下 育 ちで ご器量 は よ いが

器 量 よい ほ ど心 は邪 険

来 る と ごん ざ に申せ しことは

わ しの願 い は他 で はな いが

あの子 姉 弟殺 そ ぅじや な いか

あの子 姉 弟殺 して お いて

わ しとあん た と楽 しょ じゃな いか

言 え ば ごん ざが 申せ しことは

あ の子 姉 弟 殺 さん とて も

二年 二年 立 つ た るなれ ば

姉 の お よ しは縁 に もと き ょうど

弟 松 次 は奉公 に出 して

セ ドッコイセ

アラヨヤサノセ ヨイサ ノサ

ゾ
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言えば女房 はそれ聞 きいれず

わ しに今 日か ら暇 くだ しゃんせ

好 いた女房 にゃ暇 とはな らず

それをお好が寝 ざめに聞 いて

朝 も早 ぅ起 き座庭の掃除

松次松次 と小声で起 こ し

松次 よ う聞け大事 なことで

松次驚 きこりゃなにごとか

姉 のお好は手 に じゅずかけて

弟松次 に香花 もたせ

急 ぎ急 ぎてみ墓 にまいる

先のみ墓 に両手をつ いて

先 のカカサマ願 いが ござる

私 しゃこの頃新家 もちで

味噌がないので味噌たきます る

味噌の豆 な ら三里の道 も

戻 り立 ち寄 り食べ見 るものよ

くせの豆 な らまだたけませぬ

そ こで庄屋が 申せ しことは

私 しゃもとよ りとうバ ト育 ち

くせの豆 な らなおさ らの こと

言 うて庄屋が フタ取 りみれば

中で荒神エ ビの ごと し

あ とのお方へお譲 りしま しょう
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猿丸太夫

猿丸太夫 は奥山の チ リツ

モ ミジ踏み分 け鳴 く鹿の

往来 山で鹿が鳴 く

寒 さで鳴 くか妻呼ぶか

寒 さで鳴かぬ妻呼ばぬ

明 日は小山のお シシ狩 り

来 るか来 るか と川下みれば

りllに ゃ柳 の影 ばか り

三度 と待つ まい川越 しな じみ

空が曇れば気が もめる

心せ こ寄 りゃ川せ きなされ

川 にゃ思 いの鯉 も居 る

踊 り踊 るな ら品よ く踊れ

しなのよい娘を嫁 にとる

あの娘 よい娘 じゃボタモチ顔 じ

キナコつ けた らなおよかろ

わ しとお前 は茶碗の水 よ

誰が混ぜて も濁 りゃせぬ

わ しとお前 はお倉の米 よ

いつか世 に出てままとなる

踊 る中で もおの娘がいちよ

あの娘育てた親みたい

山で赤 いのはツツ ジに椿

ャンアラヨイ ショヨイ

レ ヤ トヤ ンソ レサ

シ ョンヽ
　
ソ

ン
　
レ

テ

　
ソ

ン
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咲 いてか らまる藤の花

恋 し恋 じと鳴 く蝉 よりも

鳴かぬホタルが身を こがす

松 の木のねにクル ミを植えて

松 に来 る身 は楽 しかろ

揃 うた揃 うたよ踊 り娘が揃 う

秋 の出穂 よ りよ う揃 うた

左衛 門

く しは太 い まの大 ず か し

金 の楊 枝 を びん元 に ソ

咲 いて咲 かせ て しなやか に

す そ に ゃ白足 袋 な らぞ ぅ

ホホ ンホ アラ

レエ ソ レエ ヤ

り

ドッコイ ドッコイ

トヤ ンソレサ

た

た もと提灯火をつ けて

しゃな らしゃな らと忍び行 く

忍び行 くのが伝正寺

夜の ことな ら門 しまる

大蛇 とな りて名をかえて

七巻半 に巻たてて

裏 にまわ りて塀を越え

表正面 うちまわ り

俊海寝間 に しのび こみ

俊海 さん とゆ りお こし

俊海驚 き目を さま し
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夜の夜 中に来た ものは

狐 タヌキの化 け物か

あ るいは墓 の亡魂か

主を名乗れ名を名乗れ

もしも名乗 らねばひと討 ちと

守 り刀を手 に取れば

討 たば討 たんせ俊海 さん

わ しは裏町おろ くだど

文 も度 々送れ ど も

つ いに一度の返事 もない

そ こで今宵 は じのびきた

その こと俊海聞 き入れて

今宵一夜の帯 とか しょ

一夜ふた夜 はわ しゃいやよ

枕 さだめのその内に

夜 はほのぼの と明 けにける

起 きて いなんせおろ くさん

前 の小藪 の竹でさえ

雪 に押 されて しお るほど

門の外 まで見送 りて

おろ くはわが家 と立 ちかえ る

俊海わが家 と立ちかえ る

誰が言 うたや ら和尚さんの

耳 に入れては和尚さんが

-212-



俊海 よ う聞 け一大事

この寺取 らしょうと思 うたけど

男女禁制伝正寺

男女遊 びをす るか らにゃ

今 日きり暇をや るか らにゃ

カラカサー本 さ しかやす

門の外 にてあわれさは

上 り行 くか と思え ども

下 り行 くか と思えども

この ことおろ くに知 らせん と

おろ くがやた くをさ してゆ く

亥 の子餅 《今市 》

大 国 さん と言 う人 は 一人 で俵 ふん ばつ て  2で ニ ッコ リ笑 って

3で 杯 さ しお ぅて  4で 世 の 中 よ い よ ぅに  5つ いつ で もご贔 員

に  6つ 無 病 息 災 で  7つ な に ごとな い ょ うに  8つ 屋敷 を買 い

広 め  9っ こ こに留 ま って  10で と うと う納 ま った。 ドッサ リ

祝 うち ょ くれ。

《野津原》

祝 いま しょう祝 いま しょう こん夜 の亥の子 祝わん者は鬼 う

め蛇 うめ 角 はえた子 うめ エー トナエ トナ  もひとつおまけに

祝 いま しょう祝いま しょう。
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手 まり唄

一番は じめは一 の宮 二 はまた 目光東照宮 三 また佐倉の宗五郎

四は信濃の善光寺 五つ出雲の大社 六つ村村天神様 七つ泣 く

や ら弘法 さま 八つ八幡の八幡宮 九つ子供の大社 十で とうとう

成願 し あれほど神願かけたのに 波子 の病はよ くな らず  ゴーゴ

ーゴーゴこと行 く汽車は 波子 と武雄の泣 き別れ。

お城 のさん おん様在所が一丁 ごで お籠で一丁様 どん さ した

か どん  しのぶか どん どん どんはや るが泥神 さ―まか  ここは し

のは ら さかいの どん おん よ しいわ らの吉郎 さん 駒造 さん  と

ぼけてはや るが音八 さん 白木屋のお こまさん さいざさん 煙草

の煙 りで 18歳  酒 もつて こい 吸い物 なん どは早 ぅもつて こい

ヒー フー ミー ヨー ………… トコ トン.

ア ンタカ タ ドコサ 肥後 さ 肥 後 ど こさ 熊 本 さ 熊本 ど こさ

せ ん ば さ せ ん ば山 には狸 が お って さ それ を猟 師が ア ミチ ャで撃

つ て さ 捕 って さ ウマサ ノサ ツサ。

手 まり唄

いちれつ らんばん破裂 して  日露戦争 は じまった

さつ さと逃げるはロシアの兵 死んで尽 くす は 日本の兵

五万の兵を引 き連れて 六人残 して皆殺 し

7月 8日 の戦 いに ハル ピンまで も攻 め落 と し

クロバ トキ ンの首を とり 東郷元帥万々歳

十一一合のお豆 い り 十二新 日の義貞は

十三寒 いは北海道 十四四国の金比羅 さん

十五御殿の八重桜 十六 ロシアの大戦争
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十七七士 の墓 きい り 十八浜辺の自ウサギ

十九楠正成 と 二十二の宮金次郎  ます ます こが しま した。

田植え唄

揃 うた揃 うた植え手が揃 うた 苗を植えま しょうお国の為 に

米 は宝だ宝の草だ 植え りゃ黄金の花が咲 く

今年 は豊年穂 に穂が咲いて 道の小草 に米が なる。

替え歌

赤 ぇりん ごにElべ たひっつ けち だ まっち見 ち ょる青 い空

りん ごんやた一何 にも言わん けん ど りん ごん心 もちゃゆ ぅ解 る

りん ごええ らしいゃ ええ らしぃりん ご。

う一ち ゅ―臨る時 ゃちいち きち う―でん う一てんちいち くる

ぽちんやた一だまぁね― ええ らしや っちゃ。

数 え IIn

い ってん か って ん  に くら

うち食 ろ ぅち 仕事 ぁせ ん

一言 うち ひち面倒 ら しい

ぐ― じ といむ え ―ち食 う

しい ことん じょ一言 うち 三度ん飯 ぁ

じ ごて― しんが  ろ くでんね ―こっ

鉢巻 き ぅ絞 め く― じ くどん前 ぃか

ち ょる。
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牛飼 い数え唄

1つ とせ…市場牛買 う時は血統選んで買 いま しょう。 2つ とせ…

触れて触 って撫でて見てお乳のよい牛買いま しょう。 3つ とせ…見

た時上等 な牛 などで名ない牛買 うじゃない。 4つ とせ…他所の牛見

て我が牛 なおせ調教訓練 ツノ周 り。 5つ とせ…いつ も運動忘れずに

太 るにつれてエサをや る。 6つ とせ…無理 な荷物 はおわせず に大事

に しま しょう ミモチ牛。 7つ とせ…夏 の牧草草つ くり冬の準備をい

た しま しょう。 8つ とせ…病 にかか りしその時は我を忘れて看病を

。 9つ とせ… これ見 よ我の育てた牛品評会 には一等賞。 10っ とせ

…登録検査 は無事 にすみ育てかいある金杯牛。

回説 き唄  お ロク春海

弟子 も数 あ るその うちにハ ハハ  ー の弟子 に春 海 どソ レエ ヤ ソ レ

エ ヤ  ア トヤ ンソ レサ

辻 の学 問 色恋 の ………それ に 目をか けあ る人 は ………

少 し離 れて裏 町 の・・・…後 家 の娘 にお ロ クさん … …

田植え唄

腰 の痛 さにこの田の長 さ 四月五月の 日の長 さ サ ンヤ レ日の長

さ 四月五月の 日の長 さ。

ホ ー チ

ヨイ シ

ソ レサ

ヨ

　

　

ヨ

ホーチ ョヌベ ヌベ

ヌベ ヌベ今夜 の夜 食 チ リツ

早 くぬばね ば夜 が 明 け る

ンテ ンシ ャ ン ア ラ ヨイ シ ョ

ソ レエ ヤ ソ レエ ヤ ヤ トヤ ン

ツ ンテ ンシャ ン ア ラ ヨィ シ盆 の十 六 日おばん かて い った らチ リ
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ョヨィ シ ョ ナス ビ切 りか け フ EI― の煮 じめ ソ レエ ヤ ソ レエ ヤ

ヤ トヤ ンソ レサ。

竹 刀踊 り

国 は ごきな い河 内の国 よ サ ノ ヨイサ ノ ヨイ 河 内国で は信義

長 者  サ ノ ヨーヤセ  ヨーヤーセ

末 の世 を取 るラ ン トク丸 は・・・・・。歳 は十 五 で まだ びた い… …

こ こに説 き出す志賀 団七 は …… いわ く困縁 EEl説 いてみ ま しょ…

国 は奥 州仙 台 の国 …・…頃 は寛永 十 四年 一・・・

わ しの思 いは宇蔵 さん 山 の …… ほか に本 は な い松 ばか り……

心 せ くよ り,IIせ きな され・・。…川 に ゃ思 い の恋 もい る……

盆 の十 六 日お ばん かて い った ら… … ゴボ ー大 根 に コ ンプの煮 し

め・・・…

竹刀踊 り 〈七瀬馬子唄か ら》

肥後 か府内か一の瀬渡 りゃ サ ノ

お国訛がなつか しい サ ノヨーイ

馬 に揺 られて旅す る人 にゃ……

馬子の一節心 に しみ る……

肥後 の糸屋 の吉兵衛さんは……

京 の修行の今 さとがえ り……

ヨイサ ノ ヨイ

ヤ ヨー ヤ ーサ

秋葉越えれば火伏せの森 に……

フロー煮え たか諏訪の灯見え る……

思 い巡 らす十年前の……

諏訪 の街道で病 に伏 して……

通 り合わせ た馬方 さん に……
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助 tナ られて の一夜 の宿 も……

忘 れ ゃ しな いが一言 率Lを・・・…

さが す七 議 の陽 も山 に入 る。・・…

二 の瀬三 の瀬 無事 願 を渡 り… …

め ぐす不動 に笠 を脱 ぐ・・・。・・

通 り合 わせ た可 愛 もヽ馬子 に・ヽ・…

捜 す 馬方 尋 ね てみれば 。・・…

それ′は私 の父 親 だ け ど…・・・

暮 れ に亡 くな りあの世 の旅 に。・・・・・

なん で無情 な涙 にぬれて 。・・―

あ とを継 ぐ嬢 の再抱 き寄 せ る…・・・

あの娘年 頃 あね さん かぶ り… …

いつ か覚 え た馬子 唄を ―・・・

里 llk

蓑着て 笠着て鍬 もって お百姓 さん ご苦労 さん

今年 も豊年満作で お米がた くさん取れ るよ―

朝か ら晩 まで お働 き

村 の鎮守の神様の 今 日は楽 しいお祭 り日

ドン ドンヒャララ  ドンヒャララ

今年 も豊年満作で 村は総出の 大祭 り

ドン ドンヒャララ  ドンヒャララ。
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田植 え 唄

腰 の痛 さにこの田の長 さ 四月 ヨイ ヨイ五月の日の長 さ

紺の前かけ松葉の模様  こん に待つては是非 もない

わ しに通 うな ら裏か ら通え 前 は引戸で音がす る

音がす るな ら大工 さん雇 うち 音がせんよ ぅに しち もらえ

わ しとあなたはお倉の米 よ いつか世 に出てママ となる。

尾原 白熊練 り唄

笛や太鼓で ヨイ ヨイ 舞 い立つ獅子 はハー ソ レソレセ

お先祓 いの ヨイ ヨイ よいさ道開 くハ ァ リャヨ ゥオイ ヨイ ヨイ

それ  ヨウオイハ リャリャ コ ゥリャヤ ヨイ トセ

ハ ー ヨーイ トサ ノサ

伊勢 に ゃ七度 熊野 にゃ三度 愛宕 さん には ヨイサ

月参 リ ソ レ

お江戸 日本橋 練 り出す 白熊  これ も大名の ヨイサ

立 白熊  ソ レ

変 しゅうな きゆ ぅよりゃ ち ょろち ょろござれ

ござ りゃ見 もす る コイサ 見 もす る ソ レ
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下宮お着

伊予 の松山 皆黒羽織 誰が殿や らヨイサ

おそばや ら ソレ

木賊 《モクサ》磨 きの 熊本 よ りも 煙 りゃ立つて も ヨイサ

阿蘇 の谷  ソ レ

練 りも練れたよ ぅ 随分練れた 浜の ご殿で ヨイサ

練 り納め ソ レ

下宮お立 ち

伊勢 は津で もつ 津は伊勢 で もつ 尾張名古屋 は ヨイサ

城で もつ ソ レ

もぅま ぁお立 ちか お名残 り借 しや 浜の ご殿を ヨイサ

後 に して ソ レ

本宮着

ござれ話 そ ぅや 小松の下で 松 の葉 のよ ぅに ヨイサ

こまやかに ソ レ

さまは三夜の  三 日月さまよ 宵 にち らりと ヨイサ

見 たばか リ ソ レ

千秋万歳

千秋万歳 思 うた こと叶 うた 末 は鶴亀  ヨイサ

五葉 の松  ソ レ

茶屋場 もどりは 皆すげ笠 の どれが姉や ら ヨイサ

妹や ら ソ レ
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白熊音頭

源の頼光が ソコデセイハ リャ リャ 大江山にて鬼人を退治す

ヨイ ヨイヤ それで都が治 まる繁盛  エーヤ レソレエササ トセー

ハ ア リャ リャ コ リャ リャ ハ ー ヨーイ トセ ハ ーヨイサ ノサ

正月 になれば F電 に門松裏 白飾 リ ヤ レ 子供 ごまうつ羽根つ く

繁盛

七月 にな りぬれば 同 じ七 日の うら盆 なれば  ヤ レ 白い浴衣で

踊 り子が繁盛

八月 にな りぬれば 神の降臨で御幸のせつは ヤ レ 獅子や白熊

でお勇 む繁盛

煙草屋 の源七が 親の敵を妹 に討 たれ ヤ レ それが無念 の腹切

る心 中

もぅま ぁお発 ちな ヨイヨイ お名残 り惜 しやエイソー レソー レ

花 のナー都を ヨイ ヨイ ハ リャヨーイ ヨーイ ヨイヨイヨイ

ハ リャ リャ コ リャリャハ アーヨーイ トセ ハ ー ヨイ トサ ノサ

お江戸 日本橋  揉んで出 る白熊  あれはナーお大名の伊達 白熊

さて も見事 な お江戸の道 中は 松 にナー柳を植え混ぜて

瀬日の唐橋 ゃ 唐金擬宝珠

松が繁 りて 屋根間が暗 い 下 ろせナー小松 の一の枝
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ひ ょうごつ き しも ながつ きそめて  いっ もおろかやオ リャ

ソラ もううりしうの ハ リャヤヘ トコセ セーノヨーイ ヨナ ハ

レッサ  コ レヮイサ ハヘ ヨヘイ トセ ハ ー ヨイ トセノセ

白熊伊勢音頭

伊勢 にゃ七度 ヨイ ヨイ 熊野 にゃ三度エー トコセ トーコセ 愛宕

さまにはヤ ンレ 月参 リ エーサ ァサ ァヤー トコセーノ ヨイヤ

ナハ レヮイサ  ヨイ コレヮイサ ハ ー ヨーイ トセ ハー ヨイ ト

サ ノサ

安芸 のナ ァ 宮島周 りが七里 浦 は七浦 ヤ ンレ 七表

主 はナ ァ 三夜の三 日月さまよ 宵 にち らりとヤ ンレ 見たばか

り

思 うてナ ァ 通えば千里が一里 逢わで帰ればヤ ンレ また千里

思 うてナ ァ 来 たのに去れ とはなにか 秋 の田を こそヤ ンレ 稲

と言 う

へ ・

ノ＼
＼
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白熊練 り 《和歌 の浦》

和歌 の浦 には ヨイヨイ 名所が ござ る ウンハ ラヨーイ ヨイ ヨ

イ ヨイハ リャ リャ ヨイ ヨ リャ リャハ  ヨー トセ ハ ァヨー

イ トサ ノサ 何が名所か 七つ子が は らんだ

山の中で も 小倉木 ゃ名所  自杵五万石 ヨイサ ロの下 に

山の中で も 杵原 ァ名所 府内城下が ヨイサ  ロの下 に

千秋万歳

千秋万歳願 うこと叶 うた 末 は鶴亀 ヤ ンレ 五葉の松エーササヤ

ー トコセーノヨーイヤナ ハ レヮイサ  ソ レ コ レヮイサデ

サーサナ ンデモセー

縄飛び唄

誰か さんお入 リ ア だいおろ し

アツポコシヨシコ アツポ ンポ ン ジャンケ ンシ ョー

負 けたお方 は 出て頂戴

次の人お入 リ ア だいお ろ し

アツポコシヨ シヨ ア ッポ ンポ ン ジャンケ ンショー

アイ コ レショー 又負けた 負 けたお方 は 出て頂戴

田植 え唄

腰 の痛 さ に この日の長 さ

四月 ヨイ ヨイ 五 月 の 日の長 さ
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サ ンヤ レ 日の長 さ

四月 ヨイヨイ 五月の 日の長 さ

紺 の前かけ 松葉の模様

こん に待つ とは 是非 もない

わ しに通 うな ら 裏か ら通え

前 は車戸 音がす る

音がす るな ら 大工 さん雇 うち

音がせん よ ぅに しち もらえ

わ しとあなたは 羽織の紐 よ

胸で辛苦を 結 びあ う

|ヽ

よろず漫才

そ もそ も神 はボ ンデ ンタイ シャク天皇 下 は時代の天皇 間魔法

王 不動明王 東 に 40末 社  西 に 80末 社 合わせて 120末 社

の神神様を  この屋敷 にご勧請 申 したてまつれば 誠 にめで とうそ

ぅらいける。

0
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このお屋敷 は東上 り西下 り 北をか る一て南向 きのよきお屋敷 な

れば よ き上を引 きな らし ミカゲのエ ンダを据えたまい それに

は土台を引 きのせ 柱の数 は 9000本 の よきお屋敷 なれば 中

に福徳 シューラ明王 と 祝 いたてまつれば誠 に めで と ぅそ― らい

ける。

1, 1お くお くセ ンジュ漫才 と たて まつ って  1本 の柱がイヌ

イの大黒柱 と祝 いたて まつ る。二本 の柱 は 日天 月天 三本柱が三

宝大荒神  四本の柱 はシナノの権現 五本の柱 はゴー シュー山田権

現 六本柱 はロクジの地蔵尊 七本柱 は七福神 八本柱 は箱根権現

九本 の柱 は熊野権現 十本柱 は ジューラ明三 と祝 いたてまつれば

誠 にめで と ぅそ― らいける。

残 る社 は下 まで もモモチマ ンの神神 と 祝 いたてまつれば誠 にめ

で とうそ― らいける。

葺 き草 におきま しては ツル ガ ン カモの小鳥 の羽根を集めて

あ釈迦 の御弟子が オ ヨリニナ ッテ ひとホ コ葺 いては 二千 ダ

イ シャ ふたホコ葺 いては四千 ダイ シャと 三ニ ホコに葺 き上 げ葺

きおろ し 両の面 には シンメイ シ リョのカプ トを据え あち らが

日天 こち らが月天 と 祝 いたて まつれば誠 にめで とうそ うらいける

年の始 めの年男  チヂ ミの刀を こ ぅして差 して 南天 に立 てエイ

ジの門を押 し開 き ミイのお山を押 しいただけば 誠にめで とうそ

ぅらいける。

《ヤ レコ レ漫才》足 こそ痛かれ腰 こそ痛かれ 足腰痛 ぅで も立 た

ずばな るまい。立つたることな らヒ ト腰舞わずばなるまい。 この家

の宝 は何 こそ宝 よ 先祖が宝 じゃデイサ ン宝 じゃ バ ァサ ン宝 じゃ

。デイサ ン宝 は何 こそ宝 よ杖 こそ宝 よ孫子が宝 じゃ。バ アサ ン宝 は

何 こそ宝 よチ ャワ ンに ヒシャクに茶道具なん どが 一番宝 よ。
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農家の宝は何 こそ宝 よ 牛 こそ宝 よ馬 こそ宝 よ 牛はどこ牛 ゴ ト

ーや ヒラ トの肥後牛 なん どが 三 日月 な りの角おば もつたて 朝 日

に向か ってモ ンモ ンとホケ レバ  これ まためでたい。馬 じゃどこ馬

日向や薩摩のマキ ウマなん どが 金銀づ くりのコグラを乗せかけ

前田が千丁裏 田が千丁 梅木のコガラにコウカの ヒジギに タタ リ

が柳でスキサキ ゃ ドコサキ お宮の馬場先 お寺の門先 刀のキ ツ先

ハ カマのブ ッサキ 羽織のエ リサキ お顔 じゃ鼻先お腹 じゃヘ ソ先

チ ンポ じゃマラサキ  000じ ゃサネサキ……

ミズナ シ八尺 ヒキオが一丈 道具が揃 う一た カキテは誰 じゃい

オーエ ノゴ ンゾーにタゴヘーなん どが 横 目にサ ラサラ立て 目にサ

ラサ ラ ソラカケヤ レカケ 牛ん けつ― ビツタテーチよ くよ くかけ

た る その田の植 えては誰 じゃい 上ん段 のセ ンガカカ下ん段のマ

ンガカカ おツルにおカメにおチ ョー ジャなん どが 平家のバ ッソ

ン大 きなサネモ リ バ ッチ リハサ ミデーチ チ ョンポ リチ ョンボ リ

チ ョボ リと 植えたる その田の実 りのよ さこそ奥山ク リの ごつ

前山 シイの ごつ パ ツチ リパ ツチ リ実つち ござれば  これまためで

たい。

野菜 の類ではオ ーネギにコネギ ニ ンジンダイコにゴボーのよな

もの  フツク リ膨れて実 って ござれば  これ まためでたい。おイモ

の類では トイモにサ トイモバ レイ ショなん ど 百荷 も二百荷 もで き

た ることな ら これまためでたい。お豆 の類では青豆白豆 ダイズに

アズキ エ ン ドーにイ ンゲ ンなた豆 ソラマメフローにニ ドナ リ 味

噌豆 なん どがふ っくりふ くれて実つて  ござれば これまためでたい

。お餅 の類ではア ワモチコメモチ  トーキ ビモチカキモチ ヒシモ

チアラ レモチ バ ーサ ンデーサ ンはひよろち―ち尻餅。内ん嫁 じょ

うにサ トモチや らねばフク レモチ。カアサ ン子持 ちで旦那が金持 ち

な らば 誠 にめで とうそ― らいける。
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……新 しい歌  唄……

明治以降 には唄を作 る心ん ゆとりも 生 まれち くる。特 に野津原

には 昭和時代か る戦後の近代化 によ っち 作詞 された唄が多 く見

らるる。地元 ぅ題材 に した詩 に曲がつ く 詩づ くりか ら飛躍 しち

歌づ くりに進み 特 に昭和 平成時代 には  『ふ るさとの歌』 や

唄が次 々に生 まれち来 た。

新 しいきまだ91染 まん曲 もあるが  これかるん時代の移 り変わ り

の 波 に乗 っち目すさむことじゃろ―ち思 うが。
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七瀬川子守唄

ねんね こ しゃ しゃんせ ェや 寝 た時 ァ母 ちゃん も

ホーラ カタコ トトン 機織 りじゃ

ねん ころ りん ねん ころりん

ねんね こ しゃ しゃんせ ェや な く時 ァ母 ち ゃん も

ホーラ カタコ トトン 機織れん

ねん ころ りん ねん ころ りん

ねん るこ しゃ しゃんせ ェや なんぼ泣 いてん母 ちゃん も

ホーラ カタコ トトン 七瀬織 り

わか るまで 手 はとめん

ねんね こしゃ しゃんせ ェや 三年や ってみた

ホーラ カタコ トトン で きたのよ

ねん ころ りん ねん ころ りん

ねん ころ しゃ しゃんせ ェや 寝 る子 はいい子 じゃ

ホーラ カタコ トトン きれい じゃろ ぅ

ねん ころ りん ねん ころ りん

無題

太 郎 さん と次郎 さんが  セ ンチ ンバ ん影 じ

チ ンポむ く稽古  クル クル  クル クル
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野津原音頭

ハアー 宇曾群山 くれない染めて

霧が にお うよ 朝 山がえ り

可愛 いあの娘 は 誰の花  ソレ野津原 よいとこ

ソー レ 野津原 よいとこ ヨーイヤナ

ハ アー 七瀬七谷 七つの月が

早生を刈 る娘の 眉引 き姿

誰 にあげょか このひと穂  ソ レ野津原 よいとこ

ソー レ 野津原 よいとこ ヨーイヤナ

ハアー 祭 り囃子の 郷社 の森 に

なんの願かけ 晴れ着の浴衣

仇 に濡れよ ぅか 月光 に濡 りょうか  ソレ野津原 よいと

こ ヨーイヤナ

恋の七瀬川

想 い出 と此処 に来て 一人歩 いた

岸辺 には今年 も 白ユ リ咲いて ます

楽 しかつたの今は 素直 にな りたい

もう一度 二人寄 り添 う 霧の七瀬川

幸せ と書 いてみ た 心の中に

忘 られぬあの人 遠 くの町か

追 っかけて も消えてゆ く 淡 い シャボ ン玉

もう一度 呼んで見 たいの 夢の七瀬川

せせ らぎも消えてゆ く 流れるままに

あなたとの生活  沈んだ水の中

泣 いてみたつて尽 きない 叫んで も

もう一度 燃えて見たいの 恋の七瀬川
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七瀬川 哀歌

流 れ る花 の 明 日はな く

浮 か べ て ほ しい 今一度

未 練 豊 後 の 未練 豊後 の

す が り付 きた い 夢 も枯 れ

燃 え て届 か ぬ  恋 なの に

未 練 豊 後 の 未 練豊 後 の

傍 く沈む運命 な ら

君の面影重ねたい

七瀬川

夜雨 に疼 く胸 を抱 く

残 り火焦がす濡れ蛍

七瀬川

むせ び泣 くよな せ せ らぎは 紅 葉 を散 らす血 と もえ る

由布 岳 降 ろ しも 近 か ろ に は ぐれ燕 の狂 い舞 い

未 練 豊 後 の 未 練豊後 の 七 瀬川

七瀬川 ‐

霊山 に連な る峰の 奥深 き谷ふ ところに

草か くれ 落ち葉潜 りて 耐 ゆるなき この流れかな

水上 は温見 の峠 老いずれば また も夢みつ

雲走 る 青 き高原 久住嶺は 遠 く霞 ぬ

人の世の 繁 き営み 野 も山 も 容変われ ど

この川の 命永久 にと 色綾 にお る 七瀬織

わが生 まれ じ 故郷にあ らね ど 前の世の深 き縁か

この川を臨む 川辺 に 汝 といねん 奥津城所
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野津原慕情

み ど りも萌ゆ 若葉 も映え る山の嶺

桜 の花 も咲 き誇 る 四辻峠や大峠

ぜん まい取 りに わ らびお り

幼 き頃の故郷が 瞼の裏 に しみ こんで

あ、想 い出の 故郷の山

さわやか に 清 き流れの七瀬川

隣の子 らと泳いだ リ ビーロンか けごま 陣屋 とり

アプラメ ハエつ リ ドンクつ り

幼 き頃の故郷が 心 の中によみがえ る

あ、想 い出の 故郷の川

紅葉が 色鮮やかに変わ りゆ く

横道の山や宇曾山 すす き も揺れ る 街道す じ

山 い もほ りに 栗 ひろい

幼 き頃の故郷が 年老 うごとになつか しい

あ、想 い出の 山や川

ななせ川愛歌

七瀬川は私の母 育てて くれた湧水が

肌 にほんの り紅をさすのか 瞳 も濡れて

ツル草  ま りつ き 童唄

七瀬川は私の父 叱 って くれた厳 しさの

瀬音優 しくいつか別れの 切 なさ辛 さ

若アユ 馬子唄 丸木橋
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七 瀬 川 は私 の故郷  愛 して くれ たせ せ らぎが

明 日の夢 を幸 せ と 胸 に抱 いて

山 ユ リ タ焼 け 子守 唄

七瀬音頭

ハ アー里 は宇曾か らみどりの野か ら

明け りゃ川面に鮎が飛ぶ  ソ レ

揃 うた揃 うたよ心 もひとつ 野津原 よい とこ七瀬の里の

生 き生 きいい町 ソ レ 人づ くり

ハ アーあの娘年頃朝露濡れて

牛を育て るい じらしさ ソ レ

揃 うた揃 うたよ今市原 に 野津原 よいとこ七瀬の里 は

水 と緑 と ソレ 安 らぎと

ハ アー昔 しゃ馬子唄肥後街道

上 り下 りの石 たたみ  ソ レ

揃 うた揃 うたよ行列過 ぎりゃ 野津原 よいとこ七瀬の里 の

夢 と人情 の ソ レ 花が咲 く

ハ アー北の野野台南の四辻

諏訪の石仏夢 さめて ソ レ

揃 うた揃 うた幸せつ くり 野津原 よいとこ七瀬のさとは

老 い も若 きも ソ レ 生 きが いを

ハ アーニラだカボスだ シイタヶ久保茶

柿 にいち ごに七瀬味噌  ソ レ

揃 うた揃 うたよ真心 こめて 野津原 よいとこ七瀬の さとの

土の香 りに ソレ ひとめばれ

ハ ア早今年 しゃ豊年祭 りの笛が

実 り嬉 しい十五夜の ソ レ

揃 うた揃 うたよヤグラの上で 野津原 よいとこ七瀬の里 は

森 と泉が 日本一
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せせ らぎの女

お前不幸 に した くはないと

言 って振 り切 る 貴方が に くい

肌の温 もり確かめたの に

せめて も一度 腕のなか

行かないで行かないで 七瀬川を

さよな らも切 な くて

霧が霞んだ ああ せせ らぎの女

貴 方 な しで は この命 さえ

ほ しくな いわ と唇 かん だ

そえ ぬ運 命 と今 日まで来 たが

つ の る思 いが  顔 を 出す

逢 いたい よ逢 い に来 て 七 瀬川 で

さ よな らは辛 す ぎ る

紅 が悲 しい ああ せ せ らぎの女

そ っと背中に貴方の名前

書 いたあの 日が 寂 しく揺れ る

いつか添え る日 野仏 さん に

祈 る袂を風が吹 く

寂 しいよ想 い出は 七瀬川 に

さよな らって言わないわ

笹 の葉ずれが  ああ せせ らぎの女
じ
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ああ石合原

浮 き雲流れ る青 い空 枯れ野原芽をふ く高原の

ああ高原 の春

小 さな校舎が大 き く見えた あの 日校舎の桜の花が

ああ石合原懐か しく思 い出す

茶場過 ぎれば一本をぬ ぎ殿様お駕籠で通 った

ああ通 ったそ うだ

あの道 この道八年間の小 さな足跡聞 こえて くるよ

ああ石合原通 り道枯れすす き

ふ く風季節の味がす る 石合原 あの丘校舎の窓 に

ああ校舎の窓 に

心 は豊かに育 って くれた なんだか似 たよ うな友達同志

ああ石合原今一度帰 りたい

七瀬みれん川

忘れたはずの面影が 神楽ばや しに誘われて

七瀬の里 の鈴が滝  二人の愛を笛の音 に

流せば悲 しい みれん川

桜が里を染め る頃  きつ と帰 ると言 いなが ら

七瀬の辻 に抱 き寄せた  信 じたあなた もう五年

夢 に見 ま した みれん川

御神燈 あか く灯 る夜は どこか似ている横顔が

思 い出させ る恋蛍   みれん心 またつの る

しあわせ下 さい みれん川
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さとうた

朝海山峰駕籠の台 穴を掘 って入蔵  チ ョ

糸棚ギスギス奥スズメ 山中カラスが泣

小原高沢杵原 昼で もタヌキが出 るとこ

コチ ョコ上つて宇曾山

くときは 石合 ワク ド

ろ。

七 瀬馬子 唄

アオ よ勇めよ宿場はそこじ

三里坂道荷物を渡 しゃ う

久 しぶ りだ と 10年 前の

トチの高岩朝 日が照 らし

白熊獅子舞 い祭 りの夜は

ゃ あれが街 道 の石 だ たみ

しろ姿 に涙 ぐむ

客 を乗 せ て の馬 子 の旅

日向道 か ら初 もうで

恋 に こが る る出会 い橋

宇曾 に行 こ ぅか荒木に出ろ ぅか 四辻峠の思案顔

神楽見 たいが足止めされて 呼ばず に来 るのが祭 り客

暮れた夜道 に里 の灯見え る あれは丹生 山練 け迫

草が長 くて姿が見えぬ 積荷 出来たかあの二人

朝山帰 りの荷草 に揺れ る 可愛 い山ユ リ誰のや ら

迎え提灯足 もと照 らし 母 に峠の暇乞 い

カゴで行 こうかあの石だたみ 宿の障子 に灯が ともる

肩を抱 き寄せ乱 れた髪を 撫で りゃ馬子唄近 くな り

瀬戸 の地蔵 に何願かけた あの娘秋 には歩 くのに

母 は達者か小岩戸橋を 渡 りゃ背の子 も荷 も軽 い

鮎 は追 いた し荷物はある

上 りや栗灰下れば瀬 日

竹か梅か と辻田 に闘けば

弘法 まわ しに思 いの謎が

し 馬子の仕事 はままな らぬ

中は今畑春 かすみ

ほかに本 はない待つばか り

解 けて うれ しや里 の月
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秋葉越えれば灯伏せの森 に フロー煮えたか諏訪の灯 じゃ

三筋煙 りが止 まれば明 日は 炭をオセダス沢 田谷

好 きと言えない風 呂た く暮れの あれ も 19の 身を焦がす

神楽 ばや しに更 け行 く夜は 濡れてみたいよ鈴が滝

伊塚越えれば土産は肥後の おて もやん とはい じらしい

肥後か府内か一 の瀬渡 りゃ

西 は伊塚か古道過 ぎりゃ

告 げぬ思 いのあの人待てば

七瀬川原 のイ ドラの露が

府 内帰 りの馬子唄聞けば

お国訛がなつか しい

宿場野津原灯が見え る

今 日もクル クル水車

しのぶ二人の肌濡 らす

針を持つ手が またとまる

泣 くなあの夜決めた じゃないか 苦労承知の二人旅

七瀬川 にはあなたと二人 苦労す る瀬 も淵 もある

二 の瀬三 の瀬無事瀬を渡 リ メグス不動 に笠を脱 ぐ

霧 の米山殿坂上 りゃ 笛の調べか御所の森

明 日は立つのか小窓を開けて 宇曾 に小雨が降ればよい

冷えた夜風 に甘酒ついで 揺れ る障子の影ふたつ

あの瀬浮かべた小舟の舵を  どこのどなたが取 るのや ら

赤米 まつ りとサナプ リ済めば 月 も米 山十三夜

在所恋 しや歩 けば三里 山が高 ぅてままな らぬ

あん娘年頃あねさんかぶ り いつか覚 えた馬子唄を

や っと覚えたのにせが まれて 歌 う馬子唄乱れ足

昨 日屋形木明 日籠の台 タ ンス長持 ち祝 い唄

行か ざな るまい待たせた夜 は しのぶ恋路の月 あか り

広戸川久保積荷 もすんで 主 の後追 い してみたい

白山権現雨乞 いすれば 西 の鶴山雲がたつ
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アイ と答えた神楽の里の あれ も年 頃 目が可愛 い

泣いて くれ るなお前 と二人 あ って私の晴姿

竹矢辻原恵みの水 に 実 る稲穂 のお じぎす る

の ろ し上ればお船が入 る あれが鶴崎京の道

よけた夕立 ゴザ引 き寄せて 子供 のママゴ トー体み

湯立て してか らお前 と二人 起 きた子供を寝せつ ける

そ っと揺れて る茶摘みの中に 田吹 き娘のスゲの笠

里 のテ ンポナ シおさげの胸 に 抱 けば背の子 も手を延ばす

コバん鼻か ら船平 まわ りゃ 炭焼 く煙 りの流れゆ き

寺の周 りに思 いを込めて ナ ンテ ン可愛 いやガ ラ ン鶴

愛宕地蔵 にお百度参 り 親 は達者か背伸 びす る

竹のさやゆれ笠松眺め 梅 は羽原か 日向山

塩元訪ねて川面 に うつ し 水を汲む娘の櫛 けす る

大師まわ りも無事今終えて 般若心経南岳寺

早 く行 きよと気づ いた義姉が 親 に内緒の戸を開 ける

一 里 ム クの木岩 下 まで は

忍 ぶ夜道 の石角 まが りゃ

御 輿 廻 せ ば いつ しか夜 も

峠越 した らコ ウ シ ンツカの

遍 路 しば しの トキ開かせ て

雨 も苦 にせ ぬ石 だ たみ

胸 も高 鳴 る影 一 つ

更 けて二人の本 田川

真萱訪ね る旅 の女

菊の尾原で語 りかけ

カゼをひ くなと送 って くれた 奥 とメグスの辻 の道

小原高沢 さと道辿 りゃ エ ビネ咲 くとはい じらしい

水の流れが涙で曇 る 工藤三助 しのば るる

頬 に粉つ け嫁 ぐ日近 く ス リの乙女が米をつ く

白家育 ちが祭 りの夜 に 主の神楽 は目を奪 う

里 の丸山迎え る鳥が 小無田過 ぎれば鳴 いている
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三里上れば八幡 さまの 今 日も飽 きないF]を 見 る

水が多 くて瀬越 しが出来ぬ ふた夜泊 まれば情 もわ く

殿の行列荷物を受 けて 馬子の衣装 もよ く似合 う

馬子 じゃ嫌か と返 りの言葉 待てば背向けて首をふ る

さ っと差 し出す ヒヤキを草 に 二人並んで忍 び食 い

雪 も解 けたか ま白い中に

七瀬七谷朝 日を受 けて

ハ ァ 七瀬 のせせ らぎ

七瀬のせせ らぎ

七瀬のほとりにゃ

七瀬のほとりにゃ

赤 いナ ンテ ン覗 いて る

アオ よ勇めょ馬子 の唄。

サラサラサラサ ラ

子鮎がスイスイ

紅葉がチラホラ

小雪がチラホラ

ホイ ホイ ホイ

ホイ ホイ ホイ

ホイ ホイ ホイ

ホイ ホイ ホイ

など適宜 に組み合わせて歌 う。町内の各地を題 に 77編 あ り地区

に合 わせて 歌 っていただければ幸せです。
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三助おどり

山が高 ぅち 待 たるる水が

木の葉揺 らしち 里 につ く

三助 まつ りの 涙 に濡れち

里 に帰つ た 娘 《コ》 も濡 るる

岩を くぐっち ここま じ来 たと

顔を覗かす  い じらしさ

三助 まつ りに 揃 うた揃 うた

稲 の出穂 ま じ よ ぅ揃 うた

ヒサ ゴ オオ タツ カギオ ノ井手が

みの り豊かに 手をか した

三助 まつ りは 嬉 しい秋の

ヤグラ太鼓 に 丸い月

長湯 はや立ち 谷め ぐらせち

苦労承知の 淵 もある

三助 まつ りが  あん 日に馳せち

水 は止 ま らん 横瀬 ま じ

戦後野津原 にも芸能関係の集団が 発足 して心の浄化 による

明 るい 故郷づ くりが活躍 しは じめま した。七瀬舞踊団 もその

ひとつで 荒 びはてた気持ちを活気づ ける そんな願いがあつ

て 舞踊を.中 心 に音楽 に広が り 青年団が素人演芸を突破 口に

ふ るさと文化が広 まつ た。歌 も遅れたけれ ど トツプに出た

『野津原音頭』 には振 りもつ け られ多 くの人 に愛 された。
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生 活 が安 定農 村 の活性化  世 情 が景 気 を 回復 す ると 人 の心 も

余 裕 が 出来 る。趣 味の グル ー プが多 くな り 芸 能文化 も拡 大 して

故 郷 を材 題 に した ご当地 ソ ングが流 行 して くる。昭和 50年 代

後 半 には  『 七瀬馬子歌 』 つ づ いて七 瀬川 に寄 り添 うよ うに

歌 も誕 生 す る。『 七瀬音頭 』『 ななせ が わ愛 歌 』 そ して恋 の歌

も… …『 野 津原 慕情 』『 恋 の七 瀬 川 』『 せせ らぎの女 』『 七 瀬 み

れん 川 』『 諏 訪 の恋 い歌 』『 三 助 お ど り』 ……・と続 く。

諏訪 の恋 い歌

諏 訪 の 出水 の せせ らぎは

渡 る瀬 もあ る 淵 もあ る

苦 労承 知 の 私 です

流 す涙 も いつ しか尽 きて

肌 に化 しく 夢 も消 え そ な 七瀬 川

そん な貴 方 に いつ か らか

つ の る想 いが  切 な くて

心 燃 や した 私 です

寒 くな いか と 抱 かれ た肩 に

花 も咲 きた い 欲 が未 練 の 七 瀬 川

ま こと捧 げて 揺 らす髪

越 え た飛 び橋  これか らは

絆 むす ん だ 私 です

離 さな い よ と 背 中 に書 いた

さざめ信 じて 巡 る月 日の 七 瀬 川
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野津原青年団団歌

恵み うるわ し 山や川

我 らに希望 《ノゾ ミ》の明 日がある

育み培 い 母 なる故郷 《サ ト)の

愛の灯 うけて起つ 《タツ》

ああ野津原青年団われ ら

炎 と もゆる 清 《ウン》 しき瞳 《メ》

我 らに青春 《ハル)の  夢がある

あけわたる空 に 母 なる故郷 《サ ト》の

理想 の光 かざす もの

ああ野津原青年団われ ら

果てなき歩み たゆみなき

我 らに誇 りの 道がある

大地 の叫び 母 なる故郷 《サ ト〉の

つ きせぬ真実 《マコ ト》 もとめゆ く

ああ野津原青年団われ ら

野津原 に関連 した 新 しい歌を幾つか収録 した き 掲載 しま した

。作詞 された方 に 厚 くお礼を申 しあげます。紙面を飾 り 町民

に故郷 のよさが改めて 認識 され ることで しょう。故郷 に材題で

きる場所 人  出会 い 人情 野津原 はそれだけすば らしい所

と思 います。

七瀬川 には多 くの人の愛着 もある だか ら多 くの人が川をテーマ

に詩を書 いて くれたのだ と 思 います。 ご協力有 り難 うございま

した。
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方言カルタ

暮 らしの中に入 りこんだ言葉 生活の道具で あ り心の結 びつ きの

証でん あ るき 放す訳 にもいかん し 使 うこと じ心が通 いあ うき

役立 ち便利 じ助か る 儲か ること もある。

□説 き唄 新 しい歌 はどげ― じゃつたなえ―。で―ぶん古 いや ら

野津原 ぅ見 ち くれち 作 った書 いた もんが が いと―あるのん や

つぱ野津原がみ―んな好 きなん じゃろ―な ぇ。

こんだ方言が使 うち ょるカルタを話 そ ぅ。諺 なんかは生活ん生 き

字引ん よ―な もん。なけりゃ不便 じゃつ たか しれん。長 ぇ体験か る

生 まれた 考 えち ―た知恵 じふん と憎 いごたるよ―な もんが が い

とある。ふ らつ と ほっとさせ らるるごたる。

方 言 ぬ うま く組 み合 わせ たカル タ コ トヮザ は現在社 会 で ん生 か

され た もん  そ げ なん を参 考 に しち ゃる き。

※ 米価はかつて生活水準 の基本 じゃつた。 そん移 り変わ りを見

るのん 時代の推移が計 り知 るる。長い米統制か る開放 され

ち自由になつたんが平成 7年 か る。戦後 50年 目ん節 目でん

あ る。
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方言カルタ

ー番 プ リーは まつチ ョク レ

ろ くに擦 ラ ンジ 出チキチ ョル

鼻 ンアタメー 炭つけチ

憎 しいどころか エエラ シイ

頬 タ ン洗 ウチ 炭 ぅお とせ

へ こたれ腰 じゃ す もつ くれん

トーテ ン大ケナ ヮクズ見 た

チ シ割 ったキ ビショジ ヤケズ した

理屈 ぅ言 うシニ ャ 歯が タタ ン

ヌ リー早 ぇは ゆ うチ ョレン

るす番 シチ ョル デイサ とバアサ

オ ラ ンノナチ オラ ンジ来 る隣 ン嫁 ご

わ しゃソゲ ンコツ 言 うた覚 ャネー

カ ッチー シナー ヮシャしらん

酔 うち シモ ウチ 道 ぅまちがえた

タキモ ン取 リイキ ケゴー した

蓮根堀 リジ アオ ノキ コケタ

ソゲ ンコツー言 ワンジ 聞いチ ョク レ

つ きオーチ見 リャ ユ ウわか る

ねずみユ ウ トッチ ユ ビュか まれた

懐か しい ドゲーナチ 手を握 る

らつ きょ― もろうち イムーあげた

ムゲネーケ ン ド けつ叩 く

ウツ トウモ入 レチ 貧乏 くじ引 く

イチ ミローエ お くれテ ンユルータカ

望みはネーケ ン ド 引いたおみ くじ

オ トナ シュ寝れ と オカ ンが怒 りだす

ク ンジイチす る シゴター もうデケ ン
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や ヤ シプす る 隣 ンが きが ソ リュー ミチ ョル

ま 待つチ ョルキ本当に来 イヤ 湯 カル出チ

け ケ シカラ ンチ 怒つちゃみたが シ ョーガネー

ふ  フ ゥが悪 いあいつ にゃ あん まリ トリアウナ

こ コズカ レチ 俺ん悪 いぶん もユ ウ解 る

え 縁側 に ヨダキ ューなったか 腰 か くる

て 手が ツカ ン 仕事 ンジ ョーガ イ ッペある

あ 朝顔 に早 ぅ起ケ ンカチ 院まるる

さ 先 に行 っチ ョクキ 来ナーエチロ じ合図

き 来 チ見 チ ョク レ わ しにゃ似合わん いい出来で

ゆ 言 うチク ンナー 隣ん寄 り合 い皆 くるき

め 珍 しぅネエケ ン ド 食 うチ ョク レ

み 道 は右行 っち つ きアタ ッチ

し 辛抱 シチ ョキ ヨ ドゲーカナル ヮナ

え 縁が ア リャ どこでん行 くで 人ん 中

ひ ひとめ じ好 きに ナ ッタン ト

も もう全 く言わん き コラエナー

せ 咳 ンジョー出チ ドケ ンコゲ ンナラ ン

す 済 ンダチ思 うた ら チ ッ ト残 っチ ョツタ

イ ー番 いい子 はコンワシじゃ

ロ ロクデ ンネーな―よそん人

ハ  は っは っは っは っァ ンシヨ見 よ

二  に っこり笑 うちエ ンリュ した

ホ 本当は アンシモヮシグ レー

ヘ ヘ リくだつちち ょいと断 リゥ言 うた

卜 得がなか らにゃソゲ ンコツー シチ ョレン

チ 町長 さん に頼 ゥジ ミロウカ

リ 立派 ェ出来 た ら褒美 ゥもろうた

ヌ 盗んだモ ンナ手 につかん
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ユ

メ

留守番電話 ぉ かけそ こノータ

お岳 さんニ ャ 行 ったコターネー

我喜 クウジ ヒツー困 らスル

勝手 きママ ジ シテー フーダィ

欲を離ル リャ もうしまい

他人のが ま ぐち 大キ ゥ見 ゆる

れん げん花 ぇ 蜂ん群れ

そ っと耳打 ち 人ん悪 回

強い弱エーチ 喧嘩 ぅす る

眠 リソコネチ 機嫌が悪 い

なせば出来 る す る気が あ りゃ

らくシチ儲カ リャ ー月 もネエ

向 こう山工行 クナ  ドゲー行 クカナ

馬え乗 ったに ホラケ落テタ

いざと言 う時や 馬鹿 じか ら

のぼせち鼻血が とめ どもねえ

おさな友達  ドゲエナチ声を

回 じ言わん ケ ン ド ロジゥ言 う

安物買 いす りゃ ヤ ッパ損

負 けチ ョキ ャ いつか勝 チ ゥ取 る

ケチ ンボ ウ 帯の解けタ ン苦 にナ ラ ン

ふ うふ くな ら モチ ッ トハ リコメ

心 よか りゃ つ きあい もいい

遠足は握 り飯 ぅ食 い ヮヤクす る

手 じす るコター 何デ ン出来 る

朝腹 ぅ立 るな 一 日悪 りぃ

さが しちク ンナ ンナー 宝 もん

聞いたコツー す ぐ忘 るる 調子 もん

ゆずつちク リー 何が欲 しいか ソ リュー言え

メ ッテ ンコツー言 うな 腹立 ツル トォ ジイ
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ミ 御輿かつい じ 腰タゴケータ

シ 仕事 シスゲチ 熱デーチシモウタ

エ 偉ブッチみたが 他 ンシハ知 らん顔

ヒ ヒンノンジシモ ゥタ ありゃ梅ん種

モ 儲け話 しにチ ョロマカサ レチ 腹 ぅ立て

セ 扇子デ ンモ ッチョリャ 汗 もコラエラルル

ス 済んだァ トジ ョリャシモ ゥタチ ツヅー飲む

方言 アイウエオ遊 び 幾 つ 解 るな

ア あんげさね

イ いんげなこつ

ウ うたちげね―

工 え ぐ― じょる

オ おどくせ―

力 かす ごろ

キ きさね―

ク くちや しぼ

ケ けた くそ悪い

コ こず く

サ  さか しい

シ しれ っと

ス すいば り

セ せせろ しい

ソ そげ―せんでん

夕 たごかす

チ ち しまわす

ツ つみ くじる

テ てれ っと

卜 とんぼかや り

あち らの方 に

いいえ嫌 いです

汚 くて人 に嫌われ る行 い

曲が っている

におい 体臭

安 っぽ い考え

汚 い

いつ も何か食べてい る

きみ悪 い

ロロく

元気  けん こう

冷ややかな笑 い

小 さな木片 などが東1さ る

うるさい

そんなに しな くとも

骨や筋を痛 め る

乱暴 に叩 く

指や爪で痛 め る

ぼんや りと

逆立ち して返 る
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のさん

はちきるる

ひみんづ ら

ふが いい

へ にん な らん

ほせ くる

まやんつ し

みせぶ らかす

むげね―

め くらめ っぽT
もみづ き

やわた ら

ゆさん ご

よだ き―

らちがあかん

りくつんかお ぉ

るす じち ょる

れん ぎ

ろ くでんねえ

わ きゃが る

痛 めて首を横 にか しげ る

気味悪 い笑顔

猪の遊ぶ沼田

いつ まで も その ことに

つかれ  たま らない 追 いつかない

ばんばん に大 き くなつて切れ る

恥ずか しが り

いいあん ばい 都合 よ く

ど うに もな らぬ つかみ所 のない

道具で取 り除 く

牛馬小屋 の三階

得意気 に見せ る

可哀相  いたわ しい

無茶苦茶 に

籾 のままつ く

青大将

ぶ らん こ

疲れて気乗 りしない

まとま らない

理詰めの言 い張 り

留守でいない

す りこぎ

根性が よ くない

人並みはずれの行動

ヘ

ホ

マ

ム

メ

モ

ヤ

ユ

ヨ

フ

リ

ル

レ

ロ

ワ

∫ さ
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方言 いろはカル タ

い イラブケータ罰あた り

ろ ロクデ ンネーチャ悪 あが き

は ハガイタラ シイ値が安 い

に ニガ ウ リ言 うな嫌わ るる

ほ ホゲ ンジ ョウ言 うき トリオーチク レン

ヘ  ヘモツク レンヨーナ言い訳 シチ ミル

と トッパ ゴロ折角いい娘 に嫌わ るる

ち チ シマ ワシチ後 じしも ぅた悔 しが る

り 理屈言 うワ リニ ャヨダキガル

ぬ 脱 いだままアワテチ親 に娘を隠す

る 留守番ぬ頼ん じワケーアナセセ リ

お オ トシカルチ ョコッ ト見す る トイモアメ

わ  ヮカ ッチ ョル コイサ招かん客が来 る

か  カカ ジッタ血を出す泣 くや らわめ くや ら

よ ヨバ イニ行 ったはいいが クラサ レタ

た タヘ ラク言 うな トリア ワ レンゴツナル

れ 蓮華が蓮 の根 タァシ リャセ ンジ

そ ソゲ ンコツー聞かんち言 うたほ うが いい

つ  ツク レンコツーユ ウヨダ ッタノーお前 たち

ね ネプ リツクようん話 しの乗せ らるる

な ナ ン トンシレンコツーさせ られ腹が立つ

ら 来年 な厄年早 ぅヨメゴモラエ

む ムゲネーナアゲマ ジ言わん じよか ろ―に

う ウス ゥイエユ ウベ ドキ ィ泊 まつたんか

い イ レク ッチ儲 けち思 うた ら損 じち ょる

の 呑気 もんが人の知 らん知恵を出 し

お オナ ゴシニ 旨い口説 きと笑わ るる

く クニス ンナいい嫁 ごん娘捜 しちゃる
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や ヤカマ シイ上げた拳骨 あろされん

ま ママ ゴ トンお医者 さん には俺がなる

け ケツクラエ言 うち皆を笑わす る

ふ  フ リキ ンジ見 られち欲 しが る奴 もお る

こ コエ タゴヲ追われちケ トバス ヨバ イ ン夜

え エエラシイチ思 うた時 は男がお り

て 手を握 り尻 に廻 した手を打 たれ

あ ア ンゲ 童 ンゲいかん じチ ッタ落 ち着 きな

さ サ トイモ ン露 じ七タケエチ ャロー

き キサネー姿 ほん とは心美 しい

ゆ 湯 にイツタ トコルー覗 く貰 い風 呂

め メ ン ドシイ下着忘れち水遊 び

み  ミチ ョクレチ言われ もせん に胸が張 り

し シカプ ッタエ笑いか色話 し

え エオ ツケンジ鮎 ぅつ ったえ色男

ひ  ヒモ ジイチツマ ミグイスル若嫁 ご

も モ ウセ ンチ言 うたが夜 はまたほ しい

せ セ ンチ ンジ帯解 くヘコハズス奴

す  スルカエチ薄 目 じ見 るとヌイ ジョル

ヽ
　
　
　
、Ｌ〓〓）

鉾
胴
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諺 と方言 と生活

昔ん しはゆ ぅ言 いよった 諺 は生活 に密着 した教訓 じあ り 道 じ

るべ じあ るち。方言は生活ん潤 い じあるち。

出針 は悪 い 鼻尾が切 るる 鏡が割 るる 櫛が折 るる それ らは

縁起が悪 いち言 う。いつ も心がけちお く きちん と しち ょく 日頃

ん怠 りが咄嵯ん時恥 じぅか くき の戒 め。鏡 も櫛 も女 ごしん魂大事

な もん  じゃき心 しち扱 う日ごろん気配 り ぅ 諭 したん じゃろ ぅ。

親の意見 とナス ビん花は万 に一つのア

ず実を結ぶ 親の言 うこた ぁ実体験か る

。姉 さん女房 は金 のフラジで捜せ…年上

切 り盛 りが うまい 大事に しち くるる。

手 にす るんかん しれん。

ダがね ぇ:ナ スは花 には必

じゃき間違 いはね ぇの意

じゃき知的に冴えち家計の

年が上 ち言 う感覚が生活上

一人身 は食えんでん二人は食え る 一人 な ら自由はるけん ど二人

にな りゃ 計画的 に生活 ぅす る安定が 出来 る。律儀者の子沢山 律

議 じゃき人 との付 き合いが うま く 子供 の発育 に も支えがあ っち

いつん まにか育 っちい く。

北枕 西向 き 死者は北枕 に しち寝す る。北か る涼 しい風が入 り

安楽 な寝 苦労 した最後にせめて も楽 に 西向 きはぬ仏 とな っち土

に戻 る西方浄土 に向 くる。 そげな心配 りを残 された人がす る 現世

の繰 り返 しの営み じゃろ ぅ。

諺は長 ぇ生活ん中か る作 りだ された 体験記録かん知れんが 根

拠 もあ るき素直に守 る事 も 悪 くはない ごたる。出針 に してん常 日

頃か るきちん と物事 に 気配 りしち ょきゃち言 う戒め じゃろ ぅ。人

との関わ りが姉 さん女房 じあ り 人 と組合せち世渡 り上手 に。
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ことわだ

キ ンキ ン泣 いた ら豆 ま くな ……… ヒグラ シセ ミの こと

コネバ チオ コシとも

一服す るん な ら鍬ん土 ぅ落 とせ

びわ に麦 梅 にたんぼ

医者 と風 は 10時 か る

サトイモは甲植えん声ぅ聞かんと芽が出らん

アズ キ は トキ ヮガ ヤん穂が 出 るま じ撤 く

ソバ は水 汲 み あ うと悪 い

ゾ ゥ リ ぅ貰 うとオ ア シが 出 る

桑をかいだ貧乏 な し

女心 と秋の空 星七変夜七変

カ ンジンは三 日す りゃ止め られん

門前 の小僧お経読む

風 と客 は昼来て夜 とまる

三 っ子ん心百 ま じ

早起 きは三文の得

盗人 にん三分ん理屈

今 日す るこつ ぅ明 日にす るな

稼 ぐに追 いつ く貧乏な し

天知 る我知 る地知 る人知 る

言 うは易 いがす るわ難 しい

喉元す ぐりゃ熱 さ忘 るる

毒 ぅ食 うな ら皿 ま じねぶれ

人の一寸 は見えち我の一尺は見えん

迷 う者 は道 ぅ聞かず

人の振 り見 ちわが振 り直せ

飛ん じ火 に入 る夏の虫

割れ鍋 に閉 じ蓋

泥棒見 ち縄 ぅな う

負 うた子 に教え られ

病気 は EElか る

猿 も木か る落つ る

親 よ り先立つ不幸者

貧乏暇な し

浅 い川 も深 く渡れ

触 らぬ神 に祟 りな し

急 ぎの文 は静かに書 け

習 うよ り慣れ よ

暑 さ忘れて影忘れ る

立つ鳥後を濁 さず

チ リも積 もれば山になる

武士 は食わねど高楊枝

親 と月 はいつ もよい

親 の光は七光

笑 う門 には福が くる
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三歩 さが っち師の影ふ まず

他人責 めず に自分を責めよ

わが身つね って人の痛 さ知れ

夫婦喧嘩 は犬 も食わん

若 い時の苦労は買 うてでん しよ

いつ までん あると思 うな親 と金

災 い日か ら出て病は日か ら入 る

井の中の蛙大海を しらん

秋の夕焼 け鎌 ぅとげ

嘘は泥棒 のは じま り

壁べ り歩 きゃ日向に出る

ただよ り高 い もんなねえ

年寄 りの冷や水

無 くて七癖

勘定耳

茶柱 は縁起が いい

三 日か しの餅 はつかん

朝 グモにタ ムカデ

雨降 っち地かたまる

履物 は夜おろさん

ぬ るま湯 に入 った気持 ち

聞 くは一時ん恥 じ間かにゃ一生ん損

ヒ トギ餅 は焼かない

三キ レ並べは しない

男ん飯わ き女ん産わ き

今 日が終わ らにゃ明 日はこん

香典袋 は買い置 きしない

セ ンダ ンは双葉 より香ば し

今 日を よけち明 日にゃ行 けん

葬式 の返 りにわ寄 らない

可愛 い子 にゃ旅 ぅさせ

困 った時ん神だのみ

鬼 もしりべ

棚か るボタモチ

気のゆ るみ失敗 の元

弘法 も筆 の誤 り

な らぬ堪忍するが堪忍

夏 の夕焼 け井手 はずせ

ヌカに釘

馬 の耳 に念仏

屋根師の手 ほめ

桃栗三年柿八年

49日 は 3月 にかか らない

頭涼 しく足温 く

勿体 ないはいや しいか ら

出針 は禁物

負 けて もともと

医者 の不養生

カラウスはつ くな

急 ぐん な ら回れ

土 は命ん母      |
男 は女ん真似はでけん

左 ヒシャクは使 うな

左前 に着物 は着ない

ビワん花つ き麦の豊作

陽年 ゃ米の豊作

夜 ツメを切 らない

大 は小をかね る

一合雑炊二合粥

時 と言葉 は返 らない
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朱 に染 まれば赤 くなる

撤かぬ種 は生えぬ

妊婦 に火事を見せ るな

ハスは沼田 じ美 しい花を咲 く

火元 は三代恨 まるる

下歯が抜 けた ら屋根の上

言えば言 いかぶ る

情 けは人の為 な らず

尾を振 る犬は追えない

大霜 は天気の下 り坂

カイガラ草履が三足揃えば貧の峠

お天 とうさまは人を殺 さず

一 もつて これを貫 く

旅 は道連れ世 は情 け

和を尊 と しとなす

己を責めて人を責めるな

渡 る世間に鬼 はない

袖擦 り合 うの も多少の縁

貧乏神 に囲 まれて七福神の場か し

お天 とうさまは誠を照 らす

善 には善 の報 い悪 には悪の報 い

色の白いの七難か くす

夜泣 きはニ ヮ トリの絵を逆 さに貼 る

急がば回れ

足の痺れは親指曲げる

日にちが薬

鬼門の方 に便所を作 るな

上戸本性

友 引には葬式 しない

一寸 ひとはずみ

い い友達 は煙 た い

ヘ ビの夢 は運 が いい

飼 い犬 に手 を噛 まれ る

月が笠 を被 ると雨

病 人 に植 木鉢 の花 は贈 らぬ

庇 か しち母 屋 と らる る

雨蛙 が 鳴 くと雨が近 い

ツバ メが低 く飛ぶ と雨

鍋 も釜 も割 れ る貧 の峠

京 の従 兄 弟 に隣か え

稼 ぐに追 いつ く貧乏 な し

人 喜 べ ば神 喜 ぶ

和 とは認 め あ うこと

―-254-―



ビワを屋 敷 に植 え ない

初 物 は長生 きす る

土 用 に竃 の普 請 は しな い

鳥 が 家 に飛 び込 む と縁 起 が い い

朝 霧 は茶 の豊 作

結 婚式 の雨 は あ りつ きが い い

火 事 の夢 は近 く出産が あ る

女 33で 子 を生 む と厄逃 れ

家 グ ミは豊 作 は米 も豊 作

朝 降 りは短 い

朝坊主 夕 び くに

棟上 げ に雨 は縁起 が い い

夏 の夕 焼 け水 外 せ

竹 の花 は不吉

副耳 は金 持 ち

朝 の茶 柱 縁 起 が いい

泣 く子 は育 つ

カマ ドの上 に金物 を お か ぬ

半夏 に大 雨 は空 つ ゆ

歯 の抜 け た夢 はわ るい

蜂 の夢 は縁 起 が いい

妊婦 が 帯 を跨 ぐと難 産

葬式 帰 りに他所 に寄 らな い

帯 の立 て結 びは いけな い

梅 が よけれ ば米 もよい

双子 が元 気 に育 て ば家が

栄 え る

′

Ｊ

ｌ

ｌ

可

測L
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方言単語 ……追加 ……

前編 に方言単語 など約 3500語 を 収録 しま したが それ以来

調査収拾 中に 新 しく解 った分 使 われて いる言葉 現在は使用 し

ないが残 したぃ ものなど 約 1000語 を追加 しま した。

後編では ジャル ごとの分類 は省略 しま した。 あい うえお順 に記述

してあ りますか ら 参考になれば幸せです。前編 と一部似通 う分 も

あ りますが 生 きている故郷 の方言 であ った ことは 間違 いない

ふ るさとの無形文化財です。

本当は使 うといけない言葉 表現語 もあ ると思 います。が文化財

と しての 記録 に残すために お許 しください。 いつか再 び調査な

どされ る場合は 割愛 して ください。明治 大正  昭和を生 き抜 い

た方 たちの 支援協力によつて刊行 した 方言集ですので気持 ちを

大切 に して 忘れ去 られ る故郷 の言葉 は 大事 に保存 したいか ら。
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あ ア イ タ

アオ ノキ サ ンパ チ

アイ プサ イ

ア カルル

アギ ュー

ア クガ アル

ア グル

アゲ ンシ

アゲ ナ シ

ア トガ タ リ

ア ド

ア ドバ ネ

アナ ズキ

アナセ セ リ

ア プル

ア プラギ ッチ ョル

アホ タラ シイ

アホ ゥ

アマ ヤ カス

アマユル

ア ミカ ケ

ア メ ー

アユ ー ジ

ア リャー ヤ ッパ

アュ ル

ア レー ジ ャ

ア ロー ア ッタケ

ア ワセ ナエ

ア ンゲサ ネ

ア ンジ ョー

痛 い  しまつ た

後 ろ向 きに

嫌われ る 相性でない

嫌われ る

上 げます

根性が悪 い 特別な味がある

上 げます

あん な人たち

あんな人 たち

後か ら加わ る

足のカガ ト

足の泥ばね

女好み 好色

女をつ けまわす

乾かす 火や陽で

脂気の多 い性質

ばかばか しい

卑下 した言葉

大事 に しす ぎる 言 うままに

甘える

編み物 の途 中

甘 い

歩 いて

あれは な るほど

おちる

あると思 うが

あるもの全部

苗を合わせ る 一緒 にす る

あち らの方 に

よろ しいよ うに 然 るべ く
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ア ンチ ク シ ョゥ

イ ア ンバ イ

イ イ ヨル ヮイ

イイ コ ミ

イ イデ

イ イ ナ ア

イオ カ ウ

イ カケ

イ ク

イ クケ ン

イ ケス ケ ネ ー

イ コーエ

イ ゴク

イサ ブル

イ ジク リア ウ

イ ッコモ

イ ツ ンマニ カ

イ ッス ンズ リ

イ ッチ クセ ー

イ ッ トキ

イテ ー

イ ノ コヅチ

イ ビル

イ ビシイ

イ ビュー

イマガ セ

イマ キ ンマ マ

イモ

イ ヤ ンバ イ

あの人 は本当に

よい按配 都合 よ く

言 っていま した

束ねてまとめ る

よろ しいです 藁で作 った くくり紐

よろ しいです

苗 に土を寄せ る

物 の繕 い

行 く 射精す る

行 きますか ら

嫌 いだか ら

行 きま しょう

動 く

揺 らす 揺 り動かす

言い合 う

少 しも

いつの間 にか

少 しずつ動 く ごくゆつ くりと

どうで も勝手 に

ほんの一時

痛い

亥の子行事 の叩 く藁 ぼて

嫌味で困 らせ る

汚 い いや らしい

指を

いまだに

腰巻のままに

甘藷 …普通 これを指す

いい按配 に
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イ ヤ シボ ウ

イ ラ ン シ ョヮ

イ レ

イ ンゲ

イ ンジクセ ー

ウ ウ ジモ

ウエ ツギ

ウグラモ チ

ウケ カ プル

ウ シナ ウ

ウス ムル

ウズ ム

ウ ソ ンパ チ

ウ ソ ンジ ョウ

ウチ クラ ウ

ウ ッタタ ク

ウ ッタ ラカ シ

ウ トゥチ ク リー

ウ ドンゲ

ウブル

ウマ カエ

ウ ミ

ウラベ タ

ウ レノ コ リ

ウ レス グル

ウ ワツ ラ

ウ ン ドゥ

ウ ンゲ

食 い意地をはる

い らぬせわや き

入 りなさい

いいえ

帰 ってよか った

大霜

苗 の無 いところに植え足す

もぐら

仕事が遅れて しま う

な くす

他 の ものを入れて薄 くす る

真剣 に回 る

嘘ば っか り

嘘ばか り言 う

やた らと食べ る

叩 き回す

自由に ままに

歌 って ください

クサバ カゲ ローの卵

薄める

相手を変え る 得 に女性が

化膿 した物

裏側

婚期の遅れた娘

成熟 しす ぎる

うわべ 表面

あなたたち

いいえ
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え  エ コ ヒーキ     相 手 を見 て豊 S曙

エ ツ ヂ       壁 の 中 の竹 格 子 に綴 ん だ もの

エ バ         蜘蛛 の巣

エ ンギ デ ンネー   縁起 で もな い

お  オ アガ リ      上 って くだ さい

オ イ プス      追 い越 す

オ エ        追 いな さ い

オ ーケガ ネ ー    思 った ょ り少 な い

オ ーキ ニ      有 り難 う

オ ーカ タ ンコター  大 体 の ことは

オ ーカ タ      だ いた い

オ カ ドチガ イ    全 く異 な る 別 の ことで は

オ ケ タ       起 きた 腹 が い っぱ い にな る

オ コ ン       腰 巻  火 の圏 ま り

オ ゴメ ン      ご免 くだ さい あ い さつ

オ ジイ       怖 い お そ ろ しい

オ タ ンチ ン     卑下 した言 い方

オ チ ュー ノ リ    調子 に乗 る人

オ ツル        落 ち る 汚 れ が取 れ る

オ トシ       ポヶ ッ ト

オ ドー       私  俺 た ち

オ マエ        あな た

オ ム ツカ シュー   不調法 で

オ リキ ラ ン     我慢 で きな い 居 られ な い

オ リヨ       居 りな さい  い な さ い

オ ル ンジャー    居 るの です よ

オ ル ヮ       居 ます

オ レ ドー      俺 たち 自分 た ち

オ レ ドン      俺 た ち
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私の

い じわ る 根性が悪 い

猿

財布

変えない 買えない

抱え る

しゃがみ こむ

掻 く

始め 最初

かが さない

悪坊 餓鬼大将

掛 け干 しの稲

人の影を踏む遊 び

山芋の実

垣根

籠 に切 って入れ る草

上 に乗せた荷物

忙 しい子供

風の厄 よけ祭 り

米をつ けてお く桶

酒の粕を入れた汁

感 じて 察知 して

担 ぐ

カタギの木の葉笛

椿の実

もの難 い人 固い意思の人 几帳面

瀬渡 りの世話をす る人 先導

屋敷の入 り口

農具 草取 り道具
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カナ ツキ

カナ ヅチ

カマ ク ビ

カ プル

カマル ル

カモ ーチ ク レン

カ ラ ウス

カル ウ

カ ル イモ ウサ ン

カ レー

カ ンノ ンソ ウ

カ ンス

カ ンチ ョロ

ガ ンマ ク

カ ンマ ン

ガ ンズ メ

カ ンカ ラ

カ ンギ ョー

キオ サ メ

キ カ スル

キ ガ ヌ リー

キ ジア タマ

ギ シギ シ

キ ジ ョワ シイ

キ ゼ ワ シイ

キ タキ リ

キ タネ ー

キ チ ンヤ ド

キ チー

魚取 り道具

泳げぬ人

蛇が首をあげ威嚇す る

頭 に 人の代わ りに引 き受 ける

かまれ る

構 って くれない

入 っていないのにつ く

背負 う

背負 い きれない

辛 い

野草

湯沸か し

照明道具

農具

構わない

農具

さん きらい 餅の下 につけて蒸す

冬 に僧侶が行 う修行

自分で納得

聞かせ る

のん び り人

下手 に理髪 した頭

やの野草

せかせかす る

せかせかす る

着 たまま

汚 い

安宿

きつ い 疲れた
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キ トリ

キ ドグチ

キナ ミ

キニ ョー

キ ノ ドキー

キモイ リ

キ ョウカル

キ レモ ン

キ ンシャ

キ ンピラ

キモガイル

クエ ヨラ ン

クサ レエ ン

クサ ンテ

クサ ツテ ンタイ

クスークラエ

クターク

クタバル

クチ ミマイ

クラゲーアタマ

クユル

ク レメー

グロ

クロニエ

クンダ リムク

クエ タ

材料の準備

屋敷の入 り回

卵の中の黄色の部分

昨 日

気の毒 に

世話役

今 日か ら

や りて す ご腕

高価 な衣類

気の短 い 料理の手法

胸焼 け

壊れないよう

よ くよ くの縁

草取 り

さすがわ 物 のたとえ

悪 口 下品な言 い方

寝 る

疲れ る

見舞 いのあいさつ

前後 に大 きい頭

壊れ る

くれないで しよ う

脇 隅の方

内出血

上席か ら見下す

壊れた
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け ゲ ズ

ケ ツ

ケ ツマ ラ ン

ケ ツ ロク

ケ ト II「 ク

ゲ ドサ レ

ケ トバ ヵス

コアエ
‐

コイサ

コエ タゴ

コ ウ シチ

ヨエ クラ ウ

コオ ヤ

コガ ラ

コキ ツカ ウ

コキ ー

コ ゲ ン コ ッ ー

コ ゴ ェ

コ サ ジー

コ サ カ シイ

コ シ ュ ー オ ル

コ シガ マ

ヨ シ ュ ー ウ ツ

コ ス ガ ル

コ ス ル

コ ス ク ル

コズ カ ス ル

コ ゼ ヮ シィ

コ ソ コ ソ

山芋 に似 た植物

尻

本当に役立 たず

つ ま らぬ考え

考えな しな意見

気 に食わぬ  しまった

ひど く蹴 る

小麦粉を使 う調理方法

今晩

肥や し桶

こうして

肥えて太 る

染物屋

農機具

ひど く使 う

こ こ に

こん なことを

田んぼにいれ る小 さな肥や し

すば しこく早 い

憎 らしい振 る舞 い

が っか りす る 落胆

腰 に差す鎌

がつか りす る

ず る賢 い

擦 り合せ る

物 とものを擦 る

ロロかせ る

うるさい

密か に 内緒で
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コタ ツ

コ ター

コ ツ ソ リ

ゴ ッソ ンナ リマス

ゴテ カ タ ゴ

コ ァ ン パ ー

コ トキ ル ル

コナ ス

コナイタ

コネ リ

コネボー

コ ビリ

コプタン

コマダライ

コマエカキ

コ ミセ ン

コ ヌ ル

コ ヤ ガ ケ

コ ラ レ ン

コ ラ フレル

コ ラ エ ヨ

コ レル ル

コ ン コ

コ ンノンネー

サカクジ

サカネ ジ

サカノ ンボ リ

サゼツク

サゼ クル

囲炉裏  ア ンカ

ことは

密かに

ご馳走 さまで した

たけだ け しい

徹底的に

亡 くな る

い じめ る

この前

小麦粉を使 う料理

箸

おやつ 時間の開いた間に食べ る物

こぶ

熊 手

壁の中の竹を使 った下 ごしらえ

木の栓 繋 ぎ手 に固めに

こね る 手で練 って固める

小屋を準備す る

来 られない

来 られ ます

許 して ください

来 られ るか ら

漬 け物 根菜類

この上 もない

わざと反対

反対意見

逆 さまに上 って

たた り

寄せ集 める
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サ ゼ クブル

サ ツチ

サ スル

サ トガ ラ

サ ラユ ル

サ ライ イ

サ ンパ チ

ジャキ ー

シイ ラ

シエ

シオ ア ン

シガ ムル

ジカ ビキ

シキ シャグ

シヨー ミヨ

ジイ ツ ト

シカ クル

シガ ラグ ミ

シ シヅラ

シタ

シチ ョン

シツ

シナ リー

シ トツ ク

シニ モ ングルイ

シ ニ ソ コ ナ ウ

シネツ ト

シマタツカ ン

シモアゲ

みんな入れて燃やす

無理 に

させ ます

いたどり 野草

くりごと

美 しくしなさい 仕上 げ

さんざん

ですか ら

実が入 って いない

実が入 らない

砂糖を使わぬ餡

苦 しい表情

馬 に直接引かせ る

敷 いて傷め る

風体を見 よ

静かに

は じめ る

竹を組んで関を作 る

おか しい顔

しま した

してます

湿気

すればよい

湿気があ って

懸命 に

危ふ く命拾 い

粘 り根性

手 に負えない

霜 の多いとき酒を交わす…口実 に
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す

シモガエ リ

ジ ャロー

シャ ン ト

ジャメナル

ン ャ ー ン ャ ー

シ ョウカ タナ シ

ジューメ ン

シノー
=

シ ョウガ ネ ー

シ ョウ ジ ョウ ト

ジ ョウ ビー

ジョゥ

シ ョボ ク レ

シヨルキ ナ

シネガ ヮ リイ

シラ クモ

シラ ンウチ

ジ リー

シ リンス

シ ンノカ

シー チ ョル

ス イ ー

ス エ ル

ス ソ

ス ック シ

ス ッタク

ス ッ トンカヮ

ス トロク

スボマラ

霜 の後 の異常天気

で しょう  と思 うが

しっか りと

邪魔 になる

そ ぅそ う

仕方 ない

悲 しい顔

取 り入れ

仕方 ない

しっか りと 真剣 に

丈夫

栄養

元気が ない 枯れ る寸前

していますか ら

気質が悪 い

皮膚病

知 らない間に

道がぬか るむ

尻の穴

知 りません

好 いている

酢 っぱい

イタム 腐 る

女性性器

髪の毛を整え る櫛

叩 きまわす

嘘 大 げさに言 う

嘘

包茎 な男性性器
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あいて きば り ごみ

止 まったよ うにな る 水の中に もぐる

イタム 腐 る

練習 勝負でない

本式でない舞方

動かす

嘘

しますか

吸いつ く 吸 う

しなさんな

仲が悪 い 背中をす りあわせ る

無理 に入れ る

押 しなさい

便所  トイ レ

戸を開 けたままにす る

自慰  マスターベー シ ョン

マスターベー シ ョン

しなさんな

そ うです よ

そん しては

そんなにはないです よ

それか ら

ガサガサす る

賄路

そ うです けれど

荒荒 しい

威張 りかえ り見栄を張 る

それを
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た

ソ ロ ソ ロ

ソ ンゲ

ソ ンママヤ ロ

タガ

ダー ッ ト

タカハ リ

タギル

タチ ヨル

タ ッシャ

タ ッタ

タツ

タテボウ

タ ドッチアル ク

タヌル

タ ンクサ

ダマエ

タネマキ

タ ンモ ン

タ ンス ンコエ

ダ ンダ ン

ゆ っくり

そち らに

そのままで しょう

桶 の輸

静かに  あ らま しに

細長の提灯

煮立つ

寄 って来 る 立 ったよ うだ

元気

男性性器 の勃起

立て る 立 ち上が る

馬車 の横 に立て る棒

辿 りなが ら歩 く

尋ね る

日の草取 り

祭 りの当番

ほか他所 の女性 に黎 ませ る

着物 呉服生地

着 ないで しまつてあ る着物

有 り難 う
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ち チクラス

チ シマワス

チタタク

チチプウ

チチマワス

チ ッシャグ

チ ッ トチ ッ ト

チ ャー
`

チ ョク レ

チューク レ

チュープ レ

チ ョロムケ

チ ョンガー

チ ョー レン

チ ャンチ ャンコ

ヅウシロゥ

ヅウゴ シ

ツカ ミアウ

ツカマエ ン ト

ツク レンコツー

ツク ッタ トセ

ツクロウ

ツグ リ

ツチプウ

ツク リキル

ツケチ ョル

ツマ ミグイ

ツバナ

ツマ ミシャグ

ロロく

叩いてい じめ る

ロロく

おけ ら

叩 きい じめ る

押 しつ けて傷め る

ほんの少 し

あ らまあ

ください

いい加減

いい加減

す こしむけた性器 男性

独身男性

か まきり

袖無 しの着物

怠 け者

痛む腰

手で喧嘩す る

捕 まえないと

つ ま らないこと

作 ったばか りで

修理す る

と ぐろ

おけ ら

作れ ます よ

つ けてあ る

内緒で食べ る

野草 子供が食べ る物

つ まんであ押 しつぶす

-271-



ツバイ ロ      唇の色

ッム        散髪 積み上 げ る

ツラ ンカ ワ     厚かま しい

ツ リアガル     調子 に乗 る

ツル ノハ      縁起物 の葉 っぱ

ツル ッ トスル     うたた寝  ひとね

ツ ングル      うず くまる

ツーテ ンカ ン    調子者

ツーダ
‐
      飛んだ

て テガテー      確実 几帳面

テタタキモチ    つ きたて餅

デボチ ン      額の出た者

テラセ ン      寺参 りの小遣 い

テ ン トハル     男性性器の勃起

テ ンテ コマイ    忙 しい

デ ン       で も

と  ドゥシュカモチ   思 うよ りよ くで きる餅米

ドキー       どこに

ドキヤ       どこに

トキ ワ      茅

トギ        友達

ドゲーデ ン     どうで もいいよ

ドゲーデ ンシヨ   どん なにで もして

ドダイ       だいたい

ドチャ ミチ     どうせ いずれは

ドコヘ ン      どのへん

トチメ ンポ     ロ標が違 い 慌て る

トッ トシモ ゥタ   失敗 断念 な
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な

トッパ ク ロ

トテ ン

トビー

トビイ シバ シ

トビクラ ゴ

ドベ

トボ クル

ドマ

ドヤス・

トリヤイ コ

ドンナ

ドンコ ン

ドンナ ヤ ツ

ドン ビャク シ ョウ

トッツカマ エ ン ト

ナ ア

ナオ ス

ナゲ ー コ ターネー

ナ ジュー

ナ ヨナ ヨ

ナ マ ゴ ロ シ

ナ ワオ ビ

ナ ラサ ルル

ナ シカ

ナ ニ シヨル

ナ リナ ーエ

ナ ンナ

ナ ンボカ

ナ ンチ

色話を盛ん に

とて も

被せ る物

石をつんで橋を作 ってある

走 り比べ

終わ り 最後

わざとらしく

皆 さん 待 って ください

ロロく

相手 と取 り合 う

不手際  うま く行かぬ

どうに も

不手際 な人

水飲み百姓

早 くつか まえないと

で しょう

修理す る

長 い事 はないだろ う

おめす言 う おだてや

よわ よわ しい

中途半端

縄を帯 のかわ りに

手 なず ける

なでですか

なに… してますか

な って ください

なんですか

い くらか

なんです

-273-



ぬ

ナ ンナエ

ナ ンジャケ ン

ニ クプ ロ

ニ ギ リキ ンタマ

ニ ュー ム

ニ ワ リモ ン

ヌ ー ジ ョル

ヌ キ ー

ヌ ク モ ル

ヌス ミグイ

ヌー ジ

ヌ リク リベ ッタ

ネー ドヨイ

ネ ッ トリ

ネブル

ネ リアゲ

不 ン シ ャ

ネ ン ジ ュ ー

ノ ー ナ ラ カ ス

ノキ

ノ コ ガ マ

ノサ ンナ

ノ シ ロ ノ ノ コ

ノバ ナ シ

ノ ウ ジ

ノベ シ

なんですかえ

どう して

女性性器

欲張 り

アル ミ

半端物

飲んで いる

暖かい

暖か くなる

内緒で食べ る

飲んで 1

そ こら一面

ないです ょみん な

粘 い気質

証め る

総仕上 げ 集大成

念入 りに 几帳面

いつ も 常 々

な くして しま う

急 に

鋸 目の鎌

背伸 び しませんか

苗作 り頃の寒 さに着 る衣類

ほつ た らか し

な くて

苗取 りの東ね藁

ね

の
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ノ リステ     男性が異性を変え る

ノネラ      野ねずみ

ノバセ      ゆ っくり

ノ リカエ     相手を変え る 女性が異性を変え る

ノヤ       で しょう 賛意を求 める

は ハエタカ      毛がで きたか

バ カ ドウ     卑下 した言葉

ハ ジキテ ッポー  竹で作 る遊 び道具

ハ ジメチ     初めて

ハ ッチー     物貰 い

バ チーアワス   叩 き痛め る

バサー      乱暴 に

ハ タクル     開 く 股を開ける

バ チク リアガル  開 き過 ぎて広が る

ハ ナ ト      端の方

ハ ナ ンス     鼻の穴

ハ ノーツマ ンジ  鼻をつ まむ

ハ ミ       牛馬の飼料

ババ ゴシキ    老婆のあ しゃべ り

ハ ラガヘ ッタ   空腹

ハ ラサ グ リ    相手の考えを探 る

ハ ワク      掃除 掃 き出す

バ ラス      馬車 の台を外す

バルル      ばれ る 落ちる

ハ ンギ リ     牛馬の飼料切 り桶

ハ ンペ ラ     片側 半分
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ひ ヒイ ロ

ヒキ タ クル

ヒセ セ リ

ビッシ ョ リ

ピッシ ャグ

ヒ トム シ

ヒ トカ タ ウツ

ビ ッテ ー

ビヤ ンツ ー

ヒ ョウ ロクダマ

ヒューゲ チ ョル

ヒューガ サ ンニ ュー

ヒューガ ヒュラ

ヒ ョウタ ンバ ラ

ビラ ビラ ツー ジ

ヒル

ヒロツ ク

ヒロ ヒロ

ヒンム ク

ヒンコツ

ピン トクル

ヒンケ

ビンボ ウ ソダチ

フーオ ミヨ

フ ~ミ ヨ

フータヌ リー

フガイイ

フセモ ン トコ

フ トロク

蛾

無理 に引 く

落 ち着 か な い

ずぶ 濡 れ

押 してつ ぶす

人 に甘 え る

一 体 み

無 精 者  汚 れが気 にな らない

山芋 の頭

つ か み ど ころの な い人

こつ けい者

間違 いの多 い計 算

落 ち着 か な い

太 った腹

衣 服 を風 に靡 かせ走 る

排 尿  干 し

食 べ物 に浅 ま しい

心 貧 しい

相 手 の落 ち度 を暴 く

黄 色 のセ キ レイ

直感

馬 の発情

欲 張 り

格好 見 よ

見 な さい

手 ぬ るい

い い按 配  幸 運  幸 いに

甘藷 の発 芽 用 の床

た くさん  多 く

ふ
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ほ

フ トーニ

フ リマ ラ

フー イー

ヘ ‐― ヘ ー

ベ ッタ リ

ベ ツ トー

ヘマヘグ レン

ヘ ノツツパ リ

ヘ ヨ

ヘ リクツ

ハ、ノレ

ヘ ンガ カ ワル

ホ ウ ジ ャ

ポ ー プ ラ

ホ グル

ホエ タ

ホ グ

ボ ケチ ョル

ホゲ

ボ ク ト

ボ ソクル

ホ タ リグス

ホ トコ ロ

ホ ナ

ホ ナケ

ボ ーズ ク リン

ボ ンジ

ホ ンター

た くさん

の一ばんつ

よか った 運が いい

わか りま した

つ きつ きり

馬の世話役

つ ま らぬ

役 にたたぬ

いいや 嫌 い

無理な理屈

少 な くなる

急 に異常 死期

そ うです

かばち ゃ

角で物を持 ち上 げ る

男性性器の勃起

開 ける

卑下 した言葉

無鉄砲 な言 い方

棒切れ

恨め しそ うに呟 く

投 げ出 して しま う

懐

それな ら

泣 くが いい

坊主頭

む くげ

もともと 本当は
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み

ホ ンジャケ ン ド

★ハ ジメチ

マガ ヨカ ッタ

マク リダス

マチボ リ

マク

マチツ ト

マツシロナツチ

マ ッポシ

マツ ピー

マ ック リダス

マメヌス ト

マメ ンテ

マメー シチ ョク

マ リー

マ ンネ ン ドコ

マル

ミー レ

ミーゲ ンサ マ

ミズ ー シカ クル

ミソツチ ョ

ミチ ク リー

ミミゥ ヒツパ ッチ

ミチ クサ

ですが

は じめてで

ち ょうどよい 運が よかつた

まとめて出す

内緒 の蓄え

ね じを…入れ る

も少 し

予想以上 に自 く

図星

青 い 未熟

一度 に出す

女性 に手をかける

豆 の成長 に合わせた支え

気 ままに してお く

丸 い

敷 きばな しの床

排尿 排便

病気 の一種

名月

水を田に入れ る

小鳥

見て ください

耳を引つば る

帰 りに遊 びなが ら
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む ムケタカ      男性性器 の状態

ム シオサエ     とりあえず食べ る

め メクラメ ッポウ   無茶苦茶

メニス リコム    ロに入れて も痛 くない可愛 いさ

メ ン ドシイ     恥ずか しい

も モグラモチ     もぐら

モノツキ      物が就 くと言 う古 い言葉

モモテ       感謝の祭 り行事

や ヤイ ト       やつ と 灸

ヤエ ヒジイ     じんわ りきつ い

ヤ リクウダ     無理 に して しまった

ヤ シイ        安 い

ヤラ ンカ      や りませんか

ヤ リコム      や りそ こな う 失敗

ヤ ン ド       お前

ヤ ンガ ン      お前の物

ヤラニ ャ      や らなければ

ゆ ユー ン       呼んで よ くて

ユー ジャ      言 うか ら

ユー        よ く いい こと

ユ ラ ンコ      ぶ らん こ

よ ヨイ        あんた お前

ヨーキ ク ンナ    沢山 くだ さい

ヨーニアウキ    とて も似合 う

ヨコタク リ     横か ら
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ヨ ン ベ

ろ  ロク ドシ

わ  ワーワマク リ

ワキ ャーネー

ワキ ャワカラ

ワナサツチ

ワ リカ ン

ワ リワ リ

昨夜

後 先考 えず に

はや し立 て る

簡単 です

意 味が わ か らな い

ご り押 しす る

費用 わ折 半 す る

ひ どい疲 れ の体

方言単語の追加 故郷の生活 に大 きい役割を果 た して 長 い問

心を結 びつ けた 言葉 は時代が移 り変わ る中に 少 しずつ変化 し

ますが 振 り返 る時 きつ と懐か しく親 しく甦 る言葉 と して こ

れか らも 野津原の故郷無形文化財 と して 生 き続 けて行 くこと

と思 います。町内は勿論 町外の方方か らも資料提供受 けま した

の も 野津原を愛 して くださる 気持 ちの現れで しょう。

-280-



野津原方言番付表

イテツクバル…返答 に困 る

ボ ツ タル … ……恨 め しく呟 く

オ キ ノ… … ……起 きたばか り

ソレギ ン………それで も

タ ゴカス …・・・…筋 を痛 め る

ノコギ ン‐・・……野良着物

キ ナ・・・… …・・・… イ ナ ゴ

ズ ー シ ン・…・・・…怠 け者

ホヤ … … … ……電 球

ヨガ ム … … … …曲が る

クズ ス ー・・・……壊 す

キ ジ… … … ……下 手 な散髪

ヘ モ ドル・・・……元 に戻 る

ハ ダ ツケ … ……腹 巻 財布

オ イ ヌ ク・・… …・追 い越 し先 に

ダル …・。・…・・・・・・疲 れ る

ホー トロクセ…本当に多 い

ゴテカタゴ……たけだけ しい

横綱

々

前頭

々

々

々

々

々

々

々

々

々

ツキアゲ……・‐・ ン プ

t + t) ""-"-" --- .--m
ヤ シポー・・・…・・・はだ ぐい

トッパ イ………と ぅふ

ヒダ リー………

ダ ノモ ン・・・…・・・牛馬 の餌

イ モ ジ‐・・… …・・・腰 巻

ウ シ ミ…・・・… …嫁 ご見

ニ イ ッタ・‐。… …眠 った

ヤケハ タ………やけど

トマ……………やすむ

ハ ガキ ル ル ー・・・素 晴 ら しい

ヘ ヨ…… …・・。・・・いいえ

ゴライ タ・・・… …汚 な ら しい

ジャーキー……ですか ら

シ トメ ン・・・… …手 におえん

ア ラ ク…・・・‐・・…間 が あ く

イ ロク……・‐・・・。ひあが る

行司  シヨー………格好準備

ヨダツ………始 め る企画

検査役 ヤ ン ドー……お前

ワツソー……私 たち 俺たち

企画番付 会 議 … …野 津 原方 言 調 査会会員一 同方 言 番 付 表
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散言調 ふるさと猥由

一工藤三勁・不動岩の場一



方言浪曲

ふ るさとの米づ くりに 大 きい役割を果た して来た 世利川井路

の 開発 に功労のあ った 工藤三助 の物語。故郷 に文化が広 まり

生活の中に心の余裕が見 られ るよ うにな って 歌や絵画か ら踊 り

さ らに進んで浪曲 も作 られて 生活水準の向上 と心の豊か さが 現

れて来 た。
.潤

う心 の片隅には先人の残 した苦労の後が 改めて見直

されて 労苦が報 い られている。

工藤三助 …不動岩の場 を方言調 に書 き換えて 後編の中に彩 り

を添え ま した。当時の方言 と異 なる面 もあ ると思 いますが  それな

りに判断 して 当時を忍んで ください。現代すで にEl演 もされてい

ますが 方言 の面 白さ も味があ り夢 も含 まれて います。水 に対す る

感謝 も願 って 紙面を埋めま した。

七瀬馬子唄か ら……

水の流れが涙で くもる

工藤三助 しのばれて ハ 七瀬のせせ らぎ

サラサラサ ラサ ラ ホイ ホイ ホイ。

-283-



馬子が鈴の音 ひびかせち さが っち くる今市石畳 客 に言われち

しゃべ るんは 井手 ぅ作 った三助の あん頃思 う語 りぶ り。火炎を

背中に苦 しみの 助 けて くリーと来 る人 に 法力で災い取 り除 けち

辛抱 しな― こん世 は 善 と悪 と じ動 くけん ど 仏 の利益 は片寄 らん

わ しが身焦が してん守 るき。

アザ ミん花 に舞 う蝶でん 苦労切 なや切 り抜 けち 今 日が来 たき

蜜 も吸 う こん山 5里 んそん先 に 広が る三百余町歩ん田んぼに水

が入 ぇつ た ら 一生懸命や った三助ん 汗や涙ん忍 ばるる。

赤穂浪士が亡君の敵を うったけ元禄 14年  井路を開 いた三助が

水源 ぬ見つ けで一た年でん ある。当時ん里 は天水 田が多 ぅじチツ ト

陽がつづ くと 水不足 じ稲がでけん じゃつた。三助 15ん 時水路 さ

が しゅ始 めたん じゃが 他ん藩 に入 るに ゃ苦を見 た。 28ん 時府内

藩 じ水源を見つ けで―ち 肥後藩庁 に丼路づ くりゅ申請 府内藩 に

も許可願 いを出えち 許可を もらうに走 りまわ った。

元禄 2年父他界  あつ―受 けち 3代 目 谷村 リエモ ンぬ名乗 る。

え― と許可 もおれち大龍井路ん工事が 槌ん音 も高 ぅこだま した。

時 に元禄 11年 じゃつた。

大龍井路普請奉行 になつた三助 は 12年 に大龍井路 ぅ作 りあげ

た。山麓か る引いた水が 渦 ぅめ―ち水 田 96町 歩を潤 した。 こん

功績 じ30石 取 りん惚庄屋 にな った。三助 は肥後野津原ん方 に も目

を向け ここん水不足に頭 ぅ使 うこち―なつた。

わ しゃ水 と心中 してん 農家ん苦労は見捨て られん 恵 まれちお

る しと 意 まれん しがあるな一悪 い。何 とか水引いちや りて―喜ぶ

顔見て―.思 う気持 ちが朝露 に 濡れた草軽を絞 めなお しち もち

っとまちな一と汗 ぅ拭 く。
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三助 は こんだ野津原 に引 く水 ぅ捜 しは じめた。独学 と実地測量の

体験 ぬ生 か しち 野津原 と谷村 に水 ぅ引 くこつ ―考えたん じゃつ た

。両方ん地形を考えち割 り出す と 水源 はクタ ミち頭 ぇひ らめいた

。 ほん じゃけん ど流域 にゃ直入 12村 が ある。岡領ん村 もあ る。 そ

りゅうくぐり抜 けち来 るこた一 至難 の技ん ごた る。そこ じ三助 は

実地測量 に取 り組 む こち―な った。

野津原手永 ,一番高 ぇタマ リミズま じ 水 ぅ引 く。山や ら谷や ら

あんげ こんげ回 り 岩 に引つかか リカズ ラに引つば られち 目ざす

所 ぁま ぁ遠 い。ス リ傷ぬ ぐぅちフッ擦 りつ くりゃ 迷 ぅた狸が顔 ぅ

出えた ごたる。 こいさ―ここ じ寝 るか木の根が枕 に丁度 いい。

キ コ リや ら行商 になつち山谷 ぅ天 と線 じ結 ぅじ 上流 に行 くとク

タ ミにち―た。三助はす ぐ肥後藩庁 に も願 いを出えた。そ じゃけん

ど天領 肥後領  岡領にまたが る 難工事 じゃき折衝は何んかにん

難 しい。豊後小藩分立のなさけなさが  ひ ょこん と浮かん じきた。

元禄 10年 にえ― と許可がおれち 肥後藩 は三助を普請奉行 に任命

地米 10石 3人扶持 ぅ貰 うこち―な った。時 43の 頃。 じゃつた

な―。井路工事がは じまり 4年 が経過 した。 3里 27町 17間 の う

ち半里 ぐれ―は 岩盤 に じゃまされち しもぅた。 こか ぁ取 り入れ 口

か る 1里下 った ところ 岩 いわ岩ん難所が続 く。

人間の固えな―心 ぅ許 しち頼 らるるが 岩ん固えな―どうにん な

らん。見上 ぐる松が根をはっち 抱え こん じょるそん岩 は ノ ミぅ

打つてん跳ね返 リ ー 日割つてんそん屑 は え― と弁当箱一杯 ぐれ

え あん ま り情 けね― じ汗が流れち目に染み る 拭 いた両手を濡 ら

す な一か け―た汗 だけ じゃね― ごた る。

―-285-―



うまい具合 に工事がすすん じ来 ち あとちっとうじち思 うた ら

難航工事 に 不可能な事を知 らされた三助 は 立 ち向か った岩の上

に座 りくうだ。不動経を唱えは じめち  『 生涯をかけた水 ぅ野津原

ま じ導 きて一 わ しの願 いを貫かせてほ しい 身 はたとえ岩 と共 に

粉 になろ うとも この岩を取 り除 き賜え 南無不動明王』

人の思 いのままになる水で も 時には大 きな岩 に邪魔 され ち 願

い叶わん事 もあるこの幸 さ この身で変われ るな らば 多 くの人が

待つ ち ょる里 に こん水運 びたや。

『 そん方が三助 と申すか』『私が三助です難渋す る農民の為 に水

ぅなん とか 通 したいが  こん岩 に邪魔 されちどうにんな らん』

『 とてん尋常 じゃ無理 じゃ 諦 めち ゃど うじゃ』『 たとえ この身

に変えてん  ここ ぅ通 しちほ しい こくう通 らにゃ今までん苦労が

水ん泡 になつち しまう』『 ど うして もか その身 に変えて もか』

『 水 を引 くためにかけた身  こん命  いかにな ってん構わん き』

『 解 った いい方法を教えてやろ う』

不動明王が岩の上 にマキ ぅ積み上 げ 三 日三晩燃や し続 けち岩を

焼 き あ とす ぐ水 ぅか くる そ うす りゃいかな岩でん 砕 くこつ―

出来 る じゃろ―……よなよな試 しちみよ。

三助は不動のお告げを石工 たちに話 した 中には信 じられん ち

言 うもん もお ったが  とにか くや るこち―なつ た。手段を選 ばず と

お告 げん ごつ岩を焼 くこち ″した。
:

炎が高 ぅ立 ちのぼ り 野山 ぅ染 め るそん さまは 三助不動 につか

れたかち 人の噂が広 まっち なにや どこやち ヮラジがけ 見物 に

来 るあつ たとか 人の一念恐 ろ しい岩を も通す 三 日三晩のその後

に かけた湯煙天高 く 昇 る彼方 に現れ し 不動明王のその剣が
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キラ リ光 って三助の。願 い叶 っち花 と咲 いた。

三助 うれ しや今 日の空。

ノ ミをいるるとさすがん岩 も 砕 けは じめた。

さ しもん難工事 も 三助ん捨て身戦法が的中 しち

いな った。三助 は こん岩を 不動岩 ち名づ けち

使 うた槌や襲を納 めち感謝ん 堂を建てた。

喜 ぶ人 の顔 を見 る

工 事 も順調 に進 み

無事終 わ る こち

完成後 には岩 堀 に

ハ 七 瀬 のせ せ らぎ

ホイ ホイ  ホイ

ハ 七瀬 の ほ と りにや

ホイ ホイ ホイ

取 り入れ 日か る岡領 天領 肥後領を通 っちタマ リミズま じ3里

27町 17間 に 掘 り取 られてん井路 は 野津原 谷に水を配 り

300余 町歩 に水 ぅ配 った ことになった。井路の総延長は 5里 あま

り 動員 した人夫 は 212万 9000人 あま り 5か 年かか りの

大工事 じ宝永 4年 2月 にえ―と完成 したち言 うごたる。

火炎 を背中に苦 しみの 助 けを もとめち来 る しに じっと諭すそ

ん術 は あげ―難航 した場所 じゃつたが 無事 に通 しち待 ち兼ぬ る

里 に 流れ るるせせ らぎの 水 よ りか清 い三助ん心 に思わず動かさ

れ る 不動明王の Tll益 を頂いて 末代 まで も名を残す 肥後街道の

物語 工藤三助 その名 も 永久 に残つ ち花 と咲 く 永久 に残 っち花

と咲 く。

七瀬馬子唄か ら……

頬 に粉つ け嫁 ぐ日近 く

ス リの乙女が米をつ く

サ ラサラサ ラサ ラ

在所恋 しや歩 けば三里

山が高 ぅてままな らぬ

もみ じがチラホラ
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あとが き

平成 4年『 今な ら間にあ うか ら 方言を集めて記録 に残 しておこ

ぅえ』 ふ と呼びかけた ら 異 回同音 に『 いいで加勢す るき』 と

返 って来 た。本当は『 も、 10年 早 け りゃよか った』 と思 ったが

まだ今 な ら 最小限の量は集 まると自信 は もつち ょつた。

『 ボラ ンテイア じ何の報 い もねえ―んで』『 いいこと生 きち ょる

証 に しゅうえ』 と賛成 して くれた時 嬉 しさと失敗 した らとの

不安が交差 して戸惑 い もしたけん ど もう後 に ゃ引けん き覚悟決め

たんで。

佐賀関の漁師町 じ老婆が ウニ採 りん手を 止 めんが気軽 に応 じち

くるる。潮焼 け した横顔 にゃ方言がゆ ぅ似合 う。『若 ぇしが多 ぅな

っちチ ョツ ピリ方言が  ス クノウな っち寂 しい』 とん言 う。方言

は無理 に使わんでん 上手 に使 うち くるりゃそれ じいい。

鶴崎ん法心寺 じ井戸水 ぅ汲みなが ら  『 あち―な一』 懐か しい

方言 にワイワイ集 まった人が 方言 ぬサ ラケデーチ。そげん方言の

生 き方が とてん嬉 しい。   ・

久住 に行 くとニ ァンスは違 うけん ど 1日 肥後領街道ん共通す る方

言が残 っち ょる。心が通 じあい和む思 い。所 によ り場所 によ り人 に

よっち 同 じ方言 でん同 じ言葉でん 意味が違 うた りす るけん ど

共通す る方言 の温かさは人の心の中 ぇ しっか り根づいちホ ロ リち

出ち くるき―不思議。

野津原 に戦時中に疎開 しち ょつた しが 苦 しい生活ん中か る方言

に慣れ 親 しみ方言 によっち救われた思 いでは心 の中 ぇ 『方言 ち

言 う財産』 も培 い育てち来 たき 年老 いち故‐郷 に帰 ってん それ

をふ と聞 くと無性 に懐か しくなるちゆ う。
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方言お しゃべ りん知名人の方 々 も 素人集団の野津原方言調査会

にゃ こょな くェ ール と支えを送 っち くれ ま した。 自分たちに出来

ん こつ ―やっち ょるき聞 くと 心ん中に胸騒 ぎ血湧 き嬉 しさが こみ

あげち  くるち言 うち くれた。

上浦 に招かれち出かけち行 くと 磯 の香 潮騒が山ん中 じ暮 らす

もん にゃ 優 しく囁 きかけ心を寄せち くるる。調査の仕事 ぅしたき

こげな味わい も満喫出来たん じゃろ―。心 の招 きは金や物 じゃ変え

られん宝。

奇 しき縁ん助成 も受けた。手 出 し覚悟ん方言集発刊 も辛 うじて

カバ ー しち くれ心 の財産が 調査を通 じち連帯感 と取 り組む地道な

活動 の  『 や りが い』 も見つ けで一た。お互 いに家庭の 自分 の仕

事があ る 地域活動ん中でんや るべ き責任 もあ る。 じゃのに寸暇を

割 いち取 り組む尊 い一期間の人生 は  『労多 くして報 いない』 に

してん やつちょか った満足感 な ひ しひ しと今刊行 しち感 じると

共 に 一抹の寂 しさ も残 ります。

産 山ん人 たちん心ん こもつた接対 一 の宮でん時間ぬ割 いち相手

ぅしち くれた人たち。阿蘇ん気候風土 に使われち ょる 肥後方言が

か っての肥後街道 じあった 野津原 に も言葉 の中 ぇ心ん中 ぇ 合い

通ず るもんがあるぬ見た時ん嬉 しさ。

時代が変わ り近代化ん波 ぅ乗 り越えち 発展す る世相をバ ックに

心の中に 優 しく根づいた誠の方言。守 り育てた言葉は消え去 る事

の絶対ね ぇじゃろ―ち しみ じみ思 います。

方言調査 に携わ った皆 さん も そげな思 い じ 7年 間頑張 っち くれ

ま した。一言 コメ ン トを書 いち もらいま した。過 ぐりゃア ッと思 う

期間 じゃけん ど 多 くの人 に出会 い支え られち 快 く協力 しち くれ

たあん じ こん人。絶対 に忘れ られん心ん結 びつ きです。本当に有

難 うございま した。皆 さんの ご健勝 ご祈念 申 しちいます。
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調 査員 の横顔

甲斐 英 行 …会 員 を ま とめ 文化 財 調 査 員歴 を生 か した 語 りべ 、

さ と IInの 堀 り起 こ し、諺  祝 い、葬 な ど…・・・調査 会長

利 光 節 子 …語 りべ を 中心 に伝承 、地 主 と小 作 者 の心情 キ ャッチ、

‐ 女 性 の方言変 革 、単 語 の移 り変 わ りな ど……・・・・冨1会 長

佐藤 吉 晴 …水 に苦労す る農 作業 、生 活 、道 路 、 回説 き ll■ 、作 業 唄

新 しい歌 、子 供 唄、 習慣  風 土伝 承 な ど…… ……交 通

小 野 寿 祐 ・̈学 生 文 化伝承 活動 の指 導 、方 言 との 関 わ り、子 供 を通

じた三世代 方言調 査 ま とめ、 回説 き llFな ど…・学校 窓 口

那 須 政 子・・・生 活 口説 き唄、 山 の仕事 と生 活 、老 人 の語 りべ、民 話

街 道 か らの方 言 、地域 の方 言 相 違 な ど…カ ッ ト、広 報

赤 星 ヨ シ ミー宿 場 町 の方言 と文化 、 移 り変 わ る方言 の流 れ、近 代

生 活 と方言 の関 わ り、町 と村 の方 言 、習慣・・。経 理会 計

佐藤 延 登 …街道 を交 流す る方 言 、三 世 代 が受 け継 いだ方 言 文化 、

生 活 面 に出た方言 、若 者 と方 言 、独 特 な方言 ……監 修

佐 藤 源 治 … 口説 き唄、伝承 、文 化 財 調 査 こぼ れ話 、方言 の うつ り

かわ り、農作業 の苦労 話 、編 集 プ リンター… …事 務 局
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方 言 調査 の想 いで  甲斐英 行

平成 4年 5月 か らヨダキーな―と思 いなが ら

取 り組んで来 た。年月の流れ に一段 と興味が湧

いて 是が非で も成功 させねば と 頑張 ったそ

の功が実 り 平成 7年 4月 前編 の発行を見 るこ

とが出来 ま した。

その時の調査員 の喜 び溢れ る姿を見て 感動   躙職順調F

と同時 に意欲 も燃え会員の皆 さん と 共 々激励 しあいなが ら 平成

10年 発行予定の後編を 目標 に 調査作業を続 けて来 ま したが そ

の成果 も現れて いよいよ望みの後編刊行を迎え ることが 出来 ま

した。

調査会員の皆 さん本当にご苦労 さまで した。心か ら感謝 申 しあげ

ます。調査期間中は楽 しいことや 日ごろ出会 うことのない人 々と

のふれあいが  出来て心強さ も感 じま した。中には『 オ トロシュウ

イイコッー シ ョンナー ハ リコ ミナーエ』 と激励 して くれ る人 も

。 ある時 は『 ワッソーカテ キチ ミナコゲ ン唄モア リャ コゲナ伝

説モアルキ  ドゲーナ』 と指導協力 も受 けま した。 これ も偏 に調

査員であ った ことへの誇 りと思 っています。

沢山の人か ら激励 して頂 いたその喜 びが意欲 とな って くれ ます。

ドゲ ンセチーコツガア ロー ト 方言 に馴染みなが ら生 きる限 り勉強

したいとも。収集 については相手の方 々 も研究 しなが ら 親切 に教

えて くれ ま したので 苦労 もさほど感 じな く 人 との話合 いに して

も形動 に受 け入れて くれ 安堵感 も醸 し出 しま した。調査員 も一心

同体 とな って活動 したことが 理解 もされて ここに刊行出来 たので

す。

調査員の皆 さん の活動を顧み る時 その ご苦労 は並大抵ではなか
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っただろうし 調査期間中平穏無事 に刊行達成 したことは この

上 ない喜 びです。諺 に『立つ鳥跡を濁 さず』 の教えがあ りますが

野津原方言調査会 の活動が辿 り着 いた 後編刊行で『言 うは易 く行

うは難 し』 実行す ることの難 しさ もしみ じみ味わいま した。

方言調査会の発足以来 数 々の想 い出 も出来 ま した。その中で も

最高 の想 い出は二回の上浦調査 実力者 の松本町長 さん と吉岡先生

と初 の出会 いに 親 しみ深 く迎えて くれ民宿での憩 いの一時 言葉

には表現 出来 ない程の楽 しさ。町長 さん は寸暇を割 いて参加 得意

の水墨画三枚 も書 いて くれ 生 きる限 り大切 にせねばな らない貴重

品です。環境のよさ人柄の温かさに感激 し 生涯忘れ ることの出来

ない想 い出とな りま した。人 の振 り見て我が振 り直 しなが ら 一生

を美 しく終わ りたいと思 って います。

方言 に次代を託す  小野寿祐

野津原 は香 りに新たな文化を創 り出そ うと し

てい る。言葉の文化 は人 と人が幾年 もの間大切

に 語 り継 ぐ時に人間味が育つ よ うに思え る。

方言調査会の この成果は 死語 とな りつつあ

る野津原方言を保存 じ 愛好す る人の心を和 ま

せ るであろ ぅ。子供を通 じな くな った方言をあ

えて方言で話す 自分.『 ソゲーオ コラ ンジ ヨ

温かい人間の優 しさと野津原の香 りがす るよ う

ローチヤローエ』

に思える。

昨 日の会話『 そんな オ ジイ所 に行 きなんな』 と言 うと『何

を言 よんの オバ アサ ンで』 …… この会話解 りますか  『 ォ ジー

』 と『 オ ジン』 の取 りちが いであ るが 古 さと新 しさの年代の

差を感 じて いる。方言調査会が・…方言愛好会 …に成長す る日を楽 し

み に して いる。
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言 葉 の難 しさ 利光 節 子

『 うちの嫁 は』 …・‐‐・『 うちの嫁 も』 その た

つ た『 は』『 も』 で意 味が が らり変 わ ります

。 つ ま り『 も』 が つ けば  ご く当 た り前 ん こつ

『 は』 が つ くと ち っと違 うた意 味 に な る。

方言 に も ほん の ち っとん字 違 い じ そ りゃ―

お お けん こつ意 味 が違 うち しま う。 そ げん こつ

ぅ聞 い ち話 なが ら生 きた 80年 あ ま りに 何 か残 せ た ら… … ち思 い

よつ た ら ふん とま―声 が か けち くれ た。

も う嬉 しゅち タマ ラ ンゴツナ ツチ 鉛 筆 もっち人 ん話 ぅ聞 く時

ち ょい と書 いち ょ く。 そ りゃ―面 白 い。 そ しち 7年 もゆ―やつ た な

今振 り返 るヘ モ ドル.や っぱ気 に止 め ち くれ たか る想 い出ん仕 事 も

出来 ち生 きち ょつ た証 じゃな ぁ.張 り詰 め ち聞 き上 手 にな る 自

分 じ感 じ取 った もんが活字 に な る なん か嬉 しい な。形 に残 る幸 せ

誰 よ り も若 さの期 間 じあ ったかん知 れん 。 方言 の温 もりん 中 に生 か

され たん じゃろ―。 ほ一 らよか ったで  おお きにな。

思 い出は美 しい 佐藤 吉 晴

『方言調査をす るき加勢せん な』 舞台の影の

役を もう20年 も共 にやつて来 た 人か ら声がか

か る。断わ る言葉を失つて しま う。『役 にたつな

らいいで』 出来れば他 に適任者がいるか らと思

ったが 一度狙われた ら逃 げ られない 事を承知

で決めた。老人 たちの会話の中か らポ ンポ ン出る

方言 には 温かみの人情が こもつている。だか ら今の時間を フルに

生か して集 めないと あと 5年 もすれば極滅す るだろう。考えない

で もなかつ た事だか ら こん しの為 に恩返 しも したいち思 う。
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古 い唄 農作業す る農家ん人ん生活か る 染み出る方言ぬ活字 に

す る優越感 心が弾み役立つ と言 うよ りも 記録 に残す大切 さを

自分のや った満足感 に置 き換えて いつ まで も心 に残 る灯 となって

機会 に恵 まれた幸せを しみ じみ味わ った 方言調査で した。

方 言 の温 かみ忘れ な いで いた い 那須 政子

縁 あつて方言調査に取 り組むよ ぅになつて  7年 あまりの年月が

あつ  と思 う間 に過 ぎた。長 いよ うで短 い時 FBlの 経過 その FE5平 成

5年 に前編を そ して後編の発行 と 会員の皆 さん と共 に。 自分 自

身 も方言 の楽 しさに そ して又新 しい発見を覚 えなが ら 今 日に至

りま した。機会 に意 まれて感謝 しています。

ボ ラ ンテ ィアの メ ンバ ーの少 な い私 た ちの

研 修 会 に菊 屋 先生 も出席 して『 方 言 は地 方 の文

化 で あ る しつ か り頑 張 って下 さい』 と励 ま

しの言 葉 もいただ き 気 を よ く して ガ ム シャラ

に取 り組 ん で来 ま した。忙 しさの家庭 の仕 事 で

時 には 手 足 ま といにな りな りが ち。 で も期 待

して くれ る心 配 りに 意欲 も湧 き疲 れ た体 に生

きた証 も燃 え ま した。思 わ ぬ知 識 も自分 の もの に

仕事 も違 うで年 も 80歳 代 か ら 40歳 代 ち 幅 が ひ リー けん ど心

は いつ で ん一 つ 。 そん和が素人 ん じょう じゃが  方 言集 ん前編 か る

後 編 に結 びつ けたん じゃね ―か ち 思 うわ。調 査 に出か けち会 うた

人 に ゃ ま こち ぃ丁寧 に教 え ち くれ た り 熱 心 に人事 じゃね ぇち

仕 事 ま じよ く ぅち も しち くれ た。

調査を通 じて多 くの人 との出会 い もあ り 生涯忘れ られない事 も

思 い出 も味わい も。知 られざる幸せ人生 も。物事 に打 ち込む心の悦

なつたようです。
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びが 私 の人間性を一回 りも二廻 りも 大 き くして くれま した。刊

行 出来 た嬉 しさは 私の宝物が又一つ増え る。共 に苦労 した人の優

しさ も 支えて くれた人の心 も勉強で きま した。

幸せ人生だ ったの も取 り組んだ物が 集大成 された今安堵す るこ

とな く 更 に次の何かに取 り組んで生 きたい。輝 いていたいか ら私

な りに いつまで もと思 うか らか……余韻楽 しい心 に夢を抱かせて

くれ た 調査員の皆 さん ご苦労 さまで した。次の 目標に向か って

明 日は今 日よ り幸せに……

私の方言調査活動  赤星 ヨシ ミ

今 回 の方 言 調査 に浅学 非才 な私 も参 加 して  調査 や交流 会 な どに

参 加 を  くり返 す 中で未知 の世界 に誘 わ れ るよ うな 多 くの体 験 も

す る ことが 出来 ま した。皆様 が た の ご協 力 や ご助言 によ って  子供

の頃か ら日常 生 活 に使 った コ トバ 方 言 は

調査 して行 くうち に いか に何気 な く使 い親 し

んで いた事 かが  よ く解 りま した。

当 た り前 の よ うに使 う言 葉  方言が 人 の心 を

結 びつ け 大 切 な生 活道 具 で もあ る そん な夢

と ロマ ン も味 わ い ま した。 言 葉 の文化 は次 の

世 代 に残 す事 も大 切 で あ り 特 に方言 の 中 に隠

れた人情 は 是非受 け継 ぎたい ものです。会員 同志のふれあいや

調査地域の人 との交流 も 人生勉強 にプラス とな りま した。

纏 めの後編が発刊 され る悦 び 協力 して くれた人 たちのコ トバが

日当た りの場所 に出て 改めて見直 され る時 故郷のよさと人の

優 しさが 浮 き彫 りされ るよ うです。 それだけ私 も博学の道 を歩 い

た 幸せをかみ締めています。多 くの支援 して頂 いた皆 さん に厚 く
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お礼 を 申 しあげ ます。有 り難 うござ い ま した。

感 謝 の方 言収集 活動 終 えて 佐藤 源 治

入蔵 に物知 りの老人が居て機会あるごとに 話を聞いていた頃に

もし手が けて いた ら… もつ と面 白 く深みのある 方言集 にな ってい

たか も知れない。 20年 も遅れて取 り組ん だ この後編 には余暇利

用 して収集 して くれた 8人 の物好 きな個性が くまな く生かされ

努力 の足跡が滲み出ているよ うに 思 います。

それぞれが個性 に合わせての ど くと くな収集方法で集めた宝

前編 の単語 に後編 では 方言を取 り入れた生活の跡が盛 り込 まれて

古 い次代の先人 の苦労 切 なさ 惨めさ かたゃ悦び 嬉 しさ

夢 とロマ ンも織 りな して  タイムス リツプ した じだいに も……

調査 に応 じて くれた老人 たちの横顔 に きざに刻む鍍は時代 の宝

で しょう。 ウニを取 る手 も休めないが話 には 気軽 に『方言を使 う

人が少 な くな った』 とこぼす。言葉 の裏 には若 い人が来 た こと

故郷を離れ る人が あること…想 い心 は馳せているよ う。

久住 の人たちは『同 じ肥後領 じゃつたな―』 自分の子が孫が

来 たよ うに 茶を勧めダ ンゴを出 して くれ る。 そんな無言の結 びつ

きが 方言が人の心を しっか り結んだ上での 交流や受 け継がれた

文化が大切 に 譲 られているか らだろ う。

素人づ くりの方言集 は専門家か ら見れば 取

るに足 らぬ幼稚 な ものだが 今集め ることで こ

れ以上消えて行 く 昔懐か しい人の心を結 びつ

けた言葉が 辛 うじて幾つかが記録 に残 った事

に 自負心 も抱 きつつ会員は過 ぎた年月の功労

を讃えま した。
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で も未練があ る……のは集めて 自分たちが幾年 も幾百年 も ヘモ

ドッチ 当時の人 の心の片隅に入 りこんだ 嬉 しさと悦びを味わ

ったか らです。

続編を集 めた ら………そんな声 も間かれ るので 再 び取 り組む

か も知れない。 ……それはいつ完成す るか  浅学非才な凡人 に

寄せて くれた大切 な時間 貴重 な資料  隠 してあ った方言を沢山

有 り難 うございま した。 日礼のみに終わ りますが 改めて敬意 と

感謝 の気持 ちです。多 くの人 との出会 い支え大切 に これか らの

生 き方 に努力 して行 きます。た った一度 きりの人生ですか ら。

ふ りか え って立 ち止 ま って  佐 藤延登

後編が立派 にされたことをお喜 び申 しあげたい。地域特有 の方

言 は その地域 に生 きて きた人 々の生活 その ものである。その意

味で野津原を築 いて きた人 々の生 きざまを偲ぶ こ

とがで き 忘れてはな らないことばと して  これ

か らも生 きてい く人 々に教えなければな らない。

収集 に当た って多 くの苦難をの りこえて こられ

た 会員の ご労苦 に監修を担当 した もの と して

敬意 と感謝を捧 げ 本研究物が今後重要 な資料 と

して活用 され ることを 願 うものであ る。後編の

刊行 にあた り多 くの方の ご支援  ご協力 に厚 く

お礼を申 しあげます。ふ るさとの無形文化財『野津原方言』 が

多 くの人 に愛 され ることを心か ら 念 じて筆を置 きます。

以上調査収集活動 に取 り組んだ 会員 の想 い出を書 きま しが長

い 7年間の 足跡 には人生勉強 も自分の生活の糧 に も 大 きい宝

を手 中にす る事がで きま した。そんな幸せ人生 の生 きた証です。
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お年寄 りの夫婦が手を弓|い ち歩 く時 も 語 らいの中ぇ方言が使わ

れち 人 の心ん温 かさが伝わ ります。鶴崎ん寺 じ出会 うた人ん 回 も

とか る出 る 懐か しい方言 は忘れかけた故郷 ぅ 想 い出させ タイム

ス リップ しち 夢ん世界 に誘 い こまれち行 くよ う。それだけ言葉ん

中に守 り育てち来 た方言は 人の心 に根づいちお るん じゃろ ぅ。

生 まれた里め言葉 と現在の地 区での 方言 には全 く異なるものや

共通 の もの 意味が違 うもん なんか多種多様。でんその心底 には人

ん心ん優 しさ相手を大切にす る思 いや り が込め られているごたる

。 じゃき 方言 じ叱 られてん意地汚 くないん な 優 しさが潜んでお

る相手を思 いや る 温かい気持 ちがあ るのかん しれん。

もつ と早 く調べ ると多 くの言葉が収集 出来 た と後悔 もす るメ ン

バ ーに つねに尻を嘩かれなが ら集 めた資料  これか らの調査 に関

わ る人 の役 に立てば 本当ξこ取 り組んだか ヽヽがあ ります。勉強の機

会 に恵 まれ多 くの人 と出会 い 入聞模様が澱み取れ る調査の中に

自分の成長 も獲得で きた嬉 しさ も大 きい理機 で した。

織細 な博学な知 的才能ではないが 個性豊かに会員が取 り組んだ

方言調査  素人ばか りだけど他 にない ュニークな読んで もらえ る

冊子 と して きっと大事 に心 に納めて下 さると 信 じて もヽます。何

も残せぬ平凡な生活の片隅 に生 きた証が ある ことはこの上 ない幸

せ人生 です。
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